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序章：問題の所在と研究方法
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1．問題領域と狙い

1）工業化社会の諸問題に対する二つの視点

「創造活動」は人間にとって重要な活動形態であり、

それによって人間の独自性が示されることから、しばし

ば、創造性は人間の証明として取り上げられてきた。わ

れわれの生活基盤を形成する生産活動もまた創造性と少

なからぬ関連を持っているが、その生産の歴史のなかで

最も急激な変化は産業革命であったと言うことができる

だろう。唯物論や主知主義に導かれ、いわゆる客観性に

基礎づけられた科学によって工業化は可能となった。工

業化と、いわゆる民主化は同時代的に進行してきたが、

それらの間の因果律に固執するだけでは現代社会に見ら

れる諸問題を解決し、将来像を兄いだすために有効な手

段が導かれるとは思われない。なぜならば、われわれが

工業化から受けた恩恵は大きいが、その一方で人間性の

喪失等、社会に投げかけている問題点も多いことも明ら

かであるからである。

それら問題点を考察する上で重要と思われる第一の観

点は、社会とものづくりの関連である。

生産力の飛躍的発展により生まれた工業化社会の次に

登場する社会モデルとして脱工業化社会という概念が取

り上げられたが、その社会の特徴としてベルは、理論的

知識の中心性、専門職の台頭、自立的技術成長などを示

している1。そこでは新しい技術や新しい経済成長を基

本に据えており、工業化社会と同様に、たゆまぬ消費の

増加を前提としている。しかし、継続的な消費増加の必

lDaniel Bell，The Cominq of Post

industrial Societv，New York1973，（内田忠夫、

他訳、ダニエル・ベル、『脱工業社会の到来一上－』ダ

イヤモンド社、1975年）．

2



要が環境問題と対立し、われわれの社会の未来像を想定

することを困難にしている状況のなかで、生産そのもの

に対する検討の必要性、すなわち文化の物質的前提を形

成する経済生活のなかでの「生産＝ものづくり」の新し

い形態・価値観を検討する必要が生じてきている。

第二の観点は個人とものづくりの関連である。テクノ

ロジーの進歩に対する楽観論の一方で、経済成長や技術

の発展によって形成された社会は、既にそれらの未来の

担い手である子ども達にも大きな変化を強要している。

理論的知識の中心化は子ども達の実際的経験の減少を促

し、それはテクノロジーの進歩を支えてきた基盤の変質

を導いた。その中で、ものをつくる機会の減少が叫ばれ

ているが、それを単にものをつくるという行為の必要性

の減少として割り切り、社会における活動の需要と供給

として受動的に受け入れることができない理由は、子ど

も達の創造力の形成過程における基盤の喪失が生じてい

ると考えられるからである。家庭がこれまでに果たして

きた教育的な役割の多くの部分が、学校教育に持ち込ま

れる傾向が見られ、学校教育における実際的活動の重視

が進められているが、しかし、家庭から学校へ経験の場

を移行することでは問題の解決にならず、分割された活

動という状況に解決策を兄いだす必要がある。

それら二つの視点は、個々に独立したものとしてでは

なく、教育という一つのコンテクストの中で、緊密な関

連をもって考察することが重要であると考えられる。そ

の場合に、義務教育において第一にものづくりと関連す

る教育として考えられるのは工作・工芸教育である。工

作・工芸教育を包含することとなった民衆の義務的学校

教育は、工業化にとって重要な前提であったが、その学

校制度もまた社会変革に影響を受けて成長してきたもの

である。工業化は、新しい経済的、政治的、社会的関係
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を形成し教育の必要と可能性を生んだが、教育によって、

それらの継続的な展開も可能となった。義務教育の変化

は、社会変化を写し出す一方で、その変化のための手段

としても捉えることができ、そのなかで、ものづくりが

重要なキーコンセプトとして考えられる。

2）スウェーデンと工作・工芸

前述した問題領域における観点を導き出す出発点とな

ったのは、スウェーデンのハンドワークによる生産品、

なかでも木材工芸品に見られる特質であった。その特質

が、世界的な影響を与えたスカンジナビア・モダーンと

呼ばれるスウェーデンの工芸・工業デザインの形成過程

において、形態に関わる美の問題だけではなく、人間と

社会の問題に美を判断基準として導入した点が重要な役

割を果たしたことにより形成されたと思われる点に着目

したことに始まった。スウェーデンは19世紀の後発的

インダストリアリゼーションによる革命的変革により、

貧しい農業国から近代工業国へと急速な発展を遂げたが、

それは、まさに日本におけるインダストリアリゼーショ

ンの進行を連想させ、多くの類似点を兄い出すことがで

きる。しかし、木材工芸品のみならず、現代の日本とス

ウェーデンの生活環境には、単に人口の差、地理的な状

況、伝統の相違のみでは説明できない大きな差異がある

と思われる。

そして、それらの差異は、教育に反映されていると考

えられる。そのなかで最も重視する必要があるのはスロ

イドと呼ばれる教科の存在である。スウェーデンでは、

1878年以来、工作・工芸領域での教育がスロイドとい

う名称の教科によって義務教育に取り入れられ、現代に

至るまで、その教育的理念が検討されてきた。初期にお
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けるその影響は日本にも及び、手工科という教科が制定

された。工業化社会であるというスウェーデンと日本の

共通点以上に、スロイド教育が、19世紀末に日本の工

作・工芸教育に形成に影響を与えたことは、現代の両国

における大きな差異を考察する上でも重要であると思わ

れる。現代の日本には手工科はすでにないが、工作・工

芸領域は図画工作科や美術科のなかの一つの領域として

残されている。しかし、スウェーデンでのスロイド教育

の発展に引き替え、日本では工作・工芸教育は美術教育

の一部として、わずかな範囲で行われているにすぎない。

日本の社会において、それらの教育の需要は、その供給

に相応して僅かなのであろうか。現代の日本の工作・工

芸教育は、歴史的にも社会的にもスウェーデンのスロイ

ド教育ほど好条件のもとに置かれているとは言えない状

況にある。

3）本論が扱う領域の限定

先に記したように日本の工作・工芸教育領域に与えた

スロイド教育の形成初期の影響には大きなものがあり、

日本でもその研究は多く行われている。それらの研究が、

本論文が取り上げた問題領域の検討にとって重要な示唆

を与えるであろうことは疑う余地がない。しかし、本論

文では、スウェーデンのスロイド教育の形成から現代に

至るまでの理念的な変遷を中心に検討することとし、そ

れらについては今後の研究課題とした。したがって本論

文では、直接的な日本との関連については、わずかに触

れるにすぎない。

またスウェーデンでは、工作・工芸領域以外の美術領

域の教育は、テックニング（亡eckning）やビルド（bild）

という教科名によって行われてきた。この領域について
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は本論では取り扱わないが、スロイド教科と比較して、

比較的困難な道のりを経ていると考えられ、その研究は、

わが国の美術教育理念の検討においても興味ある示唆を

与えると思われる。1980年の教育計画に登場したテク

ニーク（teknik）という教科は、技術領域を取り扱って

いるが、工作・工芸領域を意味していない。さらにスウ

ェーデンの家庭科とテキスタイル領域は切り離されてお

り、スロイド教育のなかでテキスタイル・スロイドとい

う領域を形成している。これらは、工作・工芸領域を、

木材・金属・テキスタイル等の人間を取り巻く一般的素

材を中心とした実際的かつ美的な活動として捉えること

に由来する。その影響は、タビストリーなどの工芸領域

におけるスウェーデンの充実のみならず、スウェーデン

の生活一般における美意識の浸透を導いていると思われ

る。

現代における基礎学校の－教科としてのスロイドを考

察するには、テキスタイル・スロイドについても検討す

る必要があるが、本論文では、特に木材・金属スロイド

に重点を置いた。その理由は、スロイド教育理念の歴史

的変遷を考察するために、最も重要かつ中心となるもの

は木材スロイドであると考えること、サロモンの時代か

らの連関のなかでスロイド教育を捉えようする本論文の

狙いと、現代の日本の工作・工芸領域との関連を考慮し

たことである。しかし、現代において、木材・金属スロ

イドとテキスタイル・スロイドが一つのカテゴリーに含

まれ、共有する理念の枠組に含まれるので、その関連か

ら限定的にテキスタイル・スロイドを取り扱う。

本論文は、スロイド教科が何を目的とし、なぜスロイ

ドという教科が義務教育のなかに存在するのか、そして、

それらは社会の変化のなかでいかに変革されてきたのか

6



ということを後述する期間のもとで検討する。その意図

するところは、日本の工作・工芸教育が、いまだ小芸術

的範噂のなかで、非常に狭い意味と役割しか与えられて

いないと思われること、その教育理念は社会状況との関

連が薄く、一般性よりも、いわゆる芸術的高尚さを強く

押し出している状況の一方で、社会一般における美的質

の問題が低調であると思われることを勘案しながら、ス

ウェーデン社会におけるスロイド教育の特質を検討する

ことにより、現代における工作・工芸教育の理念的重要

点を考察したいという点である。
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2．　スロイドとスロイド教育

1）「スロイド」という言葉の多義性

日本においても、工作・工芸教育のはじまりは、他の

教育分野と同様に、ヨーロッパに始まる教育学を積極的

に取り入れたことに起因するが、「人間がものをつくる」

ということと教育を関連づけて考察する時、「スロイド」

という言葉に出会う。日本で使用される「スロイド」と

いう言葉は、スウェーデン語の一・slOjd・・によるもので

あり、一般に「スロイド」と記されるが、スウェーデン

語一・sl凸］d一一の表音を記述するには「スレェユド」が近

いと思われるZ。スウェーデンでは「スロイド」と発音

しても理解されず、日本語の「スロイド」という表記は、

むしろ、スウェーデン語の・－S16jd一・を英語訳した

一一sloyd・・に共通する点があると考えられる。

日本のみならず世界の工作・工芸教育に多大な影響を

与えたとされる「スロイド教育」を検討するためには、

概括的な問題提起として「スロイド」とは何かという問

題が必要となるだろう。

1981年に出版された『スウェーデン・アカデミーの辞

書』には、スロイドが「非職業的に営まれる、手による

日的対象物（fOremal）の製作（例えば、木材あるいは

金属を通して、また、裁縫・織物を通しての製作）3」

の意味で使われると記されている。そこでは、スロイド

が、人間の生活において基本的な木材・金属・布・糸な

どの素材を利用して、手で（つまり大がかりな機械を利

2本論文では、日本での慣行に従い「スロイド」と記

35＿VenSka akademiens ordbok，1981・
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用せず）何中をつくることを意味していることが告げら

れているが、現代スウェーデン語の慣用においては、「ス

ロイド」が前述したような製作活動を意味する一方で、

生産された製品そのものをあらわすためにも使用されて

いることに気づかされる。また、『スウェーデン・アカ

デミーの辞書』には「非職業的」という表現があるが、

厳密には、この表現は適切とはいえないだろう。なぜな

らば、主職業（主として農業）のかたわらで、つまり農

閑期における副産物の生産として取り上げられるヘムス

ロイドにおいても、その余剰の販売が前提となっている

し、もっと直接的に、売物であるということを意味する

サァルスロイド（SaluslOjd）などもスロイドという概

念のなかに入れられてきたことは無視できないからであ

る。また、現代のヘムスロイドにおいて、販売を主目的

とした活動がスロイドの中に含まれていることも否定で

きない。

現代のスウェーデン人に「スロイド」とは何であるの

かを質問すると、おそらく多くの一般の人々は、二つの

方向から連想すると考えられる。それは、自分連が学ん

だ学校の一教科としての学校スロイド（Sk01sl。〕d）と、

各々の地域を代表し販売組織も持つヘムスロイド協会に

代表される活動およびその生産品である。それら教育学

的スロイドと、組織化されたヘムスロイド協会に関連を

持つヘムスロイドは、共通のルーツと、いくつかの共通

な価値感の存在にも関わらず、それらの区別を行う必要

性が生じ、その特徴が強調されてきた。また種々のハン

ドワークと工業生産に関する職業教育と教育学的スロイ

ドとの区別もまた同様に行われてきた。その強調は、生

産に係わる社会変化や、学校教育のおかれた状況と共に

進められてきたことが理解される。

さらにスウェーデンでは、ハンドワーク（hantVerk）、
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芸術的ハンドワーク（konsthantverk）、芸術工業

（konsthantverk）、デザイン、フォルムギヴニング

（form如vn土ng）等の言葉もまた利用され、それらの概

念およびスロイドとの関連が今日までも議論されている。

スロイド・インスティテュートのフェーグレン教授

（Jan Sje）gren、1937－）は、「ヘンマスレェイダンデ

（hemmasle＞jdande）4」という用語を限定して使用し

ているが、それは、組織化されたヘムスロイドと異なり、

「家庭で日常において必要とされるスロイド（Vardags

behovslO〕d）」を意味している。それによって、ス

ロイドという用語の枠組みのなかに、ホビー・スロイド

や、余暇スロイド（fritidsslOjd）という用語では限

定され過ぎて表現できないものが含まれていることを示

そうとしている。

「スロイド」には、様々な異なる活動が含まれ、「ス

ロイド」という共通定義のもとに「学校スロイド」「ヘ

ムスロイド」「ヘンマスロイド」等を単純に統一するこ

とはできない。その様な現状をふまえ、スウェーデンで

は、限定された場合を除き単純に「スロイド」と言うこ

とを研究者は避けている。

2）コンテクストと基本的要素

フェーグレン教授は『実際的仕事と創造的能力5』の

4Jan Sje）gren，En uて）r）SatS′　Mal fe）r

Sk01sle＞jden och sle）jdlararutbildningens

uppfattning om detta aren1960－85，

UniversitetetiIJinkC）Ping，＝nstitutionen fe〉r

Sle〉］d．1985′　Sid　3．

5Jan Sje）gren′　Practical work and crea亡ive

阜bill亡Ⅴ′　Department of craft and desig■n′

University of LinkelPing1987，Sid H＝．
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なかで、1980年度に学校教育庁から出された『基礎学

校のための教育計画』におけるスロイド教科の概念を、

解説しているが、その序文に「『真理』という言葉が何

を意味するかを兄いだすということへの確信は単純化し

た観点を含む。決定的かつ限定された意味のなかで、ひ

とつのそして唯一の解釈を信じることは危険だろう」と

記している。それは多元文化社会のなかで論議が行われ

る際に、単純化した観点のなかで概念定義をすることの

危険性を示している。フェーグレンは更に、「われわれ

は多様性と共に生きねばならないことがある」と指摘し、

そこではコンテクストのなかで検討することの必要性が

記されている。『何がスロイドか？』という問題は、ス

ウェーデンでも「決して止まることのない論議」であり、

「その問題はスロイド教科教育学の領域へと続くもので

ある」と記しているが、それらの問題へのアプローチは、

そのコンテクストを調査・検討することから始める必要

があるだろう。

本論文もまた、その様な立場からスロイド教育を考察

するが、スウェーデンと日本における研究の基盤には、

「スロイド」と関わる経験的了解点に大きな差異がある。

「スロイド」という言葉は、19世紀初頭に日本の人々

の前に登場したが、そこでは教育との関連が指摘され注

目されていた。日本では「スロイド」が、現在でも当時

との関連で取り上げられることが多いが、本来、「スロ

イド」とは古代から現代に至る継続した一つの文化を指

し示す言葉である。スロイドが意味した内容は歴史を経

ると共に多様化・分化し、各々に対して異なる言葉が必

要とされるようになったが、そのなかでも教育との関連

においては、なお、総合的活動としてのスロイドという

意味の重要性が失われていないと言えるだろう。

本論文は、日本で読まれることを前提としているが、
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日本におけるスロイドについての経験的了解点の不足は、

スロイド理解を困難にすると考えられるため、「スロイ

ド」の基本的な共通要素についてふれておきたい。

【基本的素材と自然】ものをつくるということが人間の

特徴であるということは前述したが、スロイドとは、人

間にとって最も基本的な活動である「ものをつくる行為」

を意味している。それは、手と単純な器具・道具を媒介

にしてものを形成することであり、したがって、そこで

は扱う素材が限定される。すなわちスロイドでは木材・

金属・布などを中心に扱い、より大きな設備を必要とす

るガラスなどが含まれることはまれである。また、特殊

な工具や技術が必要となる活動は、前述の限定された素

材を利用する場合でも行われない。

スロイドにおける素材として、プラスティック等の新

しい素材は否定されないまでも、あくまでも基本的素材

は木材・金属・布であるという考えは、自然と密着した

スウェーデンの生活に影響を受けている。それは、スロ

イド作品のなかでも、特に、木材を素材としたスロイド

製品を例に示される様な素材の特質への配慮という点に

現れている。その特質は、単純な素朴さという概念に留

まるものではなく、むしろ、美の理念についての考察を、

自然と人間生活との間で進めた結果である。

【生活と総合性】現代のスロイドが関与する材質は、非

常に基本的なものだけとなっているが、しかし、スロイ

ドは日本の工作・工芸よりも、より広い概念を包含して

いると考えられる。それは、スロイドに前述した「ヘン

マスレェイダンデ」という要素が包含されることに現れ

ている。へンマスレェイダンデで示される要素は、元来、

ヘムスロイドの中に含まれていた要素であった。従来の
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ヘムスロイドからそれが失われていく一方で、しかし、

その要素はいまだにスロイドという人々の活動のなかに

残されていることが理解される。つまり、スロイドとい

う「ものをつくる」という行為が、家庭（生活）との関

連を失わず生活と密着していることが、スロイドを特殊

化せず、人間にとっての総合的活動としていると考えら

れる。

生活と関連した総合的造形活動としてのスロイドには、

芸術領域も含まれる。また現代ではスロイドの専門家（作

家）の存在も認められることから、日本のいわゆる芸術

的な工芸という領域と近い概念も包含している。さらに

彫刻的、あるいは絵画的領域との境界もあいまいである。

しかし、決定的な相違は、スロイドには、あくまでも「生

活との関連」という観点と前述した「基本的な素材」の

限定が前提とされていることである。

現代の日本語の「工作・工芸」という言葉で理解され

る概念とスロイドの共通部分は確かに大きいと思われる

が、同時に日本の「工作・工芸」が包含していない「ス

ロイド」の意味を検討することは重要である。その検討

に際しての留意点は、二点考えられる。

一点は、スウェーデンと日本の社会的・歴史的・文化

的背景の差異であり、日本においてスウェーデンめスロ

イド概念を受け入れる際に、ずれが生じることである。

もう一点は、スウェーデン国内においても、「スロイド」

は現代に至るまで幅広い内容を持ってきたし、また「ス

ロイド」の内容は時代と共に変化し分化した。したがっ

てスウェーデンにおいても普遍的な「スロイド」の意味

の明確化が困難となることである。特に19世紀末に始ま

るインダストリアリゼーションは、スロイドに大きな影

響を与えた。これらの問題に留意し、スウェーデンにお
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けるそれら諸背景の関連のなかでスロイドを考察する必

要がある。
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3）「スロイド」の変化

1800年代でも1900年代でも、「スロイド」という語

は多義であったことが指摘されている。

後述するスロイド教育の父サロモンは、1891年に「ス

ロイド」という用語で何が意味されるかを記している占。

それは辞書の語源学的表記に始まり、サロモン自身の思

想へと導かれる。サロモンによれば、「スロイド」は一

つの古い純粋な北欧語であり、スウェーデン語では

T－sle）ghd一・、アイスランド語では・・sloegd一・であった。

一一sle〉jd一一　はサロモンによると、ひとつの古い形容詞

・・slOg・一、アイスランド語7　では、・tsloeg・r一・から来

ていて、古代スウェーデン語（fornsvenskan）では、

「巧みな／上手な（Skicklig）」とか、おおよそ「熟練

した（Skillful，konstfardig）」そして「器用な

（hand土g）」という意味であった。また北方方言

（nordiska dialekter）の中では、「スロイド」は、

（手仕事と特別の関係なく）「ずるさ（fe｝rSlagenhe亡）」

や、「策略（1土S亡）」を意味するとサロモンは言ってい

る。それは日本の「巧み」と共通点が見られるようで興

味深い。

サロモンは形容詞の　一一sl。9日　が、その他に　t・sla一・

から派生していると述べている。基本的には「打つこと

のできる人（en som kan sla）」という意味である。

英語では、一一亡he man who can hitTT　に対応するが、

いわば「自分の目標にうまく当てることのできる人」と

いうことである。それは、後に「すばしっこい（fllnk）」

「器用な（handlg）」そして、「巧みな／上手な

6cf．Otto Salomon，＝　Tjed00Oqiska fraqor．，

GOteborg1905′　Sid　52　－　55．

7アイスランド語は、北欧語のなかでも最も古風で、

古代北欧語の要素を多く残していると言われる。
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（Skicklig）」へと発展して行く。この様な使われ方は、

おそらく狩猟との関係、もしくは、動物との関連を示す

ものであり、人間のもっとも古い道具が狩猟に関わるも

めであると考えられるならば、その語源は、今まで意識

されているよりも古いものであると考えられる。

アイスランド語の　t暮sloegT・－　は、しばしば

1－sl凸］d一一　という用語への語源として引用されている。

しかし、今日のアイスランド人は、大学クラスのアイス

ランド語教師すら、その語を知らないことが指摘されて

いる。もっとも近く興味深い語は、・rslaegurT一　で、動

物を打ったり、蹴ったりすること、あるいは、「ずるさ

（lis亡ig，fe）rSlagen）」を意味する。そのような相

違についての解明は、おそらく西方北欧語圏と、東方北

欧語圏における異なった発達にあると考えられている8。

サロモンは「教育学的問題のなかで」という著書に

おいて、当時すでに、スロイドと芸術の近似的性格を強

調し、それら両概念が互いに近く位置していると考察す

ることから、「スロイド」に「一般的手工業の仕事

（det vanliga hantverksarbetet）」から距離を持

たせた9。サロモンは、同書で語源学的考察を行ない、

それを「教育学的スロイド」の注釈で終えている。そこ

では、当時、教育の役割の中にスロイドを位置づけるこ

とが受け入れられた概念となったことを記し、そしてさ

らにサロモンは、ノルウェー語、ドイツ語、英語、ポー

ランド語、イタリア語、スペイン語においても「スロイ

ド（Sle）jd）」が「教育学的スロイド（Pedagogisk

8L．Johnsson och Y．Linden′　Raて）POrt fran

en studieresa till　＝sland．，

Larareutbildningeni Linke）Ping，raPPOr亡

1984：118，Linke）Ping1984．

9　cf・Otto Salomon，OD・diL．Ge）teborg

1905′　Sld　52－55．
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slOjd）」の意味でのみ扱われていることを語っている。

これは、日本でも同様であったと思われる。

サロモンによる記事の内容と「スロイド」という用語

の語源は、しばしば、長い歴史の中でスロイドと教育学

的スロイドの、観念的内容を記述するために使われてき

た。
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4）スロイド教育とは

スウェーデン・スロイド教育が文字どうり世界的な名

声を得た1800年代後半は、同時に、いわゆる「スロイ

ド」が人間生活と密接な関係を持ち続けることが困難に

なり、新しい関係を模索し始めた時期でもあった。当時、

サロモンはスロイドが芸術（kons亡）と近い位置にある

と述べており、スロイド教育の創始以来、それは単なる

技術指導ではなく教育の総体と「ものづくり」が直接的

に関連しあうものであった。しかし、外国諸国において

は、当時の歴史的背景も加わって、スロイドが部分的に

しか理解されなかったため、今も、各国の産業教育史、

工業教育史、職業教育史の中に、その名を見るに留まる

ことが多い。分業が労働の家族内技術を家庭から分離し

て、手工業者のギルドを作り、さらに産業革命が起こる

というように、工業化の面からのみ過去の諸事実を単純

化し、単一化したルートで考えるのみでは、本質的な理

解を妨げることになろう。

日本の社会的な時代背景から、スウェーデン・スロイ

ド教育が産業教育史の中で考えられたこともあるが、本

論ではスウェーデンの歴史的・社会的背景をふまえるこ

とで、その独自性を見つめ、スウェーデン・スロイド教

育に新しい位置づけを与えることを試みたい。

「スロイド」という用語は、時代と共に変化し、その

内容に推移を見ることができる。現代スロイド教育学の

理念もまた、その源泉であるネース・スロイドから発達

し変化してきた。しかし、スウェーデン・スロイド教育

は、その当初より、産業発達至上主義である諸外国の目

標とは異なっていたことが注目される。その思想の一部

は、ドイツの教育思想、特にペスタロツチ等へたどるこ

ともできるが、むしろサロモンの背後に交錯する種々の

18



要因の中で、現代もなお、脈々と発展的に研究が続けら

れているスウェーデン・スロイド教育学の胚芽が育てら

れたことに対し、サロモンの業績を大きく評価すべきで

あろう。

サロモンの努力によって、国民学校の教科に取り入れ

られた「スロイド」は、学校スロイド、教育学的スロイ

ド、教科スロイドと種々に呼ばれている。大きな特質と

しては、第一に作品対象において、職業的視点によって

みられる品質の強調がないことである。それは、スロイ

ドの行為を通して生活に基本的な、いわゆる「実際的技

術」を習得することはあろうとも、製作における技術そ

のものに第一の重点が置かれていないということである。

作品の製作方法は、教育学的文脈の中に置かれ、その作

品は生徒のレベルから啓発的訓練との関係で観察される。

ネース師範学校、最後の校長であり、現在リンシェビン

グ大学の教育学部長であるルンドベルユ教授は、筆者と

のインタビューのなかで、「サロモン等の、古き時代の

貢献に対して、あらゆる敬意を払うけれども、ここ20

年におけるスロイド研究は、それに劣らぬものがあった」

ことを強く指摘しながらも、「かつてのスロイド教育学

者が作った基礎は、今でも現実性をもっている。それは

子供の手に関わる活動に関連する点である。」と語って

いる。これは、彼がスロイドを実際的教科としてのみで

なく、芸術的要素に重点を置くようになったことを強調

してのことである。サロモン自身が、スロイドと芸術と

の非常に近似した性格を指摘していることは知られてい

るが、サロモンの死後、ミリメーターの厳格さでモデル

シリーズが扱われたことへの反省と改革への展開は、歴

史的考察の中でとらえることが必要である。その背後に

は国民の要求に即した社会背景が強くあらわれている。
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前述したように、スウェーデンにおいて、学校スロイ

ドについて語る時、次の二種別があることに注意しなく

てはならない。すなわち、木材・金属スロイド（tra－

metallsle）jd）と、テキスタイル・スロイドである。

両者の相違は、主に材料と技術における面であり、それ

らは、それ以上に重要な面で共通点を多く持っていると

考えられている。

「スロイド」はスウェーデンで学校制度と同様に社会

に対応しながら変化してきた。産業革命以来の前述した

問題点が解決していない現代、学校スロイドの理念変化、

工業化社会で学校スロイドの果たす役割、「スロイド教

育史」を研究することは、現代における問題解決を急ぐ

ために重要である。それらの詳細な研究はこれからの課

題となるが、さしあたり現代のスウェーデンにおける一

つの傾向を要約しておきたい。

テキスタイル・スロイド教師の養成はイェーテポリ

（Ge）teborg）、ウーメオ（Umea）、ウプサラ（Uppsala）、

そしてストックホルムに存在する。しかし、木材・金属

スロイド教師の養成は、現在、才一スのスロイドセミナ

リウムから移転したリンシェビング大学スロイド・イン

スティテュートのみ一校で行われている。そのリンシェ

ビング大学のスロイド・インスティテュートでは、4年

制で学校教育における各レベルのスロイド教師を養成し

ている。

1960年ネースからリンシェビングへ移行する際、学

校教育庁は、より美的で、文化的な方向づけを強調した

教育を望んだ。

リンシェビング大学スロイド・インスティテュートで

は、すでに木材・金属における訓練および職業等の経験

がある場合に、教員資格試験の公募希望者を対象として、

1年間の教育学的訓練（40ポユング）のみを、このイ
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ンステイテユートで受けることで養成期間を修了するこ

とができた10。学校スロイドが実際的一芸術的教科と

して位置づけられるため、その教貞養成課程は、理論や

技術の側面からと芸術的発達訓練の側面から進められる。

40ポエングの廃止は、特に芸術的発達訓練に焦点があ

てられ、重視されていることを示している。これは、他

のヨーロッパ諸国およびスカンジナビア諸国よりも、学

校スロイドが一面的な技術重視の方向に傾いていないこ

とを示している。

現代のスウェーデンにおいて「スロイド」という言葉

は、多種多様なスロイドを指し示す言葉として、また、

一般の人々の多数が持つ共通認識として、基礎学校にお

ける－教科の名称として理解されている。本論の中で、

扱う「スロイド」という言葉の多くは、特別な限定がな

い限り、このスロイド教育を考察するために使用される

が、しかしまた、それに限定されず、文化の一領域とし

てスロイドを捉えることも必要である。それは、日本の

なかでスロイド教育を理解する過程にとって必要な要素

であると考えられるからである。

101988年に予定された改革で、その課程は廃止される。
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3．スロイド教育と日本の受容

1）歴史的背景

スロイド教育が国際的な広がりを得ることについては

本論文の第三章で検討されるが、日本においても、当時

の世界的な広がりを追う形でスロイド教育が紹介された。

しかし、日本に限らず、スロイド教育を受け入れた諸外

国のなかには、スウェーデンの理念とは異なる方向へと

展開されたものも少なくない。それは、本論文の第二章

で取り扱われるようなスウェーデン独自の背景に由来す

るばかりではなく、プロノフスキー（J．Bronowski，

1908　－）やマズリッシュ（B．Mazlish）が、『ヨーロ

ッパの知的伝統』のなかで記したように、ヨーロッパで

は、ダ・ヴィンチ（Leonardo da Vinci）以後の500

年間にわたり、人間の個性の完全な発展と自由の理念が

重視されてきたことを無視できない。それらの理念が互

いに結び付き、ヨーロッパ社会におけるヒューマニズム

の観点11が形成されてきた。スロイド教育の理念は、

そのバックボーンなくしては、本当の意味で導入するこ

とは困難であったと思われる。

日本もまた、独自の社会背景のなかで、スウェーデン

のスロイド教育と接したわけであるが、当時、どのよう

にスロイド教育を捉えたのであろうか。

日本では明治19年（1886年）の「学校令」の公布によ

って、手工科が加設科目12　として農業・商業とともに

llJ・Bronowski，Bruce Mazlish，The western

intellectual tradition．From Leonardo to

迫監道立′　London1960．（三田博雄他訳、J．プロノフ

スキー、B．マズリッシュ、『ヨーロッパの知的伝統』、

みすず書房、1969年、383頁）参照．

12学校選択科目のことである。
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普通教育の1科目として高等小学校に課されることとな

り、同時に、師範学校でも工業科から手工科へと名称が

改変され、農業科と共に男子の必修科目となった。産業

経済において欧米に追いつくことが望まれていた当時の

情勢において、手工科の設置には欧米の教育事情が大き

な影響を与えたと考えられる13。「手工科の加設に最

も大きな役割を果たしたのは手島精一である。かれは明

治11年パリの世界大博覧会に出席し、工業教育振興の

必要性を痛感して手工科に関心をいだくようになった。

明治17年、万国衛生博覧会（ロンドン）に行った際、

かの有名なスエーデン、ネースの手工師範学校の校長と

文書の往復などをして、意見を求めている。これが後年

（明治2114）後藤牧太が手工教育研究のためにネース

に留学するきっかけとなっだ5」と記されているよう

に、スウェーデンのネースにあるセミナリウムが手工科

設置に影響を与えたが、手工科設置の背景には「工業教

育振興」という目的が重要な役割を果たしたと考えられ

る。

1890年（明治23年）に師範学校手工科教員の養成を

目的とした機械工芸部特別生（2年課程）が東京工業学

校内に設置され、同年9月にに帰朝した後藤牧太は、手

工教授法を担当した。後藤牧太のスロイド教育に対する

見解は、サロモンの教育原理を良く伝えており、サロモ

ンの理念を十分に吸収して帰朝したものと思われる。し

かし、後藤牧太の紹介したサロモンの理念は、日本にお

ける情勢や狙いづけと一致していたとは言えず、1890

年の勅令によって尋常小学校に手工科が加設されると同

13日本科学史学会編、『日本科学技術大系』、第9巻

教育2、第一法規出版株式会社、1965年、61－65頁、参

照。

141888年

15同上書、63頁。
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時に小学校における随意科目に関する規則が定められ、

手工科は希望者のみに課せられることとなり、希望者は

減少していくこととなった占　これはサロモンが強調した

一般教育としてのスロイド教育が徐々に浸透していくス

ウェーデンにおける方向性と大きく異なる点である。手

工の理念は決して一つではなかったと言えるが、その後

の歴史が示すようにスウェーデンのスロイド教育とは異

なる経緯と認識があったことが注目される。この点につ

いては、手工科と日本の社会の関連を考察する必要があ

るだろう。

2）現代におけるスロイド教育の把握

現代の日本におけるスロイド教育についての概念形成

には、二つの傾向がある。一つは、1800年代後半のネ

ース・システムと呼ばれるものがスロイド教育であると

いう考えであり、もう一つは、アメリカのスロイド教育

研究から学んだことにより、マニュアル・トレーニング

への影響としてスロイド教育を捉えるものである。

スロイド教育はネース・システムによって全世界に広

まったため、日本でもネース・システムがスロイド教育

であるという認識が形成された。それは、現代において

も「スロイド・システム」という日本独自の表現を使用

することにより受け継がれ、スロイド教育についての曖

昧な理念が紹介される一因を形成している。スロイド教

育は、スロイドという一つの教科のなかで行われるが、

その方法については歴史的に発展してきており、一つの

システムが、スロイド教育となることはない。それはネ

ース・システムを作り出したサロモンもまた記している

ことである16。スロイドの教授方法ということで「ス

】6後述参照。
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ロイド・システム」という言葉を利用するならば、それ

は、現代ではネース・システムとはまったく異なったも

のを意味し、また時代により異なるものであることが指

摘されるだろう。

アメリカの研究は、日本におけるスロイド教育理解を

補償するものとなった。それはアメリカにおける合理性

と日本が近代化のなかで欧米に追従する状況との間にあ

る共通点もまた作用したと考えられる。その図式のなか

で形成された概念は、いまだ変化されず、サロモンの人

間形成としてのスロイド教育は、科学発達という観点か

ら、工業化における模索としての教育という狭い枠組み

のなかで捉えられ続けている。

例えば国際教育事典には、「企業内教育」という項目

のなかで、親方による徒弟教育から作業分析の発達と科

学的管理法により集団指導を可能としたロシア法へと移

行していくなかで産業教育の始まりを記し、さらに「ペ

スタロッテの考えが北欧に伝えられ、さらにアメリカへ

と移入されたスロイド手工の方法が、主として学校教育

での技術教育として発展したのに対して、ロシア法は、

ウィーン、フィラデルフィア万国博（1876）、パリ博を

通して欧米各国に拡がり、特にアメリカで作業分析をも

とにした企業内での技術者教育を広めるきっかけとなっ

た17」と紹介されている。

同書のスロイド教育をとらえる視点には二つの観点が

見られる。第一にスロイド教育が産業教育の一環のなか

の一要素であるということ。第二にスロイド教育は学校

教育ではあるが、技術教育であるということである。

かつての徒弟制度は親と子の関連と同様な基準をもっ

て形成された。そのなかで教育されたものは、一つには

17松崎巌監修、『国際教育事典』、アルク、1991年、

156頁。
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親方の技術であったが、もう一つには一般教育や道徳、

公民的な内容であった。国際教育事典で示された徒弟教

育を企業内教育の始まりとして捉える見方は、前者の教

育に主要な視点を当てた徒弟教育の理解である。

中世までの徒弟制度においても、前者と後者の教育は

単純に切り離すことはできないものであっただろう。前

者に主要な観点をおいてその教育を精選していった日本

では、手仕事の教育が、工業化が進行するなかで時代に

合わぬものとなり、次第に廃れていったが、その当初よ

り、前者を「手段」としながらも、後者に主要点をおい

ていたスロイド教育では、工業化する社会のなかで現代

に至るまで、ますます重視されてきている。これまでの

日本の技術中心型の一面的な捉え方ではスウェーデンの

スロイド教育は、理解できないことは明らかである。さ

らに、工業化社会のなかで重要な役割を果たすスウェー

デンのスロイド教育の理解は、日本において、現在でも

依然として続く工作・工芸教育に対する低い評価を少し

でも改善していくことの必要性を示唆することとなるだ

ろう。
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4．研究の時代区分

本論が調査を行う期間は、1800年代から現代までで

ある。それは、スロイド教育の理念が形成され、義務教

育に取り入れられ、現代に至るまでの経過を意味する。

「学校の歴史のそれぞれの有意義な研究は、学校が社

会の現象として、それが中に含まれる政治、経済、そし

て社会的事実のなかの不可欠な一部として見つめられる

ことを前提とする18」とリチャードソンは、『スウェ

ーデン教育史』に記しているが、その基本的な観点に従

うと、社会構造の変化と共に学校の機能と意味が変化す

ると言うことができる。本論の最も興味ある問題は、義

務教育の－教科であるスロイドも社会変化との関連し変

化しているということである。本論で扱う期間における

社会変化として主なものには工業化が考えられる。

これらの期間は、100年以上にわたり、1つの章によ

って検討することが困難であるため分割される必要があ

る。分割の観点は、スロイド教育学の歴史的な展開を明

らかにすること、スロイド教育と社会的な関連を配慮す

ることであった。

スウェーデン教育史の研究家として有名なパウルスト

ンは、1842年から1950年までのスウェーデンの義務教

育について研究しているが、その時代区分は社会的な関

連に対応され行われており、各々の時代は以下に記すよ

18Gunnar Richardson，＿Svensk

utbildnincTShistoria．，Lund1977，Sid　7．
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うな特徴を示している19。

1．1842～1918年

保守勢力支配の時期にあって、教育的統合への自由主義

的理想主義者および社会主義的ユートピアンによる初期

の要求によって特徴づけられる。

2．1918～1932年

「普通選挙権と政治的行きづまりによって、部分的改革

についてのいざこざさと安協がなされた」時期

3．1932～1946年

「社会民主主義が普及するなかで、社会的・経済的福祉

国家への優先権」が認められていた時期

4．1946～1950年

「社会的・政治的再建を目指す社会民主主義のリーダー

シップによって、総合制学校への改革と国会での承認が

なされた」時期加

以上のようにパウルストンは、4つの時代区分をして

いるが、それらは、スロイド教育史を考察する上でも充

分に対応できる。しかし、本論では、さらに1950年か

ら現代に至る時期を考察する必要がある。特に1960年

以降は、現代のスウェーデンにおいて機能している9年

制義務教育制度が始められた時期であり、義務教育とス

ロイド教育の関連を考察するには重要な時期であると思

われる。

1960年以降のスロイド教育史については、リンシェ

ビング大学のスロイド教育学者であるフェーグレン教授

19R011and G Paulston，Educational Chancre

in sweden，a StatuS rePOrt On the compulsory

SCh001and higher education′　Stockh01m1968．

卸中嶋博訳、レオン・バウチャー、『スウェーデンの

教育一伝統と変革』、学文社、1985年、12頁参照．
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が、その著書『90年代に向けてスロイド』のなかで、

スロイド教育の理念の変遷を分析している。その研究は

リンシェビング大学にスウェーデンで唯一のスロイド教

員養成施設があった25年間を網羅し、各々の問題表記

に対する考察を行っているが、その25年を3期に分割

している。それら期間の範囲は、スロイド教科とスロイ

ド教員養成教育の発達の両者において、重要な境界点を

配慮して決められたが、特に1969年と1980年に公布さ

れた「基礎学校のための教育計画」を、それらの期間の

区分に利用している。高等学校のための教育計画や高等

学校のスロイドに対する目標についての決定もそれらの

時点と関連しているので、時代区分も、1960年－69年、

1969年－80年、1980年－85年となった。

本論では、またスロイド教育と社会変化の関連を考察

する必要上、1842年より前の時期についても考察する

必要があった。1950年以降の取り扱いについては、

1960年以降の大きな改革に注目する点から、1960年を

境に、それ以前を1919年からの期間に入れることにし

た。多くの期間に分離することは、それだけ緻密な分類

が可能となるが、しかしまた、スロイド教育の大きな流

れを理解しづらくすると思われる。したがって、本論で

は以下の4区分を行い、各章に分けた上で分析すること

にした。

それらの時代区分とその特徴は、以下の通りである。

1．～1842年

スウェーデンの初等義務教育の形成以前であり、スロイ

ド教育の理念が形成される以前

2．1842年～1918年

スロイド教育が国民学校に取り入れられ、制度として確
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立されていく時代。ここではネースの活動が重要なリー

ダーシップをとっている。

3．1919年～1960年

ネースでのスロイド教育が徐々に新しい教育理念のなか

で改革されていく時代。スロイド教育の改革期

4．1960年～1990年

スロイド教育の教員養成がネースからリンシェビング大

学に移行し、統一学校制度のなかで、スロイド教育の理

念がより明確化される時期。

なお、スロイド教育が実際に関わる時期は、上記のなか

で2～4である。
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5．研究方法と文献所在

本論文における研究の基礎となったものは、筆者がス

ウェーデン国立リンシェビング大学においてフェーグレ

ン　教授の指導のもとで著し、1986年8月にリンシェビ

ング大学にて査読を受けた『教育概念の発達一百年を越

える歴史を持つスウェーデンのスロイド教科における視

点－21』という論文である。同論文は、1987年にリン

シェビング大学スロイド・インスティテュートの選定図

書となり、「創造的知識シリーズ」の第6巻として同大

学の基金により出版された。その後、同論文は英訳され、

1988年にスロイド・インスティテュートから出版され

た22。同書は、スロイド・インスティテュートと単位

互換制度を持つジンバブエ・ハラレ大学大学院修士課程

教育学研究科のテキストとして利用されている。

本稿作成のための資料は、専門関係出版物、現行の文

献、インタビュー、1984年から1986年までのスウェー

デン留学期間における研究旅行、ならびに1986年のフ

ェーグレン教授による指導と、その教科への個人的な経

験から収集した。

1870年から世紀末に至るスロイド文献は非常に多く、

スンドブラッドが「必要以上に豊富である」と記してい

るほどである。重複した内容の文献も多く、若干の選別

2lToshiaki Endo′　U亡VeCklinqen av en

PedacTOCriskid卓，Synpunkter pa sle）jdeni

Sverlge′　Skapande

Lararutbildningen′

IJinke〉Ping．，1988．

22Toshiaki Endo，

educational idea．，

Design，University

Vetande′　Rapport1987：6．′

Universitetet i

The develot〉ment Of an

Department of Craf亡　and

Of Linkoplng，1988．
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が要求されるコ。ここでは、スウェーデン語の文献を

中心に選別を行った。

本論で使用した1870年から世紀末に至るスロイド文

献は、1986年の段階におけるリンシェビング大学スロ

イド・インスティテュートの附属図書館に所蔵されてい

る。それ以外に必要な文献は、イェーテポリ大学、スト

ックホルム大学、ルンド大学へ依頼して文献収集を行っ

た。また、1986年以降においては、フェーグレン教授

から、郵送された文献も多く利用した。

スロイド教育学についての日本で出版された資料は、

少なく、スロイド教育を体系的に捉えた先行研究はない。

内容は、いずれも入門的紹介に留まっている。本研究を

進めるにあたり、まず歴史的に発展し変化するスロイド

教育を理解することが必要になる。

アメリカの博士論文や、スロイド教育を紹介する文献

も、日本で可能な限り収集したが、これらの中には、ア

メリカの影響を大きく受けていることから、内容的に客

観性が少ない内容のものが多く見受けられた。本論では、

スウェーデンのスロイド教育学をできるだけ客観的にと

らえることを目標にしたので、スウェーデン語以外の文

献資料としての利用はできるだけ避けた。

なお、スウェーデン社会をどの様に捉え理解するか、

という問題に関連しては、日本語文献を参照した。また

客観的な数値の資料については、スウェーデン大使館、

かその理由には、スンドブラッドが記す通り、「サロ

モンが、作家・討論者（deba亡亡ar）・普及者

（propagandist）として非常に生産的であった」ことが

ある。サロモンの著作には、世界的なスロイドの広がり

のなかで、英文等のいわゆるスロイドの入門的紹介書、

パンフレットの類も数多くある。本論文末尾に収録した

文献目録サロモンの項を参照。

32



スウェーデン・インスティテュートの発行した資料を利

用した。文献目録は巻末に付した。
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第一章：スウェーデンにおける教育理念と

学校制度の変遷
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1　国と社会と教育

1）スウェーデンの特質

スカンジナビア、あるいは北欧という表現は、スウェ

ーデン、ノルウェー、デンマーク、フィンランド、アイ

スランドの5ヶ国を示している。スウェーデンでは、ノ

ルデン（Norden）という呼称によって表現される地域で

ある。各々の国々は、異なる個性を持っているが、歴史

的・文化的・社会的に多くの共通点も持っている。

地理的にスカンジナビア半島の東側に位置するスウェ

ーデンは、南北に長い国土を持ち、その面積は日本の約

1．2倍である。その内の48．4鋸は、森林によって占めら

れ、北部の針葉樹ばかりではなく、南部には広葉樹も豊

富である。日本における伝続的思想・精神には、しばし

ば自然との一体感が指摘されるが、現代におけるスウェ

ーデンの自然と生活の密着は日本以上であると言うこと

ができよう。それは、「隣国のデンマークではもはや考

えられない独特の習慣、自然享受権などがいまだに生き

ている国柄である1」という表記が示す通り、スカンジ

ナビア　のなかでもひときわ目だったものであると言え

るかも知れない。自然享受権というのは、他人の所有す

る土地であろうと、プライバシー等を損なうことがない

限り、自由に森を歩きブルーベリーや茸を取ることがで

きるというものであり、森と密着した人々の生活を示し

ている。それに加えて、厳しい冬と人々の待ち望む春の

訪れに見られるスウェーデンの四季の変化は、自然と

人々との結びつきを強くしていると思われる。

上述の状況を可能としている一因には、人口の局所的

lスウェーデン社会研究所編、『スウェーデンハンド

ブック』、早稲田大学出版部、1992年、p．8．
35



集中がないことがあげられるだろう。スカンジナビア諸

国は、いずれも人口が少ないが、そのなかでスウェーデ

ンは最も多く、1985年の調査で836万人、デンマーク

は1981年の調査で512万人、フィンランドは1985年の

調査で491万人、ノルウェーは1980年の調査で409万人、

アイスランドは1970年の調査で21万人の順であった2。

北欧5ヶ国の言語は、それぞれスウェーデン語、デン

マーク語、フィンランド語、ノルウェー語、アイスラン

ド語である。フィンランド語以外は、ゲルマン語の流れ

を持つ北欧語（Nordiska）に属し、本来は、共通であっ

た言葉が分化したと言われる。現在でも、お互いに母国

語で意志を伝えることができるほど類似している。フィ

ンランド語はウラル語に属し、他の4ヶ国とは全く異な

る言語である。しかし、フィンランドにはスウェーデン

語を用いている人々も多く、スウェーデン語がフィンラ

ンド語と並び、公用語として利用されている。

フィンランドを除く北欧人の直接の祖先は、原始ゲル

マン人であり、紀元前1800年から1500年頃に北欧に居

住し始めた。紀元前1世紀ごろには、ゲルマン人は大移

動によってローマ人、ケルト人と衝突したが、ゲルマン

人の内、最も移動の少ない部族が北欧に留まり、その文

化を純粋な形で残した。スウェーデンの中部に居住した

スヴェア族は、28の部族国家から三つの王国に統合さ

れ、さらに5世紀には、スウェーデン（スペリエ）へと

一つの王国に統合された。その後、デンマーク、ノルウ

ェーでも統合が進み、9世紀までには北欧諸国で、現在

の形態が形成された。

9世紀から11世紀のヴァイキングの活動は、国ではな

く部族単位で進められたことから、国家の統合はいまだ

2総務庁統計局編、『国際統計要覧』1991年。p．5、参
照。数字は常住人口。
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緩やかであったと考えられ、またヴァイキングの間の平

等・自由・独立の精神も、その後の北欧社会に重要な影

響を与えたと考えられる。

北欧人について、百瀬宏は二つの特徴をあげている。

一つは平等という概念であり、「北欧社会の底に流れる

共通の基調の一つとして、北欧人の平等志向ともいうべ

き傾向をあげることができるであろう。それは、社会に

極端な貧富の差がみられないといった、北欧福祉国家を

論ずる場合に指摘される経済的次元の事象だけにとどま

るものではない3」と記している。もう一つの特質は、

「実用主義」である。アメリカとは異なり理念や思想を

掲げるのではなく、生活態度と言えるものであると説明

を加え、政治面における競合と「妥協的能力」にその特

質をうかがえると記している。

平等性と実用主義という二つの特質は、本研究のなか

でも、重要な要素となる。後述するが、後者は特に実際

性（praktisk）という概念のなかで扱われる。スカン

ジナビアデザインが、実用主義という特質から、単純な

機能主義に終焉しえない理由のひとつは、実際性が、合

理性・効率性の追求のみでは達成されず、例えば美的な

側面援助を受けることで、実用主義を支えてきたことを、

実際の生活レベルから理解してきたことにあるとも考え

られる。

2）スウェーデン社会の特徴

スウェーデン社会は、スウイディッシュ・モダーンな

どに例を見るように、家庭と関わる様々なものに対する

3百瀬宏、『世界現代史28　北欧現代史』山川出版社

1980年8頁。
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美や、スウェーデン社会で一般に見られる家庭を始めと

した環境の美しきは、どの様な過程をもって形成された

のだろうか、社会と教育の関連のなかからその特質を兄

いだしたい。

角田文衛は、「ともかくわれわれを感嘆さすのは、北

欧諸国の普通の意味での文化の高さではなく、文化の健

全なあり方なのである4」と指摘している。何が健全で

あるかという問題には論議が必要であるかと思われるが、

ともかく平和、社会保障、学問水準、生活の裕かさ、堅

実さ、清潔さなどを、歴史的な努力の結果として北欧人

が、得ているということは揺るぎのない事実である。

また、角田の言う「文化の健全性」という点について、

百瀬の挙げた二つの要素も無視できないだろう。なお、

この「健全な文化」「健全な社会」という印象には、少

数民族国家であることや、特殊なスカンジナビアの自然

体験等にも要因を兄いだされるだろう。

そこで、こうした社会との関連を持つ教育と、そのなか

における学校スロイドもまた、その関連のなかで捉える

ことが必要になる。

「順調に作動しているときは、ほとんど話題にされな

いくせに、ちょっと経済が不調になると、非難が噴出す

る5」ことからスウェーデンという国は奇妙な国である

と岡沢憲実は記している。岡沢は、それらの批判の背後

には、福祉政策によって、経済を破綻に追い込んでもら

わねばならないという信条があると考えている。福祉政

策の是非は別にしろ、岡沢が記しているように、「大国

ですらその動向を無視できず、ときには公然と、そして

多くの場合にはコツソリと、その経験から多くを学習し

4角田文衛編、『北欧史』、山川出版社、1955年、3頁．

5岡沢憲実『スウェーデンの挑戦』、岩波新書、1991

年、11頁．
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ようとする6」ほどの独特な存在感と意義をスウェーデ

ンが持っていることは確かである。それらの背景には、

スウェーデンが行ってきた実験的活動がある。これにつ

いて岡沢は、「挑戦的な実験の多くが、ユニークな発想

を基礎にしているだけでなく、達成水準が高く、また比

較的短い期間に積極的に行われた7」と記している。人

口が少ないスウェーデンという条件から、国家レベルで

の実験的活動が機動的に運営できるところにスウェーデ

ンの一つの特徴があるだろう。少数民族国家というスウ

ェーデンの特徴は、実際的な変革にとって有効に作用し

ている。周到な試験活動を経て行われる改革は、また、

徹底して微細な変更をも可能にする機動性を発揮する。

3）スウェーデンの学校教育

上述したスウェーデンの実験は、教育面でも顕著に現

れている。革新的な変革が教育領域でもしばしば行われ

てきた。

1985年の学校教育庁の発表によると、1982年スウェ

ーデンの人口は800万人であり、そのうち7－16才で9

年間の義務教育に通う子供と若者は、999．000人であ

った。さらに16才の約85％である123．000人は、

300′000人の学生を持つ高等学校に進学した各。正規の

学校から高等教育においては授業料は無償であり、その

他のコースでも政府の補助により教育にかかる個人の負

担は非常に低い。それらを支えるのは、工業化によって

豊かになったスウェーデン社会であり、また教育が社会

に対して有益な労働力と技術力を提供してきたという事

6岡沢憲実、同上書、11頁．

7岡沢憲英、同上書、12頁．

8cf．Sk016verstyrelsen，The＿Swedish sch00l

SVStem，Some facts．，Stockh01m1985．
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実である。

19世紀未から現代における歴史にとって、しばしば

最も大きなトピックとして扱われる二つの世界大戦に、

スウェーデンは直接的に関与していない。このことは、

学校教育の発達を見る尺度としても、戦前・戦後という

時代区分に頼ることはできず、社会的・経済的変化との

関連で考察する必要があり、また、その観点で考察する

ことを可能にしている。大ナポレオン戦争との関連での

最後の対外政策の冒険以後、スウェーデンは、何等かの

戦争に巻き込まれていないし、その国境も動かされてい

ない。また非同盟の対外政策は100年来続いている。

スウェーデンの自立的な発展は、スロイドと学校教育

および生産活動と社会と経済の関連を考察するために、

一つの明解さを提供すると思われる。
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2．学校制度成立の前史とスロイド

スウェーデンの教育は、ヨーロッパ諸外国とスカンジ

ナビア諸国の相互的影響のなかで発展している。従って、

スウェーデンにおける教育の発達には、他のスカンジナ

ビア諸国と多くの共通点を見ることができる。

本稿では、19世紀以降に確定された義務教育の内に

あるスロイド教育について考察するが、そのためには関

連して取り扱われる学校システムや法令等に内包された

諸概念をあらかじめ理解する必要がある。従って、ここ

ではまず、スロイド教育学との関連で重視される教育シ

ステムと主要な法令を中心にして、スロイド教育前史に

おけるスウェーデン教育の変遷を調査する。

スカンジナビア　諸国にも共通して捉えられる視点で

もあるが、スウェーデンの教育を考察する上で特徴的か

つ重要となる視点を、歴史的な順序に従って挙げてみる

と以下のように整理される。

（1）ヴァイキング時代からの平等的人間関係の形成。

（2）宗教改革以前及び、改革以後のおよそ300年に渡

る期間のもとでの教育における教会の継続的な優勢。

（3）19世紀の異なる階級の目的を反映し、包含的かつ

多層式公教育システムの形成。

（4）20世紀の人類平等主義的教育システムとしての合

理的平等主義的教育システムへの展開。

上記の（4）については、スロイド教育学との関連の中で

「第三章：スロイド教育学の形成」において取り扱う。

ここでは、スロイド教育学を理解する上で必要と思われ

るスウェーデン教育史の経緯を（1）から（3）にいたる概

略のみを取り扱い、サロモンに始まるスロイド教育出現
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以前のスウェーデン教育史をたどる。

1）伝統的な自律主義と教育

（1）で記したヴァイキング時代からの平等性は、スウ

ェーデンのみならず、スカンジナビア　諸国の特徴や教

育を語る時にしばしば使用される。例えばレオン・バウ

チャーは、「スウェーデンにおける学校の民主化は、た

だ単に二十世紀の現象でもなければ、フランス革命の急

進的主知主義の産物でもない。それは実にスウェーデン

の伝統に深く根ざしており、おそらくヴァイキング時代

の集落法の、すべての自由人が彼らの共通の問題を討議

した人民集会の理念にまで遡ることができる9」と記し

ているが、この伝統がスカンジナビア諸国における平等

主義的教育システム形成の共通地盤になったと考えられ

る。特に工業化、都市化が始まるまでは、完全なプロレ

タリアートの存在が見られなかったことは特筆に値する

ものであり、後年、インダストリアリズムの影響が最大

の社会変化として取り扱われる由縁でもある。古代から

中世に移行するなかで、どの様な階級構造の変化があっ

たかはいまだ不明であるが、中世スウェーデンの農民は、

独立自営農民（bonde）、独立小作農民（arrendator）、

荘園内小作農民（backstugsitare）、農業雇人

（1egohjon）に階層化されたにしろ、スウェーデンとノ

ルウェーにおいては農奴が存在しなかったことや共同耕

作の慣行が近世まで残っていたことが明らかにされてい

9中嶋博訳、レオン・バウチャー、『スウェーデンの

教育一伝統と変革』、学文社、1985年、10頁。
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る。10　これらの事実は、ヴァイキング以来の平等を重

視する北欧人の伝統としてしばしば取り上げられるが、

その後の教育に背景的要因として影響を与えたことは明

らかである。

ヴァイキング時代の自由で自律的な北欧の伝統的精神

は、19世紀に国家レベルで上からの画一的な義務教育

を形成することに対して抵抗を生じさせた理由の一とな

ったと考えられる11。そして、それは以下の歴史のな

かでも理解される様にスウェーデンの教育が、「個」あ

るいは「家」の自律を前提に、それらの需要を満たすこ

とを中心として形成される前提になったと言えよう12。

2）教会と教育

【宗教改革前】ヴァイキング時代には西欧との接触が深

まりキリスト教化が進められた。すでに西欧で確立され

た教会制度が輸入されたために大聖堂の設立と同時に学

校も付設された。北欧の教育として考えられるものとし

て、それ以前にはヴァイキングの『育親制度

（fosterfader）』による教育形態も存在したが、教会

制度の輸入によって、大聖堂学校や修道院学校という体

系的教育が始められた。このことから、北欧の学校教育

10store B01in′　Medieval Aqrarian Societv

inits prime，Scandinavia′in：J．H．Claphan′

et al．，（eds．），Cambridge Economic His亡Ory，

Ⅴ01．1．London1942′　pp．467－492．なお、17世

紀のヴェステルイェットランドにおける村落定住の様式

図（後掲図1）を参照。

11国民学校の設立において、保守派は、宗教以外、国

は国民の教育に関与することはできないとの考えを示し

た。

12これらは20世紀のスロイド教育改革において後述す

るマルムステンの理念にも見られる。
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はキリスト教と共に移入されたものであると言うことが

できよう。それは、スカンジナビア諸国でも同様であり、

スウェーデンでは中世の教育施設は、主として大聖堂あ

るいは教区の学校に基礎をおいた。

スウェーデンにおける大聖堂学校の最古の記録は、ウ

プサラ（Uppsala）1270年、リンシェービング

（Linke＞Ping）1272年、ヴェステルロース1315年、ス

トレングネース1354年、ヴェクシェー（Vaxj引1382年

13　である。修道院学校については、13世紀以降、ドミ

ニコ派によって積極的な活動が行われ、14・15世紀に

は会派に関わらずほとんどの修道院が学校を付設して教

育を行うようになったが、16世紀の宗教改革で修道院

制度は廃止された。

ドイツとの交易が進むにつれて、12世紀から13世紀

半ばには都市が形成され、市民階級の子弟に対して、職

業上必要な教育を行う学校が形成された。都市学校につ

いての最古の記録は、ストックホルム1315年、エーレ

ブロー1347年、セーデルシェビング1349年、土ンシェ

ービング1394年、ニュシェービング1402年、イェンシ

ェービング1426年などであり、そこでは教会付設の学

校が、次第に市民の手によって管理運営されるようにな

った14。上記の都市にシェービング（kOplng）というの

名称が多いのは、シェービングがショッピング

（Shop土ng）と同義であり、商業都市を示しているから

である。一方、当時のスウェーデン国民の大多数である

農民の教育は、家庭で行われ、教会でキリスト教の知識

をわずかに受けるのみであった。

12世紀から高位聖職者や国の統治に携わる者として

13梅根悟監修、世界教育史大系、『北欧教育史』、講

談社、30頁、参照。

14同上書、36貢、参照。
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の高等教育を受けるためには、パリやボローニヤの大学

に留学していたが、14世紀半ばにプラーク大学が設立

されて以来、ドイツ各地に大学が設立され、スウェーデ

ン人の留学先として主流になった。一方、北欧諸国にお

ける最初の大学が1477年にウプサラに設立された。カ

ルマル連合によって、デンマークの実質的支配を受けて

いたスウェーデンにとって、デンマークに設立される大

学に学ぶことにより、スウェーデンの若者が連合主義的

思想を受け入れることがないように、デンマークに先ん

じて大学を設立する必要があった。その点から、「ウッ

プサーラ大学は仝ヨーロッパ社会に開かれた普遍的な性

格を持つ中世大学とは異なり、始めから『国民化』され

た大学15」であっだ占。しかしながらウプサラ大学は、

短期間に準備され、また、ウプサラ大聖堂の附属機関的

な位置づけであったため、聖職者のために整えられた教

育を越えて学ぶには、ヨーロッパ大陸における教育と研

究に頼らねばならなかった。

【宗教改革以後】スウェーデンの宗教改革は、政治的・

経済的動機を中心にして行われた。ハンザ都市リューベ

ックの援助を受けて、グスタヴ・ヴァーサ（Gusヒav

Vasa）は、スウェーデンからデンマーク勢力を駆逐し

1523年にスウェーデン国王になった。これをもってカ

ルマル連合は終わることになるが、教会の高位聖職者は

連合を支持していたため対立し、独立運動が反カトリッ

ク的な色彩を帯びることになった。およそ1550年まで

に、スウェーデンはルター派によって緩やかにプロテス

タント化された。

15同上書、45頁。

16これは前述の（1）の問題とも関連して捉えることがで

きよう。
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こうしたなかで、スウェーデンで最初の教育法規は、

1571年に制定された学校令（1571ars

sk01ordning）である。これは教会法

（kyrk00rdning・）の一部であり、教会と学校が密接に

関連していることと、宗教改革によって、教会が国教会

となり、学校と共に国の規定のもとにある制度として確

立されたことが示されている。ここで示された学校は、

ラテン学校（Latiniska Sch01ar）と呼ばれ、3から

4学級に分かれていた。しかし、教室は大抵一つであり、

学級区分も曖昧であった。1級に2年を要したので、6

年から7年の年限であった。

著しい変化は、17世紀に現れる。バルト帝国として

大国となり、市民階級が力を持つことで自由の時代へ導

かれた。宗教改革は全国的に波及し、ルター派正統主義

と言われる時代が訪れた。

1611年の学校令は、1612年に聖職者によって認めら

れ、国王の裁可を得ずに1613年に印刷され、正規の法

令と同様に適用された。ここでは大聖堂学校と地方学校

が区分され、聖職者と市民・農民の教育の区分が明記さ

れた。

1611年の学校令が国王の裁可を得なかったのは、世

俗的な教育の需要が高まってきた現状に対応していない

ことが理由であると考えられている。拡大する政府のポ

ストに対して訓練された有能なスウェーデン人の不足を

悟ったグスタヴ二世アドルフ（Gustav H Ad01f）は、

すべてのレベルで学校の開発を奨励し財政援助をした。

1620年のストックホルムの議会で示した彼の告発状に

は、「この国では人材は不毛であり、財政難よりも人材

難の方がはるかに大きな問題となっている。結局、教育

は全く非実際的になってしまい、果てしない神学論争を

する力はつくであろうが、砲兵になるものに数学を教え
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ず、将来の外交官に外国語を教えることをしない17」

と記されている。1620年にグスタフは、聖職者に対す

る提案を出し、その解答を受けた後に、1620年の教育

に関する決定（Res01ution av1620　0m

undervisningen）を公布した。グスタフの提案には、

ドイツのギムナジウムにならった教育機関を設置するこ

とが含まれていた。′しかし、スウェーデンの啓蒙的絶対

王政が発足するのは1680年であり、グスタフが期待し

た通りの成果は得られなかった。

グスタフの教育に対する貢献の一つには、ウプサラ大

学の整備がある。「1515年から1566年の一時的再開ま

で、半世紀も閉鎖されたままであったし、以後も世紀末

までに幾度も活動停止と再開を繰り返すlS」という様

な状態であり、ほとんど存在しないウプサラ大学を

1624年の寄付によって整えた。

1623年にヴェステロース（Vesteras）でギムナシウ

ムが設立されて以来、多くのギムナシウムが王の特許状

を得て設立されることとなった。ギムナシウム制度は次

第に普及し、ラテン学校の教育が大学教育につながらな

い問題は、それによって解消された。

その現実を追認する形で1649年の学校令19　が出され

たが、そこでは、三学学校20、ギムナシウム、大学と

いう段階で教育が進められることが記された21。三学

学校とギムナシウムは継続した別々の教育機関であり、

17同上書、80頁。

18同上書、47頁。

19この学校令に影響を与えた教育学者は、コメニウス

であった。

20トリビアルスコーラ（Trivial sk01a）と呼ばれる

もの。

21スウェーデンのギムナシウムは、ドイツのギムナジ

ウムと異なり、上級の部分を指している。
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両者をレ一口ベルク記　と呼んだ。三学学校には完全三

学学校と下級三学学校があり、下級三学学校は完全三学

学校の最下級の教育を行い児童学校（barnsk01a）と呼

ばれた。

レ一口ベルクの生徒　には貴族の子弟が非常に少なく、

それらの教育は家庭教師によって行われていた。実際的

な教育を要求したのは、従って市民階級であった。

大学は、1632年にドルパート（Dorpa亡）、そして

1640年にオーボー（Åbo）とテユルク（Turku）、1668年

にルンド大学が創立された23。大学と関連していくつ

かの高等学校が、ヴェクシェー（Vaxj凸）′　カールスタ

ッド（Karlstad），エーレブロー（C）rebro）に設立され

た24。大学が設立される一方で、学問と宗教の分離に

関する問題、学問の自由に関する問題が1600年代に現

れた。デカルトはクリスティーナ女王の招きで1659年

にスウェーデンを訪れているが、その合理主義的思想は

国内で広く知られ、その影響のもとで、理性と信仰を分

離し理性に重点を置く思想が形成された。しかし、それ

らの確立には1809年の革命による絶対王政の終焉をま

たねばならなかった。

商人の子供達のための学校は増加した。そして、農民

のための田舎の学校も種々の貴族によって設立された。

それでも、教育は貴族、聖職者、そして主として商人に

限られていた。

スウェーデンの18世紀は、近代に向かって活発な動

きを見せている。スウェーデン教育史では啓蒙時代

畏レ一口ベルク（1aroverk）、学問的学校と訳される

場合もある。

か大学は1954年にイェーテポリ、1960年にストックホ

ルム、1963年にウーメオ、1965年にリンシェビングに設

立された。

加それらは、後に独立した大学の地位を得た。
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（upplysning・Stiden）として扱われる時代であり、ロ

ックやルソーが教育に影響力を及ぼした。その時代に、

デンマークやノルウェーと同様に、増加するリテラシー

に向かっての進行のなかで教育における義務の確定が生

じた。

実際的な教育、職業教育の必要性が高まるとしても、

ギルド制は一般に厳しくなく、徒弟教育による技術教育

が果たした役割は、諸外国よりも少なかったようである。

学校形式の職業教育のなかで、商業以外のもの、例えば

技術教育等は19世紀以降を待たねばならず、企業や軍

による教育などが多様な形態で実地訓練として行われて

いた25。

スウェーデンで最初の基底学校加　の思想とされるも

のが、1751年に商務官のクリューゲル（Johan

Frederik Kryger）によって主張され、学問学校や職

業学校に学ぶ基礎を形成する初等民衆教育の必要性が意

識され始めた。

1724年の学校令は、暫定的な適用を行うという説明

がありながら1807年まで適用されたものであるが、そ

かアルベーツ・ステユーガ等もこの中に含まれる。

26ポッテンスコーラ（bottensk01a）は、『北欧教育史』

のなかでは基礎学校（p．131）とされているが、本書では、

グルンドスコーラ（grundskola）を基礎学校とするため、そ

れらの区別から基底学校とした。他に基盤学校という言

い方も見られる。松崎は同書（注p．462）で、
gurundshule（独）とbottensk01a（スウェーデン）が

基礎学校と訳されてきたため、現在の9年制義務学校の

grundsk0laを基礎学校ではなく、基本学校としている。

しかし、スウェーデンのgrundsk0laをドイツの

gurundshuleと同様に基礎学校とするものも多く、統一

されていない。従って、よりスウェーデン語のニュアン

スを重視し、この訳語を利用した。
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こでは基礎教育は両親の責任であると明記された。しか

し、両親がその義務を満たすことができない場合のため

に教区の学校が設立された。ここでは農民大衆の教育が

行われ民衆教育の基礎が形成された。それら教区の学校

には、専門的に訓練された教師はいなかったし、質的な

ばらつきが激しく、指導の責任は一般に教区の書記にあ

った。これらの教育の改革を推進したのは、啓蒙主義で

はなく、下位の聖職者たちの敬度主義的活動であった。
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3）19世紀の多層式公教育システムの形成

1792年に絶対王政を強化しようとしたグスタヴ工工工

世が暗殺され、周囲にはロシア、フランス、デンマーク

の脅威がせまっていた。その様な状況のもとで1809年

の革命が起こり、以降、ゆるやかに近代社会への歩みを

始める。革命は貴族のイニシアチブによって進められた

が、実際的には農民や市民の力を増大させた。それは、

カリキュラム、学校、教貞養成における著しい改革を必

要としたが、また、多くの政策や法案のなかで教育が種々

の社会階級の異なる関心を反映していた。

1800年代の始めには、活発な学校論争が行われてい

る。そのなかで指導的な教育学者の一人は、ノルシェビ

ング三学学校（Norrke）Pings trivialsk01a）のシル

ベルストルペ（Gustav Abraham Silfverst01pe）で

あった27。シルベルストルペは、1809年の議会に報告

書を提出し、当時の学校制度において、なかでも農民の

子ども達のための学校の不足、来るべき経済の逐行者の

為の教育の不足を訴えた。1809年以後の新憲法体制下

において、農民階級は再び発言権を得たが、国民の大多

数をしめる農民に教育がなくては、スウェーデン社会に

とって大きな損失であると考えた。しかし、保守派は、

農民の教育を教会に委ねておくことを主張しシルベルス

トルペの動議を否決した。

1812年の覚書の中でシルベルストルペは、一般レ一

口ベルクの現在の状況は、政府の世俗的な公務貞に係わ

る教育の需要すら満たしていないと批判し、同年、義務

27シルベルストルペは、絶対王政下にウプサラ大学を

追放されたが、それについては梅根悟、世界教育史大系

『北欧教育史』151頁、に詳しく書かれている。
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教育の実行に関わる問題を検討するために、シルベルス

トルペを長として教育審議会が設置された。この委員会

の報告に基づいて、政府は1820年に新しい学校令

（1820ars sk01ordning）を公布した。そこでは三

学学校は、学問学校（lardomssk01a）と改称され、三

級（六年）制の下級学問学校と四級（八年）制の上級学

問学校に分かれ、ラテン語支配が強化されている。また、

1812年の教育審議会は1825年に報告書を出したが、子

どもの教育は親の責任であり、国の国民に対する教育の

義務については記されず補助金も出されなかった2S。

それらは、自由派の批判を強く受け、政府は1825年に

皇太子オスカー（Oscar　工）を委貞長にして大教育委員

会を設置した。これには、非常に多くの文化人が参加し

ている29。ここで提出された提案は改革的であったが、

政府によって直接的に取り扱われることはなかった。

1820年から1830年の前半において、民衆初等教育は国

の問題ではなく、地方の教区の問題であると考えられて

いたのである。

2g本論の関係で重要な点は、この審議会で「スロイド」

の教育的役割が論議されたことである。

291825ars uppfostringskomitt封ま、それは賢

人委員会（Snillekommi亡亡きn）という名前で進められ、

そこにはc A Agardh、JJ Berzelius、Erik

Gustaf Geijer、HansJarta、Esaias Tegn卓r等が

含まれている。
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4）国民学校の設立

国民学校の出発点は、民衆（農民）社会と国家との係

わりが形成されることに始まった。

国民学校に関しては、その意味についての理念が大き

く二つに分かれた。一方では自由主義政党の派閥が、す

べての社会構成員の市民的育成を世話することは、政府

の義務であり、立憲君主国にとって前提であると主張し

た。それに対して保守派のグループは、宗教教育以外、

政府は国民の教育に関与することはできないと主張した。

宗教教育以外のすべての教育は家庭のものであり、コミ

ューンが学校を設立することは、家庭での教育を置き換

えたり補足するものであり、本質的に、再び世話をする

ことであるとみなした。

何等かの種類の強制的制度を通して大衆がキリスト教

の知識以外の教科で教育を受けるならば、一般秩序と社

会の平穏と安定にとって深刻な危機であると理解された

30。この問題は、国会の中で解答を得られるような結

果に到達することはなかったが、盛んに討議された。

1815年あたりの保守的な新ヒューマニズム的関心と、

リベラルな理念の流れのなかで、人々は、政府の拡大し

た強制的規制を恐れ、教育を行うか行わないかを選ぶ個

人的権利を保持したかったし、教会の人間もまた、国民

教育が教会から分離されると考えたので国民学校に反対

した。

【1842年国民学校令】国民学校問題への立場にとって

大きな意味をもったのは、1809年後の数10年間の都市

化に伴う急速な人口増加のなかで生じた社会問題であっ

30絶対王政を通過し、何等かの支配を恐れたことが考

えられる。
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た。そのひとつは、農村のいわゆる下層階級がプロレタ

リアートへと移行することが恐れられた。その深刻な問

題を解決する一つの手段として、改善された国民教育に

焦点が向けられた。そこでは、以前に組織された国民学

校教育における思想の背景として支配的であった宗教的

動機を憲法上ばかりでなく、実利主義的社会でも適合さ

れるようにすることが論議され、学校の目標設定に影響

を与えるようになった。

1830年代の始めから、自由主義派につながるますま

す多くの者、なかでも1825年の教育委員会のメンバー

でもあったウプサラ大学教授のゲイイェル（GeHer）や

当時の皇太子オスカーが、初等民衆教育に対して積極的

な支持を行った。オスカーは、ゲイイェルの弟子であっ

たが、政府の部内にあって、1839年に大聖堂評議会に

対して管区の初等民衆教育の現状を報告させた。それに

よって、スウェーデン全国の半分以上の教区には、常設

校も巡回校もなく、学校のある教区ですらそのレベルは

非常に低いものであることが明かとなり、政府は、

1840年に国民教育の制度化に関する法案を提出した。

議会は、2年間をかけてその提案を修正し、1842年、「ス

ウェーデン王国の国民教育に関する法案31」が可決さ

れた。

1842年の国民学校令によると、都市の教区と田舎の

行政区32　には、それぞれ教員養成所で養成された教師

が、一つの学校に最低一人いなくてはならない。学校は

特定の定まった場所がなくてはならない。しかし特別な

31一・Stadga angaende f01kundervisningeni

rlkett・、『北欧教育史』（178頁）では、初等民衆教育

令と訳されているが、本論では・・f01ksk01anT一を国民学

校とし、一・f01kundervisningen－rを国民教育とした。

32－Tfstadsfe＞rSamling－rとHsocken一・である。
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事情によっては、その教育は巡回校（ambulerande

sk010r）で行われうる。

また全ての教区は5年以内に地方の資金によって地方委

員会が行う基底学校を持つべきであると決定した。

この法律では同時に、ストックホルムを含む12の教区

における師範学校の設立が法令によって定められた。

「1842年度の国民学校令は、一般に、義務的な学校教

育すなわち義務教育を規定していると考えられるが、そ

れは、しかし、全く正しいとは言い切れない。33」

その法律で規定されたことは、国民学校で伝えられる知

識と能力を獲得する義務であった。本来、それらは家庭

での教育を通して学ばれるはずである。しかし、正当な

理由があると認められるならば、それらの知識を国民学

校で獲得することが許されたのである。

国民学校間題は、政府と（教会の）コミューンが教育

にどの様に関与するかという問題であったが、その解決

は次の様な妥協で決着した。政府は、教貞養成の問題を

取りあげ、経済的にコミューンに対し補助金を与えた。

しかし、教育自体は、教会のコミューンの業務であった。

学区は教区と同一で、教区牧師は、地方教育庁

（Sk01styrelsen）の委員長であった。それは、国民学

校の教会当局との関連をさらに特徴づけている。教員養

成施設や教員養成所（Seminarierna）は、司教のいる

都市に配置され、司教管区に従属した。

1842年度の国民学校令は、スウェーデンの学校制度

の歴史にとって明らかに基碇を形成したが、その意向が

33Gunnar Richardson，Svensk

u亡bildnincrshistoria，IJund1977，Sid　41．
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実現されるまで、長く遅れることになった。国民学校は、

確かに農民のための教育にあてられたが、聖職者、官僚、

ブルジョア階級の子どもは無関係のものであった。その

ため経済的財源は乏しく、コミューンにとって、最も安

い方法で責任を逃れることが望まれた。その法令のなか

に、いかに教育が整えられるか、例えば、クラスの分類

（klassindelning）や就学時間の長さについての決定

は何もない。国民学校の導入は以前の教育形態との間に

断絶的な状況を形成したのではなく、むしろ教会、家庭、

学校の教育と関連しつつ形成されだ4。スロイド教育

もまた、この民衆教育を担う国民学校とともに歩むこと

になるが、これについては第三章で取りあげる。

【基底学校】国民学校の促進に対する注目すべき貢献は、

トーシュテン・ルーデンシェルドによって遂行された。

彼は多くの著作を記したが、なかでも『立場の流通につ

いての思想35』の中で彼は、改善された国民教育は、

望ましい立場の流通にとって前提であると考え、一般基

底学校（en allman bottensk01a）の必要性を主張し

た。

さらに1800年代中ごろの実際的および文筆家的活動を

行った改革教育学者の代表者としてシリェストレーム

（P A Siljestre＞m）がいる。文化民主主義的社会理念

（ett kulturdemokratiskt samhallsideal）の視

点から彼は、一般基底学校の導入を働きかけ、国民教育

の仕事に重要な貢献をなした。アメリカ旅行の後、

1850年代に出版した本で、彼はアメリカの学校制度の

34cf．Egil Johansson′　Laskunniqhet och

f01kundervisnincri Sveriqe．′　Historisk

ヒ土dskrif亡1973′　nrl．

35Thorsten Rudensche＞ld，Tankar om

Standscirkulation．，1845．
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詳細な報告を行った最初のスウェーデン人となった。そ

れは、スウェーデンの学校論議にますます顕著にアメリ

カの影響が始まる起点になった。

基底学校の理念は、後に、新しい両院制国会

（tvakarrmarriksdagen）のなかで自由主義の国会議員、

なかでもヘディン（Ad01f Hedin）とヘッドルンド（S

A Hedlund）らによって提出された。その関連における

実際的な結果に係わる貢献は、ベルユ（Frid亡juv

Berg）によって遂行された。彼は、国民学校における文

学、芸術そして美術の位置づけを促進するために重要な

貢献を行ない、また「スウェーデンの幼年学校のための

教科書（LasebOcker fOr Sveriges

barndomssk010r）」の執筆者に、セルマ・ラーゲルレ

ーフなどの傑出した人々を起用した。
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5）レ一口ベルクをめぐる論争と改革

1800年代は、スウェーデンの学校制度が成長し、重

要な広がりを得た時期であり、レ一口ベルクについても

また、変化する社会変化の要求によりよく適合するため

の議論と改革計画が頻繁に行われた。それらは、経済生

活上の変化、新しい仕事と職業カテゴリーの出現によっ

て影響を受けた。例えば、電信、鉄道、金融業は、中間

層の市民グループに政治的な影響力を増加させた。彼ら

は、功利主義的教育理念を持ち、政治的、社会的に自覚

した新しい中産階級は、古い学問学校を時代遅れである

と考えた。

しかし政府は保守主義の立場に立ち、国民学校に対す

る場合と同様に、精神的と物質的、公共と個人という分

離とともに公の立場の者である、政府の官吏、聖職者、

学者、芸術家の教育のみが政府の役割であると考えた。

一方、経済階級（narlingsklassen）に含まれる者は、

自らその教育に責任を持つべきであり、その教育は政府

の役割ではないと考えた。その見解は心理学的理論と結

合され、人間の素質には、高い理念的なものと低い物質

的なものの二つの方向があると考えられた。前者の素質

のタイプは、公社会の立場に対応し、後者は、個人的な

ものに対応する。それらの立場は異なる教育の要求を持

ち、前者の純粋に学問的なものと、後者の実際的なもの

という二つの異なる目標設定をもった学校が必要になっ

た。

学問的研究は、古典的教育以外で行われなかったので、

それは、ラテン語とギリシャ語を保護することと係わっ

た。

保守派と自由主義派の間の意見の相違は、学校の組織

と教育計画についての論議のなかでも明らかになった。
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自由主義派の代表者達は、教育組織の統一と、自然科学

の教科と母国語により大きなスペースをもつ様に時間割

を近代化することを要求した。一方保守派は、特に、古

典研究と近代研究（reala studier）36　を分離し、様々

な教育コースを形成する中で、ラテン語研究が特別な理

解訓練、知的発達を意味するとしてラテン語研究の形式

的教育の意義に言及し、古典的研究を守ろうとした。

しかし、工業化によって、経済階級もまた公に有用で

あり、従って政府はその教育に対して責任を持つべきで

あるという考え方が徐々に広まった。ゲイイェル

（GeHer）が保守主義からリベラリスムヘ移ったことな

どは、その関連のなかで変化しつつある観点を示してい

る。レ一口ベルク問題（laroverksfragan）における

ゲイイェル（Erik Gustaf Geijer）の学校政治的観点

は、以下の文章のなかに要約される。「私が最大多数の

幸福をはかる政府と政府の方法が最も好ましいと考える

様に、市民の最も多くの人々に教育の利点を拡大した、

その学校システムは、私にとって最も好ましいものであ

る。37」国民学校制度の拡大と学問学校における拡大

した目標設定は、教育の領域での公の部門が拡張された

ことを意味している。

【1849年の改革】1825年には高等学校のカリキュラム

の改訂に関わる審議会が設置され、1828年の報告書で

勧告された古典とレアルコース（reallinjen）の二科

知”realHは、（学科などについて、古典に対して数学

自然科学・近代語を中心とする）「近代の」という意味

である。

37Gunnar Richardson，Svensk

u亡bildninqshistoria．′　Sk01a och samhalle′

fe）rr OCh nu，Lund1977，Sid　47．
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が1849年に導入された。しかし、レアル学校生徒が、

大学入試（akademinska examina）を受ける権利を得

なかったので、そこで獲得された権利はいまだ限定され

ていた。従っていわゆる「ラテン語支配

（Latinherravaldet）」は、いまだゆるがぬ存在であ

った。

しかし、1849年に実施された改革は、そのままに定

着したのではない。1856年にフ～8才を対象とするスモ

ースコーラに補助金が公布され、レ一口ベルクを組織す

る規定が出された。これは、古典科、近代科（レアル）

に分かれる最初の3年を共通のカリキュラムのものとす

る9年制の中等学校であった。

1859年にスクールエイジの全ての子供の65％が、それ

らの学校に入っている。そして1881年には、その数字

は83％に達した。

1862年に、大学人学資格試験であったステユーデン

トエグザーメン（S亡udentexamen）が大学でなく、レ一

口ベルク側で行われることになった。それは、1878年

に大学人学資格試験準備クラスをもつへ－グレ・アルメ

ンナ・レ一口ベルクの規定導入へ連なるし、1878年に

は、新しい社会秩序に一層適応した、新レ一口ベルク法

（nylaroverkstadga）が公布された。ギリシャ語を

英語と数学に置き換えるが、ラテン語研究が行われる半

古典的コース（halvklassisklinje）が始められ4年

制に延長された。しかし、ラテン語コースの近代化を通

して、レアル学校生徒が大学で研究を行う権利の要求は、

いまだ拒否された。1892年に古い三学学校あるいはラ

テン学校は、ギムナシウムに吸収された。1894年、初

等学校の最初の3年間、また私立学校で相当する学年が

レ一口ベルク入学資格として要求された。1905年に、

いわゆるレアルスコーラあるいは、実際学校が設立され
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6年のカリキュラムを与え、4年のギムナシアへつなが

った。

【私立の学校教育】前進したインダストリアリセーリン

グは教育の必要性を喚起し、教育に対する需要が大きく

なった。それは特に、技術的な職業教育と女子の高等教

育において顕著であった。しかし、それに対応する教育

施設は、個人的なイニシアチブという特徴的な方法で始

められた。

その理由としては、政府による財政上の援助を期待す

ることが困難であったことと、政治上でも実際的教育学

的側面でも私立の学校教育が理念的に適していたことが

考えられる。

1800年代の終りにおいて、私立の男子レ一口ベルク

が、政府のものに比べて先進的な役割を果たした。私立

学校で新しい教育学理念が試され、更に発達されたもの

が、一般レ一口ベルク（allmannalaroverk）のなか

に導入されたのである。

こうしたなかで、私立の男子レ一口ベルクにとって、

政府のレ一口ベルクと幾つかの関連で、統合や同等性を

達成する必要がすぐに生じた。例えば、高等学校卒業試

験の受験の権利、私立から国立の学校へ移行する教師に

対する給与の一致など。しかし、女子学校は政府の関与

が全くなく活動はできなかった。

【国民大学（f01khe）gSk01orna）】レ一口ベルクは長

い歴史を持っていたが、1800年代には新しく国民大学

や女学校が設立された。そこでは、当時始めて教育学的

思想家や実践家が一般的な広がりをもって現れ、多大な

貢献を行った。

1868年にスコーネのヴイーラン（Hv土1an）とエンネ
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スタッド（C）nnestad）に国民大学が設立され、国民大学

運動がスウェーデンで広がった。スカンジナビアのその

他の国々のように、この運動は活況を示し、戦後期のス

ウェーデンには120以上の国民大学運動があった。同様

に、成人および継続教育プログラムは、県との組織的な

かかわり合いをもって繁栄した。

国民大学は、やはり個々のイニシアチブで設立された

が、県会（landstingen）がしばしば校長と経済的保証

人となり、学校もまた徐々に県会の所有に移行された。

それから政府の補助金についての問題も時局化し、当初、

かなり控え目であったが、1870年代の終りから支払わ

れるようになった。国民大学は1860年代の社会におけ

る全く特有な教育需要を満たすために形成された。つま

り民主的価値観の自覚というイデオロギー的な動機によ

るものであった。公務貞養成教育の基礎学校として存在

したレ一口ベルクに対して、国民大学

（f01khe＞gSk01orna）という名称は、反官僚主義的態

度を示している。またそこには、一般市民の教育という

狙いづけと、レ一口ベルクの「ラテン語支配」への対立

とともに、北欧国民文化というナショナリズムとの結合

も見られる。

【女学校】1800年代にはプライベートなイニシアチブ

でより高度な女子学校が基礎づけられたが、1800年代

の教育学的パイオニア達の多くは、女学校の教師や校長

のなかに兄いだされる。彼らは、自らの女子学校や女子

レ一口ベルク（flicklaroverk）を設立し、実際的な改

革の仕事と著述業によって理念的な改革の両者を行った。

そのグループの主な代表者として、サンドストレーム

（Anna Sandstre）m）がいる。教育学の新聞「ヴェルダ

ンディ（Verdandi）」の設立者であり、一連の著作とウ
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ツフェ（Uffe）のペンネームで教育学論争に対する寄稿

を行った。彼女は、なかでも教育において増加する現実

主義的要求を述べ、女子学校とレ一口ベルクの両方にお

ける言語の支配の限界を述べた3g。

その他には、1874年に大学人学資格試験

（Studen亡examen）の施行権を初めて得たストックホル

ムのヴァリーン女学校（Wallinska flicksk01an）、

家庭学校から発展したオリーン女学校（Ahlinska

flicksk01an）などがある。それら学校の名前は、個

人のイニシアチブによることを示している。学校の活動

は、財政面では主に授業料で行われていた。オリーン女

学校は、外からの援助を受けずに発展した非常に珍しい

例であるが、一般には、高い度合で補充の必要を導き、

コミューンや県（landsting）、貯蓄銀行

（SParbanken）や焼酎会社（brannvinsb01ag・）の寄付

も受けた。

1860年代に、それらの教師のための養成教育施設が

設立された。1861年の議会の決定により国立高等女子

師範学校（Statenshagrelarチrinneseminarium）
が設立され、それと関連して1863年に、実習学校

（e＞Vningssk01a）として機能する女学校

（flicksk01a）である国立規範女学校（Statens

normalsk01a fe）r flickor）が付設された。その名

前が示すように、それは、その他の自立した女子学校に

とって一種の標準を形成することを目的とされた。

政府が経済的にそれら女学校を支えることを始めて以

来、それらのトータルな自由は以前と比較して少なくな

38Anna Sandstre）m′　Realismi undervisnincr．，

1882．
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り、パイオニア的活動が減少させられだ9。

【個人教授】スウェーデンで学校が現代の意味で学校と

して機能し始めたのは1800年代においてであるが、地

主の邸宅や地方の牧師の館、あるいは都市部では裕福な

家等で行われた個人教授は、学校でも教師によって行わ

れた側。その状況をリチャードソンがプラーテン

（Magnus von Platen）に依拠し、「三学学校あるい

は一般に大学校（StOrSk01an）と呼ばれるなかで、当

時、学校の授業時間（Sk01tirnmarna）は、朝の6時に

始まり、午前10時まで続けられた。その後で、・・・

個人授業が12時まで続けられた。午後は、大学校での

授業が1時に始まり、4時になると15分の休憩

（lek亡id）をもって5時まで続けられた。さらに個人授

業（pr土va亡1asn土ng・）が7時まで行われた。したがって、

日中には自由時間がほとんどなく、その本に記されるよ

うな毎日13時間の勤務は、初任者にとって、あまりに

も多く、おそらく多くの者にとっても授業への好みを奪

うと考えられるべきだろう41」と述べている。

さらにリチャードソンは、より年上の生徒が行う家庭

教師活動が、学校の終った後や休暇においてのみではな

く、学校時間のもとでもある程度で行われたことを記し

ているが、教師と高等学校生の間で、それらの収入につ
サT′1ヽ虚血

学校の個人教育は、教師の少ない収入と、現状に適合

しないカリキュラムを埋めあわせるために行われた。

39国立高等女子師範学校は1943年に閉鎖、第2次世界

大戦後、女学校制度は廃止され、すべての教育は男女共

学となった。スロイド教育と女子教育との関連は、「第

三章、スロイド教育学の形成」を参照のこと。

40cf．Richardson，OT）．Cit．′　Sid　48－49．

41Richardson，ibid．′　Sid　49．
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教師の経済的状況は、1858年の給与調整によって、明

かに改善された。また、1849年から進められた一連の

教育計画改訂を通して、学校の時間割に、母国語や自然

科学的教科に増加したスペースも形成された。
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第二章：スロイド教育の形成と社会的背景
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1．スウェーデンの工業化

1）社会変化

現代のスウェーデン社会は、産業技術と人間の創造性

の間に絶妙なバランスを保持しつつ発展し、工業国とし

て優れた文化の高さと質を独自な姿で示している。グン

ナール・リチャードソンは、工業化がスウェーデンの経

験した最も大きな社会変化であり、その変化や研究と教

育領域における活動は、「いまだほとんど解明されてい

ない原因と効果の複雑な模様1」を形づくっていると記

している。スウェーデンにおけるインダストリアリズム

の画期的な改革と発展は、1800年代と1900年代におい

てスウェーデン社会の全ての分野に影響を与え、民衆の

生産活動、商業、農業、コミュニケーション、居住地に

大きな変革を強いることとなった。

確かにスウェーデンの工業化は、イギリス、フランス

等ヨーロッパ諸大国からは年代的に遅れてはいたものの、

スウェーデンにとっても工業化の進行は決定的な社会変

化をもたらしていた。スウェーデンの工業化が始まるの

は一般に、1870年からと言われている。そして、第一

次世界大戦までには、フィンランドを除くと、北欧諸国

も先進工業国と肩を並べる状況になった2。これまでの

いわゆる家内生産であるヘムスロイドは、機械生産のイ

ンダストリーへ移行した。この時代のスウェーデンの状

況についてフェーグレンは、「激しい技術革新と新しい

時代の優越についての人間の確信は、ハントヴェルクを

lGunnar Richardson，Svensk

utbildnincrshis亡Oria．，Lund1977，Sid　40．

2後掲図2を参照のこと。
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低く評価するようにしだ」と記している。

【技術革新】スウェーデンの工業化は、1870年頃から

本格的に進行し始める4。その時期には、農業革命によ

り穀物の生産能力が上がり、木材とともに輸出が増加し、

国民生活の安定と上昇が見られるようになった。広大な

森林地帯を抱えるスウェーデンは、木材が重要な資源で

あったが、製材所は1850年代にすでに、新しい動力機

関として蒸気機関を利用することができた。そして、そ

れは交通における革命的な変革の原因となった。スウェ

ーデンでは、鉄道敷設工事が1850年代に始まり、第一

次世界大戦の終りまで広範囲に進められた。1870年代

には、鉄道建設が本格化し、工業の能率化に多大な影響

を与えた。これらは、先進資本主義国の投資に大きく依

拠した。

さらに、継続的な工業化にとって新しい前提として、

郵便・電信・電話制度の成長と銀行等の金融制度の早い

発達があった。1877年には、電話がスウェーデンに導

入され、1881年には、ストックホルムに電気の照明が

ついた。電信・電話・鉄道などの技術革新は、それらの

使用がますます安価になることで、社会に大きな影響を

与えた。ビエルケ（Ernst Bjerke）は、工業化の始ま

る時期について「各国の研究者が賞賛しているスウェー

3Jan Sje＞gren，Praktiskti sko土屋n，Synen pa

Praktiskt arbe亡e och sle）jdi

utredningsarbetet1940－1962infe）r en ny

Obligatorisk sk0la，Arbetsnotat nr　85，

L＝UTEMA／T／WP－91／0085JUN＝1991′　Universiteヒ

i Linke）ping．sidlO．

4cf．LennartJe）rberg，The Nordic countries

1850　－1914′in：Carlo M．Cip01la，ed．，二丑と皇

Fontana Economic Historv of EuroDe．The

EmerQenCe Of　＝ndustrial Societies　－　2，

Glasgow1973′　p．375．
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デン・スロイドに関する考察では、ほとんどいつもその

序章としてスウェーデンの農民生活と住居様式の様々な

描写が行われている。そこでは、北極圏に近く暗い冬の

中で父親が明々と燃える『囲炉裏』のかたわらに座り、

その光の横で台所用品や道具を、いかに製作しているか、

そしてまた妻や娘連が糸を紡ぎ布を織り、夫やほかの家

族の者達に作るかが措かれている。しかしその美しい風

俗画も、1870年代の終わり頃には、もはや真実ではな

くなっていた。まさに、その美しき画のモデル達は今や

ナイフと鋸を手放し、紡ぎ車と織機を屋根裏部屋に投げ

込んだ。そして自らは近くの工場や仕事場で働くため町

へ向かっだ」と記している。

【人口増加と都市化】この時期には、まずスウェーデン

の人口が1800年の230万人から1900年の510万人へと

倍以上へと増加した。しかも産業革命による農村家内工

業の解体により、農業従事者の都市への人口移動がおこ

り、それに伴い新しい地域形成が進められた。1870年

から、1930年の間に、工業・手工業に従事する人口は、

15％から36％へと二倍以上になり、同時に、農業とそ

の副次産業は72％から39％へ減少した6。1870年に13

％にすぎない都市人口が、1930年には全人口の33％近

くまで増加している。1870年から1930年の間に人口は、

410万人から610万人に増加し、1870年代当時の33％

増になっている。農村部の住民が、仕事を得るために都

5　Ernst Bjerke，Om＿NaaS Otto Salomon o堕

坤den′　Ge＞teborg1916，Sid　25．
6Jan Nasenius・Kristin Ritter，De＿主星d

Va＿lfard，Svensk socialp01i亡ik fe）rr OCh nu，

Stockh01m1974．（高須裕三、エイコ・デューク訳、J．

ナセニウス・K．リッテル、『スウェーデンの社会政策

一分かち合う福祉－』、光生館、1979年、18頁、参照）．
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市に移動した結果、多くの人間は、家族の共同

（familjeg・emenSkapen）から離れて仕事をするように

なったのである7。

しかし、農業下層階級の急激な人口増加と開墾可能地

の不足に対し、工業も十分な対応ができず、その初期に

おいては、農村部におけるすべての余剰人口を吸収する

ことは不可能であった。これによって生じた社会的な緊

張と1860年代の不作はアメリカへの大量移民の原因と

なった。「1860年から1910年の間に120万に近い人々、

実に平均人口の4分の1に及ぶ数が国外に移住していっ

たS」と言われている。

1867－69年9　は、いまだ鉄道が敷設されていないス

ウェーデンの一部の地域、特に北部では、飢饉とほとん

ど代わらないような状態で貧困が生じてV、た。子どもば

かりでなく多くの大人が貧困のために死亡した。両親を

なくす子ども達も少なくなく、フアツティグステユーガ

（fattigstugan）10　に預けられるか、順番で彼らを引

きとって食事を与えるローテゴング（ro亡eg・ang）と呼ば

れることが行われた。フアツティグステユーガは、一種

の養老施設であったが、法律で教区の農民が貧困者の世

話をすることを決められていたために各教区につくられ、

老人、両親のない子ども達、精神病患者や子どもを持っ

た未婚の女性など、自らの生活を支えられない人々の世

7cf．John S Brubacker，A historv of the

DrOblem of educa亡ion，New York1966，Sid　88．

同書は、インダストリアリスムの画期的な改革が意味す

る問題を徒弟制度（larlingssystemet）において指摘し

ている。

8前掲訳書、19頁。

9S亡en Carlsson，Den svenska historien．，

de19，Stockh01m1968，Sid16．

10mstugamは家屋を意味する。後掲3図参照。
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話が行われた。しかし、子どもは最低の賃金で彼らを受

け入れる者へ売られることもあった。子どもの売買とロ

ーテゴングは、1918　年に禁止されたIl。

ll Eva Lis Bjurman，F亘kta om barn fe＞rr，

Uppsala1983，Sid　31．
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2）工業化と言葉の変化

【スロイドと工業化】1800年代の後半まで、「スロイ

ド」という言葉は一般に原材料による生産すべてを意味

していた。つまり、「スロイド」は工芸（han亡Verk）と

工業（industri）の両方を包括していた。その証明とし

てフェーグレンは、二つの例を挙げている。ひとつは、

1845年に設立されたスウェーデン・スロイド協会

（Svenska sle）jdfe）reningen）12が、「工芸と工業」

であるのか「工芸あるいは工業」であるのかという問題

に、明確に表記された方向づけを持っていなかったこと

である13。より広い意味を示すもうひとつの例は、未

来の技師と他の技術者に対する教育養成施設にシャルメ

ルスカ・スロイデスコーラン（Chalmersha

sle）jdesk01an′1829－1883）という名称を与えた

ことであった。

【クラフト、インダストリー、アート】英語の「クラフ

ト」もまた広い意味を有していた。哲学者で歴史家のコ

リングウッド（R．G．C011ingw00d）が規定する「ク

ラフト（Craf亡）」の定義を承認するならば、クラフト

はヒエラルキー的相関関係を持ち、本来、材料である厚

12半年に一度、「スウェーデン・スロイド協会からの

通信（Meddelanden fran Svenska

Sle）jdfe＞reningen）」を発行した。それは、1905年に

「スウェーデン・スロイド協会誌（Svenska

Sl。jdfe＞reningens Tidskrift）」に改編され、1932

年には「フォルム（fom）」へと名前を変更した。

13cf．Jan Sje）gren，En uて）r）SatS，Mal fe＞r

Sk0lsle）1den och sle）1dlararutbildnincTenS

uPr）fattninq om detta aren1960　－1985．，

Sle）jden mot　90－talet．′　Universiteteti

LinkelPing‾，1nstitutionen fe）r Sle）jd，1985．
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板（planks）や木炭を作ることもクラフトと呼ばれる14。

産業革命が世界で最も早く行われたイギリスでは、18

世紀未の十年間と19世紀の前半世紀のなかで、現代に

おいて非常に重要である言葉が慣用英語に初めて現れ、

あるいは既に一般的に使用されていた言葉が、新しくか

つ重要な意味を得た。レイモンド・ウィリアムズ

（Reymond Williams）は、その著書「文化と社会15十

の中で、これら言語変化が一般的変化のパターンを示し

ていると指摘し、それらによってより大きな生活と思考

の変化を見ることを可能にすると考察している。ウィリ

アムズがその書で選んだキイワードは、「インダストリ

ー（industry）」「デモクラシー（democracy）」「ク

ラス（Class）」「アート（art）」「カルチャー

（Cul亡ure）」の5つである。残念ながらクラフトにつ

いては言及していないが、当時の慣用語に見られる共通

した変化を重ねながら考察することができる。どの言葉

もウィリアムズが記しているとうり、産業革命が人間に

与えた影響を見ることができ興味深いが、ここで取り上

げたいのは、特に「インダストリー」と「アート」であ

る。

ウィリアムズによると「インダストリー」は、「技術・

勤勉・忍耐・努力16」と言い替えられるような人間の

属性を意味する言葉として使用されてきた。それは今も

残っているにしろ、18世紀末の十年間で他のものを主

に意味するようになった。「インダストリー」という言

葉を現代のわれわれが耳にする時、第－に頭に思い浮か

べるものがある。つまり現代の日本語の「工業」が、意

14　R．G．C011ingw00d，The Princir）les of

起工．New York1958′　p．15．

15Reymond Williams，Culture and s。Cietv

l＿780－1＿95＿9＿′　London1961．

16Reymond Williams，ibid．，P．13．
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味するものと近い関係にあると言えるが、あるひとつの

生産に関係する制度や活動全般を集合的に意味している

ものである。この事から生産技術と方法の変化が生活に

与えた影響の大きさをうかがうことができる。ウィリア

ムズは、後者の意味で「インダストリー」という言葉を

初めて使用した著者の一人としてアダム・スミス（Adam

Sml亡h）を挙げ、ひとつの制度を示す「インダストリー」

という言葉が1776年頃に始まったとしている。

「アート（ar亡）」もまた「インダストリー」という言

葉と酷似した変化を持っていることをウィリアムズは指

摘している。「アート」は現代では創造性・想像性と関

連を持った特別な技術を意味しているが、以前には何か

人間的な技術を意味していた。したがって「アーティス

ト（artist）」は以前では、「アーティザン（artisan）」

と同じく「人間的技術＝アート（ar亡）」を滞った者であ

った。

「アート」と「インダストリー」の両者は、どちらも

同様に人間の技術や属性を示していた言葉であり、その

両者を分離することは困難であったと言えるだろう。ア

ート、インダストリー、クラフトの概念はインダストリ

アリゼーション以前のスウェーデンではスロイドという

言葉で統合されていた。しかし、インダストリアリズム

の進行は、スウェーデンの慣用言語に影響を与え、「ス

ロイド」という言葉が従来の広い意味に留まることを困

難にした。それは、人間の統合性が分解されることと無

関係ではない。
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2．新しい思想と文化

【新しい意識の形成】急速な社会変化のなかで多くの問

題が表面化し、様々な意識の変化が現れてくる。この時

期に、スウェーデンではエレン・ケイ（Ellen Key，

1849－1926）やオットー・サロモンなどの著名な教育学

者を輩出しだ7。『児童の世紀』の作者として有名な

エレン・ケイは同時代の強制的教育を批判し、スウェー

デンで最初の「自由の教育者（frihetspedagogerna）」

と呼ばれ、一般に、文化哲学者、文学エッセイスト、社

会運動家、作家、なかでも婦人参政権を最初に主張した

スウェーデン女性として知られているlB。

工業化され民主的統制のされた福祉社会である近代ス

ウェーデンの基礎は、工業化の時期である19世紀後半

に築かれたと言うことができるだろう。スウェーデンは、

19世紀の中ごろの数十年に、経済政策や社会政策の領

域における改革によって、リベラリスム（自由主義思想

（liberalismen））を浸透させ、中立政策のなかで自

らの民主社会を獲得してきた。また民主化運動はコミュ

ーンの自治を形成した。

1800年代の後半は、大きな民衆運動の展開期であり、

労働運動（arbe亡arre＞relsen）、禁酒運動

17ェレン・ケイはサロモンと同じ1849年に、南スウェ

ーデンのスンズホルム（Sundsh01m）で六人兄弟の最年長

として生まれた。ケイの父エミール・ケイ（Emll Key）は、

自由主義者で知的な政治家であったが、反面、自由な子

供の教育にはまったく理解がなく、非常に厳格な教育を

行った。スンズホルムの豊かな自然の中、三人の住み込

み家庭教師によって教育される一方、父親の蔵書から多

くを学んだ。後掲図4参照。

1＄それは、ケイの哲学にとって重要な位置づけを持っ

ており、女性の特性を強調することで男性と女性の間に

おける完全な平等を得ることであった。
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（nykterhetsre）relsen）、信仰復興運動

（VaCkersere）relsen）は、すべてこの時代に生まれた。

諸外国と比較してスウェーデンの農民層は決して悪い

境遇にはなかったが、二院政国会

（tvakarnmarriksdagen）の導入は、多くの人間にさら

に社会的向上の可能性を与え、社会的な不公平、労働運

動や女性運動に対する新たな認識が育つようになった。

また政府の建築・住居政策への批判が行われ、社会的・

実際的見地からの住居環境に対する増加する興味は、

1890年代の後半に成長した社会美計画（et亡

socialestetiskt program）に対する基礎を作りだ

した。

様々な専門活動が非常に増加し、徐々に組織的な形態

をとるようになったことも一つの特徴である。政治的活

動は政党政治組織の中で行われ、1888年、関税闘争

（tullstridens）より保守と農民運動に根ざす保護的

な右派と、自由主義者の自由貿易に友好的な左派と社会

民主主義者という、対抗的な右派と左派のグルーピング

が生まれ、1920年まで存続した。

【インターナショナリズムとナショナリズム】スウェー

デンの大量移民は、社会のすべての階層の人間が、遠い

国の親戚と接触を持つようになったことを意味し、その

様な環境は一般に言われるスウェーデン人の旅行好きと

いう特徴以上に、現代におけるスウェーデン人の国際的

視野を形成したと言えるだろう。スウェーデンにおいて

はナショナリズムとインターナショナリズムの間に優れ

たバランスがあり、決して極端な方向を示さない理由に

は、その様な背景があると思われる。

より開かれた社会は、インダストリアリズムと技術革

新の両者の結果であった。社会は、外からくる新しいも
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のに、より早く影響される。スウェーデンの本は、例え

ばドイツ語や英語に翻訳された。エレン・ケイの『児童

の世紀19』は、当初、スウェーデン本国よりもドイツ、

イギリス、アメリカで注目されたことは広く知られてい

る。そして、サロモンの多くの本も様々な外国で翻訳さ

れている。また外国の書物がスウェーデンに輸入され、

発表されたり批評されて翻訳される20。

さらに、近代国家間の競争は、これまでになくヨーロ

ッパ間の交流をもたらし、汎ヨーロッパ的思想、インタ

ーナショナリズムをつくりだした。

【ナショナリズムと国家ロマン主義】しかし、その反動

として、社会をいまある状態に保存したいという強い欲

求もあった。1800年代の農業改革、インダストリアリ

スムの前進と都市への移行は、全く自然に、いわゆる農

民文化（allmogekulturen）を希少にする方向へ働い

た。その減少と平行して、ナショナリズムへの関心が発

生する。農業経済会議所（Hushallningssallskapen）

の設立やヘムスロイド運動は、国家ロマン主義

（nationalroman亡ik）の形成を促すことになる。

民族衣装、ダンス、スロイド、そして他の庶民的な現

象は、新しく始まった民族学研究の対象となった。農民

芸術に対するその興味は、主にデュッセルドルフ学校

（Dtisseldorf－Sk01an）様式の絵画を通じて、芸術生

活のなかに自らを表した21。1850－65年には、風景画、

歴史画、庶民生活画などが、強い浸透力を持って開花し

19Ellen Key，Barnets arhundr早qe′　Stockh01m

1900．

卸サロモンもまた、外国の教育学の文献をスウェーデ

ン語に翻訳し出版した。

21Dick Sundblad′　Ot）．Cit．′　Sidl．
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た22。

国家ロマン主義の流れのなかで、スウェーデン・スタ

イルを確立したのは、有名なスウェーデンの画家カー

ル・ラーション（Carl Larsson）である。ケイは、

1897年のストックホルム展覧会でラーションが示した

20枚の水彩画によって著作へのインスピレーションを

与えられたと言っている。新しい家庭文化についてのケ

イの理念は、ダーラナ地方のスンドボルンにあるラーシ

ヨンの家の絵とともに非常に効果的な方法で一般へ導か

れた。ケイは彼の家の絵を使いながら、いかに一つの家

が慣習的な要求ではなく家族の欲求により形成されるか

を示した23。そこではケイが「当時の模範として存在

した古典的な、豪華で荒々しいドイツスタイル、暗いカ

ーペット、意味のない装飾、大言壮語な非実際的な家具、

騒々しさへの反動を表現した24」以上に、スウェーデ

ンの美（それはスウイディッシュ・モダーンでも重要な

要素であるが）に見られる原則としての単純性、自然性

を理論的に強調した。

ラーション自身も、絵画として展覧会で展示された自

らの作品を「趣味と家庭生活を改革する」狙いからむし

ろ芸術工芸の展示会におきたがったということを述べた

と言われる25。それらの作品を収めたラーションの画

集『ある家（e亡t hem）』は、1899年に出版されている。

現代のスウェーデン住居の特徴として見られる「新しい

籠リトグラフと油絵風石版画（01je亡ryck）という再生

産の技術が容易になることで、比較的低い費用で絵画の

複写が行われ広がった。

23cf．Frick′　OP．軽，Sid39．

24Dag Widman′　Konsteni sveriqe，

Konsthantverk，konstindustri，design1895　－

1975′Lund1975′　Sldll．

25cf．Dag Widman′ibid．，Sid12．
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ものと古いもの、良いものと単純なもの」の間の自由な

様式の混在には、ものと人の深い人間的関係（有機的関

係）が反映している。もの自体が、主要な役割を果して

いるにもかかわらず、人間である家族は、視覚的あるい

は非視覚的に存在している。当時にとって革命的な気ま

まさと自由解放の雰囲気が、スウェーデンの民衆生活に

与えた影響は大きい。

ウイッドマンは、「明快に輪郭づけられた水彩画で再

現されたそれらのインテリアは、一挙に、来るべき発達

にとって決定的な意義となった新しいスウェーデン的設

備の概念にトーンを与えた26」とラーションのインテ

リアについて記し、すでにそこには、単純性、ブロンド

性、明るさという、将来の『スウイディッシュ・モダー

ン（SWedish modern）』にとって重要な要素が存在し

ていることを指摘している。

26Dag Widman，ibid．，Sid．12．
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3．ヘムスロイドとその運動

【ヘムスロイドの消失】1800年代の「ヘムスロイド」

はひとつの家内活動であり、家政の必需品であるテキス

タイル製品や木材製品など自らが必要とし使用するもの

や、売物とするものを家庭で生産することを意味した。

スウェーデンでは当時、ヘムスロイドが主要な「もの」

の生産システムであり、その活動は多くの場合，自分

自身の主要な職業（農業）を行うかたわら家庭において

行われた。その活動は、「家庭の必要スロイド27」と

か「家庭スロイド」とも呼ばれ、多世代にわたって農民

に臨時収入を供給してきた。

フランス等では、ギルド制度のもとで徒弟制度の発達

が著しく、典型的な原初的家族単位での生産形態は当時

すでに失われていたと考えられるが、スウェーデンでは、

ヘムスロイドの持っていたその生産形態が、十九世紀に

なってもなお存続していた。スウェーデンでのギルド制

度の発達はゆるやかなものであり、ヘクシヤー（E．F．

Heckscher）はスウェーデンの「工業化が、1700年代

のマニュファクチャーにその基礎を置いたのではなく、

ヘムスロイドに置いていた28」と記している。スウェ

ーデンの工業成長にヘムスロイドが参加し影響を与えた

ことは、自由な競争のもとで工業化を進めるというフラ

ンス革命の理念のもとで、フランスが1791年にギルド

27家庭の必要スロイド（husbehovssl凸jden）や、家

庭スロイド（hussle＞jden）は、家庭での必要されるものを

生産するスロイド活動や家庭で行われるスロイドを意味

し、ヘムスロイドとほぼ同じ概念を示しているが、特に

余剰生産の販売活動が含まない意味で使用される場合も

ある。

2％Gunilla Frick，Svenska Sle）idfe）reninqen

O＿Ch konstindustrin fe）r＿e＿＿上皇P5．，Nordiska

museets Handlingar　91，Lund1978，P．17．
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を解体し、それによって手工業技術を維持することが困

難となった面も生じた状況とは異なる。インダストリア

リスムの後発性が、職人的技巧の要素を容易に工業生産

に移行し、導入させえたという利点も指摘されよう。

フランスのギルド解体におよそ50年遅れ、スウェー

デンではギルド制度（Skravasendet）が1846年に限定

的に廃止され、1864年には完全な職業選択の自由

（full naringsfrihet）が導入された29。その結果、

すべてのスウェーデン人は都市、農村にかかわらず男子

も女子も自由に手工業生産や製造業を営み、事業経営を

行う権利を獲得した。

ギルドの廃止は、徒弟制度の崩壊と徒弟制度によって

行われた教育の消失を意味したが、スウェーデンの場合

は、その影響は、他の先進工業国よりも少なかったと言

うことができよう。むしろ問題は、ヘムスロイドの方が

大きかったことである。これまで農民の生活と密着して

存在を続けてきたヘムスロイドが、インダストリアリス

ムの台頭によりこ機械生産へ移行し、品物の生産・販売

における競争が激しくなり、ヘムスロイド製品の販売が

困難になった。その結果、農民に臨時収入を与えるとい

う意味が失われた。農民も家族の共同作を離れたことに

よりヘムスロイドは生活から遊離し始めた。ハルトマン

は、「1860年代末に、地方で急激なヘムスロイドの存

在低下が記録された刃」と記している。家庭の崩壊と

ともにへムスロイドの存在が危うくなり、家庭内活動が

持つ教育的役割もまた、消滅する方向へ向かった。

29cf．Ernst Bjerke，Om Naas．0tto Salomon

OCh Sle）－iden′　Ge）teborg1916，Sid　26．

30per Hartman，Sle）ld fe）r arbete eller

fritid？－　En studie avlaroplansfOrandringar

OCh debattinom sle）jdamnet．，He）gSk01an fOr

Lararutbildning■i stockh01m，＝nstitutionen

fe）r Pedagogik1984，Sid　9．
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【ヘムスロイド運動の形成】「ヘムスロイド」が消滅し

てしまうのではないかという人々の恐れは、様々な立場

からの問題意識を導き出し、その復興を求めてヘムスロ

イド運動が引き起こされた。1860年代にヘムスロイド

は、生産の形態と職業の可能性として様々な方面から興

味の対象となり始めた。1872年には王の名のもとに、

ヘムスロイドの存続と発展の可能性に関する国レベルの

調査委貞会が登場しだl。ヘムスロイド運動に関心を

向けたその視点のうち主要なものは、ヘムスロイドの国

家経済的な役割を注目する経済的観点、国家ロマン主義

的関心や文化保存を含む文化的観点、ヘムスロイドの持

つ教育的役割を注目する教育的観点などが挙げられる。

1800年代の中ごろからその終わりまでに設立された

幾つかの組織が、ヘムスロイドを再び生き返らせるため

に働いた。農業経済会議所

（hushallningssallskapens）、スウェーデン・スロ

イド協会（SVenSka sle）jdfe）reningen）、ヘムスロイ

ド組合（hemsle）jdsfe｝reningarna）32　などである。

スウェーデン・スロイド協会のモットーは、「スウェ

ーデンのスロイドは、スウェーデンの独立を生む33」

であった。協会は、例えばスウェーデンで生産された製

品を犠牲にする工業化の台頭へのおそれと、組合制度の

廃止以降の手工芸職人（hantverkarna）の教育の悪化

310tto Salomon′　Tal och Fe）redraq．，

Ge）亡eborg1899，Sid　236．

32”hemsle＞jdsfe）reningarnaMをヘムスロイド組合と

し、それらが集まって1899年に設立したnFe＞reningen

fe）r Svensk Hemsle＞jdnをスウェーデン・ヘムスロイド

協会とした。

33原文はnsvensk sle）jd feder svenskt

oberoendenである。
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に対処する狙いから、組合は「スロイドを営むクラスの

中での仕事」に対して、日曜素描・製図学校

（Se）ndagsritsk01a）34　の発足に協力した。スウェー

デン・スロイド協会と同種の協会が、フィンランドで

1875年、デンマークで1907年、ノルウェーで1918年

につくられている。

ヘムスロイド組合は、ヘムスロイドが形成した国家的

財産に対する理解を目覚めさせることと、その保存に寄

与するために幾つかの県で設立された35。それらが集

まり1899年には、スウェーデン・ヘムスロイド協会

（Fe｝reningen fe）r Svensk Hemsle）jd）を設立した。

当然、第一の課題として当時あげられたのは、大きな広

がりとキャパシティーをもって浸透してきた工業生産品

に対して、ヘムスロイドをいかに維持していくかという

ことであった。協会は多くの展覧会を組織したが、それ

らの中で、その時代の国家ロマン主義の傾向から、民衆

文化への関心が強いところにヘムスロイドを位置づける

ことができた。

ヘムスロイド運動は、多様な観点から支えられたが、

その中で主要なものは、経済的観点、文化的観点、教育

的観点であった。

【経済的観点】1800年代における貧困を和らげるため

に、様々な救助計画が作られた。先に記した農業経済会

議所は、その名称が示す通り経済的要因により動機づけ

られており、その目的は、農業と農家の発展、ならびに

幾つかの県においてはヘムスロイドの発展に働きかける

ことであり、ヘムスロイドの販売の経済的利点を利用す

封学校は今日、コンストファックスコーラン

（konstfacksk01an）として存在する。後述参照．

35Anna－Maja Nyl卓n．Hemsle）id．′　Lund1969，

Sid　24－26．
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る可能性を農民に再び与えることであった36。特に亜

麻の栽培とつむぎ（Spanad）などは、農業の副業として

農業経済会議所の援助を得た。　スウェーデン・スロイ

ド協会は、農業経済会議所にインストラクターを自由に

利用させた。国家ロマン主義的に色づけされたプロパガ

ンダに国家経済的な見地が加えられヘムスロイド運動が

進められた。当時の農業アカデミー

（Lantbruksakademin）とスウェーデン・スロイド協

会が非常に広範囲にヘムスロイド講習会と宣伝活動を行

った。講習会を通して、様々なハンドワークの技術を教

え、スロイドの形や型（模様）を新しくしようと試みた。

スウェーデン・スロイド協会は、種々なハンドワークの

技術を教える講習会を組織したが、それは、しばしば農

業経済会議所の助けを得て行われたのである。また幾つ

かの農業経済会議所は、ヘムスロイド店舗

（hemslOjdmagasin）を開き、スロイド学校を設立し

た。

ヘムスロイドの経済的役割に対する関心は非常に強く、

この点について、リュユゴード（Ryeg・ard）は、次のよ

うに指摘している。「その時点において、別の行政官庁

は、かなり前から、ヘムスロイドの大きな意義に目を向

けていた。国は不作にみまわれ、飢饉と貧困で荒廃して

いた。自小作農達は、副次的特別収入を手に入れる可能

性を求めていたし、自給自足のできない膨大な住民群に

対してなんらかの方法で職業を手に入れさせることを試

みなければならなかった。なによりもまず都市において、

多数の子供達を職業につかせなければならなかった。そ

こで多くの人々が古き時代の素晴らしい思い出を持つへ

36Ernst Bjerke，Om Naas．0tto Salomon och

Sle）1den．，Ge）teborg1916，Sid　27．
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ムスロイドの伝統を保存しようとしたのである。37」

問題意識の1に比べて、3がより少ないことを示してい

ると思われる理由には、ヘムスロイドの持っていた経済

的な利点が、国民学校の男子生徒に対するスロイド教育

へ補助金を割り当てることを政府に比較的容易に認めさ

せた理由であったとリュユゴードが説明をしていること

が挙げられる。彼は更に「もしその件が、教育学的側面

だけにかかわったのであれば、こうした問題はきっと抜

け落ちてしまったことであろう38」と付け加えている。

実際のヘムスロイドの経済的意義はと言うと、エルブス

ボルユ県における1880年のヘムスロイド生産品39　が、

2千万クローネであったことからもその重要さが理解さ

れよう。

【ヘムスロイドの文化的関心】ヘムスロイド運動は、失

われゆく農民美術へのナショナリズム的興味と共に、生

活のなかの「美」の問題と直接的な関連を持つことにな

った。それは、イギリスのアーツ・アンド・クラフツ運

動が工業化された生産物に「美」の欠如を訴えて始まっ

たのと同様に、生産の合理化と効率化が、機械的法則を

「生命なき」自然側　に適用することで進められ、もう

一方の「生命ある」自然、すなわち精神についての問題

を積み残すことで進められたことに対する反発であった。

37011e Ryegard，Sk01sle）1di svericre och

e）Vricra Norden．，Universiteti Linke）Ping，

Sle）jdlararlinコenamndens skriftserie　82：1，

1982′　Sid　5．

3801le Ryegard，ibid．，Sid　5．

39Dick Sundblad′　Otto Salomon　－　Carl

Malmsten，en Studiei estetisk　－　Praktisk

pedagog■ik．．sld　8．

00石井良、深揮英隆訳、ゲルハルト・ヴェーア『ユン

グとシュタイナー』人智学出版社1982年、238頁参照。

85



そのバランスを崩した状態は、ひとつには目に見える形

で、つまり日常生活における「美」の欠如として現れた

と推察される。1879年の書簡に芸術的感覚がヘムスロ

イドを通して養われるとエレン・ケイが記したことには

そのような背景があったと考えられる41。ケイの思想

は、ヘムスロイド運動に大きな影響を与えた。

その当時、北欧においては、「ものづくり」にかかわ

る多くの協会、組合等の団体が設立されている。先のス

ウェーデンスロイド協会の後、1874年に「手工労働者

の友協会（Fe＞reningen Handaarbetets Vanner）」

が設立された。なかでも文化的な関心を強く持っていた

のは、1899年にヘムスロイド協会を設立したヘムスロ

イド組合であった。こうした組織の中でスウェーデンに

独自な熟練技術の伝承性がつくられた。1872年に政府

は、ヘムスロイドの関連する指導者に2．500クローネを

投資した。1875年には、14．000クローネに増額された。

その補助金を得た手工労働者の友協会は、「祖国の中で、

芸術的な狙いづけにおいてスウェーデンのテキスタイル

ヘムスロイドを変化させる」という目的を持っていた。

手工労働者の友協会は、民衆の芸術織物の技術について

の知識を守り、1881年に国民高等学校

（f01kh的Sk010r）、スロイド学校などで織物教師

（VaVlarare）の養成を始めた。数年後に同様の教育を、

エルブスボルユ県42　のスロイド協会で織物教師であっ

たヨハンナ・ブルンソン（Johanna Brunsson）が始め

た。

ヘムスロイドは、地域の中に存在する素材と技術にか

かわり、地域で異なる特性をもっていた。これは、当時

41レングボルン、前掲書、148頁参照。

42ネース・スロイド学校のある県であり、スロイド教

育の発展にとって重要な役割を果たす県である。
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開花しつつあったコミューンの自治形成との関わりとも

関連をもつことになる。

【ヘムスロイドと教育】ヘムスロイド運動の盛り上りと

ヘムスロイドの促進に対して行われた援助は、1870－

80年代のスウェーデンに、非常に多くのスロイド学校

（SlOjdsk010r）を設立させることになった。これらの

スロイド学校にとって共通する点は、それらが経済的目

的のために、つまり、農業による収入を補完する可能性

をつくりだすために出現したことである。

そこでの教育は、一般に教育学的養成教育を欠いた職

業的手工家（hantverkare）によって行われたため、技

術的に厳しいものであり、その教育の目標は、生徒の発

達ではなく完成した作品であった。例えば、ネース・ス

ロイド学校から出た最初の生産品は、熊手（rafsa）と

一輪手押し車（Sko亡亡karra）であったことことからも、

その状況を推察することができる。当時の、少ない家財、

台所用品、家具という状況は、スロイド学校で生産され

る作品にとって重要な部分を形成した。ヘムスロイドを

再び蘇らせるための講習会やその他の活動は、第一に成

人を対象としたが、徐々に若者への投資を重視する考え

方が広まった。その理由は、若者がスロイドの伝統のな

かで、技術的、形態的に教育されるならば、長期的に考

えるとヘムスロイドの伝統を蘇らせることに大きな可能

性を持つということであった。1800年代の中ごろの後

に増加したスロイド学校の多くは、若者をスロイド家

（SlOjdare）に育てるという目標を持っていた43。そ

して農業経済会議所は、1800年代の終りに国民学校の

スロイド教育を促進することへも強い関心を示した。

ヘムスロイドはスロイド教科の発展にとって基礎的な

43cf．Ernst Bjerke，○て）．Cit．，Sid28．
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役割を果たしたが、国民学校に取り入れられたスロイド

教育に見られる、より深い教育学的構造はヘムスロイド

運動とは別の要素であった。義務教育としてのスロイド

教育は、むしろ結果的にはヘムスロイドから離れること

となった。学校教科にスロイドが取り入れられるという

ことにヘムスロイドは決して決定的な影響を持たなかっ

たし、むしろマイナスの要素すら持ったが、しかし、ヘ

ムスロイドの仕事の伝統は教育計画の内容に、その特徴

を示すようになる朋。

44　cf．Per Har亡man，Or）．CiE‥　SidlO．
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4．労働教育学とアルベーツステユーガ

教育に対する仕事の意義を重視し、手工業的活動を教

育のなかに取り入れようとする労働学校の原理は、早く

もルネッサンスの末期にその源をたどることができる。

その原理による教育は、モンテーニュ（Michel de

Montaigne′　－1592）、コメニウス（Johan Amos

Comenius′1592－1672）、ロック（John Locke′

1632－1704）、ルソー（JeanJacques Rousseau，

1712－1778）、ペスタロツチ（Johan Heinrich

Pestalozzi，1746－1827）やフレーベル

（Friedrich Fre＞bel，1782－1852）等によって主張

されてきた。それらの根底には、モンテーニュの言葉で

ある「人が育成すべきものは魂でも肉体でもない。それ

は人間である。どちらか片方を育成することは許されず、

つがいの馬のように両方が面倒を見られるべきである」

や、ルソーの言葉である「全ての教育のなかで大きな秘

密は、肉体と魂の練習が、いつも、お互いに元気を回復

させる事にある45」をスンドブラッドが引用するよう

に、身体と精神の両方を教育する必要があるという考え

であった。なかでも、労働学校運動に重要な貢献をおこ

なったのは、ペスタロツチ（Johan Heinrich

Pestalozzi，1746－1827）である。彼は実際的な試

みと著作との両方を通して、仕事の持つ教育学的意味を

示した。ウイベルユは、t「子ども達が学ぶ教室の中で、

手仕事を離れる必要がなく、計算、書取り、歌を学べる

ように、本と、かんな台、レース編みの台や木工ロクロ

が兄いだされる。学校の教室の中での仕事は、子どもの

45Dick Sundblad，OP，C＿1F．′　Sidl．

89



中の思考、感情、器用さを発達させる亜」と記してい

る。彼らは、何か有用なことを遂行するという子ども達

の欲求と、遊びの中で示される彼らの自由に対する欲求

を一つの観点にまとめた。学習は、有用な知識から成り

立ち、欲求とともに行われた。

グスタフベルエス・バーンフス（Gustavbergs

barnhus）では、すでに1776年に、スロイドが教えら

れていた。スロイド活動が行われることには、子どもの

器用さを発達することと、職業準備という二つの動機が

あった47。1810年のリンドプロム教義問答

（Lindblomska katekesen）には、仕事が健康的、実

用的、道徳的な三つの役割を得て、「勤勉は、健康と繁

栄を促進させる。罪への多くの機会を防ぐ、そして悪い

要求に対して立ち向かうために、われわれを助ける。逆

境において慰めと心の支えに貢献する亜」と記されて

いる。

その運動に関する他の要素は、いわゆる博愛主義者達

により取り入れられだ9。都市では家賃が高く、多く

の労働者の家族は子どもが多いことが一般的であったが、

一つの部屋と台所という典型的なスタイルの家屋に住ん

でいた。子ども達は家の中にいることができず、通りや

裏庭で一日を過ごした。ビュルマン（Eva hs

Bjurman）は、空腹でつかれた子どもはいたるところに

いて、彼らが集団化していたことが不安をもたらしたと

46Albert Wiberg・′　ÅsU56　－　57，エ出土

Sk0lsle）1den畠　fe）rhistoria．，Nagra

utvecklingslinコeri svensk arbetspedagogik

inti111877，＝，Tideninti111866，Stockh01m

1939′　S土d　99．

47salomon．0t亡○：Sle）ldsk01an och

f01ksk01an′　Ge）teborg1882，Sid14．

48wiberg，主bid．，Sid175．

49wiberg，ibid．，SidlO3．
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記している50。そこで最初のアルベーツステユーガ

（arbetsstuga）が、1884年にストックホルムで設立

された。アルベーツステユーガは一種の児童館であり、

学校から帰った子ども達が、両親が働いている間に、そ

こに行くことができた。個人の資金によって運営された

それらは、1943年になってようやく国の補助が始まり、

フリーティツズヘム（fri亡idshem）と呼ばれるように

なった。それは貧しい子ども達のためのものであり、ア

ルベーツステユーガで働く人は、学校の女教師によって

決定された。

アルベーツステユーガという名前が示すように、そこ

では子ども達は実際に働いていた。ビュルマンは、そこ

でかごを編んだり、箱をつくったり、靴やブラシ、トラ

ースマットなどが製作され、バザーや国民学校に売られ

たと記している51。そこでの収入はコミューンや政府

からの補助金のないアルベーツステユーガの運営資金と

なり、また子ども連にとってはその日の食費となった。

多くの子ども達にとって、アルベーツステユーガは、ビ

ュルマンが指摘する様に、寒さと空腹をしのげる場であ

るという以上に「親切な女教師の手助けをもって何か本

当に使えるものをつくることができる52」子ども連に

とってうれしい場であった。

アルベーツステユーガは貧困者保護活動であったが、

そこでは、子ども達が町を俳掴するのではなく仕事を学

び、将来の失業の危険から彼らを守り、勤勉と熟考への

可能性を与えるという効果もまた期待された。世紀末に

はストックホルムに15のアルベーツステユーガがあり、

50Bjurman，ibid．，Sid　64．

51Bjurman′　出し′　S土d64－65．後掲図5参照。

52Bjurman，i出立，Sid5．アンダーラインは、ビ

ュルマンによるイタリックを示す。
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すぐに全国へと広まった。後掲図53　は、1900年代始め

にハーガルンドのアルベーツステユーガの前で撮影され

た写真であるが、入口には「ベッドと仕事（Bed och

Arbeta）」と記されている。アルベーツステユーガで

は、貧しい子ども達に対し、スロイドなどの仕事の機会

が整えられたが、スロイドの活動が貧困者保護と関連し

たことは、スロイドの社会的認識・評価と、学校内のス

ロイドの役割に関する論議の観点に影響を与えた。

1815年の政府の提案のなかで、国民学校の教科とし

てスロイドの導入が訴えられた54。提案者は、人は「本

を通してと、良い習慣と」の間に均等な分配を持つべき

であると考えていた。それによると、仕事の訓練は、「．

．．すべての知性の能力、あるいは魂と同時に肉体の能

力、あるいは筋の能力と力は、練習され、最も良い方法

において、個人的にも一般的にも使用されて欲しい55」

という理由で、学校の仕事のなかに含まれるべきである

と主張した。しかし、国民学校のなかでスロイドの余地

を求めるその提案は拒否された。その背景には、しばし

ばスロイド教育がアルベーツステユーガの活動と結び付

けられたことにある。スロイドはアルベーツステユーガ

の役割として見られ、教育的でなく、第－に貧困者の保

護であると見なされだ6。スロイド教科が国民学校の

時間計画のなかに入ることが困難であった理由の一つは、

アルベーツステユーガとスロイドの狙いが混同されたこ

とであった。アルベーツステユーガと国民学校は、組織

的に結合されてはいなかったが、初期の国民学校が第－

に財産のない子どもを対象にしていたことでも、お互い

53Bjurman，姐．sid66．後掲図6参照。
54wiberg，ibid．，Sid173．

55wiberg，ibid・，Sid183・

56wiberg，ibid．，Sid183．
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の接触面を持っていた。一方、財産を持った土地所有者

等は、家庭で子どもの教育を行い、そこで「読むことと

他の仕事の知識」の両方の教育をしていた。

1842年の最初の国民学校についての規定で採用され

た教科の中に、スロイドはなかったし、その規定には、

スロイドの問題が追加されうる様な可能性は、何も暗示

するものは何もない57。

57wiberg，ibid．′　Sid237・
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5．工業化と学校教育との相関

【工業化の肯定的役割】農業社会から近代的な工業化社

会への移行には、拡張された効果的な学校制度が不可欠

であった。スウェーデンの民衆教育の設立と質の高い労

働力はスウェーデンの工業化にとって重要な前提となっ

たのである。リチャードソンは「工業的・技術的・経済

的に進んだ社会、常に変化する都会的・開放的・動的社

会の場合と比較して、静的で閉ざされた前工業化農業社

会においては、学校が相対的にとるに足らない役割しか

演じない58」と記しているが、工業化のなかで学校教

育は非常に重要な位置づけを持った。

さらに「簡単明瞭な一つの真理がある、つまり工業化

は貧しい人びとにとって唯一の希望であることだ59」

とスノー（Charles Percey Snow，1905　－1980）

が指摘し、工業化によって人々は、貧しい人々にまで十

分な医療、食料を与え、多くの人間に読み書きを教える

ことができるようにしたと述べている。つまり生産量の

拡大は、近代国家間における商業・工業の競争を引き起

こし、政府の援助の中で学校の設立を促し、また最下層

の人々まで官が行き渡ることで民衆教育が可能となった

というのである。したがって、工業化は個々の人々にと

っても有益であり、また彼らに民主的意識を導入する原

動力となった。

学校教育は工業化の前提であり、また工業化は民衆教

育を促進させたというように、それら両者の関連は密接

であり、スウェーデン社会が急速な発達を達成するには、

58Richardson，∝）．Cキト，P．7．

59C．p．snow．The Two Cultures′　A Second

Look，Carnbridg・e1964，（松井巻之助訳、C．P．ス
ノー、『二つの文化と科学革命』、みすず書房、1967年、
38頁）．
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学校を絶えず新しい要求に適合させ、改革することが必

要であった。

【工業化と否定的要素】19世紀未、ヨーロッパでは万

国博覧会が次々に行われ、科学発展の成果を示した。

1851年のロンドンでの水晶宮から1889年パリでのエッ

フェル塔や機械館に至る新しい流れは、人々に驚きと工

業化への肯定的感情を育成した的。しかし、それらの

流れの一方で、例えば1851年のロンドン万国博覧会で

は、イギリスのあるグループが、自国の機械生産品を醜

いと感じ、その否定運動を契機として美術工芸運動が始

められた。

否定運動のなかには、産業革命における急激な変化の

あまり、しばしば非熟練的機械技術である工業と熟練的

手工技術である工芸を対立的に扱い、量と質、画一化と

個性という二分化によって単純化されることも多い。し

かし、産業革命における人口の増加と都市への集中は、

これまでになく急激なものであったが、例えば、技術革

新は比較的ゆるやかに展開してきたとする考え方もある。

例えばイギリスは産業革命を18世紀の中ごろに始め、

19世紀未には第二次工業革命のスタートを切ったとい

うのが通説となっている。ルイス・マンフォード

（Lewis Mumford）も18世紀の産業革命自体を否定し

ていないが、機械時代の出発点を中世に遡り、第一次の

技術革新が12世紀にあったことを指摘している61。機

械化自体は、すでに中世に見られ徐々に進められてきた

にも関わらず、産業革命期において工業化という問題が、

朗松村昌家、『水晶宮物語』、リブロレポート、1986

年、参照。

61木原武一、『ルイス・マンフォード』、鹿島出版会、

1984年、44頁、参照。
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それほどまでに大きな影響を与えた理由はどこにあるの

であろうか。

さらに熟練工達が産業革命によって発展した分業により、

ないがしろにされたのではなく、その熟練によって産業

革命期の指導者にすら成りえたという事実もある。いわ

ば産業革命は熟練工から新しい熟練エンジニアーの時代

へ移行した時期であった。生産過程の問題点を自ら把撞

し、その解決法を兄いだしてきた人々こそ、より大きな

生産組織の指導者となることができる時代であったとも

考えられる。しかし、多くの非熟練層である労働者の仕

事は分業の進歩によって単純化された。少数のパターン

の繰り返しという仕事に従事するなかで、労働者は解決

すべき問題につきあたるという機会がなくなる。自らの

創造性を働かせ、問題解決を行うことの必要がなくなっ

た人間は、真の学習の場を失ない、それが習慣化するこ

とで物事に対して無関心となり、自律性を失う事になる。

18世紀イギリスの産業革命の問題点は、「機械」そ

のものではなくて、分業的機械化の進行に伴う限界では

ないだろうか。

分業に関するアダム・スミス（Adam Smith，1723－

1790）のピン製造の説明は有名であるが、ルシイ・スミ

ス（Edward Lucie－Smith）は、時計職人トンビオン

（Thomas Tompion，1639－1713）を例に、17世紀の

分業形態を記している。トンビオンが歯車の歯を刻むた

めに動力を利用したことも述べられているが、そこに、

同時代の経済学者ウイリアム・ペティ（Wllllam

Petty．1623－1687）の言葉を引用している。ペティ

は、「その時計は、その全ての仕事が一人の手にかかっ

ているよりも、より良くまたより安くなるであろう位」

62Edward Lucie－Smith，The Storv of Craft：

The Craftsman－s R01ein socie亡V，London

1981′　p．186．
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と述べている。またアダム・スミスは、分業の利益とし

て、「1．技巧の増進、2．時間の節約、3．機械の発

明を促す63」ことであると述べている。しかし、これ

らは、マニュファクチャーのレベルで語られたものであ

り、生産過程の抽象化も生産性もいまだ人間性に対する

限界値に達していない状況にあった。いわば、すべての

社会状況が効率的に分化されているのではなく、何等か

の遊びの状況が存在していた。それが失われ限界を越え

る時、佐伯正一が述べるように、「分業は、それまでの

仕事を単純化し、人間の本能や感受性を失わせ、人間と

しての尊厳を奪うことに拍車をかけたことはあさらかで

ある朗」ということになる。

工業化による社会変化と教育の関連について、イギリ

スのハクスリ（T．H．Huxley′1825－1895）は、第二

次工業革命が始まる1868年に「もともと人間を作るこ

とに向けられなければならない教育が、道具的な人間一

何か技術的な仕事はすぼらしく器用にやりとげるが、そ

の他のことにはなんの訳にもたたない人間－の製造過程

に転用される萬」と記している。

【工業化の功罪と人間】工業化と民衆教育は密接な関連

を有しながら発展してきた。しかし、一方で、工業化の

なかでも分業化という方向は、統合された個としての人

間を分割することで人間性を失わせるに至った。教育も

扇高島善哉、『アダム・スミス』、岩波新書、1968年、

97頁。

糾佐伯正一、『民衆教育の発展』、高陵社書店、1967

年、12頁。

65Thomas Henry Huxley，C01lected essaysI

V01．3　－　＄qience and Education′　London1893，

（佐伯正一訳、T．H．ハクスリ、『自由教育・科学教育』、

明治図書出版、1966年、11頁）．
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また、分割された知識を効率的に伝達する場という特徴

を与えられた。前述したスノーの指摘の一方で、「大衆

の人間性喪失は彼らの相対的富裕の代償であった砧」

という時代において、「民衆教育」を成し得たと言える

のだろうか。ヒューマニズム、つまり人間についての二

つの理想（個性と自由）は遠くかけ離れたところに置か

れ、いかに人間を産業化（社会化）において「役に立つ」

人間にするかという観点を中心にしてその教育が考案さ

れているとすれば、果してそれを「民衆のための教育」

と呼んでよいものであるのか。現代においてもなお民衆

教育なるものが行われていると言うことは困難であるの

ではないだろうか。

”J．Bronowski，Bruce Mazlish，The wes亡ern

intellectual tradition，From Leonardo to

址．London1960．（三田博雄他訳、J．プロノフ
スキー、B．マズリッシュ、『ヨーロッパの知的伝統』、

みすず書房、1969年、267頁。）
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第三章：スロイド教育の形成

99



1．スロイド教育の始まり

19世紀末にスロイド教育と呼ばれる活動が始まり、

その方法とシステムが構築された。しかし、当初からそ

れが教育学の中で全く新しい画期的なものとして捉えら

れたのではなく、労働教育学の流れのなかにあると考え

られた。スロイド教育が、労働教育学の理念を受け継い

だ点は無論少なくないが、前述したように、手仕事のみ

ならず労働の意味も大きく変化するなかで、スロイド教

育を、単純に労働教育学の継承により法則化、システム

化したものとして捉えることはできない。

スロイド教育の萌芽期にあたるこの時期は、スロイド

教育学の父と称されるサロモンが非常に重要な役割を果

たした。この期間におけるスロイド教育学を調査するこ

とは、「サロモンは、作家、討論者、普及者として非常

に生産的であった」とスンドブラッドが記す様に、サロ

モンのスロイド教育に対して行った積極的な活動との関

連で考察することに他ならない。

1）サロモンとアブラハムソン

サロモン・（Otto Salomon，1849－1907）は、ユダヤ

人の両親のもと1849年にイェーテポリ（G6teborg）に

生まれた。彼の家系には、実業家と芸術家が多い。

1868年にサロモンは、テクノロジスカ・インスティテ

ュート（Tekn01ogiska　＝nstitutet）、現在のストッ

クホルム工科大学（Tekniska He＞gSk01an）に入学した。

しかし、翌年、学業を中断する。サロモンの母方の伯父

A．アブラハムソン（August Abrahamson）1が、自

1サロモンが生まれたときアブラハムソンは32才であ

った。
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らの所有するヴェステルイェットランド

（Vasterg白tland）の荘園（Sateri）2へ彼を呼びよせ

たのである。1870年から1871年まで、サロモンはウル

ツナ農業インスティテュート（Ul亡una

lantbryksinsti亡ut）の農業コースに学んでいる3。

この人生の選択における急激な変化は、アブラハムソ

ンの状況と関わっている。

アブラハムソンは、1817年、カールスクローナ

（Karlskrona）にユダヤ人の両親のもとで生まれた。

父親はドイツから移住し、当時、商船による政府への配

達を通じて、大きな財産を獲得していた。親類のものに

は芸術的素養があり、ドイツの祖先には、造幣版刻家

（myntgrave）rer）などがいる。ところが投機の失敗か

ら父は財産を失い、彼の死後、アブラハムソンは自らの

力で生計と立て、母親の面倒を見たという。ヴイェルケ

によれば、ユダヤ人が一般に示す特徴としての商才がア

ブラハムソンにもあったとし、すでに23才で、輸入会

社アブラハムソン・イェーテポリ（Aug．

Abrahamson′　Ge｝teborg）を設立したことを記してい

る4。

サロモンがテクノロジスカ・インスティテュート

（Tekn01ogiska　＝nstitutet）に入学した1868年に、

2cf．Ernst Bjerke′　Om Naas．0tto Salomon

och Sle）1den′　Ge＞teborg1916，Sid20．（1868年、

Gottfried BergがAbrahamsonに売却したと記されて

いる。）

3cf．Bjerke，ibid．，Sid21．

4cf．Bjerke′主立主立⊥′　Sid21．（同会社は、1916

年現在においても継続していると記されている。）
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アブラハムソンはネース5　の地を購入し、同年、女流声

楽家のEufrosyne Lehmanと結婚し、妻と共にネース

に移った。ヴイェルケの調査によると、「その若い夫人

は、頭も心もすぼらしく整った女性で、特に、すべての

困窮や不幸に対し同情深く、夫は強い杵で彼女と結ばれ

ていた6」という一致した証言がある。

彼は、ネースに移ってからは、徐々に、輸入業者とい

う地位から、農場経営者、地主としての地位へと変って

行った。それにより、自らの大部分の時間を、自然のな

かで過ごすことが彼の喜びとなっただけでなく、そこで

は彼の妻が貧しい農業従事者に取り巻かれながら、自ら

の社会的関心にしたがって博愛的に活動する領域を兄い

だすことができた。

しかし、その暖かな心の女性は、1869年に早くも死

亡し、アブラハムソンは非常に強い衝撃を受けた。

そこで、彼は若き親戚サロモンを彼のもとに呼び寄せた

のである。サロモンはまず会計係として彼の身辺に付き

添うことになる。アブラハムソンの悲しみは深く、その

様子は、現在も保存されている、ネース城の黒い家具の

一室からも理解できる7。

E．トロツツイグ（Eva Tro亡Zig）は、その論文『オ

ットー・サロモンー国際的重要性を持つスウェーデンの

教育学者』のなかで、国際的な影響力を持ったスウェー

デンの教育学者としてP．リング（P．H．Ling）とエ

5ヴェステルイェットランドにあるネースは、イェー

テポリからストックホルムに向かうE3という道路のイ

ェーテポリよりに位置し、レールムというコミューンに

含まれる。スウェーデン語でネース（nas）とは半島を意

味するが、セーベルオンゲンに突き出した半島に、ネー

ス城がある。後掲図7参照。

6　Bjerke′ibid．，Sid21．

7後掲図8参照。
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レン・ケイ（Ellen Key）、そしてサロモンを挙げてい

る。しかし、現代スウェーデンにおいて、サロモンは必

ずしも国民一般の常識として記憶にとどめられていると

は言い難い。そこで、トロッツイグはセルマ・ラーゲル

レーフ（Selma Ottilia Lovisa Lagerle）f，1858－

1940）の『ニルスの不思議な旅も』からの一場面を引用

しながら、サロモンについて次のように述べている。

「そこでは女性教師が自分の回りに学童を集め、大きな

邸宅へ歩いて行き、病気の校長先生の部屋の窓の外でい

くつかの歌を歌う。『彼女自ら、その夜、彼らの歌が非

常に驚くほど美しく響いていると思った。それは、未知

の声が一緒に歌っているかのようであった。空間はまど

ろんだトーンと音で満ちていた。彼らがただ歌い始める

ことだけで、すべてそれらは目覚め、歌のなかで響いた。』

この歌の歓迎を贈られて元気になったのは、オットー・

サロモンである。9」トロツツイグは、こうしたラーゲ

ルレーフの叙述は、サロモンと彼が実現すべく努力した

理念に対して示唆を与えるだろうと語っている。ラーゲ

ルレーフはノーベル賞作家であり、日本でもその著書『ニ

ルスの不思議な旅』は良く読まれており、われわれにと

っても容易に共通理解を持つことができる。また、『ニ

ルスの不思議な旅』のなかにネースで学ぶ日本人が登場

することも有名であり、その部分の対訳は石原英雄が紹

介している。ラーゲルレーフによるネースの描写が詳細

であることについて、石原は、「Naas

B selma Lagerle）f，Nils H0lcrerssons

underbara resa．．Stockh01m1906－1907．

9Eva Trotzig，Tva ur）r）Sa亡Ser Om　亡idiq

SVenSk sk01sle）1d，Otto Salomon　－　en SVenSk

Pedagog som fattinternationell betydelse．，

Skapande Vetande Rapport nr　9．，

Universiteteti Linke〉Ping，IJinke）Ping1988，

S土d l．
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sle）jdseminarium及びAbrahamsonとsalomonに関

しては、非常に正確な事実に基づいて書かれていること

に驚ろく。LagerlOfがNaasを特に良く知っていたと

思われる。10」と記し、その理由として、この本の構

想を練る時期がネースの全盛時代と重なっていたこと、

そして、ラーゲルレーフが、スコーネ地方のランドスク

ローナ（Landskrona）の女教諭であったことをあげて

いる。現実には、サロモンとラーゲルレーフはもう少し

近い関係を持っていた。ラーゲルレーフと、サロモンの

姉か妹11であるソフィー・エルカン（Sophie Elkan）

は友人であり、共にパレスティナ（Palestina）にいた

のである12。そして、ラーゲルレーフが『ニルスの不

思議な旅』を著述する使命感を持ったのと、イエルサレ

ム（Jerusalem）で仕事をしたのは、同じ時期であった。

また小説家としての著名度は低いものの、エルカン自身

が、「東方の国の夢13」という短い小説の中で、若い

エジプトの教師サイド・ベン・アリ（Said ben Ali）

がネースで学ぶ様子を、彼の目を通して記している点に

ついても触れていることも付記しておきたい。

10石原英雄、「『ニルスの不思議な旅』に見るネース

手工師範学校」、『弘前大学教育学部紀要』、第34号、

弘前大学教育学部、1975年。

11スウェーデン語のITsysternには、姉か妹かの限定が

ないので判別できなかった。

12cf．Tro亡Zig，OP．Cit．，Sid　5．

13sophie Elkan′　Drammen om e）Sterlandet．′

Stockholm1901．
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2）ネース・スロイド学校の設立

【設立期の諸背景】アブラハムソンと彼の妻は、博愛的

な活動に強い関心を持っていたと伝えられる。その経緯

から、彼らの関心が、社会的・教育的・指導的仕事に向

けられたことが当然に予想される。

その様な傾向は当時において、特別めずらしいことで

はなく、イギリスにも類似した事例を見ることができる。

例えば、ロバート・オーエン（Robert Owen1771－

1858）は、二十歳でマンチェスターの紡績工場支配人と

なり、機械生産が労働者大衆に与えた影響を直視した。

当時の悪い労働環境に立脚する社会を変革するためには、

教育が重要であることに注目し教育改革に当った。幼児

教育の実験はフレーベル（Friedrich Wilhelm

Aug・uSt Fre＞bel，1782　－1852）にさきがけるもので

あった。荘司雅子は、このオーエンの例以外にも、イギ

リスの民衆教育が、ボランタリズムを特徴とし、私人ま

たは、私的団体がその役割の一端を担っていることを指

摘している。1698年に結成されたキリスト教知識普及

協会（Society for Promoting Christian

Knowledge）は、多数の慈善学校を建て、民衆に3R，S

と宗教を教えることに寄与したが、それが「民衆教育は、

有志団体による慈善事業として効果的に行うことができ

るという観念をイギリス人の中に固定させた14」と解

説している。なお、この特徴について荘司は、イギリス

以外の諸外国と異なるものであると記しているが15、時

代的には、イギリスから一世代遅れるものの、スウェー

デンスロイド教育の発生を考える上で、これは、ひとつ

14荘司雅子、『現代西洋教育史』、亜紀書房、1969年、

47頁。

15荘司雅子、同上書、46頁、参照。
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の歴史的背景として共通点を持つと考えられる。民衆教

育が民間のボランタリズムから形成されてきたことが、

スロイド教育にデモクラシー的要素をもたらすことにな

ったと思うからである。

民衆教育におけるボランタリズムの流れは、以前から

見られたわけであるが、アブラハムソンやサロモンの独

自性、つまりスロイド教育が世界的な広がりを見せた理

由は、彼らが教育とスロイド、教育と実際的仕事・ハン

ドワークの両者に対して関心を持ち、それらの接点が形

成されたことに起因する。

【ネース・スロイド学校とサロモン】アブラハムソンは、

1869年（あるいは1870年）にスカルフェ一・コミュー

ン（Skallsje）kornmun）に対し、スロイド学校の設立

のために資金を出す提案を行ったが、議会は採用せず、

かわりに幼児学校（SmaSk01a16）の設立を望んだ。しか

し、この議会提案にはアブラハムソンが同意しなかった。

この点から、アブラハムソンが教育のみではなく、スロ

イドにも興味を持っていることが理解される。そこには、

ヘムスロイド運動の高まりがあった時代的背景と、アブ

ラハムソンのその連動に対する関心の強さがあったこと

も考慮しなければならないだろう。

こうした議会の拒否もあったが、1872年にアブラハ

ムソンは自分の領内にスロイド学校を設立し、サロモン

がその学校の校長となった。仮のスロイド教室は城の南

翼に場所を与えられ17、16名の生徒と共に、1872年2

月、最初のスロイドコース（Sle＞jdkursen）が始められ

た。これがネース・スロイド学校の始まりである。同年

16lTsmask0lanは、ninfant sch001”であり、小学校

の1・2年にあたる。

lTcf．LiN－Lararnas　＝nternationella

Naasgrupp，Tidskrift，Naas．
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6月30日、生徒たちは、より永久的なタイプのスロイ

ド教室に移ることができた。当時、アブラハムソンが意

図した形式のスロイド学校は、すでに、幾つかの地域に

存在していた。スンドブラッドは、「1872年には、よ

り以前に始められたスロイド学校への基礎が、

IJagmanSered、He）SSna、そしてLiaredに築かれた。

そしてなかでもネース、ウプサラ、クラーストルプ、ベ

ーネルスボルユが挙げられる18」と記している。その

教育内容は国内でポピュラーであり、数学、線画19、

糸鋸びきを含んでいた。その後しばらくして、その教育

の中に、指物、木工ろくろ、木彫、馬具業

（Sadelmakeri）の教科が追加された。

その当時、イェーテポリ地区20　には、プライベート

な寄付によって多くのインスティテューションが設立さ

れたが21、アブラハムソンもネース・スロイド学校に

多大な資金（2．5000kr．の寄付）を投資していた。

サロモンは当時23才であり、手仕事における経験を

多く持っていた訳ではなかったが、教育学に対する興味

は非常に強かった。それは、サロモンが将来、ルソー、

ペスタロツチ、ロック、コメニウスなどの教育学的文献

をスウェーデン語に翻訳し、「教育の技芸の偉大な人々

の著作（Skrif亡er af uppfostringskonstens

柑otto salomon，SleHdsk01an och

阜91寧Sk01an，del V，Ge）teborg1876′　Sid70・

19線画（linearritning）とフリーハンドスケッチの

相違についてのサロモンの意見は、後述参照．

加イェーテポリは、スウェーデン南西に位置するスウ

ェーデン第2の都市であり、町並みにロンドン的な雰囲

気が見られ、スウェーデンのイギリスとも言われる。前

出のボランタリズムとの関連も、その様な文化背景から

生じているのかも知れない。

21Eva Trotzig，gr）．Cit．，Sid2．
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S亡Orman）」を出版したことからも知ることができる22。

当初、ネース・スロイド学校の生徒の両親は、学校に

対して明らかな抵抗を持っていた。それは、社会がスロ

イド教育に対して持っていた抵抗と同じものである。そ

れ故に、生徒達は当初、学校から経済的な補償を得てい

た。経済的補償以外にも、サロモンは、その教育理念の

なかで示される「家庭で有用なもの」という考え方が、

両親のスロイド教育に対する見解を好意的にする一要素

として考えていた。

しかし、次第に卒業した生徒が良い就職を得ることが

示されるに従い、両親の見解が変化していった23。学

校は拡大され、私立国民学校（Privat f01kskola）へ

と発展した24。

【女子のスロイド教育】1874年、サロモンは女性のた

めのスロイド学校を設立した。1886年に女子のための

スロイド学校と男子のためのスロイド学校は統一され共

学となった。しかし、その合同学校は、1888年に閉鎖

されている。この学校自体は、サロモンにとってひとつ

の試みであり、彼の大きな興味はスウェーデン国中のス

ロイド教貞養成に重点がおかれていた。

女子に対するスロイド教育は、女性の教師だけで伝え

られたが、一方で、男子はスロイドにおいて男性あるい

は女性の教師によって教えられた。（SCB1984：2）－

1930年代の続計は、およそ100人の女性、主に国民学

校の女教諭（f01ksk011ararinnor）が、国民学校の段

階で男性のスロイドで指導したことを示している。しか

訟本論文「サロモンのスロイド教育理念」を参照。

か第三章、サロモンの教育理念を参照。

24Eva Trotzig，bD．軒．sid2．より、呵a
f01kskQl＿anS his亡Oria，de13．′　Stockh01m

1940－1960．を参照。
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しながら、それはスロイドの仝教官の2％に満たず、そ

の数は、その後10年間で減少しだ5。

25cf．1936　ars vrkessk0lsakkunnicra．，SOU

1938：49．
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2．国民学校とスロイド教育

1）サロモンと国民学校

【国民学校設立後の状況と整備】スウェーデンでは、全

国民のための教育に対する政府の責任が、1842年度の

国民学校法（f01ksk01estadga）の形成によって確立

され、その後、数10年間のなかで、全国的な学校組織

が設立された。1878年の標準計画の実現と、1882年の

新しい国民学校法（folksk01estadga）の形成が、こ

の設立期の最後に位置づけられるだろう。それによって

7年間の義務教育を行う法律が通った。国民学校は社会

に根本的な影響を与えることになるが、しかし、その当

初の抵抗は大きかった。イスリング（Åke＝sling）に

よると、国民学校は、必要な教師の数も子ども達の数も

予想された数に達しなかった26。

学校に規則的に自らの子どもを送ることは、両親にと

って困難であることが多かった。したがって、学校教育

の計画はしばしば現実と極端に不均衡であった。例えば、

1880年代に国民学校視学官

（f01ksk01einspekte）rerna）が訪問した際に、クラ

スの半分は空席であることが多かった。

1860年代に、国民学校に対する国の視察が制度化さ

れ、国民学校視察官は、国民学校に対する国民の見解を

報告する任務を持っていたが、国民学校が期待したほど

の信頼を得ることが出来なかったことを認めている。

しかし、視察官の活動はそれなりに意義を持った。単に

視察官の巡回による教育学的活動のみならず、それによ

26cf．Åke　＝sling，Kamen fe＞r OCh emot en

demokratisk sk01al．，Stockh01m1980，Sid

120．
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って、幾つかの条件が満たされた場合には政府の補助金

が払われるということになった。この補助金決定を通し

て、政府がより容易かつ効果的に、コミューンに圧力を

行使することができた。例えば、教師は試験を受けてい

るか、あるいは施設は十分な質をもっているかなどが問

われた。また、施設や場所については、非常に大きな関

心が払われた。しばしば、一つのクラスに異なる学年の

生徒が100人程も収容されていた。さらに衛生面の問題

は大きな批判の対象であっだ7。リチャードソンは、

「国民学校視学官の年次報告は、1800年代の貧しいス

ウェーデンのすさまじい情景や、国民学校のパイオニア

が格闘した諸困難のすべてについて良く教えてくれる28
1　　1　　エ1　1　．＿＿■．　＿　　■ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿」．．＿　　⊥l　　人　　一－　ノ▲17　ヽ▲■」し′＿、一＿　＿：一一　＿　L t＿　　L

」と記し⊂いる。スウェーデン社会の経済的に恵まれた

グループは、自らの子どもたちを国民学校に行かせる気

にならず、プライベートな教育、私立学校で教育を行っ

たり、可能な限り早くレ一口ベルクで学習させようとす

ることは当然であった。国民学校は長い期間にわたり、

貧乏学校（fa亡亡igsk01a）として、社会的な関連のなか

でマイナスのイメージを持った選択学校として機能した。

そのことは国民学校の発展にとって影響を与え得る高い

社会階級の側から配慮を受けず、また刺激も得ない傾向

をもたらした。1870年でも、国民学校の生徒数はレ一

口ベルクの生徒数の約50倍であったが、レ一口ベルク

への政府補助金は国民教育への補助金の3倍であった。

ある種の国民教育は、例えば、純粋な貧民救済的なね

らいや慈善の要素とともに、国民学校以外で営まれた。

ここに、いわゆるスロイド学校やアルベーツステユーガ

訂サロモンもまたこの問題に対して大きな関心を持ち、

その関連の会議に参加したり、スロイド種の選択に影響

を与えた。

28Gunnar Richardson′　OP．Cit．，Sid　42．
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が属することになる29。

1842年度の国民教育に関する法案では、5年後に国

民学校が全国に設立されることを前提にしていた。しか

し、イスリングは、その目標が15年経っても達成され

ていないことを示している。1860年代には、約70パー

セントの子どもが国民学校に登録しているが、学校教育

の質は一様でなく、すべての子どもたちに等価値の学校

教育を与える単一の国民学校が完成されるまでには、長

い時間がかかった。

ウプサラ大学教授で文相となったカールソン

（Frederik Ferdinand Carlsson）は、1860年から

70年代にスウェーデンの初等教育の充実のために多大

な尽力をつくした。カールソンによって出された1864

年の回状は、初級小学校の制度、学級組織の導入、教育

内容の体系化、授業時間の基準制定など初等教育の外枠

を定めるものであっだ0。さらに彼は、同年に初等教

育担当局を設置し、1865年に師範学校規定を作成した。

カールソンの文相期の1878年には、「1878年度の国民

学校および幼児学校の教育標準計画（1878　ars

normalplan fe）r undervisningeni f01k－　OCh

smask010r）31」が作成され、6年による学年制が導

入された。

【国民学校へのスロイド教育の導入】ネース・スロイド

教員養成所は、エルブスボルユ県のスロイド協会の協力

29　per Hartman，Sle）ld fe）r arbete eller

fritid？－　En studie avlaroplansfe）randringar

OCh debatニinom sle〉jdamneL．He）gSk01an fe）r

Lararutbildningi Stockholm，＝nstitutionen

fe）r Pedagog■ik1984′　Sid　7．

卸梅根悟監修、世界教育史大系、『北欧教育史』、講

談社、1976年、183頁。

31教育課程基準とも言われる。
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をもって設立された。また、1876年にエルブスボルユ

県（官選の）県知事スパッレ（E．J．Sparre）は、「手

の仕事の中での指導が、国民学校の中で課されることが

できるようにその方法を考えること」を要請する提議を

国会で行った。1877年の議会決定を通して、国民学校

の男子スロイドに国の補助金が承認された32。国王の

告知（en Kunglig Kunge＞relse）によって、スロイド

教育が最低週4時間行われている各々の学校に、年

75kr．の寄付が支払われることが示された。こうして

1878年の政府決定により、国民学校の教科にスロイド

を取り入れることが可能になった。

ウイベルユ（Wiberg）は、スウェーデンの学校計画で、

スロイドが自由選択科目として採用され学校教育に導入

されたその時点で、スロイド教育の歴史が「本来の意味

で教育学的スロイドの歴史33」に移行したと言うこと

ができるだろうと記している。

【1878年の法令】「1878年度の国民学校および幼児学

校の教育の標準計画」は、男子及び女子のスロイドに対

する指針と目標を記し、これによって、より大きな重み

をもって義務教育の学校のなかでスロイドの位置づけを

主張することが可能になった。このことは教育学的育成

の側面を強調し、スロイド教育とアルベーツステユーガ、

職業教育、ヘムスロイド運動との結合が減少する結果を

もたらした。その後、全国の学校でスロイド教育が急速

32男子スロイド（po〕ks16jd）に対し、女子のスロイ

ド教育には、意味のない費用を節減すると考え、1896年

まで国家補助金（S亡aLSbldrag）は、認められなかった。

33Albert wiberg，Till sk01sle）1dens

fe）rhistoria，Nacrra utvecklincTSlinler i

SVenSk arbetsT）edaqocrik intil11877，＝，Tiden

とntl111866，ÅsU　56　－　57，S亡OCkh01m1939，

Sid　5．
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に導入されだ4。学校数の増加は、図表の示す通りで

ある35。

しかし、教科スロイドが、1878年の標準計画で時間

割の中に記されたものの、それは午後「本来の時間外」

で教えられたのである36。スロイドはいまだこの時点

で、他のいわゆる知識教科37　と同じ地位で扱われては

いない。

【サロモンと国民学校】国民学校にスロイド教育を取り

入れることができるようになった背景には、サロモンら

の働きが重要な役割を担っていた。これは、政治的側面

からの運動がネースのあるエルブスボルユ県を起点にし

て動き出したことからも理解できる。

サロモンは教科スロイドが国民学校のなかで一般教育

の一手段となるために精力的な活動を続けた。こうした

点から、トロツツイグが指摘するように、サロモンは「ス

ロイド学校（Sle）jdsk01an）と国民学校を一緒にするた

めに働いだ8」と言うことができるかもしれない。ト

ロツツイグはさらに、その関連の中でサロモンは、「例

えば、国民学校と何も関連を持たないデンマークのフス

フリードゥススコーラ（husflidssk01or）を発展させ

たデンマークのローム（N．C．Rom）やクラウセンーカ

34Jan Sje）gren，En uて）r）SatS．Mal fe）r

Sk01sle）1den och sle）1dlararutbildnincrens

uPPfattnincT Om detta aren1960－85，

Universiteteti Linke）Ping・．institutionen fe）r

SlOjd1985．sld　5．

35後掲図9参照。

36cf．01le Ryegard，Sk01sle）1di sveriqe

OCh e）Vriqa Norden，Linコenamndens skriftserie

82：1，Universiteteti Linke）Ping，

＝nstitu亡ionen fe）r Sle）jd，IJinke）Ping1982．

37　TlkunskapsamnenaI・とサロモンは記している。

3gでro亡Zig′　Qp†＿＿⊆1＿亡リ　Sld17．
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ース（A Clausen－Kaas）たちと異なっている39」と記

している。

教育手段として手仕事・ハンドワークを考えることは、

労働教育学を経由して一般的に見られる見解の一つであ

ったが、大きな力とはならず、実際に国民学校の教科と

してスロイドが認められ、教育学的スロイドの確立とい

う目標に到達することは容易でなかった。そのためにサ

ロモンは、1870年代の終りにおいて以下の二つの問題

と係わりを持たねばならなかった。

（1）身体的仕事の価値に関する、社会的な認識・評価を

改めること。

（2）スロイド教育に明解で、組織的な教育学的構成を持

たせること。

これら2点と関連して、サロモンはどの様な活動を展

開したのか、そして、サロモンが、なぜ国民学校にスロ

イドを導入しようとしたのかを知るには、サロモンの教

育理念を考察する必要がある。

39Tro亡Zi凱　○て）．C亘．．S土d17．
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2）シグネウス

フィンランドの国民学校の父と呼ばれるシグネウス

（Uno Cygneus，1810－1888）がサロモンに与えた最

も大きな影響は、スロイドを国民学校の－教科として取

り入れることを確信させたことであると思われる。ビエ

ルケは「ウノ・シグネウスの経験が、サロモンの考えを

完全なものへと導いだ0」と記している。

シグネウスは、その家系に聖職者や官吏が多く、教育

に対する理解のある家庭に育ち、幼少の頃より木材工芸

に興味を持っていた。その様子は「父は当時の新しい教

育思想にふれた人で、息子に単なる知識ばかりでなく、

有用な能力をつけさせたいと考えていた。彼はウーノに

手の技能の有用性を説き、しばしば息子を職人の作業場

に連れて行って、材料や加工法について質問したり、説

明したりした。ウーノは幼少時代から手作業、とくに木

工に興味をもち、学校に入る前から木でおもちゃを作っ

ていた41」と詳しく記されている。シグネウスのスロ

イド教育に対する考えは、この様な背景によって育てら

れた。シグネウスは、1838年に、当時ロシア領であっ

たシトカ（S土亡ka）のルター派の教会の牧師として赴任

したが、シグネウスが「ここロシア領アラスカで、フィ

ンランド国民学校が生まれた」と記しているように、そ

こでは充分な勉学の時間を取ることができたと思われる

42。5年後にフィンランドに帰国したシグネウスは、

さらにペスタロッテやフレーベルの著作の研究を続け、

その研究の成果を公に発表する機会を得た。1858年か

40Ernst Bjerke，○て）．Cit．，Sid41．

41梅根悟監修、前掲書、232－233頁。

42cf．Ernst Bjerke，Or）．Cit．，Sid41．
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らスウェーデン、デンマーク、ドイツ、オーストリア、

スイス、オランダを1年間にわたり旅行し、教育施設の

視察を行い、教育家を訪問した。シグネウスは、なかで

もルーデンシェルドに強い影響を受けたことが記されて

いるが、ルーデンシェルドの基底学校の理念はシグネウ

スの国民学校の理念と非常に近似している43。

シグネウスは1863年に、国民学校数貞養成所

（f01ksk011ararseminariet）で「スロイド」を教科

に取り入れることができた。フィンランドは北欧圏で、

労働教育学（arbetspedagogik）の分野で卓越した国

であったことは、1866年のフィンランドの国民学校政

令（f01ksk01efe｝rOrdningen1866）により、身体的

仕事が、フィンランドの国民学校で、教育手段として導

入されたことでも理解できる糾。

労働教育学の起源は、多くドイツに見られると考えら

れる。ベネットは、「ドイツで成文化されたその教育学

的概念が、まずヨーロッパの北の国々、フィンランド、

スウェーデン、ノルウェー、デンマークの公立初等・中

等学校で、拡張的に適用された45」と述べている。し

かし、ドイツでは1851年に、児童を無神論にするとい

う理由でプロイセン政府が、キンダーガルテンの禁止令

を発布し、作業（arbeh）は恩物的なものとしてとらえ

られたに過ぎず一時忘れられてしまう。その思想は北欧

圏において新しく展開され再びドイツの学校教育に取り

43梅根悟監修、前掲書、236頁、参照。

糾今日、フィンランドの「スロイド」は、その性格と

名称が変わり「技術的仕事（tekniskt arbete）」と呼

ばれている。

45charles AIpheus Bennett，Historv of

Manual anq　＝ndustrial Education＿1870　to

ユ且呈ユ′　工11inois1937′　p．53．
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入れられることとなる46。

サロモンとシグネウスの最初の接点を正確に見つける

ことはできないが、1877年にサロモンは、フィンラン

ドのユベスキュレー（Jyvaskyla）にシグネウスを訪れ

ている。国民学校の教科としてスロイドを取り入れると

いうシグネウスの理念を組織化することでサロモンは、

スロイド教育のシステムを形成したという考え方は推測

の域をでないであろう47。しかし、シグネウスの理念

はサロモンにとって大きな力となったことは間違いない。

4‘スウェーデンでは再び後述する1919年の指導計画に

ドイツのケルシェンシュタイナー等の影響が現れる。

47アメリカでは自国の教育史に影響を受けて、その様

な推測が行われることが多いが、本論文第三章「アメリ

カに見るスロイドの影響」を参照。
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3．サロモンのスロイド教育理念

サロモンは政治的基礎見解との関連はなく、個人的な

立場から、スロイドを国民学校教科とするために、ヨー

ロッパ中を旅行し指導的な教育者の訪問、学校集会や討

論会への参加、教育学および哲学の主要な人物の研究を

行った。それらによって形成されたサロモンの教育理念

を知るには、サロモン自身の非常に多くの著作と、サロ

モンの講義の一部を印刷したもの、彼がネースで1885

年から1902年にいたる18年間に全部で212号を発行し

た「スロイド教育新聞（Sle＞jdundervisningsblad）48」

などが利用できるが、特にスロイド教育新聞は同時代の

スロイド論争を知る上で重要な資料である。

サロモンは、ルソー、ペスタロツチ、ロック、コメニ

ウスなどに興味を持ち、彼らの文献をスウェーデン語に

翻訳し出版し、また自らの著書に引用している49。そ

れらの出版物や講演活動によって、サロモンは自らの教

育学・教育指導・教育方法についての思想と理念を述べ

る非常に多くの機会を得た。それらは指導的な学校関係

者や学校で活動する教師達に理念の拡がりを可能にした

が、そこには、重要と考える問題点を繰り返して反復し

理解を徹底させることによって、自らの教育理念を一般

化するというサロモンの教育的原理のひとつが伺われる。

1）教育手段としてのスロイド教育

【総合的人間活動】サロモンは、国民学校にスロイドを

導入することが、国民学校の「崇高な教育施設としての

4竜後掲図10参照。

490tto Salomon，Sle）idsklan och folksk01an，

工Ⅴ′1882′　Sld16．
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高い目的50」を取り去ることはないと記し、スロイド

教育を国民学校に導入するために活動したが、そこには、

スロイドが単に身体の仕事や訓練ではなく、総合的人間

活動として一つの教育手段であるという考えが背景にあ

った。サロモンは、スロイドが「最良の練習教科51」

であると考えたが、スロイド教育新聞に「スロイドを通

して形成されるのは子供であり木材ではない52」と主

張している。

サロモンは、スロイドと共に十年にわたる仕事をした

後で、国民学校におけるスロイド教育の目的が、「主要

点として、生徒の心に仕事に対する意向と愛情を目覚め

させ、敏捷性、楽しさ、秩序と正確性などの諸利点を、

さらに、注意力、勤勉、辛抱強さの必要性を教えること

である53」と記している。サロモンは1870年代の終り

から身体的仕事についての社会的認識の改善に関連する

問題と係わり、いわゆる知性的なことが手仕事的なもの

よりも優れているわけではないという見解を生徒に与え

ることの必要性を訴えだ4。スロイド教育新開のなか

でサロモンは、ペスタロツチを引用しながら、「子ども

の注意力と判断能力を訓練すること、高貴な感情（adla

kanslor）に対してその心を開くこと、それは思うに、

500tLO Salomon，Sle）ld och f01ksk01an，＝，

1876　sid　81．

51サロモンはそれを一▼ett det yppersta

e＞fningsamne”と記し、mlasning・Samnemと対置させて

いる。

520tto Salomon′　Sle〉1dundervisninqsblad，

arg　9　nr　21893．

530tto SalomOn′　Sle）－idsk01an och f01ksk01an

望′　Nagra blad ur sle）jdundervisningens

historia，Stockh01m1884，Sid　22．

54　0tto Salomon，Om sle）1den sasom

uT）r）fostrincTSmedel，S亡OCkh01m1884，Sid　60．
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教育の主要な目標である55」と自らの教育学的基礎見

解について示している。1891年のスロイド教育新聞で

も「仕事に対する意向と愛情を教え込む。自己活動能力

（Sje）lvverksamhet）を発達させる。秩序、正確さ、

清潔さ、美しさ、に慣らす。注意深さを発達させる。勤

勉さと忍耐強さの習慣を与える。56」という同様の表

記が兄いだされるが、そこには前述の一般的教育の狙い

づけとともに、「物質的な狙い（materiellt syf亡e）

として、道具の正しい使用や、良い仕事の遂行における

直接的な能力の伝達が関連する57」と記される狙いづ

けを持っていた。教育学的狙いづけと、物質的な狙いづ

けという区分は、当時の教育論争における公の教育と物

質的な教育という分離を見ることができると思われる58。

サロモンは「教育原理ならびに物質的な狙いとして、

一般的器用さの伝達に関連するもの59」に基づくこと

がスロイド教育にとって基本的なことであると記してい

るが、「一般的器用さ」の観点は、職業準備ではないと

いう見解に関連する。同時代の工業化の波の中で、国家

経済的な利点を切り捨て、サロモンが人間教育に重点を

置いていることは特筆すべき観点であろう。サロモンは、

「仕事を通しての個の発達と育成が第一の目標であり、

550tto Salomon，Sle）1dundervisnincrsblad

fr冬草＿＿Naas，1885　－1902．

560tto Salomon．Sle）1dundervisninqsblad，nr

3．1891．

570亡to Salomon．ibid．，nr　3，1891．

5＄本論文第一章、学校制度成立の前史とスロイドを参

照。

590tto Salomon，＝　r）edaqocriska faqor，

GOteborg1905，Sid16．（サロモンは、1884年の

Hsle＞jdsk01an och f01ksk01anMのなかでは’’allman

handafardighetn、1905年の本書では・lallmanna

handighetmと記している。）
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目標対象物は動機づけと刺激の要因である蘭」と指摘

している。サロモンが国民学校が一つの決められた職業

に対して養成教育を行うことに反対し、またスロイドを

経済的な観点から教育学的観点によって捉えようとした

ことは、非常に早い時期に、作品（生産品）をその完成

度への興味ではなく「動機づけ・刺激の要因」と捉える

ことを導いたと考えられる。

サロモンの主張した手の能力の育成は、現代の義務教

育においても現実的問題を持っている。実際に、現代の

スロイド教育の教育内容を分析するなかで、後述のフェ

ーグレンによる1985年のカテゴリー分析では、実際的

能力のカテゴリー4に直接的に上記の前半部分である

「一般的手の能力」というサロモンの理念を見ることが

できる。

【知識観】サロモンはダーウィン主義的な人間観をと、り

あげ、「子どもの発達への道は人間性の道と同様である。

それは生活し、遂行し、理解することである。経験と自

己活動を通じて学ばれた知識は、本当の知識となる61」

とある講義の中で概説している。サロモンの言う本当の

知識とは、いかなるものであったのだろうか。

サロモンは「肉体と魂の訓練が、常にお互いの元気を回

復する」と言うルソーを引用している紀　が、分割され

ない人間の知識という理念や、全体的人間活動としての

スロイドの捉え方には、モリスらの思想的影響も見られ

60per Gartell，Facklararen′　nrlO119721

Sid　21．

610tLO Salomon，Svensk sle）ldundervisninc

OCh hvcrienen，Ur HeSSOVannen1890　nr　8　0Ch

9．，Stockholm1895，Sid　22．

62cf・○亡to Salomon′　〇匹＿koncentration af

undervisninqen och den s k bildninqsnivan′

（Fe）redrag），Norrke）Ping‾1898，Sid　27．
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るかも知れない。サロモンはモリスについて引用をして

はいないが、時代的な共通背景からその様な理念を導き

出したことは明らかである。

サロモンは、知識は分割できないものであるという考

え方を持っていた。したがって、国民学校の学習教科目

を極端に多数にすべきではないと強調している。そして、

その考え方に立ち、学校の授業63　は容易に分割しやす

い傾向を持っているので、基礎教育を担う学校が所期の

役割を満たすには、その基礎的な一つの学習としてスロ

イドを使用することが必要であると主張した。サロモン

は、「知識」が理解されたかどうかが気にされることな

く習得される様な、国民学校や学問学校

（lardomssk01a）における同時代の教育を否定してい

る。サロモンの「知識」に対する考え方を非常に明確に

示す例をトロツツイグが取り上げている朗。それは、

1895年の講義のなかでサロモンが、どの様な種類の指

導を避けるべきであるかを示すことを通して、教育とは

何かを記したものである。そこでは水泳の授業を取り上

げているが、それによるとまず、教師が生徒たちを自分

の回りに集めて講義をし、生徒たちは「第一法則：水の

上に口を出し、足は水面近くにして、体の位置は可能な

限り水平にする」などとノートをとる。そして、子ども

たちは水のなかに送り込まれる。だが、子どもたちの叫

び声が聞こえる。「先生、小さなエヨルフ（1111e

Eyolf）が溺れます。助けて」そこで答えが帰ってくる。

「君らは何を無駄話しているのかね？エヨルフは確かに

自分を上に保っている。彼は絶対に泳げる。なぜならば

∽”1asnlngHは、スウェーデン語で「授業」を意味す

るが、また読書や読み方も意味する。学校の授業のあり

方を示す言葉として興味深い。

64Cf．Eva Trotzig，OP．Cit．，SidlO．

123



彼は全ての質問に正しく答えた65」というものであっ

た。分割されない知識という観点の重要性は、現代のス

ウェーデンの教育のなかでオリエンテーリング教科など

に受け継がれた思想であり、またスノーらが指摘する二

つの文化の分裂問題にも関連する槌。それらは、工業

化による人間活動の分割化と重ねあわせて考えられ、創

造性の育成問題やプラクティスクの概念にもこの理念が

関連している67。

【子どもの活動】サロモンは、スロイドの仕事は子ども

に自らの仕事の結果を経験する可能性を与えると指摘し

ている6客。また、スロイドの仕事のなかで「自己活動

（Sjalvverksamhet）69」に慣れ、自らの任務を自主

独立に遂行することが重視され、それは順序と秩序

（Ordning och reda）に対する子どもの感覚を発達さ

せると考えた。

サロモンは、スロイド教育の指導が子ども自身の力に

応じているべきであると考え、子どもが自らの仕事を成

功する権利について述べている。その観点から彼はフリ

ーハンドのスケッチ（frihandsteckning）よりも線図

65　0t亡O Salomon，Svensk sle）ldundervisnincr

OCh hvqienen′　Ur Hessovannen1890　nr　8　0Ch

9．，Stockh01m1895，Sid17．

66cf．C．P．Snow′　The Two＿Cul＿叫reS，A Second

L00k，Cambridge1964．（松井巻之助訳、C．P．ス

ノー、『二つの文化と科学革命』、みすず書房、1967年）．

の本論文第六章を参照。

朗本論文第五章のなかの「フェーグレンのカテゴリー

システム」を参照。これはカテゴリー6として、現代の

スロイド教育にも見られる概念である。それは仕事の過

程の問題へと関連するだろう。

690tto Salomon，Om sle）1den sasom

uて）r）fostrinqsmedel，S亡OCkh01m1884，Sid　64．
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（linearritning）を利用することを主張した。サロモ

ンは、線図は多かれ少なかれ誰もが学ぶことができるが、

フリーハンドのスケッチは特殊な才能を要求すると考え

た70。サロモンが考える国民学校の教育に適合したス

ロイド教育は、才能を持った一部の集団や特定の職業の

準備を対象としたりすることではなく、子ども達の基本

的能力の育成を目的としていた。その点から子ども一般

に適合する必要があったが、サロモンの子どもへの適合

には限界もあったことも事実である。それは、主に子ど

もの自律性と係わるものであった。サロモンは、正しく

有用なものをつくる満足を子どもに与えるべきであると

考えていたために、サロモンの言う「自己活動」には、

子どもが自分の作品に何等かの自らの意思の挿入（生徒

自身の創造的能力あるいはファンタジー）を行うことは

考えられていず、生徒がその仕事を自分で遂行するとい

うことだけを意味している。これは、サロモンの時代の

家父長制にもとづく社会的通念としての一般的意識が影

響していると思われる。その様な社会的通念の影響は、

他にも見られる。例えば、サロモンによるとスロイドに

は、子どもたちの興味をそそる力があり、それ故、逆手

を取った利点として、授業を取り損なわないように自ら

を改善することに不精な子どもたちに対してスロイドを

禁止するという使い方が可能であると考えていることな

どである71。

またスロイド教育で使用される道具が、一般の「おと

なの道具（VuXenVerktyg）」であったことなどにもー

70cf．：Otto Salomon，Sle）1dsk01an och

f01ksk01an　＝，Ge｝teborg1876，Sid　29．

710tto Salomon，Sle）1dsk01an och f01ksk01an

王望′1882　sid　53．
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つの限界が見られる乃。それらは、サロモンの晩年か

らネース・システムへの批判の原因となり、また第四章

で扱う期間における改革の対象となった。

72本論文第三章「ネース・システムへの批判とその問

題点」を参照。
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2）スロイド種の選択について

サロモンは、様々なスロイド種を調査し、木材スロイ

ド73　が教育上最も適していると記している。どの様な

考察によって導かれたものであるかを、直接に知ること

はできないが、サロモンが考察した視点として以下に示

す10の「検討点」を挙げている。

すなわち、「スロイドの種類は以下のようにあるべき

である：

1　子どもの興味を得る性質がある

2　有用な作品を残す

3　－舷的な手の能力を教える

4　秩序と正確さを促進させる

5　清潔さと美しきを認めさせる

6　仕事をする人の能力と身体的な力に対応する

7　何等かの度合で美的な形成である

8　身体的な力を強化し発達せしめる

9　じっと座ることに対して均衡をとる手段をもたらす

10　組織的な表現に自らを適応させる74　」

それら10の観点に対してサロモンは、10の異なるスロ

イド種を分析し、全ての点に対して合意できるものは、

木工スロイドであると言っている。残念ながら、サロモ

ンの狙いと適合したために木工スロイドを選択したのか、

あるいはサロモンがすでに選択した木材スロイドにその

論点を兄いだしたのかは明らかでない。

現代のスロイド教育は、木材の他、金属、そしてテキ

73一一snickerislejden・Tと記されているが、

‖亡raslejdmよりも狭い領域を示し、手工業的ニュアンス

が感じられる。

740tto Salomon．Om Sle）1den sasom

uて）r）fostrinqsmedel．，Stockh01m1884′　Sid　72．
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スタイルを含んでいる。それらは、われわれの身の回り

を取り囲む素材として中心的なものであり、堅い素材と

柔らかい素材という対比のなかで取り扱われてもいる。

しかし、現代の基礎学校について見る限り、私見では

あるが、木材スロイドの素材が持つフレキシビリティー

と、扱いやすさは、子どもに可能性を与える点から考え

て、その他の素材を大きく上回っていると思われる。
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3）ネース・システム（モデル・システム）一組織化

された教育手段の必要性－

国民学校においてスロイドに大きな役割を果たさせた

いというサロモンの希望と、現実の状況との間の大きな

隔たりは、サロモンに新しい方法論を創造させることを

導いた。自らの経験や、過去や同時代の教育学者の指針

を助けに、サロモンは、方法に関する基礎を徐々にかた

めていった。国民学校にスロイドが導入されるには、そ

れが「組織化された教育手段」によって教育されること

が重要であると考えたサロモンは、自ら「ネース・シス

テム（Naas Sys亡em）」と呼ぶところの教育目的のため

にスロイドを利用する原則から出発した一つのプログラ

ムを具体化した。それは、ネース法（Naas一metOden）

あるいはモデルを利用することから、「モデル・システ

ム（Modell system）」とも呼ばれ、特に国民学校の男

子に対して特別な設備をもった教室で行われる指導に狙

いづけた教育方法であった75。ネース・システムの目

標は、生徒の発達とその教育の促進に向けられ、その結

果として、それはスウェーデンで長い期間にわたって利

用され、スロイド教育はスウェーデンのみならず世界中

に知られることになった。

【システムの形成】スロイド種の分析と決定の後、サロ

モンは、様々な目標対象物（モデル）の製作過程に含ま

れる仕事の要素を分析した。その仕事をサロモンは「練

75当時、スウェーデンのスロイド教育の影響を受けた

諸外国では、スロイド教育の一つのシステムということ

から、スロイド・システムとも呼ばれる。しかし、現代

に至るまで、スロイド教育はこのシステムでしか行われ

ていないと言う訳ではないので、厳密な呼び方としては

適当ではない。
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習沌Vnlng）」と名付け、「練習は、ある狙いのもとで、

ある性質の素材を加工することである76」と述べてい

る。様々な学年に対し最も発達の刺激される「練習」を

兄いだし、それら「練習」を困難性の度合によって並べ、

それらの練習に含まれる様々な道具の操作を合理的かつ

組織的な方法で並べることによりシステムを形成した。

そのシステムは、論理的にたてられた一般原理のなかで、

目標と方法がお互いに関係を持ち、その方法は教育が従

うべき手順に対する原理を含んでいる。サロモンはシス

テムを「終始一貫した関係を持つ一つの総体77」として

の「教育的構成（1aro毎rggnad）78」と考え、その総体

が係わるシステムの基礎を原理と名付けた。組織的に整

理された練習のシリーズを通じて、サロモンの狙いは明

確化された。

【ネースシステムの規則】ビイェルケによるとサロモン

は、そのシステムの規則を、

「1．スロイドにおける指導は『モデル』に基づいて与

えられるべきであり、図（rhnlng）によるのは例外的

な場合だけである。

2．賓沢な日的対象物は、すべて除外すべきである。

3．学校で行われた仕事は、家庭においでも有効でなけ

ればならない。

4．モデルは、形態の純粋性を通して、形態と美に対す

る感覚の発達に貢献すべきである。

5．指導は、簡単なものから難しいものへ、単純なもの

から複雑なものへ飛び越えることなく順次的に進むべき

760tto Salomon，＝　r）edaqocTiska fracror，

Ge）teborg1905，Sid123．

77Gunnar Nilssonl Naas1872－1942，

Ge）teborg，Sid127．

78Gunnar Nilsson，裏由良．′　Sid127．
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である79」と記した。

1は、トンプソン教授が述べているようにその抽象性

からすたれたロシア・システム80　と好対称であり、サ

ロモンのスロイド教育に対する理念の具体的な一例とし

て見ることができる。生徒達は、学校を終了する時にだ

け、スケッチにしたがって仕事をすることができた。

2の「賛沢な目標対象物の除外」は当時の社会的背景

から考えるべきであるが、同時に、4の項目の「形態の

純粋性」とも係わる間蓮である。

3の作品の家庭における有効性は、スロイド教育を国

民学校に浸透させることに効力を発揮した。

5で取り上げられた内容は、現代においてさほど驚く

べきものとは思われないが、それまでの「ものづくり指

導」からは、大きな発展であった。すべての教育は飛び

越える事なく、より容易なものから、より困難なものへ、

より単純なものから、より複合的なものへと行われるべ

きであり、同様に抽象的なものではなく具体的なものか

ら出発すべきであるという指導原理は、サロモンと同時

代の多くの人々にとって決して自明でも重要なことでも

なかった。しかし、またその教育方法は、時代的にそれ

を受け入れる段階に来ていたことも事実である。サロモ

ンの教育学的方法が浸透することができたのは、それが、

その時代の学習のとらえ方に良く適応していたことによ

る。その時代には、ネースシステムと似た方法で打ち立

てられた他の指導方法が浸透していた。例えば、いわゆ

るスツールマン式（Stuhlmanska）とかスツールマン法

（Stuhlmas metod）と呼ばれるドイツの方法が、テッ

79Ernst Bjerke，○て）．Cit．，Sid　45．

的本論文第三章、「アメリカに見るスロイド教育の影

響」を参照。
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クニング教育（teckningsundervisning）で行われた

ことが知られている81。それは、一つの決められた順

序の中で、生徒が絵画から枠づけられた紙に、教師のリ

ストに従うように、そして各々の学年で、その次に移る

ことができる前に、幾つかのテックニングを処理する様

につくられた。

1891年のスロイド教育新聞には、組織原理について、

「1．方法的な前進は労働の種類の中に含まれる練習に

おいて構築される。

2．練習は、いわゆる前練習のように実際の仕事の中に

単に含まれるものではなく、抽象的でないものを取り入

れる。

3．妥当な明解さの達成のために、指導は主に、モデル

あるいは図によって伝えられねばならない。

4．スロイドを行なうことは、可能な限り図画

（teckning）と組み合わされる。

5．図を措くには、フリーハンドかあるいは構成

（konstruktion）によって行われる。型紙は使用しな

い。

6．定まった寸法を守ることを重視する。

7．指物ではなく指物スロイドに指導が関わるので、

ナイフは基礎的で、最も最初に扱われる道具に含まれる。

8．最初の仕事は、小さく、かつ早く完成できるという

性質があるべきである。ただ徐々により長く時間がかか

り、より強い肉体の力を使うことが要求される仕事へ移

行する。

9．仕事の遂行に関わる指導は、個人的に伝えられ、ク

81cf．Per Har亡man′　Olつ．Cit＿．，Sid17．
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ラス指導では行わない氾」とサロモンが記している。

先に記した規則とは重なる部分も多いが、それはサロ

モンが非常に多くの機会に、その教育原理を記している

ことを示している。サロモンは、形式的な整合性よりも

システムの浸透に力を注いだことを示している。

前述の原理の中で図の取り扱いについて積極的な役割

を持っていることが理解されるが、これは、サロモンの

なかでも変化してきた観点であると思われる。しかし、

それは生徒の図によって自主的に仕事の計画が行われた

ことを意味しない。

氾salomon，Slelldundervisninqsblad，n0　5，

1891．
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4）モデルシリーズ（Modellserle）

サロモンがシステムと方法を実際的かつ教育学的仕事

の秩序のなかで具体化したものがモデルシリーズである。

モデルシリーズは国民学校にスロイドを導入するために

重要な役割を果たした。1877年にオスダール（Osdal）

でエルヴスボルユ県のスロイド展覧会が催されたが、そ

こで、ネースから初めてモデルシリーズが紹介された。

それは、より確立されたネース・システムへ向かう第一

歩であったと言うことができるだろう。

1888年には、ネースから4つの異なるモデルシリー

ズが出されていた83。二つの基本シリーズ

（grundserier）は国民学校に係わり、一つのシリーズ

がレ一口ベルク、もう一つが女学校のためのシリーズ

（flicksk01eserien）であった。

サロモンのスロイド教育の基本は、生徒たちがモデル

に従って仕事を進めることであったが、モデルの条件と

してサロモンは、

「1．すべての華美な目標対象物は除外される。

2．学校で製作された仕事は、家庭で使い道が見つけら

れる。

3．モデルは純粋な形態を通じて、形態と美的感覚の発

達に貢献すべきである。

4．目標対象物は、木材スロイドを通じて∴子供によっ

てすべて完成される。

5．モデルは、磨いたり、色づけられたりしない。

6．可能な限り無駄なく材木を消費させる。

7．子供達に、ばらばらで、硬い木材素材（亡raslag）

約0tto salomon′　Sle）idundervisnincrsblad，nr

6．1888．

134



での仕事に慣れさせる。

8．ろくろと木材彫刻（Lrasn土derl）は、限られた範

囲で行われる84」と記している。

【モデルに見る特徴】モデルは、単純な家庭の需要に対

する日常品であり、生徒達がいかにそれらがつくられた

かを見ることが困難にならないようにするため、色をつ

けたり、ワニスを塗ったり、磨いたりされていなかった

85。また、上述の条件3の観点からもモデルは単純で、

非装飾的であった。サロモンのスロイド教育の原則のな

かには、生徒たちは「低い家の壁（laga stugans

vaggar）86」に適合する有用なものをつくるべきであ

るということを含んでおり、その点からも、それらは単

純で飾りけのないものとなった。その背景にはサロモン

が、子どもが役にたつものを家に持って帰ることは学校

にとって家庭での信頼を作り出す手段となると考えたこ

とも挙げられるE7。

最初のモデルシリーズは、100番まであった。最後の

ものは「フライパン入れ」であったと言われるが、しか

しトロツイグ（Tro亡Zig）は、その他のモデルシリーズ

をハルトマンが引照していることを指摘している88。

84　0tto Salomon，Om Sle）1den sasom

ut）r）fostrinqsmedel，Stockh01m1884，Sid　84．

850tto Salomon，Sle）idsk01an och f01ksk01an

望，Nagra blad ur sle）jdundervisningens

historia，Stockh01m1884′　Sid77．等多くの文献

に記されている。

860tto Salomon′　Sle）1dsk01an och f01ksk01an

王立′　En pedagogisk studie′　Ge）teborg1882，Sid

61．

870tto Salomon，Sle）－idsk01an och f01ksk0lan

望′　Nagra blad ur sle）jdundervisningens

historia，Stockh01m1884，Sid　82．

88Eva Trotzig，01つ．Cit．，Sid13．
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一般にモデルシリーズは、図によって仲介されたが、完

成したモデルはまた購入することもできた。しかし、ス

ロイドコースに通う人々は、継続教育のもとで、それぞ

れ自らのモデルシリーズを制作したし、モデルシリーズ

が絶えず変更され、新しいモデルがスロイド教育新聞の

なかで紹介されたことが異なるモデルシリーズが現れた

原因であるかもしれない。また地方のモデルは都市の国

民学校へのモデルで補完され、女学校には30番の指示

棒（Pekpinne）から裁縫箱までのシリーズがあった89。

セミナーに参加した最初の女性であるマヤ・ニューマン

（Maya Nyman）は、イェーテポリのエヴァ・ロドヘー

の実業学校（Eva Rodhes praktiska

arbetssk0la）での指導において、5才から10才まで

の、より小さな子どもたちのためにモデルシリーズを検

討して作り上げた90。サロモンはそのシリーズを賞賛

しているが、「子どもにとってそれは、有用な生産品で

ある91」ので、モデルシリーズにはおもちゃを含むこ

とが許されると指摘している。これはサロモンのスロイ

ド教育理念のなかで取り上げたひとつの原則としての有

用性と関連して考慮する必要がある。有用性についての

原則は、スロイドで行われるすべてに関わり、単なる練

習のための練習のようなものは、サロモンのシステムで

は許されていない。

またノルポッテン県のスロイド教育の発展は目ざまし

く、自らのモデルシリーズを検討し作り上げたことが記

890tto Salomon′　Sle）1dundervisnincrsblad，

arg■　4　nr　51888．

90Ernst Bjerke，mCit∴′　Sid39．

91cf．otto salomon．

Sle）1dundervisninqsblad，arg9nr71883．（サ

ロモンは、ここでnanvandbar arbetsprodukt…（使用

できる仕事の生産品）と記している。
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されている。都市、教会村（kyrkby）や、鉱山や製材所

には特別のモデルシリーズを持つことができたとカー

ル・ガヴッジ（Carl Gavuzzi）は記している92。この

ようなモデルシリーズを発展させる方法は、サロモンの

意向に一致したものであった。

【システムのその後】スロイド教育は、厳しい形式的な

構成なしには国民学校のなかに取り入れられることは不

可能であったと思われる。そのシステムによってスロイ

ド教育は浸透力を持ち国内外で広がりを得た。しかし、

またそれはスロイド教育にとって第－の弱点ともなった。

特にサロモンの死後、モデルシリーズは、本来考えられ

たものよりも厳格なものとして理解されるようになった。

スンドブラッドは、「多くのサロモンの生徒と同僚は、

システム本来の意味を知っていたとは思われないが、そ

のかわりにシステムの形式的な当事者となった93」と

記している。モデル・シリーズは、その後、スウェーデ

ンの教室で、一つの自明なシステムとして機能するよう

になり、「創造的活動」について他の理念が係わりを持

つようになる1950年頃まで使用された94。

サロモンはしかし、「モデルシリーズは、それ自身が

システムとなるのではなく、その適応によってつくられ

る教育計画の一つの表現である95」と考えていたし、

92　cf．Carl Gavuzzi，Sk01sle）1deninom

Norrbottenslan under　20　ar，1882－1902，

Lulea1902．

93　Dick Sundblad，○亡to Salomon　－　Carl

Malmsten′　En studiei estetisk　－　Praktisk

Pedagogik，＝nstitutionen fe）r Kons亡VetenSkap

1973′　S土d16．

舛本論文、第四章参照。

950亡to Salomon，Sle）1dundervisninq・enSblad，

nr　6，1888．
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「モデルシリーズは、もちろんそれらのシステム、ある

いは方法の原理の何かに対する仮の表現に他ならない

」と記し、「それらモデルを一つも使う事なく、われわ

れのシステムにそって指導することができる。そして、

その逆に、その指導において、システムについての概念

を持たずに、モデルシリーズに奴隷のように従うことも

できる」と記している様に、モデルによる形式化を望

んでいたのではないことが理解できる。
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5）サロモンと美的教育

サロモンが活躍した当時は、貧しい農業社会から工業

化社会へ移行するなかで、農民が社会的な勢力として力

を増大する一方で、貧しい農民が悲惨なプロレタリアー

トになることを避けるために教育が重要な役割を果たす

必要のあった時代である。

サロモンの家系に芸術家が多かったことや、ラーゲル

レーフなど作家との交友があったこと、また、ナショナ

リズムとともに絵画や工芸、衣装に対する美的興味も一

般に高まっていたことなどを考慮しても、厳しい社会的

背景のなかで、サロモンが国民学校におけるスロイド教

育に美の観点を兄いだしていたことは、検討を要する重

要な問題である。

人間がものをつくるという活動を行う際には、一般に、

「美しく」つくろうとする意識が働くと思われるが、そ

れは人間がものをつくること自体に、喜びや楽しみを兄

いだす前提となるものである。サロモンの言う仕事の「楽

しさ」にとっても、その前提は共通するだろう。しかし、

サロモンはそうした大前提的な理由以上に、スロイド教

育のなかで美を取り扱っていると考えられる。前述の「ス

ロイド種の選択」では、サロモンが1884年にスロイド

種の選択の際に検討した観点を取り上げたが、そのなか

では5の「清潔さと美しさを認めさせる」や、より直接

的な表記である7の「何等かの度合で美的な形成である」

ということが記されている。サロモンは、「美しいもの

がいつも、何か調和的で規則的なものとして現れる一方

で、不注意で不清潔であること（det slarviga och

osnyg・ga）は、どの様な形態であれ、いつもきたない
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（fult）という事が現れてくると思われる96」と記して

いる。サロモンは、教育学的スロイド教育の全体に対

して基礎的な立場を形成している秩序と正確さの概念を、

美的教育に対する出発点として考えており、したがって

サロモンの美的教育の位置づけは、スロイド教育のなか

で決して低いものではない。

その実的教育の方法としてモデルが有効であるとサロ

モンは考えた。それは、順序と正確さの観察や、モデル

と生徒自らの作品との比較によって「目と形態感覚

（e）ga OCh formsinne）」を研くことで育成される。

サロモンはさらに、「モデルは純粋な形態を通じて、

形態と美的感覚の発達に貢献すべきである97」と記し

ている。サロモンは、生徒を順序と正確さに慣らすこと

を通じて、「単純で純粋な美（den enkla rena

ske）nheten）」を評価する能力を生徒のなかに促進させ

ようとした。

「華美な目的対象物（1yxf批emal）」の除外もまた、

単純で純粋な美へのて美的感覚を目指すことに起因して

いると思われる。しかし「華美な目的対象物」という概

念は具体化されず、その概念の意義は変化し、短命であ

った。スンドブラッドは、「サロモンは、当時、非常に

繁栄していた糸鋸会社（10vsag・erlet）に狙いを定めて

いたと思われる9＄」と記している様に、木材における

目的のない刺繍と考えられる様な無意味な装飾への否定

であったと思われる。色彩あるいはオーナメントの彫刻

によるスロイドの目的対象物の装飾は、サロモンによれ

960tto Salomon，Sle）lden som

ul⊃r）fostrinqsmedel，Sid　84．

970亡to Salomon．Om sle）lden sasom

ul⊃PfostrincTSmedel．，Stockh01m1884，Sid　84．

98Dick Sundblad，Op．Cit．′　Sid15．
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ばスロイドを行うことに否定的な影響を持っていた。そ

れは「虚栄と悪い趣味（flard och dalig smak）99」

であると考えられたとスンドブラッドは指摘している。

モデルが彩色されず磨かれるべきではないという要求の

背景には、秩序と正確さの促進というサロモンの基礎概

念があった。

また、モデルの実際的な有用性は、サロモンによって

フォルム・形態における純粋さと一緒になった。つまり、

サロモンが「その線は、美的に正しく、そこから生徒達

は徐々にシンメトリーと単純な美の世界（den enkla

ske｝nhetens varld）に導かれることができる100」と

記した「シンメトリーと単純な美の世界」に対する出発

点は、仕事を正確に進めることで形成される直線と直角

を前提としていた。モデルシリーズのなかには、それら

に適合した高い度合で形態と美的感覚101の強化に関わ

る様な形態モデルが含まれることが望まれた102。

教育問題の美的観点におけるサロモンの見解は、

1800年代のハンドワークと芸術工業

（konstindustri）のなかで当時の傾向であった混ぜ合

わされた様式模倣とは全く異なるものであった。サロモ

ンの見解は、その機能主義的な観点は別として、装飾す

ることが単純に美へとは続かないという点で、スウイデ

ィッシュ・モダーンの観点へと続いていると思われる。

99　Dick Sundblad，ibid．，Sid15．

1000tto Salomon，Sle）1den som

uて）Tjfostrinqsmedel，Sid　83．

川ここではnske＞nhetssinneHという言い方をしてお

り、neS亡etisk…とは異なる。neStetisk”については本

論文の第六章を参照。

1020tto Salomon，ibid．，Sid　83．
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4．教員養成所について

1）スロイド教員養成所の設立（1874年）

【教貞カテゴリーについて】サロモンの知識観のなかで

も記したように、サロモンは、教科スロイドが一つの教

育手段であり、義務教育のなかのスロイド教育は何か特

定の職業に向けた教育ではなく、多くの子どもたちに対

する教育であると考えていた。従って、国民学校で教科

スロイドを教えるのは教育学的な訓練を受けた国民学校

教師が最適であるという考えに導かれた。国民学校の教

師を主張する時、サロモンは、そこで適した教師、つま

りスロイドで教える者が、特に器用である必要はないと

考えた。サロモンにとって、工芸家は教育者ではなく、

スロイド教育に第一に要求されることは、教育学的要素

であった。学校スロイドの指導は、教育学的に能力のあ

る人間によって行われなくてはならないと考えた。スロ

イドが、一般教育の一つの手段となるために、最も適し

た教員カテゴリーは、国民学校の教師であると考えたの

である。

そしてそれ故に、サロモンは国民学校教師がスロイド

も教えることができるために必要なものを学ぶように主

張しだ03。

【教員養成所の設立】スロイド学校の指導者となり活動

を始めると共に、サロモンが、その学校にとって適切で

あると考える教師の必要性を感じ始めた。さらにその学

校外でも、訓練された教師の需要が増し始めたことも原

因となったと考えられる。サロモンは、独立したスロイ

105　0tto Salomon′　Sle〉1dsk01an och

f01ksk01an，＝，GOteborg1876，Sid　33．
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ド学校と国民学校のスロイド教育の両者のための教員を

養成するようなスロイド教員養成所

（Sle）jdlararseminarium）に対する一つのプランを

作成した。その計画はエルブスボルユ県のスロイド協会

（Alvsborgslans sle＞jdfe｝rening）に提出され、そ

の協力のもと、1874年104にネースにスロイド教貞養成

所がつくられた。それがスウェーデンで最初のスロイド

教貞養成所であった。教貞養成所はその年の秋に始めら

れた。サロモンは、スロイド学校と同様、スロイド教貞

養成所の監督となった。

【国民学校教師のためのスロイド講習会】1877年にサ

ロモンは、国民学校の／スロイド教育に関する見解を確か

めるために3′363名の国民学校教師に質問用紙を送った。

1′563の解答の75宅が、国民学校の教科としてスロイド

教育が導入されることに肯定的であると考えていた。し

かし、ただ38宅しかその様な教育をする能力があると自

らを考えてはいなかったことが着日される。

その様な事情を鑑み、その調査の翌年（1878年）には、

サロモンの教育カテゴリーに関する理念に従って、ネー

スでの国民学校教師のための最初のスロイド講習会

（Sle）jdkursen fe）r f01ksk011arare）が1月7日

から5週間にわたって開かれた。その講習会には、14

人の教師が参加したが、すべてエルヴスボルユ県からで

あり、県のスロイド協会からの援助があったことをビェ

ルケが記している105。1878年以降、サロモンは、国民

学校の需要に対して教員を養成することに専念した。

l桝1875年とも言われる。

105　Ernst Bjerke′　OT）．Cit．′　Sid　38．
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2）教員養成所における指導

サロモンが設立した教員養成所の指導は、どの様なカ

リキュラムに従っていたのだろうか。教貞養成所の最初

の指導計画には、数学、幾何、自然学

（naturkunnighet）、線描画（linearritning）とス

ロイドが含まれていたが、1876年には、当初の教科に、

教育学、方法学、書写、そして歌が加えられた。スロイ

ドとの関連を持つ幅広い内容を、当初から行っていたこ

とに驚かされる。サロモンが期待するスロイド教師像の

理解に役立つと思われる。

1880年6月12日の「新イラスト新聞（Ny

illustrerad tidning）106」の覚書によると1880年

6月13日に「ネース・スロイド教貞養成所のための建

物」が落成されたと記されている。ネースの新しい教

員養成所の建物が開設され、アブラハムソンは、インス

ティテュートを強化し維持するために200′000kr．を寄

付した。サロモンによる教員養成所は、いよいよ本格的

な活動を開始したのである。

教員養成所での指導内容の充実は、サロモンが書き記

している1882年に行われた国民学校の教師とその他の

者に関わる一年間のコース107での指導にのなかに見る

ことができる108。これまでの一年制の専門教師の養成

教育は中止され、国民学校を中心とした教員養成への移

行がうかがわれる。当時、62名のスロイド教師が養成

教育された。

l鵬後掲図11参照。

l卯5月1日から4月28日までの42週間にわたって続け

られた。

10Bcf．0tto Salomon．Sle）1dsk01an och

f01ksk01an，＝Ⅴ，En pedagogisk studie，

G（う亡eborg1882，S土d　41．
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1週間の授業時間数は、53時間から55時間で、各々

の教科の分類は以下の通りであった：

スロイド（S16jd）（32時間／週）

算数（raknekonst）（3時間／週）

幾何学（geometOr土）（1時間／週）

物理学（fys土k）（3時間／週）

線図（linearritning）（6時間／週）

スウェーデン語（SVenSka spraket）（2時間／

週）

書写（Valskrivning）（1時間／週）

歌（Sang）（2時間／週）

教育学（pedagog土k）（1－3時間／週）

方法論（me亡Od土k）（2時間／週）

なお、サロモンは敬慶なキリスト教徒であったことは

よく知られているが、「一日の仕事は、祈りと賛美歌で

始まり終わる109」と記している。

国民学校教師がネースに来ると、教科スロイドを行う

教室がどの様な様子であるかを理解することができ、そ

こで見られる設備のリストを得たり、必要な設備を実際

にネースから直接買うことが出来た。国民学校教師は、

またスロイド教育が、他の教室で行われる様な授業と同

様には行われないことも、その場で学んだ110。職業教

育でもなく、また一般的なアカデミックな学校教育とも

異なる内容の、実際的な活動を行うことは、当時の状況

では容易ではなかったと思われる。方法論的な特徴を学

lWotto salomon′　Or）．Cit．，Sid　41．

110現代においても、スロイド教員を養成するリンシェ

ビング大学スロイドインスティテュートでは、充実した

設備を見ることができ、また、基礎学校での設備もまた

それに習ったものとなっている。（後掲図12参照。）
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校教育の枠組の中で確立する努力は、サロモンに始まり

現代まで継続して続けられている111。サロモンは、ス

ロイド教育とその他の学校教科における教育方法の違い

について、特に強く語っている。その一つは、スロイド

教育は、集団指導ができないことを挙げている。サロモ

ンによると、「スロイドでの指導（handledandeti

slOjd）は、生徒が初心者である場合、他の練習教科が

必要とするよりも、より厳しい監督が要求され112」、

4人から6人のグループで行われる。そして、学年が上

がるに従って、徐々にグループの大きさは8人まで、お

そらくは12人にまで拡大することができると言ってい

る。これらはサロモンの経験論的判断によって導かれた

ものであろう。

スロイド教育の指導時間は、少なくとも週1回、2、

3時間が必要であるとし、さらに、その時間は5時間ま

で増加できるれば好ましいとサロモンは記している113。

ここでは一つには、連続的な時間の必要性を考慮してい

ると思われる。この点は、おそらく、他教科の時間単位

には見られないスロイドの特殊性であろう。

学習環境についての配慮もサロモンは記している。教

室では、日光が利用できるように位置を配慮するべきで

あるということ。各々の授業の終わりには、部屋の掃除

が行われ、ほこりを水まきでとること。室温については

冬期は12度から14度が適温であることなどを記してい

111現代の目標の達成方法については、本論文の第六章

を参照。

112　0亡to Salomon，Sle）ldsk01an och

f01ksk01an′　＝Ⅴ′1882　Ge）teborg，Sid　52．

1n otto salomon，ibid．，Sid　56．
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る114。

サロモンは、指導方法（undervisningssatte亡）で

最も重要なことは、「明白さ（askadlighe亡）」である

と記している。それは、指導が具体的であることを意味

する。生徒の仕事が生徒の理解についての「受けとり証

（kv土亡亡○）」であると考える115。トロツツイグ

（Tro亡Z土9）は、サロモンが語るこの指導における明白

さが、当時、盛んに議論されたことをハルの文献から指

摘している116。サロモンの主張する明白性は、生徒が

自らの作品を制作する上での試行錯誤がいかになされた

かを重視するのではなく、目標そのものが明白であり、

生徒の活動はそれにまったく一致している必要があった。

114　0tto Salomon，Svensk sle）ldundervisninq

OCh hvqienen．′　Ur Helsovannen1890　nr　8　0Ch

9，1890　Stockh01m，Sid　7．

1は　cf．Ot亡O Salomon．Om sle）1den sasom

uT）r）fostrinqsmedel，1884，Sid　4．

116B Rud Hall，Svensk och utlandsk

litteraturilつedacrocTik．r）VSk0locri och etik．′

Bd1－2，Lund1913．，ur Eva Trotzig，Ot）．Cit．．
S土d15．
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5．繁栄と対立

1）国際化

「ネース・システム」は、スウェーデンだけに限定さ

れることなく拡大していった。その理由のひとつとして、

1800年代の後半に汎ヨーロッパ的な傾向が強まってい

たこともある。産業革命によって飛躍的な進歩をとげた

科学技術、経済活動は、ヨーロッパ諸国における競争を

促すと同時に、いままで以上にヨーロッパ諸国間の交流

を盛んにした。万国博覧会は、それを裏付けするように、

各国で次々と開催されることになる。また、技術革新は

情報の拡散を容易にし、様々な交流を促進した。

1880年に初めて、他の地域からの教師と、最初の外

国人であるノルウェー人が講習会活動

（kursverksamheten）に参加した。ビエルケは、

「1880年に初めて、一人の外国人がネースのスロイド

コースに参加し、それをもってネースはいわば我々の歴

史と比して偉大な時代を導いた117」と述べている。

また、ネースには、1880年、初めての外国の派遣団

が訪れた。そのドイツの派遣団の後に、長い列の派遣団

訪問が続くこととなっだ18。

また参加者を送った国々は、ノルウェー（1880年）

に始まり、フィンランド（1880年）、ドイツ（1880年）、

フランス（1882年）、ベルギー（1883年）、ロシア

（1884年）、イタリア（1887年）などであった119。

労働教育学の伝統があるドイツ（プロシア）では、

1880年にシェンケンドルフ（Schenkendorff）の率先

117Erns亡　Bjerke，〇°．Clt．，Sid　73．

118後掲図13参照。

119cf．Ernst Bjerke，ibid．，Sid73．
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でスウェーデン、フィンランド、デンマークへ「手の仕

事の教育」（handarbetsundervisning・en）を研究す

るために、政府委員会を作り送りだした。委員会のリー

ダーは、ネースで「初めて私は、いかにスロイドが教育

学の基礎の上にまとめられるかを知った。」と語ってい

る。スロイド教育の思想はペスタロツチの死後、約半世

紀を経て再びドイツに移入された。シェンケンドルフの

イニシアチブで、ベルリンに1881年「手工と家内工業

の中央委貞会（Zentral kommittee fe）r

Handfertigkeit und Hausfleiss）」が設立された。

それは、後にライブチッヒのドイツ男子スロイド中央協

会の設立へと連なるが、すでにそこで、ネースのコース

をでたゲッツェ（Ge〉亡Ze）が、物理学の提案を受け入れ

ることによって、スウェーデン・スロイドとは、意見を

異にする方向に入っていった。

ロシアにおいては、「スウェーデン・スロイドが行政

高官の主導を通して知られるようになった。後に大蔵大

臣となったが、当時、技術教育部長であったヴイシュネ

グラドスキ（Wischnegradski）は、1884年、スウェー

デンへの研修旅行を行い、ネース等、関連する各地を訪

れた。そして、彼は次のことを理解した。スウェーデン・

スロイドは、『仕事の教育（arbetsundervisningen）』

に適しているが、従来のいわゆるロシア・システムの方

が、基礎的な実地教育の採用に基礎を置き、『仕事場の

徒弟訓練』にとって、他の同様なシステムと比較して、

はるかに適している120」とビイェルケが記している。

スロイド教育が産業教育を第一に指向したものでなく、

人間それ自身の教育を指向していることを、ロシア人自

らの発言を通してロシア・システムとの対比の中で見る

ことができよう。

la’Ernst Bjerke，ibid．，Sid76．

149



サロモンは、1891年に「スロイド」という言葉が、

ノルウェー語、デンマーク語、英語、オランダ語、イタ

リア語、スペイン語において、教育学的スロイドの意味

だけに使われていると語っている121。しかし、その理

解のされ方は、各国でさまざまであった。

なお、ビエルケの著書には、1899年までに二名の日

本人が来たことを示す図表が掲載されている122。しか

し、オットー・サロモンの著書「スロイド学校と国民学

校、第5巻」（Sle）jdsk01an och F01ksk01an，

Ⅴ01．Ⅴ）は、1884年に出版されており、彼は、その本を

「日本では、いま、スロイドが東京の師範学校

（Seminariet）に導入されt123」と締めくくっている。

nl cf．0亡to Salomon′　＝　r）edaqocriska fraqor，

Ge）teborg1905，PP．52－55．

m cf．Ernst Bjerke′　OP．Cit＿．′　Sid　86．

1230tto Salomon′　Sle）1dsk01an och

f01ksk01年P．V．，Stockh01m1884．

150



2）ネースの繁栄

ネースで教育された生徒の数は、1895年から1920年ま

での25年間で倍になっだ24。ネースでの活動も、教貞

養成所での幅広い教育内容に対応するように様々なコー

スが増え、関連する研究活動も行われた。

例えば1883年には、体育中央インスティテュート

（Gymnas亡iska Centralins亡itutet）で、教育学的

スロイドは身体的発達の促進に働きかけるものであると

いう前提をもって、身体的な発達の前提と要求を分析し

検討するために医者と教師の共同研究が行われた。

また労働学校との関連では、1884年に、ネースに女

性のための労働学校（arbetssk01a fe＞r flickor）が

開かれた際に、木材スロイドがその教育の中に含まれて

いた。

サロモンの著作も多く出版された。1885年には、パ

ルツェル（L BaltZer）によって措かれ、ネースのモデ

ルから選ばれた17の見本（fOrlag・Or）によって形成さ

れた最初の図で措かれた作例集が出版された。この措か

れた作例は、そのまま生徒が使用したものではなく、教

師がモデルを製作するために使用したものであると思わ

れる。1885年のこの作例集の後にも1902年にネースは

新しい「モデルシリーズ（modellserie）」を出版し、

そのシリーズは、再考され、1921年に新しく出版され

た。

ビイェルケは、サロモンのネース・システムの規則に

ついて、「スロイドにおける指導は『モデル』に基づい

て与えられるべきであり、図によるのは、例外的な場合

脚statiska centralbyran′　Eleveri sk0lor

fe）r Vrkesutbildninq1844　－1970．′

Promemorior fran SCB1984：2，Stockh01m1984．
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だけである125」と記している。一万、1891年にサロモ

ンは、ネース・システムの「組織的な原理」のなかに「妥

当な明解さの達成のために、指導は主に、モデルあるい

は図によって伝えられなければならない126」と記して

いる。サロモンの教育理念のひとつに、「具体性」によ

る明解さがあり、スロイド教育が二次元の図面ではなく

三次元のモデルによって授業を進めるべきであるという

ことは、方法論上、非常に有効な問題であったと思われ

る。にもかかわらず、この様な変化が生じてきた理由に

は、

ますます多くの学校でスロイド教育が行われ、モデルの

大量の流通が必要とされたことが背景にあった。それは、

国民学校のなかにスロイドが取り入れられていく上での、

一つの妥協をもたらしたと思われる。モデルの需要増加

は、1886年度のセミナリエ規定（Seminaries亡adga）

で、国民学校教員養成所の指導教科として木材スロイド

が取り上げられたことなども影響している。さらにネー

スの影響の増加を示すものとして、1891年にオスカー

工工世（Oskar工工）や多くの町の委員会がネースを訪れ

たことも挙げられよう。

サロモンのスロイド教師の望ましいカテゴリーは国民

学校教師であった。ますます多くの国民学校教師に、ス

ロイド教師養成教育を広げるためには、一年間のコース

は困難であったと思われる。それは残念ながら中止され、

教師と女教師のための6週間コースによって置き換えら

れた。ネースでは多くの他の教科においてより短いコー

スが行われた。例えば、1895年には「遊びコース

（lekkurs）」がコースプログラムに加えられた。それ

lB Ernst Bjerke′　○て）．Cit．，Sid45．本論文、第

三章を参照。

1260tto Salomon，Sle）1dundervisnincrsblad，nr

5′　1891．
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らもまた、サロモンの理念とその広がりの一方で、必要

な妥協であったと思われる。ネースでの繁栄に対して、

サロモンもまた、教員養成やネースシステムの中での妥

協を余儀なくされていたのである。

ネースでの活動は発展し変化され、進化した。その広

がりには当然、義務教育学校の教科としてスロイドをま

すます取り入れようとする現実が貢献した。それらはサ

ロモンの教育学的理念によって、スロイド教育の状況を

次第に変えていくことになろう。

ネースと教育学的スロイドの発展は、エルブスボルユ

県のヘムスロイドへの肯定的な見解と、教育学的プロパ

ガンダおよびシステム構築を行ったサロモア、そして経

済的保証人としてのアブラハムソンの関連と、種々の社

会背景を有効に利用することで可能となった。
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3）アメリカに見るスロイド教育の影響

『スロイド教育の国際化』のなかで記した通り、

1880年以来、多くの国から教育関係者がネースを訪れ

た。1916年のビイェルケによる派遣団や個人的な参加

者についての記録には、アメリカからの訪問者について

記されていない。しかし、アメリカにおいてもスロイド

は決定的な影響を与えた。日本のスロイド研究において、

デラ・ボスによるロシア・システムとネース・システム

の比較が行われる理由も、アメリカの教育に両者が影響

を与えたことに他ならない。日本におけるスロイド教育

の把握とも関連するので、ここでアメリカにおけるスロ

イド教育の受容を取りあげる。

【マニュアル・トレーニング】アメリカにスロイドと言

う教科はない。それでは、どの教科に影響を与えたのか

というと、一般に「マニュアル・トレーニング」という

名称の教科目が示される。ストムバウ（Ray

Stombaugh）は、「シカゴとセントルイスは、『マニュ

アル・トレーニング』という用語を使用している。フィ

ラデルフィアは、学校の技術工作の活動（the sch001

shop activity work）を呼ぶために『メカニック・

アーツ（mechanic arts）』という用語を使用させてい

る。『マニュアル・エデュケーション（Manual

education）』はカリフォルニアで広範囲に使用されて

いる。ノバ・スコテイア（Nova Scotia）では『インダ

ストリアル・サイエンス（industrial science）』が

一般に使用される用語である。多くの都市はその様な学

校の勉強を『マニュアル・アーツ（manual ar亡S）』あ

るいは『インダストリアル・アーツ（industrial

artS）』と呼んでいる。
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組織の中では、・・・the American vocational

Educa亡ion Associa亡ionとthe Eastern Arts

Associationが『インダストリアル・アーツ』とい

う用語を使用し、the Wes亡ern Arts Association

が最近の用語法研究により『インダストリアル・アーツ』

へ変化するまでは『マニュアル・トレーニング』という

用語を使用した127」と記し、「マニュアル・トレーニ

ング」という用語が、決して統一されたものではないこ

とを示している。さらに、その用語の混乱を示す良い例

として、オハイオでその教育に携わる358人の教師のう

ち、113人が「マニュアル・アーツ」、110人が「マニ

ュアル・トレーニング」、74人が「インダストリアル・

アーツ」、そして45人が「職業教育（Voca亡10nal

亡each土ng）」という用語を使用したと述べ、「すべて

の人は、同じかあるいは非常に近似した種類の学校活動

について言及していると思ってさしつかえない128」と

ストムバウは記している。

以上から理解されることは、「マニュアル・トレーニ

ング」によって示される内容は、産業教育、職業教育、

技術教育、工業教育（インダストリアル・エデュケーシ

ョン）の性格をもっているということである。

【産業教育の展開】工芸教育と工業教育（産業教育）は、

一般教育であるか職業的目的による教育であるかの相違

を明らかにするなかで分離し発達してきた。それらは、

教育内容の分析を行い方法論をたてることで、それぞれ

の目的に適合されてきたと言える。それらの分離以前の

127　Ray Stombaugh，A Survev of the

movements culminatinq in industrial arts

educationip

SeCOndarv sch00ls，P．5．

は　Ray Stombaugh，ibid・，p・6・
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教育は一般に、徒弟制度や家庭内において行われてきた。

徒弟制度では仕事場で模倣という方法により教育が行

われていたが、徐々に工場へ移行する中で、手工芸技術

をいくつかの要素に分解し、それらを簡単なものから難

しいものへという教育学的秩序の中に配置するという考

え方が実用化され、企業での教育から他の学校教科と同

じ方法で学校で教えられることとなった。

【仕事の分析】ベネットは、「ペスタロツチの学校で

1824年以前に、教育目的のため幾何学の製図で非常に

徹底的な分析が行われだ29」が、ペスタロツチが教え

ようと試みたその他の手工芸に対しては類似の分析を行

わなかったこと。その後、1847年のイギリスではサン

プラー130　などを利用した裁縫の過程の分析は、インダ

ストリアル　スクールで女学生を教えるために使われた

ということなどを記している。ベネットはさらに、

1803年のフランス、コンビェ一二ュ国立商業・工業学

校（The National Sch0010f Trades and

＝ndustries at compiegne，France）、1865年以

前のフランス、ミュールーズ（Mulhouse）における技術

学校（the Technical Sch001）の教育を取り上げな

がら、1868年のロシアシステムまでは、道具や機械技

術に関する分析が行われていなかったと記している131。

【ロシアシステム】1830年に手仕事と工業の学校（a

129　charles Aipheus Bennett，Historv of

manual andindustrial education ul⊃　t01870．

工11土no土S1926′　p．120．

伽　＝samplerm＝布に縫い方や刺繍の見本を示したも

の

131cf．Charles Alpheus Bennett，主t）＿id．．

p．13．
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School of Trades and　＝ndustries）がモスクワ

市に設立された。この学校は、1868年6月1日の勅令

により「ヨーロッパの主要なポリテクニックの学校の位

に高め」られることを目的に再編成され、6年制の「帝

国技術学校（＝mperial Technical Sch001）」とな

った。

その学校は、土木技師、機械技師、製図工、職工長や

化学者を訓練し、理論的教育はパリの「技芸・工業の中

央学校（貞C01e Centrale des Arts et

Manufactures）」で行われたものと似ていたといわれ

る。その理論的指導に対して、実際的指導には大規模な

仕事場132が用意され、学校によって契約された個々人

の仕事が、しばしば100名近い賃金労働者と一部の学生

によって遂行されることで進められた。いわば、拡大化

された徒弟制度による企業教育の様なものであった。そ

こでは、スチーム・エンジン、ポンプ、農業用機械など

が組み立てられた。

校長であったデラ・ボス（Della Vos）133　と彼の仲間

は、労働者と学生の混合状態での教育が非効果的である

と自覚し、1868年に仕事場から指導場を分離し、新し

い方法で指導を行うことを開始した。その後、学生は、

指導場のコースを修了しない限り仕事場で働くことは許

されなかった。

新しいシステムは・、

（a）可能な限り短い時間で

（b）同時に多数の学生に充分な指導を与えうることを可

能にするような方法で

（C）実際の仕事場での仕事の学習に「正しく組織的な知

識の獲得という性質」を与えるであろう方法により

1丑後掲図14参照。

1刃後掲図15参照。
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（d）どの様な時でも各々の学生の進歩を測定することを

教師に可能にするように機械技術の基礎を教えようとし

た。

デラ・ボスの理念は、容易なものから困難なものへと、

その難しさを一定の度合で少しづつ克服する時のみ容易

に達成することができるということを前提にし、「過程

の分析」を行うことでロシアシステムを考案した。

【ロシア・システムの全般的な原則】ベネットは、ロシ

ア・システムの基礎的な原則として、以下の点を挙げて

いる。

1．各々の技術あるいは仕事の別個のタイプは、それ自

身の分離した指導場を持つ。例えば、指物細工、木工ろ

くろ、鍍金、錠前つくりなど。

2．各々の仕事場には、同時に指導を受けれるように生

徒達がいるだけ、多くの仕事する場所と道具のセットが

設備される。

3．モデルのコースは、練習が含む難易度が増加するよ

うに準備される。そして準備されたように完全な連続の

なかで生徒達に練習が与えられねばならない。

4．すべてのモデルは、スケッチ・製図からつくられる。

各々のスケッチのコピーは、授業のそれぞれのメンバー

に与えるのに充分な数が供給される。そのスケッチは、

カードボード（あるいは鍛冶屋では、木の板）にマウン

トされ表面にワニスを塗る。

5．その製図は、様々な細部に係わる同意に達するよう

に仕事場の監督と共に製図の教師の指導のもと、初等製

図の授業のなかで生徒達によってつくられる。

6．そのコースの先のモデルを完成したと認められるま

で、新しいモデルを始めることはどの様な生徒にも許さ

れていない。
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【ロシアシステムの影響】ロシアシステムは「1868年

に完成され、1870年にモスクワで、1873年にウィーン、

1876年にはフィラデルフィアで展示された34」とベネ

ットは記している。1876年のフィラデルフィアにおけ

る独立百年記念万国博覧会（the Centennial

Expositionin philadelphia）で強い印象を与え

たロシア・システムは、マニュアルトレーニングに最初

の影響を与えた。しかし、南カリフォルニア大学のトン

プソン教授は、「ロシア・システムは、すぐに（米国内

において）その抽象性のために衰えた。それは、大切な

生産品から過程を分離することである。・・・ロシア・

システムは、スロイドによって追従された。そこでは、

興味あり、美しい物が作られる135」と書いている。

【スロイドの影響】ストムバウによるとインダストリア

ル・エデュケーションの概念は、主として工業の中にお

ける「何か特別な職業のため個人を訓練すること136」

であり、そのインダストリアル・アーツの今日の状況を

決定する運動が、80年代のスロイド運動であったと記

している137。アメリカでのスロイド教育の影響は、し

たがって、スウェーデンのスロイド教育の展開とは異な

るものであったことが理解される。

しかしアメリカにおけるその受容の始まりにおいては、

日本におけるその受容と同じく、スウェーデンのスロイ

耕charles Alpheus Bennett，Historv of

Manual and　＝ndustrial education1870　to

と追ヱ′　＝llinois1937，P．64．

135　Merri亡t MI．Thompson，牟n o＿utline of the

historv of education，New York1933，P．130．

136　Ray Stombaugh，出良．，P．6．

137　Ray S亡Ombaugh，出立畠．．p．90．
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ド教育の特質を良く理解したものであったと言うことが

できる。スウェーデンのスロイド教育は、当時のアメリ

カにうまく適合する形で変更が加えられていった。　ス

ウェーデンのスロイド教育はイギリスで紹介され、多数

の文献が英語で出版されたため、その受容は、比較的容

易であったと言えるだろう。1883年にオードゥェー

（Ordway）は、サロモンとシェンネルード

（H．K．Kjennerud）によって書かれたスウェーデン・ス

ロイド・システムに関する記事の翻訳とともに、いくつ

かのスウェーデン・スロイド学校を訪れた報告書をマサ

チューセッツ教育委員会の年報（the Annual Report

Of the Massachusetts Board of Education）に

紹介している。1885年には、ニュー・オリンズ（New

Orleans）で開かれた綿業百年記念展覧会（the

Cotton Centennial Exhibition）でスウェーデ

ン・スロイドが展示された。

アメリカで最初のスロイド誇習会は、クインシー・A．

ショウ夫人（Mrs．Quincy A．Shaw）によって設立さ

れたスロイド訓練学校（Sloyd Training scho01）138

でグスタフ・ラーション（Gustaf Larsson）によって

教えられた。スロイド訓練学校の設立は、ショウにとっ

てボストンのパブリックスクールのなかに無料の幼稚園

教育を設立するという仕事の自然の結果であり、同じ精

神のもとで行われ、その仕事の継続と考えていた。ここ

では、スロイドはいまだ一般教育としての余地を残して

いる。ラーションは、スロイドが「8才から15才まで

の人格形成的時代（formative age）の間で、子供達の

調和的発達（harmonious development）を用意する

l駕　後にスロイド教師の訓練センターとなった。
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ことである139」と言っている。

ラーションが述べたスロイド教育の目標は、

Tl．教師は専門的な教師であるべきで、単に職人

（ar亡isan）であるべきではない。

2．その教育は、組織的、進歩的、そしてあるクラスに

おけるデモンストレーションを除いて、可能な限り個々

に行わなければならない。

3．その仕事は自由で元気な動きを通して、最も良い身

体的発展を与えるよう選択されるべきである。

4．視覚的あるいは物質的結果は、あらゆる点でワーカ

ー自身の努力であるべきである。

5．練習は、そのワーカーによって完全に理解されうる

ものが対象にあてられるべきである。各々の対象は、シ

ンプルで良い形と比率であるべきである。

6．コースは、道具を試すことによって正確につくられ

る目標対象物（Objects）のみでなく、視覚と触覚を通・

して形態感覚を練習するフリー・ハンドワークの仕事も

含むべきである。

7．特に重要なことは、それ自身のためと独立心の発展

のため良い仕事を好むことが、手際の良さ、正確さ、そ

して仕上げに付随する140」というものであり、サロモ

ンの理念と非常に重なり合うところが多いので興味深い。

【ロシアシステムとスロイド教育】ロシア・システムと

の大きな相違は、その方法のなかに見られる。たしかに

サロモンのモデルに対する考え方から発生した点も多い。

しかし、スロイド教育におけるモデルは、抽象的なもの

ではなく具体的であり、また、実際的な有用性をもって

13，Gustaf Larsson，Slovd Theorv and

Practice，Boston1904，P．10．

140　Gustaf Larsson，ibid．′　P．11．

161



いた。そして個々のモデルは完結した意味をもっていた。

これに対し、ロシアシステムは一連の抽象的な練習に

よって教育が行われる。それは、何かを製作する以前の

準備練習であった。

ロシアシステムにはないスロイド教育の特徴は、スロ

イド教育が自主独立性を発達させるという観点を持って

いたことが挙げられる。それは、スロイド教育では、子

ども連が道具や器具を実験的に利用することにより自ら

発見することが重視された。これは、ロシアシステムの

なかで道具が使用される前に説明されるという指導と異

なる。サロモンは、教師が生徒の自主性を重視し必要以

上の説明を避けることを原則としていたが、ロシアシス

テムは生徒が仕事を行う前に、仕事についての詳細な説

明が行われた。ストムバウは、サロモンが「教師がその

仕事自身に実際の援助を示すことを慎むことが非常に重

要である。教師がその仕事の一部を行うよりも、子供が

製作しているその対象を台無しにすらする方がより良い

141」と述べていることを記している。その様な方法論

の相違は、クラスの人数にも係わり、スロイド教育では

人数が多いことが、指導を妨げると考えられたが、ロシ

アシステムでは問題にされなかった。

アメリカのマニュアルトレーニング運動は、工業技術

に係わった者を中心に進められたことから、工学の学生

への技術練習の手段として考案されたロシアシステムを

導入することになった。ロシアシステムは、技術的には

最も良い結果をつくりだしたが、その抽象的な練習は創

造し子ども達に興味を感じさせることに失敗した。

一方、　スロイドシステムは年齢の低い生徒に適合し、

また彼らの興味に訴えるところが大きかったので、グラ

マースクールのレベルで迅速に受け入れられた。スロイ

141Ray Stombaugh，Ot）．Cit．，P．96．

162



ド・トレーニング・スクールが設立されて5年後、マニ

ュアルトレーニングを行っている中等学校（SeCOndary

sch00ls）の4分の1が、スロイドのコースを利用して

いることが報告された142。スウェーデンのスロイド教

育は、アメリカに適合する様に変更が加えられたが、最

も重要な変更は、図を利用することとモデルのデザイン

の改良であった。

スウェーデンのスロイド教育学に関する文献には、ロ

シア・システムについての言及が見られない。また、ス

ウェーデンのスロイド教育学者へのインタビューでもロ

シア・システムとの関連はまったく聞き出せなかった。

1937年にベネットは、ロシア・システムと教育的スロ

イドが、異なる目的、見解を持っていることを指摘しな

がら、二つの推測を行っている。ひとつは、サロモンが

ロシアシステムから分析的仕事を取り入れたのではない

かということと、もうひとつはシグネウスを通してロシ

ア・システムを知っていたのではないかということであ

る。以上の推測に対して、ベネットは明らかな証拠が全

くないことを記しながらも、ロシア・システムは、サロ

モンが教育的スロイドを始める1877年あるいは1878年

の以前、1868年に完成され、1870年にモスクワ、

1873年にウィーン、1876年にフィラデルフィアに展示

されたことを推測の確かな理由としてあげている。ビェ

ルケは「サロモンは、隠れた多くの協力者があることを

認め、機会があるたびに感謝の意を表した。ネースの方

法とシステムは、一つの長い協同の仕事の結果である143

」と記しているが、スウェーデンの文献でロシア・シス

テムとデラ・ボスの名前を見つけることは困難である。

142　Ray Stombaughlibid・．P・101・

143　Ernst Bjerke，OT）．Cit．，Sid　41．
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サロモンは、当時多くの著書を残し、その講演記録も残

されているが、残念ながらロシア・システムについては

何も記していない。ロシア・システムは、アメリカにお

いて与えた影響ほど、その影響をスウェーデンに与えな

かったと考えられるし、また、その発達には関与しなか

ったと考えることが安当であると思われる。アメリカの

文献に基づく研究によると、しばしば、「スロイド・シ

ステム144」はシグネウスの概念を基底に置きオットー・

サロモンが体系化したものであると説明し、さらに、多

くの場合、ロシア・システムの組織化であると誤った紹

介がなされることもある。これはアメリカ国内の「マニ

ュアル・トレーニング」における変遷と「スロイド教育

史」を取り間違えることに起因すると考えられる。なお、

松崎巌も、シグネウスが1846年から58年にかけてロシ

アのペテルスブルグのフィン人ルーテル派教徒集会の牧

師と教師をかねていたことを記し、その注として「時期

の違いと、方法上の明らかな差異からシュグネーウスは、

ロシア法の影響は受けていないと考えられる145」と指

摘している。

スロイド教育とロシア・システムは、その発生背景に

大きな相違が存在するということを認識することが重要

である。それはまた、「マニュアル・トレーニング」と

スロイド教育が異なる点でもある。

川本論文、序章、「3．スロイド教育と日本の受容」

のなかで記したが、「スロイド・システム」という言葉

は不明瞭な用語であり、アメリカを中心に使用されてい

る。

鱒松崎巌、「教育的スロイドの成立と発展について」、

青山学院女子短期大学『紀要』、第18号、1964年、23頁。
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4）ネース・システムへの批判とその問題点

サロモン55才の誕生日に、著名な週刊誌であった「8

日間（Hvar8　dag）」が、サロモンのポートレートを

発表した146。その週刊誌の短い記事には、サロモンの

スロイド教育理念であるネース法（Naas－me亡Oden）が

国際的な広がりをもったことと、その方法に対して賛美

者と反対者の両方がいることを記している。サロモンの

教育学的理念と方法は、非常に強い浸透力を得た。男子

スロイドの領域で起こったことすべては、オットー・サ

ロモンに賛同あるいは反対という形で展開した。

サロモンの理念と方法に対する批判は特にスウェーデ

ンの都市部から発生した。それらは学問的な裏付けの不

足、教師のカテゴリーについての意見の相違、芸術性を

めぐる観点の違いなどに由来していた。

【学問的な裏付け】サロモンは、ハンドワークと教育に

関連を持たせ、さらにその教育的構造を学校教育のなか

で形成したが、学問的な裏付けが不足していると指摘さ

れた。その理由の一つは、サロモンが独学で教師・教育

学者になったという経歴によるだろう。ビェルケは、サ

ロモンが偉大な読書家であり、とりわけ文学に親しんだ

記しているが、確かに、公的な教育機関において、いわ

ゆる学問的教育を受けた経歴はなかっだ47。そのこと

が、ルンドで『大工スロイドの方法学への貢献

（Bidrag till snickerisle）jdens metodik）』を

出版した時に問題となり、フランゼン（J Franz卓n）＝

l亜Hvar8daq．arg・6nr8．1904．後掲16図参照．

147　Ernst Bjerke，Om N畠．as．0tto Salomon och

Sle）1den．Ge）teborg1916，Sid　60．
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サロモン論争の出発点となった14g。フランゼンはネー

ス・システムに学問性がないことを批判し、サロモンを

強く攻撃した。フランゼンは、ネース・システムが学問

的理論に基礎づけられているわけではなく、また、仕事

の進行を動機づけるものが、その方法の中にないと考え

た冊。

フランゼンの方法に対してサロモンは「著者たちは数

字と、アルファベットの大文字、小文字、ギリシャ語を

使用している。もし、彼らのいう学問的なラテン語の用

語が、学問であることを示すならば、それは『非常に学

問的な本』である150」と記している。

フランゼンは、ルンドで1888年から1905年の間、国

民学校教員養成所（f01ksk01eseminariet）で指導し

ており、デンマークの教育学者アクセル・ミッケルセン

（Aksel MikkPlsen）がつくりだしたシステムに従っ

た。ミッケルセンのシステムは、子どもたちは特別な子

ども用の道具で仕事を行い、見本によるのではなく、図

をもとに自らのスロイド生産品をつくった151。この子

ども用の道具を使用したことは、確かにサロモンのシス

テムには見られない点である。図をもとにするという点

は、サロモンの理念と対立する点であり様々な判断が下

されると思われるが、そこでは、自らのスロイドの図が

使用されたということとともに考えると、より子どもを

中心にした教育的配慮がとられていると考えられよう。

サロモンは、いわゆるネースシステムが、時代性を得

州　cf・：J・Franzきn och L・Malmlundh．Bidlaq

till snickerisle）1dens metodik．Lund1892．

149J・Franz畠n och L．Malmlundh，ibid．′

1892′　Sld　23．

150　sle）1dundervisninqsblad，arg　8，nr　8

1892．

1n cf・Svenska f01ksk01ans historia，de1

3′　S土d　436．
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た事は確かであるが、しかしそれは、少しづつ発展して

いるというよりも、現在のものではなく過ぎ去ったもの

であると考えていた152。サロモンは、ネースシステム

にしても当然、時代と共に変化していくものであるとい

う考えを多くの場で記している。

【教師のカテゴリー】国民学校におけるスロイド教師の

カテゴリーの選択は論議を呼び、サロモンに対する批判

点になった。サロモンは、スロイドを教育的手段として

利用することを考え、教育学的な配慮のできる国民学校

教師が望ましいと考えたが、その一方で、専門教師が教

科スロイドの指導を行う方が良いと考える人々も現れた。

その理由の一つは、学校スロイドに、職業的知識と理

解を求めたことがある。この意見は、イェーテポリ

（GO亡eborg）で強く、また、ストックホルムでもパルム

グレン（K．E．Palmgren）が、職業的に有能な人間であ

る専門教師のみがスロイド教育の授業で子供達を世話す

ることができると考えた。

イェーテポリで発展したスロイド教育は、男子が、例

えば、指物、錫板作り（bleckplatslageri）、製本業

などの職人によって指導された。これは、職業教育とし

てのスロイド教育であり、1870年代に発展し、世紀の

境目まで行われたが、1880年代の終わりごろから、大

まかにみて木材一及び金属スロイドに、スロイドの選択

種の数は削減され、徐々にネース・スロイドへと移って

いった。

一方、サロモンは、「職業的手工家（yrkes－

han亡Verkarna）」が、生徒の作品を職業的視点でみる

傾向があると考え、生徒と彼ら自身の仕事に興味を集中

することこそが重要であると主張した。

1立cf．Hvar　8　daq′　arg　6′　nr　8．

167



スロイド教師にとっては、「スロイド」と「教育」と

いう二種の能力が必要である。当然、両方に対して資質

を持つ者が教師となることが好ましいだろう。しかし、

どちらを重視すべきかという問題が、この時点で発生し

ていることは注目されるべきである。おそらくこの間題

は、現代においても実技をともなう教科にとって時局の

問題となるのではないだろうか。前出のデンマークのミ

ツケルセンが設立したスロイド学校は、1985年におい

て、教師である人間に対してのみ教育を行っている。こ

れは、現代のデンマークにおいてもひきつがれている。

サロモンは、国民学校教師が、教育者として補足すべ

きハンドワークの訓練を与えられるべきもっとも適した

人々であると考えた。

【芸術性】ストックホルムでは、K．E．パルムグレン

（K E Palmgren）が、1870年代にプラクティスカ・ア

ルベーツスコーラン153を設立した。彼の見解は、サロ

モンと異なり、芸術的観点（estetiska synpunkter）

が重要な役割を果たすようにさせたものであった。例え

ば、子供たちが行う木材工芸には装飾が伴っていた。

1877年11月3日の「新イラスト新聞（Ny

illustrerad tidning）」のイラストには、ストック

ホルムにあるパルムグレンの子供のための労働学校が措

かれているが、その絵につけられた記事には、子供が労

働学校で変化に富んだ楽しい時間を持つようにパルムグ

レンが努力していると記されている154。

サロモンは自らの教育理念に基づいて装飾を否定して

おり、ネースで装飾が行われたのは実にサロモンの死後

1刃l・Palmgrens arbetsskla・Tあるいは・一praktiska

arbetssk01a一・は、実際的労働学校という名称であり、

労働教育学にその基本をおいていると思われる。

1勤後掲図17参照。
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で、1915年になってからである155。ただし、サロモン

は美的な教育そのものを否定しているわけではなかった

ことは指摘しておく必要があろう。

【批判とサロモン】こうした強い批判にもかかわらず、

「ネース・システム」は確実に拡大していった。そして

スウェーデン国内で、変更することが困難である非常に

厳しいシステムとなった。

サロモンは、ネース25年間の活動を祝う演説のなか

で、「その起源と発達を持つネース・スロイド教員養成

所は、その終わりをも持つだろう。学校の建物は衰え、

われわれのモデルは拒絶される、われわれの方法は他の

ものに代わられ、われわれの原理は、古めかしいものと

して象徴される156」と語った。スンドブラッドは、「確

かにそれらの予言は本当になった。学校の建物は衰退し、

モデルは拒絶され、それら方法は他のものに取って変わ

られた。しかし、多くの原理は、いまだ今日でも大きな

現実性を持っている」と記している157。サロモンの手

と教育との関連を導いたその理念の多くの部分が、今も

重要な視点として残っている理由は、その理念の形成に

おける出発点が、経済的必要性や効率性に基づいたもの

ではなく、ボランタリズムから発生した、よりヒューマ

ニズム的観点とのかかわりを持っていたところにあった

と思われる。

サロモンの理念の多くは、スンドブラッドの記すよう

に現代においても通用するものもあるが、当時の児童・

青年心理学における学問研究の不足は、サロモンの経験

畑本論文「アブラハムソンの死とネースにおける活動」

を参照。

156　0tto Salomon，Tal och fe）redraq，

Ge〉tebor91899．S土d　234．

脚　Dick Sundblad，OD．CiL，Sid16．

169



論的な裏付けによって支えられていた理念に、1800年

代の特徴的な家父長制の基本見解の影響を与えたと思わ

れる。したがって、次の期間には、スウェーデンでスロ

イド教育の改革が続くことになる。
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5）アブラハムソン死後のネース活動

【アブラハムソンの遺言】1898年にアブラハムソンが

死亡した。アブラハムソンの遺書には、全ての財産なら

びに380．000kr．が国に寄付されることを含んでいたが、

国は1899年4月28日にその寄付を、寄付原典

（donationsurkunden）によって規定された条件をも

って受け入れ、1901年5月31日にサロモンは、王の名

のもとにネースのアウグスト・アブラハムソン財団法人

に対する提案規則を遂行した。

1903年には、手仕事と庭仕事（handarbete och

tradgardsske＞tSel）のコースがスタートし、家庭科

教育（Sk01ke＞ksundervisning）や女性の手仕事

（kvinnligt handarbete）の講習会も登場した。そ

して1905年には「教育学コース（Pedagogiska

kursen）」が開設された。

アブラハムソンの死後、ネースの活動はますます広範

囲になっていくが、一方で、スロイド教員養成に対する

サロモンの理念は、スロイド教育の拡大のなかで弱まっ

てきたかのように思われる。

当時、サロモン自身も健康を害し、ネースにおける指

導力が失われてきたことも一つの理由ではないだろうか。

ビイェルケは、当時のサロモンの状態を次のように記

している。「最初の印象は、確かに多くの者にとって失

望であった。サロモンの外見は圧倒するようなものはな

く、ほとんど魅力のあるものではなかった。繰り返した

脳溢血によって、しまらない、ほとんどぶら下がったよ

うな身のこなし、縮んだ、何か曲がった姿。」しかし、

「必要なときには、すべてその様な外見は失せ、彼は話

し始める。・・・彼は好意につつまれていたにもかかわ

らず、孤独を感じていた。しかし彼はむしろそれを選ん
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だ様に思われる。彼が話している相手をあからさまに見

ることを彼は好まなかった。彼の声は良く通ったが、彼

の話し方は、しばしば切れ切れで、けいれんでもしてい

るようであった15＄」が、それでも彼の周囲を魅惑した

ものは、彼の熱情であったとどェルケは記している。

【サロモンの死】1907年11月3日にサロモンが死亡し

た。アブラハムソンの死亡に際して、仝貨幣と共に国へ

財産が寄付されたが、サロモンの死亡により、アブラハ

ムソンの遺書による規定が有効となり実行され始めた159。

そこでは、ネースの活動は、一人の講習会監督

（kursfe＞reStandare）と委員会（Styrelse）によって

率いられることになっていた。アブラハムソンの遺言に

ある、「家の監督（husfe＞reStandare160）」という言

葉は、すでにサロモンの時代の日常語であった「ネース

の校長（direk亡e）ren pa Naas）」に代っており、監督

は、サロモンと同じく「校長（direkte）ren）」と呼ば

れた。1908年から1909年の間は、最初の国民学校視

察官（f01ksk01einspekte）ren）であるシェーレー（F

von scheele）が監督として役割を果たしたと、スン

ドブラッドは記しているが161、ネース調査委員会の記

述には見あたらない162。おそらく、シェーレーは、代

158　Ernst Bjerke′　Op．C　亡．，Sid　62．

15’cf．Utbildningsdepartmentet，Naas－

Tradition rned framtid，Utvecklingslinjer fe）r

den framtida verksarnheten．Betankande fran

Naas－utredningen，DsU1984：14，Stockh01m

1984．

160”husfe）reStandarenはつまり執事というところで、

mdirekte＞renmはより、ネースの活動を監督する意味あ

いが強くなったことを示している。

161cf．Dick Sundblad，QP，．Cit，Sid7．

162Utbildningsdepar亡ementet，PP．CiL′1984．
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行として監督と同様の仕事を行ったものと思われる。

1910年には、やはり国民学校視察官であり、神学及

び哲学博士のリューリック・ホルム（Rurik H01m）が、

監督者として、暫定的にネースで任命された。

1912年12月13日、政令によって、ホルムはアウグス

ト・アブラハムソン財団法人の監督に命じられた。それ

には、彼に対しての国の年金の権利を含んでいる。

1910年から1943年まで、ホルムは監督として働いたが、

ホルムの後、初夏と晩夏の夏期講習会の講習会活動の監

督以外に、・全日で雇われた監督はいない。サロモンの死

後、アブラハムソンの遺言による正式の監督は、ホルム

だけであったと言うことができる163。

1907年から、二つの夏期コースと一つの冬コースが

行われていたが、1923年以降は、夏期コースのみとな

った。したがって、夏期コースの講習会監督だけが任命

された。

ホルム博士の勤務について安定した承認が行われた一

方で、インスティテュートの指導についての間蓮は、暫

定的な取り決めで続けられた。

【ネースにおける活動の拡散とスロイド教育関連の展開】

全人格形成（hela personlighet）というサロモンの

理念は、ネースでの活動をスロイド教育に留まらせず、

ネースに種々のコースを開設することへ導いた。ネース

が国際化し、またスウェーデンで大きな一般性を得たこ

とを背景にして、拡散的な方向を導いたことから、スロ

イドそのものの立場を弱めたとも考えられる。サロモン

の死後、ネースにおける活動を以下に記す。

1909年には、テックニングのコースと塑像

18後掲図18参照。

173



（modellering）のコースが追加になった164。1911年

には、フォーク・ダンスと合唱（Sanglekar）のコース

が始まり、1913年に体育のコース、1914年には金属ス

ロイドのコースが始められ、歌の遊びと講習会や遊びの

指導者（lekledare）のための講習会も加わった。

また、1919年から1930年代の始めまで、学校教育庁

はネースに裁縫（SOmnad）と家事（hushallsge＞rOmal）

に関しての補習学校165の女教諭のための講習会を持っ

た166。1914年から1923年に手仕事（handarbe亡e）と

織物（VaVnlng）の冬期講習会がテックニングとの合同

で行われた。また園芸と果実利用のコースもできた。

スロイド関係については、1915年にスロイドの目標

を遂行する際に、初めて装飾（Ornamentering）、飾り

付け（Sirning）、木彫（Snidning）での指導ガイダン

ス（handledning）が含まれた。着色（betsning）、ワ

ニス塗り（fernissning）、そして他の表面処理が、芸

術家グンナール・エル（Gunnar Ell）によって伝えら

れた。美的な側面がますます重視されてきたこと、さら

に、ナショナリズムの高揚という要素も無関係ではない。

例えば、カール・ラーションの絵画にみられる、いわゆ

るスウェーデン様式には、明るい色調に着色された家具

がみられる。スウェーデンの伝統文化との関連が、スロ

イドにみられなかったという批判は、サロモンがユダヤ

人であったという点と共に結びつけられることもあるが、

それ以上に、サロモンの木材工芸と教育に対する理念的

1朗スンドブラッドは、1912年と記しているが、ここで

はネース調査委員会答申を利用した。

165・・fortsattningssk01anT・は、（スウェーデンの）

義務教育の補習学校である。

l郎その後、財団法人は自ら、女性のスロイド

（kvinnlig sle＞jd）の補習教育の講習会

（fortbildningskurser）を組織した。
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な問題と結び付いていると考えられる。
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第四章：スロイド教育の改革期

（1919年－1960年）
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1．新しい意識の形成と教育行政

第4章の取り扱う1919年から1960年は、スロイド教

育にとっては、サロモンによって形成されたスロイド教

育が時代の諸変化によって改革へと導かれる前段階であ

り、また義務教育にとっては、より統一のとれた学校制

度へと向かう前段階であった。それらは、工業化にとも

なう新しい意識が一般化され、行政上の諸改革の必要が

意識されるようになる時期として位置づけることができ

る。

ルンドベルユ教授は、筆者とのインタビューの中で、

「1900年代の始まりから第二次世界大戦まで、スロイ

ド教育はスウェーデンにおいて比較的静的であった」と

述べたし、スンドブラッドは、「1907年のサロモンの

死は、スロイドの論争における不振の重要な原因となっ

たと思われる。その不振は、1920年代からカール・マ

ルムステン（Carl Malmsten）の教育学的活動の時代ま

で影響してきたl」と記している。また、スウェーデン

の義務教育に関してパウルストンは、1918年から1932

年の特徴を、政治的な行きづまりと部分的改革の安協期

であると記している2。マルムステンは、この教育的活

動の不振の時代において、スロイド教育の改革のために

尽力をつくした人物であり、この章のなかで取り上げら

る。

確かに1800年代末における学校教育や学校スロイド

lDick Sundblad，Otto Salo町On　－　Carl

Malmsten，En studiei estetisk　－　Praktisk

Pedagogik′　＝nstitutionen fe）r Konstvetenskap

1973，Sld　3．

2cf．R01land G PaulsLOn，Educational

Chanqein sweden′　a StatuS rePOrt On the

COmPulsory sch001and higher education′

S亡OCkh01m1968．
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の急速な発展に対して、この期間の前半には停滞感があ

る。しかし、この期間に、まったく変化がなかったとい

うことではなく、むしろ、制度上には現れない一般意識

のレベルでの変革があったと思われる。社会変化によっ

て育成された新しい意識が、教育を始めとする諸制度を

変革させるには、この期間の終りまでに、より一層の力

が蓄積される必要があった。この期間は、後に続く一連

の変革が始まる前の充電期間としてとらえることができ

よう。

1）スロイド教育停滞の原因

スロイド教育の停滞として捉えられた原因と考えられ

る諸観点には以下のものが挙げられる。

1．サロモンという理念的にも実際的にもスロイド教

育の牽引力としての大きな存在が失われたこと。

2．サロモンの形成した理念とシステムが、その死後

に権威化し、厳格化し、それを変革することが困難とな

ったこと。それは新しい理念の形成に対して措抗した状

況を形成した。

3．サロモンによって形成されたネースの活動は、サ

ロモン自身の包括的な教育理念によって拡大化したが、

拡散的となった面もあり、スロイド教育の発展に対する

集中度が低下したこと。

4．サロモンの身体的活動のステータスを上げる努力

にも関わらず、身体的労働と結びつくすべての教育は、

いまだに学校のその他の教科と比較してより低いステー
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タスに甘んじていた3　ということ。

5．サロモンの理念が教員カテゴリーに反映されず、

スロイド教育が国民学校教師ではなく実技を中心とした

専門教師によって進められる様になっていったこと。

6．この時代が、これまでのサロモン等の個人的活動

によって導かれえた状況から、組織的活動が行われる研

究施設により導かれる必要が生じた時代へと移行する過

渡期となったこと4。

7．この期間に勃発した二つの世界大戦に見るように、

時代の危機感とともに、社会発展に対して経済的にも一

般的にも不確実な状態をもたらし、政治的ないきづまり

と停滞感が教育全体に影響を与えたこと。

5の問題は、1980年代にまで続くほど非常に大きな

問題となった。サロモンらの努力によって、スロイド教

育を行う学校は世紀末に急激に増加した。特に地方での

増加が著しく、ハルトマンによると「1920年と1930年

の間、男子スロイドのなかでのスロイド部門の数が

6897より9367へ増加」しだ。1932年からのインスペ

3cf．Åke　＝sling，SarnhallsutvecklincTen OCh

bildnincrsideal，Skoip01itisktlangdsnitt och

Strukturskiss．publicerati utdrag

Facklararen n0　81973，Sid　24．

4その様な状況において、スロイド教育にとって最後

の個人的な牽引力となったのがマルムステンである。し

かし、スロイド教育の改革には、より国レベルでの決定

を必要とした。

本論文の「スロイド教育改革者：マルムステン」を参

照。

5per Har亡man，Sle）1d fe）r arbete eller

fritid？－　En studie avlaroplansfe）randringar

OCh debattinom sle〉jdamnet．，He）gSk01an fe）r

Lararutbildningi stockh01m，＝nstitutionen

fe＞r Pedagogik1984，Sid　27．
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クターのレポート（inspekte）rSraPPPOrt）の中では、

木材スロイドの教師の欠乏が存在することが記されてい

る6。

その急激な増加のなかで、国民学校のスロイド教育は、

おおよそ90％がクラス教師によって世話され、残りの

10％がスロイド教師によって遂行されたが、町では徐々

に、スロイドの専門教師がスロイド教育を引き継ぐとい

うシステムができあがり、クラス教師がスロイド教師と

して自分のクラスを担当していた地方にも波及していっ

た7。1893年から国民学校教師は、スロイドの教育を

ネースのセミナリエで受けることができたが、「スロイ

ド教員養成教育は、農業経済会議所や政府のスロイド・

インストラクター（de sta亡1土ga

sle）jdinstruktOrerna）によっても組織された。後者

の二つの養成教育は、主にハンドワークの能力のあるも

のによって利用され、その後、スロイド教師として働き

始めることができた8」とハルトマンは記している。専

門教師は、木材－あるいは金属の職業の職業訓練を受け

た後、ネースにおいて、何週間かの夏期コースで、教育

学の教育を受け、国民学校や、より上級の学校において

専門教師となった。その結果として、50年代の後半に

至り、ますます多くのスロイド講習会が専門教師のため

に行われ、国民学校教師のためには非常にわずかな補習

6cf．Erik Paulsson，＿P皿f01ksk01evasend鱒芦

tillstand och utvecklincri svericTe under

192，0－　OCh1930－tal・en．，Je）nke＞Ping1946，Sid

130．

71936　ars yrkessakkunniga′　Betankande med

fe）rSlacr ancraende utbildnincren av larare i

teckninq och sle）1d samt fe）r

Vrkesundervisninqen．SOU：1938：49，Stockh01m

1938．S土d　24．

Scf．Per Har亡man′　PPヰ′　Sid129．
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教育の講習会（fortbildningskurser）しか開かれな

いという状況になった。

1930年代でも、スロイドの中での専門教師の増加の

傾向は続き、スロイド教育に携わる教貞は、サロモンら

の意向に反して、教員養成教育を受けていず、反対に指

物や金属工の職業教育を受けた講習会参加者がますます

多くなった。スロイド教師教育に関する問題が当面の課

題になった。

5の教師カテゴリーの問題と関連して、スロイド教師

のための政府の組織の必要性が論じられた。イェーテポ

リのスロイド教員コール（SlO］dlararkar）を基に

1916年にスロイド教師の国立連合（SIC）jdlararnas

Riksfe｝rbund）という組織が設立された。その連合は、

当初、およそ100名の会貞を持っていたという9。その

組織は発展し、1936年には職業教師（yrkeslararna）

とともに共通の組織をつくり、「スロイド＝そして職業

教師の国立連合（Sle）jd－　OCh yrkeslararnas

Riksfe）rbund）」と称した。1948年には、商業学の教

師（handelslararna）が加わり、「スロイド、職業＝

及び商学教師の国立連合（Sle）jd，Yrkes－OCh

Handelslararnas Riksfe＞rening）」と名前を変え

た。第二次世界大戦後、大きな組織は教師の要求貫徹を

強化すると考え、一つの共通の組織の中に異なる専門教

師カテゴリーを組織化することを求める動きが起こり、

1948年にはスロイド教師、家庭科教師

（hushallslarare）、商学教師（handelslarare）そ

して職業教師（yrkeslarare）を一つの組織に集めた専

門教師連盟（facklararefe＞rbundet）が設立された。

しかし、スロイド教師の組織は、テックニング教師と

比較すると、かなり遅れていたと考えられる。テックニ

9　cf．Dick Sundblad，Or）．Ci亡．，Sid．29．
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ング教師は、1884年にすでにテックニング教師会

（Teckningslararsallskapet）という名称で国立連

合を設立している。それは、スロイド教師の側からの、

政府に対する働きかけの弱きを示しているだろう。

スロイド教師の国立連合は、1932年と1936年に、学

校教育庁へスロイド教師の教育問題の調査を要請する文

書を提出した。その1932年の文書のなかには、「スロ

イド教師は大きく二つの教師の範噂に分けられる。：

つは、技術的能力の十分でない国民学校教師、そして、

もう一つは全くないあるいは単に意味のない教育学の教

育をもった職業人である10」と記されている。1936年

にスロイド教師とテックニング教師の教育問題を調査さ

せるために国の調査委貞会が任命された。調査委員会は、

趣味教育（Smaksk01ning）が不完全であることを指摘

し、その教育の部分では、基本的にコンストファックス

コーランとの接触のもとに、テックニング教師の養成教

育と統合されることを2年後に提案した。その調査委員

会の提案は実現されなかった。その後、1960年にリン

シェビングにスロイド教員養成所が移行するまで、教員

養成の問題についての進展はなかった。

7と関連し、経済的、社会的な悪条件がスロイド教育

に影響を与えた一例として、王立検査委貞会（Ⅹungl

Maj：tS granSkningsnamnd）が1932年に、当時の危

機的状況をふまえて、学校スロイドが適切な節約対象で

あると指摘し、国民学校におけるスロイドへの国家寄付

を6分の111に削減することを提案したことが挙げら

れる。その結果、スロイド教育は、以前の時間数の半分

101936　ars yrkessakkunniga，OP・CiL′　Sid

96．

11cf．Dick Sundblad，Or）．Cit．′　Sid17．本書に

よると3′300′000kr．から550′000kr．となった。
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に削減された。この時期の不振は、社会全体の状況であ

り、スロイドは、その中の一部であったと言うことがで

きるだろう。

2）子どもの時代

1920年代には、当時の支配的な教育システムや理念

を疑問視する動きが現れた。工業化の進行によりスウェ

ーデンの社会構造が変化すると共に、個人の自由や平等

についての新しい意識を生み出す社会背景が形成された

のである。

新しい意識の形成は、大人に関連するものばかりでは

なく、子どもの社会にも大きな変革をもたらした。スウ

ェーデン社会は、子どもの労働力を徐々に期待しなくな

り、子ども時代の拡大が見られるようになったのである。

エレン・ケイの『児童の世紀』なども、スウェーデン社

会のなかで取り上げられるようになり、子どもとして子

どもを見る時代が始まる。児童の発達段階に関する研究

も始められ、子どもの興味、関心を中心においた教育理

念が現れた。

サロモンの時代にも、学校スロイドの中でつくられた

作品が『使用することのできるもの』でなくてほならな

いという考えが、当初、明らかに大人の使用するものと

いう観点から選ばれていたが、後に、子どもにとって使

用できるものとして玩具を取り入れることも許容する方

向へと向かったことを考えると、子どもを中心とした教

育理念は、全く新しいものではなく、次第に育成されて

きたものであると言うことができるだろう。しかし、そ

の子ども観は、いまだ家父長制のもとでの限定されたも

のであったことは以前に記した通りであり、その投階に

おいては、いまだ、子どもの興味・関心・意思の入り込
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む余地は少なかった。

【子どもの創造性】スロイド教育に関する最も大きな問

題は、子どもの自由な創造性に関する一連の思想が広ま

ったことで、スロイドの中でも生徒自身の創造性を利用

する可能性が主張され始めたことであった。

スロイドのなかに自由な創造を取り入れようとする理

念を持った人々は、ネース・システムが子どもの本質に

対して無関心であると同時に、スロイド教育のなかで芸

術的教育への可能性が排除されると考えた。

彼らは、ネース法の誤りを指摘することを通してだけ

でなく、1919年に出された教育計画を背景にして彼ら

の理念の浸透を図ろうとした。1920年代における多く

の論議は、1919年の教育計画の提案を仕事の形態にい

かに適用するかに係わっていた。多くの学校で以前のし

きたりを変える意識的な試みが行われ、教育問題の論議

を活発化するために多くの関連図書が出版された。

しかし、それら新しい一連の思想は、スウェーデンの

教室のなかで一般に通用する秩序をすぐに変更させる力

とはならなかった。「多くの場所では、それらの新しい

指針についての考えなどなく、暗記学習の機械的な読み

上げと、きびしい権威主義の方法によって12」教育が

行われていた。

【教師の権威】変化をみせたのはスロイド教育だけでは

なく、絵画教育13　でも、1920年代から30年代にかけて、

12　per Har亡man，Sle）1d fe）r arbete eller

fritid？－　En studie avlaroplansfe）randringar

OCh debattinom sle）jdamnet．，He〉gSk01an fe）r

Lararutbildningi Stockh01m′　＝nstitutionen

fe）r Pedagogik1984，Sid　22．

13テックニング（teckning）に関する教育である。
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より一層、子ども自身の創造性を利用することが主張さ

れた。ロツセ（Richard Ro亡he）が、ゲシュタルト心理

学を子どもの絵画の領域に導入した理論を紹介したこと

などに見られるように、ゲシュタルト心理学の影響が明

らかであった。

1930年代には、絵画教育のなかでの教師の役割につ

いての論争が始められ、教師は相談者であり、どれが正

しく、あるいは誤っているかを知っている権威のリーダ

ーではないという考え方が導入された。それに対しては、

さらに第二次世界大戦後の「学校は一つの価値観を教え

込むところではない」という理念が決定的な影響を与え

ることになる。

3）統一学校制度

第4章の扱う期間において教育行政が係わる最も重要

なテーマは、学校制度の統一であった。歴史的に見ると、

統一学校制度はスウェーデンで国民学校の設立以前から

主張されてきた。第1章で記した1751年のクリューゲ

ルの主張した基底学校の思想は、スウェーデンにおける

最初の統一学校制度についての提案であった。その後も、

1825年の賢人委員会のテグネルや1837年にはヴァリー

ンが統一された学校組織を構成することを主張している。

1845年には、ルーデンシェルドが国民学校の促進と共

に一般基底学校の思想を記し、多大な貢献を行ったし、

1866年には身分制議会から二院制議会に改組され、

1867年にはシリェストレームが国民学校をすべての児

童に科すことを提案した。また1883年のベルユ

（Fridthuv Berg）によって記された「基底学校として
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の国民学校14」はスウェーデンの統一学校運動に重要

な指針を与えた。

1900年代の初期に、義務教育の基盤となる学校を作

ろうという考えが一般ゐレベルでも形成され始めた。当

時、国立のレ一口ベルクとコミューンの国民学校という、

全く異なる二つの学校システムが機能していたが、それ

らは年齢に応じてそれぞれの学年制を敷いており、お互

いに平行し接点や関連がなかったので、「複線型学校制

度（Parallellsk01esystem）」と呼ばれる。この複

線型学校制度を統合して、「すべての子ども達にとって

共通の学校」システムに変えることが、当時の最も重要

な課題になっていた。そこで、レ一口ベルク教育局15

が設置された翌年の1906年に、政府は統一学校制度を

調査するため国民教育委員会（1906　ars

f01kundervisningskommitta）を発足させた。

1909年には、部分的ではあるが実際的な基底学校16

の思想にとって重要な展開が、レ一口ベルク17　とは無

関係に現れた。多くのコミューンが、レ一口ベルクでは

なく、新しい学校形態、いわゆるコミューンのメランス

コーデ8　を設立したのである。これは、6年制の国民

学校を基礎にした4年制レアルスコーデ9　であり、そ

14Fridthuv Berg，F01ksk01an saso■m

bottensk0la，1883．

15mlaroverkse）VerStyrelsenH＝中等教育局と訳さ

れる場合がある。

16”bo亡tensk01aHと言われ、すべての基礎となる学

校という概念を示している。

17Ⅲ1aroverkH＝高等専門学校と訳される場合がある。

1g…kornmunala mellansk01a¶（コミューンのメラン

スコーラ）＝中間学校

19m4－arig realsk01am＝中等学校
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れが設立された地域では複線型学校システムが廃止され

た。しかし、レアルスコーラが6年制であった地域では

複線型学校システムが残され、国民学校の3つの高い学

年とレ一口ベルクの3つの低い学年が年齢的にお互いに

係わり合いながら併存することになった。

1914年には国民学校教育局加　が設置され、1917年の

連立内閣が成立した翌年に国民学校教育局は学校教育庁

（kungliga sk01e）VerStyrelsen）となった。1920

年、社会民主政党の単独内閣になってからは、中等教育

局、初等教育局の独立部局を持つ学校教育庁21が設立

されるなど、統一学校制度に向かって行政面での歩みが

徐々に進められていた。

しかし、1918年度の学校委員会（1918　ars

sk01kommission）は、ひとつの統一学校システムとし

て、6年制の基底学校（6－arig bottensk01a）と全学

校制度の統一的な組織を提案したが、それに対する抵抗

は強かった、また1927年に提出され1928年に公布され

た中等学校改革案による1927－28年の学校改革も妥協

を余儀なくされ、結局のところ複線型学校システムが維

持された。この改革では6年間の義務教育制度が女子に

対しても同様の機会を提供していたが、1936年には7

年間に拡大された。また国民学校の4年次から5年制中

等学校22　と7年制女学校への移行と、国民学校6年次

から4年制中等学校と6年制女学校への移行が存続され

た。

20T－f01ksk01eく）verstyrelsenT一＝初等教育局と訳さ

れる場合がある。

21T－Sk01e）VerStyrelsenl・で、英語では・・The

National Board of EducationT一、一般に省略して

「sC）（エスエー）」と呼ばれる。

mMrealsk01a－■＝レアル・スコーラ、スウェーデンの

学校制度における中等学校である。
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1930年代には、初等教育は、国民全体の共通利益に

奉仕する必要があるという意見が強まり、学校制度の統

一が一層強く望まれるようになった。その一方で地方に

おいて中等教育を受けることは困難であり、裕福な者だ

けに限られていた。これらは、1800年代に形成された

自由や平等に関する理念23　が一般化することによって、

一層の改革を迫られることになる。

レアルスコーラの中では、スロイドの状態は種々の時

間割的変更が、1905、1928、1933年において焦点と

なっていた。そこでは、より実際的要素の教科を導入す

ることにより、理論的教科の優越を減少したいと考え、

それぞれの時間割のなかで、スロイドは義務教育の教科

として提案された。それは、特に国家財政の理由から実

現されなかったが、スロイドは自由教科として組織する

ことが可能であった。したがって、レ一口ベルクにもス

ロイド教師の必要が生じた。レ一口ベルクでは、サロモ

ンの理念であった職人に仕事場、教師に学校の教室とい

う考えは通用せず、技術的能力と教育学的理解の両方を

そなえた教師が必要とされたが、その養成教育はまだ不

完全であった。

か本論文第二章を参照。
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2．1919年指導計画

1）特徴と背景

【実験的学習方法の重視】1914年の国民教育委員会は、

国民学校のための指導計画について提案を行った。それ

は委貞会付託の後、『1919年度の指導計画24』として

決定された。複線型学校制度は維持されていたが、

1919年度の指導計画は方法的に革新的なものであり、

フェーグレン　によると、その指導計画は「コメニウス、

ペスタロツチ、デューィ、ケルシェンシュタイナーから

インスピレーションを得たもので、明白かつ事実と結び

ついた教育を促進しようとした25」ものであった。ゴ

ツトフリード・フェーホルム（Go亡tfrid Sje＞h01m）は、

その時代におけるその教育の代弁者の一人であったが、

彼はその教育学を「それは・・・何かをすることを通し

て学ぶ、それは手の仕事だった・‥それは実験室とし

ての学校であり、講堂としての学校ではない26」と記

した。子どもの興味から出発し、実験的、そして創造的

仕事の形態を学校に導入しようとする思想の背景には、

特にドイツの影響が大きく、なかでもケルシェンシュタ

イナー（Georg Kerschensteiner，1854－1932）に

よる労働学校（arbetssk01an）の理念は大きな影響力

24F01ksk01estyrelsen，UndervisnincTSて）lan

fe）r rike亡S f01ksk01or1919，Stockh01m1919．

25Jan Sje）gren′　En ul⊃PSa亡S′　Mal fe）r

Sk0lsle）jden och sle）jdlararu亡bildningens

uppfattning om detta aren1960－85，

Universiteteti Linke）Ping，＝nsti亡utionen fe）r

Sle）jd，Linke）Ping1985，SidlO．

26Åke　＝sling，KamDen fe）r OCh mot en

demokratisk sk0la．1，Samhallsstruktur och

Sk010rganisation，Helsingborg1980′　Sid160．
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を持った。ケルシェンシュタイナーはプラトン等を引用

して、労働学校（arbeitsschule／arbetssk01a）

の思想が教育論と同じほど長い歴史を持っていると指摘

しているが、その長い歴史と労働・仕事・作業

（arbeit／arbei亡）の語の多義性が示唆するように、

労働教育学に関する考え方が多義的であることも事実で

あった27。それは、日本における紹介のされ方にも現

れており、労働教育学は「勤労」「作業」「作為（さい・

さくい）」「労作（ろうさく・ろうさ）」とさまざまに

呼ばれた。労働教育学は、日本語から受ける印象と異な

り職業教育と区別しなくてほならないが、ドイツ語の

一・arbel亡・・自体も多くの意味を包含していて、シャイプ

ネル（Otto Scheibner）は人格教育学のガウディヒ

（Hugo Gaudig）派教育学者であるが、教育上の

・・arbei亡一・は経済上のものでも抽象的、肉体的なもので

もないと規定している。

ケルシェンシュタイナーは、デューイのプログレッシ

ヴ教育学を主導していた頃の著作に共鳴し、1910年代

に、ペスタロツチ精神にもとづく未来の学校として労働

学校を取り上げている。ペスタロッテ精神に表されるも

のには、言葉による教授に対して直観を重視した教授と

いう方向性を持ち、家庭観、社会観の形成に現実的な力

を持つものであった。

ガウディヒは、1911年、ドレスデンにおける学校改

革連盟第二回会議で、ケルシェンシュタイナーと労作教

育の位置づけについて論議しているが、ガウディヒが作

業を「精神の作業」と解したのに対し、ケルシェンシュ

タイナーは、学校教育上の一一arbei亡・－　が、手と精神の

作業であることを認めている。

27杉谷雅文編、『現代ドイツ教育哲学』、玉川大学出

版部、1974年、参照．
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1919年度の指導計画では、理論教科のなかでも実際

的仕事の形態が優先された。しかし、ウイベルユが

1800年代の大陸の労働学校理念を、1920年あたりのス

ウェーデンで始まった労働学校運動と混同させてはなら

ないと記しているのは、一一arbel亡・－が精神の作業までも

含む広い概念を包含してきたことが第一に考えられる之等。

工業化の進行する時代背景から、1800年代の労働教育

学の基本理念は、直接的にも間接的にも仕事が子どもの

育成にとって肯定的効果を持っているということであり、

その視点は勤勉、綿密性、秩序、注意力などの要素に向

けられた。そこでは、上述の要素について、子どもにと

って有用であるのか、あるいは社会・経済にとって有用

であるのかという観点が、分離されて考察されることは

なかった。しかし、1900年代に入ってからの経済的お

よび社会的安定は、ヨーロッパ諸国で当時盛んであった

労働教育学を、ある程度まで放棄する可能性をスウェー

デンにもたらしだ9。子どもを子どもとして扱う時代

が到来することによって、1800年代の大陸の労働教育

学が子どもを成人と同じ視点で捉えていた視点から離れ

ることとなる。それは、高い度合で1919年度の指導計

画の仕事の方法に狙いづけられ、学校の中での実験的仕

事の方法の導入に作用した。

スウェーデンでは、その流れは、1930年代のエルザ・

ケレル（EIsa Ke〉hler）と活動教育学に続いていると言

われる。

2S cf．Albert Wiberg，Till sk01sl鋸dens

fe）rhistoria，Naqra utvecklincTSlin－ieri

SVenSk arbetst）edaqoqikintil11877，＝，Tiden

intil11866，ÅsU　56　－　57，Stockh01m1939．

か1919年指導計画の中に見られる実験的学習形態につ

いての思想は、現代におけるスロイド教育にも受け継が

れており、実験的スロイド（1abora亡iv s16］d）という

学習形態を形成するに至っている。
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【教科の統合】1919年度の指導計画の特徴の一つは、

幾つかの教科を一つにまとめることを通して、教科の分

裂に反作用することを試みたことである。これは、サロ

モンの理念の中でも、あまりに多くの教科日に分裂する

ことを嫌った見解が示されていたが、ここでは新しい教

科として、幼児学校レベルの1年および2年次、そして

国民学校レベルの3年次に、それぞれ3時間、3時間、

4時間の割合で、郷土学（hembygdskunskap）が設置

された。その中には、自然（naturstudium）、テック

ニング、筆記（Skrivning）、そして読み（lasning）が

結合された。資料を見れば分かるように、現代のわれ

われからすると1878年の段階でも教科数はさほど多く

ない感じがする。現代においても、分割される知識とい

う問題は、工業化社会の中で専門化する人間生活におけ

る問題点と共に考慮される必要がある。指導計画の指針

のなかには、スロイドが、テックニング、幾何、そして

自然科学と協働することが望まれている30。教科スロイ

ドが正規の時間外でありながらも、他教科との関連を持

ちながら、教科スロイドの持つ一部の役割を果たすこと

が可能であったと考えられる。この関連に見られる思想

の背景は、より積極的な形で、後述するマルムステンの

学校における思想にも見られる。

教科の統合が進められる一方で、指導計画は、また、

金属スロイドや紙スロイド等の他のスロイドの種類の導

入も推進しだ1。これは教科内における学習内容の精

選を図るということよりも、総合的な教育を行うという

30cf．F01ksk01eseminarierna，

F01kundervisninqskommitt昌ns betankandel，

Stockh01m1912，Sid　227．

31後述するが、スロイド種はその後1960年代始めまで

増加し、ルンドベルユらの活動によって後に抑制された。
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観点による統合と理解されよう。

【職業教育との関連】国民学校の具体化の調査と平行し

て、職業教育（yrkesutbildning）についての調査も

行われた。

政府の1918年の決定により、種々の代替的な教育進

路が表わされ、「新しい実際的青年学校（De nya

Praktiska ungdomssk01orna）」という集合的名称

が採用された。この問題には、マルムステンが深い関わ

りを持っているので後述する。

職業教育は、職業補習学校

（yrkesfortsattningssk01or）と練習生学校

（larlingssk01or）から成り立つが、それらは生徒が

あらかじめ職業選択を行った上で成り立つ学校形態であ

った。まだ自分の職業選択をしていないものには、一般

補習学校（allman fortsattningsskolorna）が義務

づけられた。以前に任意であった補習学校は義務となり、

それらの多くは、地域的な特質をもつハンドワークに重

要点を置き、スロイド教師の指導のもとでスロイド教育

により補習学校の実際的なハンドワークの部を組織する

ことになった32。そのことは、1920年代におけるスロ

イド教師の増加と、その養成教育に大きな影響を与え、

それは間接的に国民学校のスロイド教師のカテゴリーに

も影響を与えた。

32cf．Carl Malmsten′　Princir）er fe）r

formsinnets fo＿Strani barndoms ocb

unqdomssk010r，nDe praktiska ungdomssk010rna

OCh deras organisa亡ionm．，Svenska

Sle）dfe）reningens　亡idskrift argang1921．
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【1919年指導計画の規定とスロイド教育】「スロイド

の授業は、時間割で学校本来の授業時間外に配置される。

そして、一般に週4時間で、国民学校レベルの各学年に

関し、その様な指導が整えられるようにしてほしい。」

と1919年指導計画には記されている33。

「一般に、スロイドは第3学年からすべての学年にお

いて過4時間を持って欲しい」という記述があるだけで、

依然として、スロイド教育を整えることは教区

（fe＞rSamlingarna）の自由意志に係わっていた。また

スロイドの授業は、学校の正規の指導時間外におかれて

いたので、他の授業を終えた後の午後などに行われた。

時間割でも内容でも、スロイド教育は不確定な状況の

もとで行われた。指針にも示される様に、スロイド種の

選択は使用する時間数、設備、そして教員の能力の状況

によって変化しだ4。それにもかかわらず、スロイド

を－教科として学校に組織することは、当初より順調に

増加していた35。

【モデルシリーズの取り扱い】指導計画の指針のなかで

は、教師がモデルシリーズに従うことが推薦されている。

そこでは、いくつかのモデルが生徒の希望する目標に変

えることができる様になっているが、発想の段階から仕

事の全過程を通して、自主独立の仕事を考えていたかど

うかは疑問である。

いわゆるスロイド教育の発想の段階における自主独立

性は、本来、生徒自らが仕事を決定し、そのアウトライ

ンが教師によって認められることで維持されると考えら

33後掲資料19参照。

34cf．F01ksk0lestyrelsen，ibid．．

35時代の思想、背景、教育理念などとの適合があった

ことも理由として無視できない。
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れるので、厳密な意味で生徒達が対象を自由に選択した

とは言えない。

しかし、以前のモデルシリーズから大きく変えられた

点もある。以前のそれは、それぞれが個人的に自分の作

業机に向かって仕事をするが、すべての生徒は同時に同

じモデルをつくる。そして新しい仕事は、全員が仕上が

るまで与えられなかった。この方法は、自分の仕事を早

く仕上げてしまい、何もすることなく自分の仲間を待つ

ことを強要された生徒達を退屈させ、授業を困難にして

いた。

そこで、各々の生徒が自分のペースでモデルを処理し、

教師は必要がある場合に指導する方法が取られ、それに

よって以前の困難性の幾つかが消えたことが示された。

1919年の指導計画は教師達に、その方法を利用するこ

とを推薦した36。

【男子と女子のスロイド目標】指導計画ではスロイドの

目標が、男子と女子に分けて記掲されている。スロイド

の目標として記された両者の共通点は「良い趣味（god

smak）、実際的な判断力（Praktiskt omde）me）、一般

的な器用さ（allman handighet）」であった。

さらに男子の「身体的仕事に対する敬意（aktning）

と意向（h的）」を目覚めさせるという部分が、女子では

「家事の仕事に対する敬意（aktning）と意向（hag）」

となっており、男子と女子の役割における相違が意識さ

れている。

自主独立性に関する男子と女子の相違は、男子が、「自

主独立に簡単な対象を作り上げる能力」を教えられる一

方で、女子には「自主独立に」という限定がなく、単に

36cf・F01ksk0leseminarierna，ibid．，Sid

255．
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「簡単な対象を作り上げる能力」を教えられる。ここで

は、男子に対して自主独立性が女子よりも重んじられた

ことが示されている。

1919年の指導計画においては、男子と女子の区分が

明確になっていると言うことができる。

【社会と美】この時代のスウェーデンでは、多くの展示

会や見本市が開催され、「工業に向かう芸術家

（konstnaren tillindustrin）」や「より美しい

日常品（vackrare vardagsvara）」というスローガ

ンのもと、工業のなかで芸術家をデザイナーとして利用

することの可能性や、日常品の形態をよりよくすること

が求められた。社会の中でいわゆる「美」という問題が、

抽象的なものではなく非常に身近に具体的な形で取り上

げられたことは興味深い。それは後に現代においてスウ

イディッシュ・モダーンとして知られるデザイン様式を

導き出した主要因であると思われる。それに加えて当時、

よりよい労働環境や生活環境を形成したいという社会的

要求が強くなったことにスウェーデンの美の問題が関連

したことも指摘する必要があろう。

インダストリアリズムの影響により、経済面での国際

的な広がりが生じるなかで、自国のアイデンティティを

兄いだそうとする国家ロマン主義が形成された。その影

響から、国家的様式を創造することが強調され、しばし

ば、ヘムスロイドがその例として取り上げられてきた。

1912年に出された国民教育委員会による部分答申でも

スロイド問題が取りあげられたが、そこでは強制的なモ

デルシステムに対する批判が、ヘムスロイドへの接近と

いう問題とからみながらスロイドの短所として指摘され

るようになるのではないかと懸念している37。また、

37per Har亡man′　Ot）．Cit．′　Sid　20．
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国民教育委員会は、その答申のなかで、美的感覚の育成

は子ども達が自分で美しいものを形成することを通して

行われ、「それは、学習教科（1aroame）ではなく、図

画ですらそれ自身が有する何かほかの目的を後退的に配

置することなしに、素晴らしい美術品への感覚と美術品

を大切にすることに対する感覚への教育にとって、スロ

イドよりも大きな可能性を持っているとは考えられない

38」と記した。国民教育委員会は、美的感覚の育成は

学校の義務であると書き記し、スロイド教育の美的育成

面での役割を強調している。芸術的教育へ寄与すること

がスロイド教育の基本的な役割であると考えていたので

ある。

フェーグレン　は、「スウェーデン・スロイド協会39、

ヘムスロイド運動、オットー．・サロモンと1906年の国

民教育委員会など多くが、より自覚的な生産者と消費者

についての要求を側」行ってきたことを記し、1919年

度の教育計画のスロイドに対する短い目標文のなかには、

スロイドと関わる100年近くの論議を、多くの方法で反

映していると指摘している41。

例えば、スウェーデンで伝統的な家具・手工芸品には

装飾的な色彩が施されたものも多いが、これまでのスロ

イド教育には色彩による装飾的な要素がなかった42。

美的育成の強調と国家ロマン主義的背景から国民教育委

38　F01ksk01eseminarierna，Or）．Cit．，Sid　227．

3，スウェーデン・スロイド協会（Svenska

Sle〉jdfe＞reningen）は、1845年に設立された。本論文、

第二章を参照。

40Jan Sje）gren，OD．C∵亘．′　SidlO．

41後掲資料19参照。

42本論文第三章、「アブラハムソン死後のネース活動」

を参照。ネースにおける装飾指導はグンナール・エルに

より1915年に始まった。
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貞会は、スロイドに対し、より芸術的でスウェーデン様

式と関連して遂行されるモデルを提案したのである。

1919年の教育計画のなかでネース・システムは、国

家ロマン主義の美的観点から変更された。しかし、スロ

イド教室の生徒に、より自由と自主性を与えようとする

動きのなかでも、教育方法としてのモデルシリーズは残

された。
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3．スロイド教育改革者：マルムステン

1）マルムステンの概略

本論文の第三章5．繁栄と対立のなかの「4）ネース・

システムへの批判とその問題点」のなかで記したように、

サロモンはネース・システム自体には、固執していなか

ったと思われる。むしろその理念こそ重要であると考え

ていたことは、第三章3．サロモンの教育理念のなかの

「4）モデルシリーズ」のなかで記したように形式的な

当事者であることよりも理念を理解した教育者であるこ

とを望んでいたことからも理解される。そのことは、ス

ロイド教育を担当する教師カテゴリーに実技の専門家を

望まなかったことに端的に示されている。しかし、その

様なサロモンの考え方とは裏腹に、スウェーデン国内の

みならず世界的な影響を与えたのは、ネース・システム

という形式であった。

サロモンは、非常に多くの著作を残したが、スロイド

教育の理念における時代的な背景に対しての指摘を兄い

だすのは困難である。しかし、その時代的な必然につい

ては敏感であったと考えられる。サロモンは、1904年

の11月20日の『ヴァール・オッタ・ダーグ（Hvar8

dag）』の中に記されている様に、ネース・システムを

「少しづつ変化しているというよりも、現在のものでは

なく過ぎ去ったもの43」という理解を示していること

は、新しい時代背景の到来を察知していたことによると

思われる。しかし、その様な記述が、サロモン自ら、生

前にされたことは、すでにネース・システムが形式化す

る傾向があったことを示し、それは1907年のサロモン

43本論文、第三章「4）ネースシステムへの批判とそ

の問題点」、参照
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の死後、一層強まったと思われる。サロモンの感じてい

た時代の変化と、スロイド教育のあり方の間の離れ行く

ギャップを埋めたのが、マルムステンであったと言うこ

とができるだろう。

ネースシステムに対して改革を主導し、スロイド教育

に新たな方向づけを行ったのがカール・マルムステン

（Carl Malmsten，1888－1972）である。マルムステ

ンはネースで学び、またネースの教師にもなったが、「ネ

ース原理（Naas－Principerna）」と呼ばれた教育方法

の厳しく拘束的な形態が子ども達の自由な創造の発展、

子ども自身の強いファンタジーと創造欲を窒息させてい

ると考えた。

1922年－25年まで、マルムステンは、ネースにおけ

る夏期講習である「初夏コース（fe）rSOmmarkursen）」

で、木材スロイド教師として働いた。そこで彼は、教育

と実際的一美的育成を通じての人間性発達に対する思想

を実際に適用する可能性をもったわけである。マルムス

テンと彼の夏期コースを修了した教師達は、教員養成教

育においても「ネース原理」をめぐる論争を捲き起こし

た。スロイド教育に関わる論議は、マルムステンがネー

スで教師として働いた期間にもっとも激しくなった。

1925年にネースをやめたマルムステンは、1926年から

1934年まで、クルベルユ（Harry Cullberg・）に導かれ

たシグッナスコーラン（Sigtunask0lan）でスロイドコ

ースを担当した。

マルムステンの活動は多岐にわたり、スロイド教育の

改革にたずさわった教育学者としてよりも、国際的には、

建築家、あるいは家具デザイナー、そしてその養成学校

の設立者として有名である。マルムステンのスロイド教

育に対する考え方を理解するには、マルムステンの活動、

200



時代背景、マルムステンの思想を総合的に考察する必要

がある。

【マルムステンと造形活動】マルムステンは、1888年

にストックホルムで生まれ、1908年に大学人学資格試

験を非常に苦労して合格した。22歳（1910年）で指物

親方イェンソン（PelleJe＞nSSOn）のもとで指物見習い

となり、家具制作の道を歩み始めた。しかし、彼は美的

でない家具を強制されることを嫌い1年半くらいしかそ

こに留まらなかった。その後、彼は芸術工芸と建築を独

学した。

1916年のストックホルム市庁舎設備コンペティション

で第1位と第2位を勝ち取るという成功は、マルムステ

ンを一躍有名にした。マルムステンは同年に市議会とス

トックホルム理事の続き部屋へ設置する家具を制作する

ために最初の仕事場（Verks亡ad）を開いた。そこで手工

業的生産形態によって賞を授与された家具の制作過程を

指導し管理することを望んだが、それは現実化せず、そ

の制作費用も最低額に抑えられた劇。

市庁舎での成功の後は、著作活動、スロイド講習会の

組織、講演活動、展覧会等、様々な領域で精力的な活動

を続けた。彼の活動のなかで、最も一般的な部分は、家

具作家としての活動であった。彼は、スウェーデンの家

具文化を指導し、また創造者として献身した。そのフォ

ルムには、典型的なスウェーデンの形態が隠されている。

マルムステンの家具には、スウェーデン内外でスウェー

デン家具工芸の最高のものとして考えられている高級で

華麗な家具、象眼をともなう高度な工芸技術による家具

があるが、一方では、スウェーデンの文化伝統から抽出

した特有の形態を利用し、シンプルでしっかりとした家

44cf・Dick Sundblad，OP・Cit・，1973・

201



具もつくっている。例えば、マルムステンは、1917年

のリリェバルクス芸術ホールの家庭用品展覧会45　に「松

と白樺によるより単純な日常品」を展示し好評を得たが、

その中で出品された家具は、より大衆一般を対象とした

ものであった。この点が、マルムステンを理解する上で

も、その後のスウェーデンの工芸文化を理解する上でも、

共通する特徴である興味深いバランスである。それは、

広い社会的基礎のもとに置かれた形態文化を希求するマ

ルムステンの思想の現れであった側。

1944年には、マルムステンの指導により、国立美術

館にて「樹皮のボートから自分の家まで（Fran

barkba亡　till eget hem）」という展示が催され、

形態文化に対する指導的な活動を行った。さらに、

1948年には、マルムステンは芸術大学であるコンスト

ファックスコーランにスロイド教師として呼ばれたが、

彼はその地位を1年後に離れている。

カール・マルムステンは一般の形態文化に対する指導

的活動を行ったが、学校教育学の発達にも学者として重

要な影響を与えた。マルムステンは、特に当時の支配的

な学校形態と異なるものを実現することに関与したが、

その背景には自らの教育経験が強く影をおとしている。

マルムステンは、機会がある度に、自らの学校時代につ

いて、ファンタジーがまったくなく、精神的に有害なも

のであったと書き記している。さらに1910年から12年

までの指物師の親方のもとでの徒弟教育の経験が、マル

45　▼一Hemutstallningen pa Liljevalchs

konsthal11917．－一

郎スウェーデンの工芸デザインの流れが、モリスの活

動やアーツ・アンド・クラフツ運動と異なる状況を、マ

ルムステンが、二つの領域から工芸にアプローチしてい

ることに兄いだされる。
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ムステンの教育問題に対する考え方に根本的な意義を持

ち、スロイド教育に働きかける原動力となったと思われ

る。

マルムステンを通して、義務教育におけるスロイド教

科の議論に関し、異なる見地から新しい観点が取り入れ

られた。しかし、サロモンとマルムステンの比較を強調

するあまり、サロモンをまったく古いものとして扱うこ

とは正しくないだろう。サロモンの思想の中には、労働

教育学から導かれたと思われる理念と、スロイドという

教育的手段が美的で実際的教育に貢献する要素を持って

いるという理念が含まれている。それがマルムステンの

理念を受け入れる下地を形成し、より美的＝実際的教育

への方向づけを持った改革へと導くことになる。
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2）マルムステンの設立した学校

マルムステンは1927年の秋にストックホルムで国民

高等学校教師のスンドベルユ（Per Sundberg－）ととも

にオーロフスコーラン（010fsk01an）を設立した。最

初の年はスンドベルユの家で、4クラス35人の生徒で

始めた47。そこでは、子どもの興味を原動力として、

創造的な仕事が子どもの活動意欲を刺激すべく計画され

た。

マルムステンは、学校の趣意書を作っているが、それ

は、ひとつのプログラムと学校の将来の計画を内容とし

ている。オーロフ・スコーランのプログラムと仕事形態

は、マルムステンの思想がいかに具体的に学校活動を再

形成したかを証明している48。学校のプログラムのな

かで、生徒の発達と育成にとって練習教科の意義が指摘

されている。スロイド、図画（teckning）、演劇や、あ

る程度の身体的仕事は、知識教科とともに完全体となり、

学校の時間割において大きな部分が用意された。

オーロフ・スコーランでの活動と平行して、マルムス

テンは機能主義に対する第一の批判者であり、抵抗する

人として先頭に立っていた。機能主義に対する抵抗が現

在のスロイド教育における原動力を形成しているし、現

代のスウェーデンの芸術工芸の特質を形成していると思

われる。スウイディッシュ・モダーンが、機能主義に陥

らなかった原因を考えるには、マルムステンの思想が重

要な位置づけを持つだろう。

カール・マルムステンは、1930年にオーロフスコー

47　cf．Per Hartman，＝　mastarens tlanst，en

Studie av carl Malmstens verkstadssk01as

utvecklinq，1981，Sid19．

48cf．Carl Malmsten′　010f－Sk01ans PrOqram

OChl⊃rOSPekt，S亡OCkh01m1928．
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ランス・ヴェルクスタッド（010fssk01ans

verkstad）という名称の学校を始めた。当初は9名の

生徒だけで小さなものであったが、1942年にセーデル

マルム（Se）dermalm）のクルークマーカルガータン

（Krukmakargatan）に移った時、マルムステンス・ヴ

ェルクスタッドスコーラ（MalmStenS

Verkstadssk01a）に名称を変更した。

マルムステンは、1940年代に、「手工芸と国民芸術

（handasle）jder och f01klig konst）」のための

国民高等学校（f01khe＞gSk0la）を設置する許可を得る

計画を持っていた。1946年、ビグビューホルムススコ

ーラン（Viggbyh01mssk01an）でマルムステンのコー

スが始まったが、それは、手工スロイド（handasl凸jd）

と民衆芸術（f01klig kons亡）のためのニュツケルヴイ

ーケンの国民高等学校への準備であった。この経験を踏

まえて、1949年にマルムステンはニュツケルヴイーク

計画（Nyckelviksprojektet）の創設とプログラムの

概要を出版した49。ヴイツグビューホルム

（Viggbyh01m）での最後の夏のコースは、1957年にも

たれた。その年、エーランドのヴイツクレビューにある

エリオット・ゴーデンを購入した。その邸宅（gard）は、

後に現在のカペラゴーデンの核をつくる。マルムステン

は、その最初から1972年8月に亡くなるまで、カペラ

ゴーデンの夏期コースにわずかな中断のみで活動を続け

た。

将来的にはマルムステンス・ヴェルクスタッドスコー

ラ（Malmstens Verkstadssk01a）もそこに移し、学

校の名前をカール・マルムステンス・ニユケルヴイーク

スヴェルクスタッドススコーラ（Carl Malmstens

Nyckelviksverkstadssk01a）

49carl Malmsten，Nvckelvikssk01ans Vanners

ar坤＿Ok′1949．

205



へと変更しようとしていた。このニュツケルヴイーク計

画（Nyckelviksprojekヒet）は政府の経済的援助を得

ることができず、実現しなかったが、ヴェルクスタッド

ススコーラ（Verkstadssk0lan）の活動は継続され、

1950年に当時新築されたハントヴェルクスフーセット

（Hantverkshuset）の中に移動し、現在も、そこに学

校がある。この学校は1964年にカールマルムステンス・

ヴェルクスタッドスコーラ・イ・ストックホルム（Carl

Malmstens verkstadssk0lai stockholm）という

現在の名称になった。この学校は、マルムステン自身の

財産、彼自身によって集められた資金、並びに学校で制

作された作品を販売することで得た収入によって運営さ

れた私立学校である。現在は、いわゆる私立職業学校と

して、国の補助金を受けているが、学校で生産された家

具等を販売し運営資金にしている。
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3）活動と思想の背景

マルムステンの幅広い活動には、共通した背景がある

と考えられる。マルムステンの活動に見られる共通の観

点を以下に取りあげる。

【中央の国】マルムステンは1888年に生まれた。ロス

トウのテイクオフ理論によるとスウェーデンの産業革命

期は1868年から1890年ということであり、マルムステ

ンは、まさしく産業革命の影響を強く受けた社会で生を

享けたことになる。

マルムステンの時代では、インダストリアリズムの進

行にともなう負の影響として、ハンドワークの消滅、工

場労働における喜びの喪失、品質の低い画一的な様式の

使用、狭く貧しい住居での悲惨な生活などが、スウェー

デンで当面の課題になっていた。

国家的な基礎をもとにした「家庭文化」再建への手本

として、マルムステンはスウェーデンにおける農村文化

のなかに存在した古い自立した大家族を振り返っている。

農民は貧しく、「小さな散らばった農場に孤立して住ん

でいた。しかし彼らは自由人であった。彼らは地方貴族

の権力、僧侶の優越性を知っていたが、かつて農奴であ

ったことはなかったし、1809年の憲法は、全権力を掌

撞している君主さへ、彼らをそうすることができないよ

うに意図されていた。50」その様な「農場（garden）」

のなかで住民によって営まれる仕事と活動は、自然組織

の法則によって相互に関連したところで基礎づけられて

いた。最も近い地域に特徴づけられた原材料、生産と供

給、ゆっくりした、静的に近い発達の速度を通して、「家

50中嶋博訳、レオン・バウチャー、『スウェーデンの

教育一伝統と変革』、学文社、1985年、10頁。
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庭文化（hemkultur）」は、現在の労働力である住民と

以前の世代の活動の間の結び付きによって繁栄していた。

子どもの教育は家庭のなかで行われ、経験主義的に形成

された法律と指図は、各世代間の自然な共同生活を通じ

て習得された。そこでは、労働能力が、身体的かつ精神

的成長とともにうまく教育された。

マルムステンは、「機械時代によって、それ以前の人

間と共に結び付いていた自然の粁（de naturliga

band）が被壊され、精神的ホームレスをつくった。それ

だけに、近隣の人々が部屋を得て、会合し、楽器を奏で

て唄い、劇を演じ、スロイドし、織物を織ることができ、

お互いに見知らぬ人から一緒に住む友人・隣人となれる

場として『コミュニティー・センター（Communi亡y

Centres）』、小さな『中央の国（Mi亡tens riken）』

をつくる必要が生じだl」と記している。インダスト

リアリスムを通じて、スウェーデン社会のなかで、これ

までの農業社会の存続にとって根本的な意義を持ってい

た組織的な構造が、個人的にも文化的にも、ほとんど失

なわれた。「中央の国」と呼ばれるコミュニティー・セ

ンターについての思想は、工業化以前のスウェーデン農

業社会が持っていたシステムの読み換えであると思われ

る。

マルムステンにとって、農村社会の組織構造は人間性

を取り戻す一つの理想的な教育構造であった。

【工芸の教育】しかし、マルムステンは単なる懐古主義

者ではない。個人の一般的発達にとって大きな意義があ

るのは、古き農村社会のロマン主義的理解を促すことで

51carl Malmsten，Mitten＿S rike′　Stockh01m

1949′　S土d　52．
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はなく、その文化のなかで発生する美的教育である52

とマルムステンは考えを進めている。この点について「一

つの国の日用品における芸術的（資質の）含有率は、民

衆の文化標準を示す53」とマルムステンが記している

ことは興味深い。

マルムステンは、「有用芸術（nyt亡Okonsten）にお

ける芸術的復活は、唯一、一般の学校のなかでその活動

を形成し、構築することによって長期の改革によってか

ち取られる形態感覚の一般的育成とともに、それらとの

組織的な関連のなかで芸術工業の特別教育がおかれるこ

とによって達成される54」と考え、学校教育の図画

（teckning）とスロイド教育に狙いを定めた。それらの

教科は、マルムステンによれば、他の学校教科の教育計

画と組織へ基礎的な意味をもつべきものであった。つま

り、手工芸でつくられた機能的で単純なハンドワークに

よって形成された日用品やテキスタイルは、個人にとっ

て適合した形態・デザインによって特徴づけられている。

それらに親しむことによって、若者達はその家庭文化の

「美しく（Ske＞na）」また機能的なものを見る能力が訓

練されると同時に、仕事の器用さや共同生活能力を習得

した人間として訓練されると考えた。

【モリスとの類似性】マルムステンの思想には、ウイリ

アム・モリスとの類似性が多く兄いだされる。先に挙げ

たようなインダストリアリズムに対する否定的な態度は、

52cf・Dick Sundblad，Otto Salomon　－　Carl

Malmsten′　En studiei estetisk－Praktisk

Pedagogik，＝nstitutionen fe）r Konstvetenskap

1973′　Sid　21．

53carl Malmsten′　Sarskilt vttrande，Form

n0　41933′　S土d17．

54carl Malmsten′　＿主わ土d．sid17．
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マルムステンとモリスの両者に見られるところである。

彼らは工業化に対して自然の素材にこだわり、インスピ

レーションの源泉としての自然と共にハンドワークを復

活させようとした。

スンドブラッドも指摘するように、マルムステンのニ

ユッケルヴイーク計画には、ジョン・ラスキン（John

Ruskin）の言葉をまとめた次のようなモリスの文章が

参照されている。「芸術は仕事のなかで人間の喜びを現

すものであると彼は教えている。それは人間が身体的仕

事に喜びを得るときに兄いだされる。もしも人間の仕事

が再び人間の楽しみになるならば、美は再び生産の仕事

の自然で必然的な随行者となる。55」

【スウェーデンスタイル】スウェーデンの自然、見事な

四季の移り変わり、そしてスウェーデンの伝統によって

形成されたスウェーデン気質、これらはマルムステンの

創造的活動に対して大きな影響を与えている。スウェー

デン人の自然に対する思い入れは現代においても非常に

強く、工業化から彼らを救出し、また工芸の独特なスウ

ェーデン・スタイルを生み出したのは、偉大な自然であ

ったとさえ感じられる。特に厳しい冬と明るい春という

対比はスウェーデン的特質を形成し、文学・建築・絵画

などの分野で国家ロマン主義的精神となって表現された。

例えば、カール・ラーションは『家』のなかで、自然と

家庭を国家ロマン主義的に示した。これはエレン・ケイ

も利用したものであるが、マルムステンはカール・ラー

ションとスンドボーンから受けた影響を率直に語ってい

る。「カール・ラーションは、すべての私の生活観に影

響を与えたと思われる。私は彼同様に自発的に感じ考え

55　carl Malmsten，Mittens rike′　Stockh01m

1949′　Sld193．
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た。56」ラーションのスンドボーンの家は、スウェー

デンの春を思わせるごとく明るいものであるが、マルム

ステンの家具もまた、スウェーデンの伝統と融合しなが

らラーション的明るさを持っている57。

マルムステンは、『芸術文化におけるスウェーデンの

特質5g』のなかで、「人間の創造の傍らで、自然は、

美しいものは何かについての教育親方である。自然自身

は、その創造において決して未知で分裂した物のなかで

ごまかさない。その終わりのない森羅万象の姿が表現す

るように、闘争と休息の生活での異なる面の絶え間ない

考察を通して、われわれは美を創り出すための力と判断

力を得るのである59」とスウェーデンの自然と特質を

はっきりと自らの著書のなかで記している。

マルムステンは、「音楽と建築は自然と同様、一般に

休息を与える。家庭の範囲は、同様に色と線の音楽的に

一致した世界である。そこでは和音が自然界から持ち込

まれる餌」と建築の方向を示している様に、根源的な

出発点を家庭と自然に置いていた。マルムステンの教育

学もまた、これを起点にして出発している。

56　Eric wennerh01m，Carl Malmsten hel och

hallen，Stockh01m1969，Sid　51．

57後掲図20参照。

58carl Malmstenl Om svensk■karaktarinom

konstnkulturen，Stockh01m1916．

59carl Malmsten，ibid・．Sid　7・

60carl Malmsten，Ti垣亘り　Sid　9．
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4）マルムステンのスロイド教育

マルムステンのスロイド教育に対する批判は、スウェ

ーデンの学校スロイドに強い影響を与えた。マルムステ

ンは主に公の学校スロイドの堅苦しさとファンタジーの

喪失を批判し、学校スロイドが、一般の学校におけるす

べての教育に対する中心的で集合的な教科になる機会を

失ったと考えた。

マルムステンは、その根本的理由は、子供の性質に適

合することが考慮されていないことであり、いまだ「自

然な育成原理（den naturenliga

uppfostringsprincipen）、自主的活動、仕事と子

供の性質の観点61」が、学校のなかでなんらかの大き

な広がりを見せていないような時代に、学校スロイドの

方法が形成されたことにあると考えている。つまり、マ

ルムステンは子どもを捉える観点に時代的変化を兄いだ

しており、「ネース・スロイドが樹立したような非常に

厳格なモデルシリーズは、若いスロイド家にとって援助

というよりも、むしろ障害物であり、その様なシリーズ

は、しばしば、彼らの自然な創造的本性を窒息させてし

まう62」と考えた。そして、時代に適合しないネース・

シリーズを廃し、子供の率先、教師の指導、地域の特質

を合成した「自由なシリーズ（frl serie）」を構築す

ることを望んだ。　マルムステンは、スロイド教育が子

どもの自発的興味と衝動から創造的仕事へ出発すべきで

あると考えた。その結果、これまでのモデルシリーズの

61Dick Sundbladl PP・CiL′　Sid24・

62　01le Ryegard，Sk0lsle）1di sveriqe och

e）Vriqa Norden，Linコenamndens skriftserie

82：1，Universi亡eteti Like）ping，

＝nstitutionen fe）r Sle）jd，Like）Ping1982，Sid

21．
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概念を廃止し、その代わりに自然的学校スロイド（den

naturenliga skoisle）jden）の原則によって組織づ

けることを主張した。

生徒が自己選択した課題は自分自身で木工芸技術

（Snickeritekniksa）の困難性を解くと同時に、良い

形態感覚を学ぶように教えるべきである。こうした観点

からマルムステンは、子どもが完全に自分で選んだ課題

の中に従事している限り、子どもが自分で技術的問題を

解く動機を得ることができると考えた。

結果として、その方法で子どもが製作したスロイド製

品は、人が古いへムスロイドのなかにあると思っていた

健康かつ表現の豊かな表情を得ることができた。「自然

なスロイド（den naturliga sle）jden）」に対する子

どものポジティブな経験と共に、眠ってしまった国民ス

ロイド（f01ksle＞jden）を新しい生命力によって呼び起

こしたかったのだと言えよう63。

1930年には、マルムステン・スロイド連合

（Malmstenska sle）jdfe＞rbundet）が発足した。その

狙いは、主に国内であるが、北欧の近隣諸国でも展覧会、

講習会活動を通じて「自然なスロイド（na亡urenliga

slOjden）」を促進し発達させることであった。

マルムステンの方法論もまた、ネース・システムと同

様に、容易なものから困難なものへと進められるのであ

るが、マルムステンは子ども自身の創造欲求に最大限の

意義を置いていた。この点でネース・システムと大きく

異なっている。マルムステンによれば真のスロイド活動

は、子どもの特性を示している彼ら自身の興味を利用す

ることで、子ども自身が目標選択をすることに始まり、

デザインを行う。スロイドの技術的正確さの要求や色と

63　cf．Carl Malmsten，旦声n naturrenliqa

Sle）．iden．Arbetssatteti f01ksk01an′　red．

Karl Nordlund，Stockh01m1926，Sid　80．
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形態の問題なども、子どもに定められた要求が教師から

出発するのではなくスロイド目的物の製作との関連のな

かで子ども自身から導き出されねばならないというのが

マルムステンの考えであった。

その仕事の方法は方法的に以前のものから相当に離れ

ていた。一つの明かな相違は、目標が自由にスロイドさ

れることで、技術的解決が工芸的に批判されないことで

あった。木材工芸用机のかたわらでは、子どもが自分自

身で仕事を計画し、自分自身で指物技術問題を解決する

こと、自分自身で形態的見地を吟味することを強いられ

るようになったのである。

「自然なスロイド」に対する原則をマルムステンは、

以下のように記している。

「1．スロイドは、自由に形成された仕事で、プリミテ

ィブなスロイド家（S16jdaren）の仕事方法と、自分の

手でスロイドする子供（POjkens）の仕事方法の合意の

なかで導かれる。

2．正確な遂行を要求される仕事は、興味を失った猛

訓練によって達成されるのではなく、楽しみを配慮した

正確さ以外に生徒に課されるものはない。

3．定められた順番で整理された道具の練習として確

立されたモデル・シリーズはもはや採用されない。その

代わり教師との相談で、自分自身の選択による自由な仕

事が遂行される。

4．荒削りの指物（grovsnickeri）と細かいスロイ

ド（finsle）jd）、自由なデザイン（fri formgivning）

と正確な仕事（PreCisionsarbeten）の変化は、合理

的な仕事の学校（en rationell arbetssk0la）のス

ロイドを形成する。
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5．色彩感覚（farg－Sinnet）は、形態感覚

（formsinnet）と並んで練習される。

6．構成的なかつ装飾的な図画（teckningen）は、

スロイドとの親密な関連のなかにおかれる。

7．そのスロイドには、自主独立性

（Sjalvstandighet）と判断能力が養成され、ならび

に手の能力と形態感覚が練習される、より根本的な人間

的一技術的教員養成が要求される。糾」

マルムステンの記した原則のなかで1か＼ら4の点は、

個人と仕事の選択における大きな自由を通じて、学校ス

ロイドへの生徒の興味を促進させ維持することと、スロ

イドの一般的教育意義を強化することに係わっている。

正確さと技術的な能力の意義は当時のものより相当に後

退している。またプログラムの5と6のなかで指摘され

ている生徒の美的育成は自然なスロイドのなかで大きな

意義を持っていた。

【ネースとマルムステンのモデルの比較】スンドブラッ

ドは、ホルムの序文とともに1931年に出版されたネー

スのモデルシリーズと3年前に出版されたマルムステン

の作例を比較している65。その比較は両者からキャン

ドルスタンドという同様の目標対象物を選んで対置させ

ている。スンドブラッド自身は、公のものとマルムステ

ンが主張した自然なスロイドの両者における形態特性の

相違に対して、完全に明白で公正な像が示されていない

と指摘しているが、それらの手本の検討が完全ではない

にしても、一つの明らかな方向性を示していることは確

64carl Malmsten，ibid．，Sid　80．

65cf．Carl Malmsten，TechnincTar f凸r

trasle）1di hem och sk01a1－　3，Stockh01m

1923（1929）．
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かである。

ネースから出されたモデルシリーズによるものは、ほ

とんど直角と直線、厳密なシンメトリーの構成、ならび

に控え目の装飾だけを利用している。スンドブラッドは、

その結果が「純粋で引き締まった建築的な表現」になっ

ており、「それら直線は、生徒の材料加工を容易にし、

修正された形態というよりも、ネース・システムの練習

原理の継続として見られる66」と言う。サロモンが、

モデルの構成にとって重要であると取り上げた8つの項

目67　のなかの、1にある「賛沢な日的対象物を避ける」

ということや、まさに3の「モデルは純粋な形態を通し

て形態と美的感覚の発達に貢献する」という点と関連し

ている。これは、サロモンが1884年に記したものであ

るが、1930年代始めに、いまだ、それが守られている

ことが理解される。ネース・システムの作例は、その理

念から単純な形態となっているが、それは、生徒自らの

色彩や形態における能力を育成することが困難な側面を

も持っている。それは、確かに、生徒の自主性の訓練を

もたらしていないと想定される。その様な欠点が兄いだ

される一方で、ネース・システムは、スウェーデン全国

のスロイド教育の標準を形成し、包括的技術と形態特質

の育成を可能にした。それはスロイドの指導に対し、主

に教師に実際的な適応と計画における堅実性と安全性を

与えた。

一方、マルムステンによる作例は、1923年に初版が

出され、1929年に再顕された。そのなかで例示の詳細

説明の前書きに、それらの図が単に生徒と教師のための

提案であることが強調され、寸法の設定、形態、表面加

66Dick Sundblad，Or）．Ci亡．′1978，Sid　25．

67本論文、第三章、「3．サロモンの教育理念」のな

かの「ネースシステム」を参照。
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工は、その前書きによると自主独立に行われることが許

され、また望まれている。また着彩をともなう装飾が推

薦されていることがネースシステムと全く異なり、そこ

では色彩・形態そしてファンタジーに対する感覚が要求

されている。

マルムステンの目標対象物では、厳密なシンメトリー

はすでに大きな意味を持ってはいず、直角と直線もない。

しかし、最も単純な構成と形態で生徒のスロイドに対す

る興味を勝ち得て、激励することを求めたマルムステン

の努力が見られる。規定された寸法はなく、色彩と装飾

の強化が推薦され、生徒の個人的かつ自立的な要求によ

って自由に変形し形態を調整する。

スンドブラッドによると、マルムステンの製作における

方法は、「本物の素材の使用というマルムステンの基本

的な思想のひとつと関連し、木材の構造、節、木の皮、

割れ目、その他の不均質性が、ここでは扱われ、さまざ

まな形態と効果に到達するために使用される68」。

68Dick Sundblad，ibid．，Sid　26．
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4．統一学校制度への歩みとスロイド教育

スウェーデンは、その外交政策の努力により第二次世

界大戦も第一次世界大戦と同様に参加しなかった。世界

大戦に参加しなかったが、それによる犠牲は大きく、社

会的な不安定は教育行政に影響を与えた。しかし、スウ

ェーデンの中立政策は、学問研究の理念上の発展を可能

にしたとも思われる。その様な理念上の発展をもとに、

第二次世界大戦後には、教育の民主化という努力が、政

治上でも、社会民主主義の優勢のもとで進められた。

1）1940年学校教育調査委貞会

統一学校システムの形成と、より高い学年への片寄り

のない補充について高まる要求を受けて、連立政権は、

その検討を行う専門家委員会として1940年度学校調査

委員会（1940　ars sk01utredning）を設置した。設

置に際して示された政府の指示には、地方の若者が、よ

り高い教育を受けることについての可能性を改善するこ

と、都市の子どもや若者に対し、より実際的な教育を目

指すことなどが、学校の総合的な目標の達成という見地

から強く要求されている。

総合的な学校の目標に関しては次のように記している。

「その調査の仕事にとっての一般原則は、学校の最後の

目的が知識の伝達ではなく、言葉の最も広く最も深い意

味における教育でなければならない。・・・最終目的は、

小規模で博学な学者ではなく、・・臨機応変な行動ので

きる人間である併」。

しかし、リチャードソンによると、その調査委員会を

691940　ars sk01utredning，Sk01ani

Samhallets　亡1anst，SOU1944：20′　Sid　28．
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設置し、自ら委員長になった国務大臣のバッゲ（Bagge）

は、様々な学校を統合しようとは考えていたのではない

70。委貞会の最も大きな課題は、いかに国民学校がよ

り高次の学校に結び付けられるかという問題であった71。

【スロイドについて】1940年度学校調査委員会は教科

スロイドに対するコースプランに対して次のような考え

方を示している。「自らの能力によって、生徒達の実際

的な判断力（Praktiska omde＞me）、形態感覚

（formsinne）、良い趣味（goda smak）を発達させ、

ならびに手の仕事に対する意向と尊敬を目覚めさせるこ

とが、学校スロイドの重要な教育手段である。だからこ

そ、それは実際的な教育教科（1aroamne）として大きな

意味を持っている。以前に述べたように、われわれは、

学区も生徒も同様にその教科を義務的にしようとするた

めに、今や正規の授業のなかに兄いだそうとしてきた72

」と記している。スロイド教育は、依然として、政府の

規定では正規の授業時間外で行われていたが、先に記し

たようにすでに大きな広がりをもって国民学校で設置さ

れていた。この発言は、制度的な面から実際の状況に対

応しただけと思われる。しかし、スロイド教育が、よう

やく正規の授業時間内で行われる可能性が政治レベルで

示されてきたと言うことができよう。

【1940年学校調査にみるスロイドの目標】スロイドの

目標については、1919年指導計画に記された事項から

70cf・Gunnar Richardson，Svensk

Sk01て）01itik1940－1945，Stockh01m1978．

71cf．S．Marklund，Sk01sveriqe1950p1975′

De111950　ars reforrnbeslut，Stockh01m1980．

721940　ars sk01u亡redning，Sk01て）likttidens

Sk01former，SOU1946：11，Sid　308．

219



削除されたものはないが、幾つかの追加が行われている。

それは、製作される対象が、「家庭（hemmet）、学校

（Sk01an）、遊び（leken）、そして野外生活

（frlluf亡Shveい」に関わるなかで、「秩序と正確さ

（Ordning och noggrannhet）」の育成と、「形態感

覚（formsinne）」の発達がスロイド教育で行われると

いう表記である。

これらの追加は、1919年の指導計画にはなかったとは

いえ、「秩序と性格さを促進する」や「形態感覚」とい

うという表記は、サロモン自身が使用した用語に他なら

ない。

【モデルシリーズの扱い】1940年の学校調査は、1919

年の指導計画と比較して、生徒が自分の希望と条件にし

たがって自らの目標対象物を選ぶことができるグループ

の必要を強調しており、モデルシリーズに関する以前の

指針を補正したが、この点についても、サロモンが導入

していたエキストラ・モデルの概念の延長線上での表記

にすぎないと考えられるだろう。

2）1946年度の学校委員会

第二次世界大戦の末期には、学校行政と係わる論争が

表面化した。それまで、教育学的な面からしか語られて

いなかった学校の意味や役割についての新しい考え方が、

政治的な側面からも徐々に論じられるようになった。社

会の中で増加した平等性の要求のひとつとして、教育に

おける平等性の要求が強くなったのである73。

1945年に発足した社会民主主義政府は、学校調査委

73Ake＝sling，Kamて）en fe）r OCh mot en

demokratisk sk01al．，Samhallss亡ruktur och

Sk0lorganisation，Halsingborg1980．
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貞会の提案を再検討する調査委員会を国会に設けた74。

学校調査委員会は国民学校とレアルスコーラの統合に大

筋で同意していた。その調査の仕事や委員会付託の見解、

さらに新聞論争などをふまえながら、1946年度の学校

委貞会（1946　ars sk01kornrnission）は統一学校への

統合案を取りまとめることになる。

学校委員会は答申のなかで、学校の教育的役割を強調

した。その内容は、当然、社会的に広まっていた平等意

識に対応するものであり、「民主主義は、すべての市民

の自由な協働の上に形成される。その様な協働は、自由

な人格の上に形成されるべきである。学校？第－の役割

は、民主主義的人間を育成することになる75」と記し

ている。

また、教育目標は答申のなかで次のような項目に分け

て明記している。「世話（OmVardnad）、研究教育

（Studiefostran）、言語と計算能力（SPrak一　〇Ch

raknefardigheter）、一般教育（allmanbildning）、

美的教育（estetisk fos亡ran）、実際的育成

（Prak亡isk fostran）、職業教育（yrkesfostran）、

健康教育（halsofostran）、社会教育と人格形成

（SOCial fostran och personlighetsdaning）」。

上記の目標はすべて、教科と学年にかかわらず共通して

取りあげられている。そうしたなかで、「学校の教科が、

芸術的質に対する感覚を目覚めさせる可能性を持ってい

る76」と答申に記載され、「美的育成」という用語が

1946

74cf．Gunnar Richardson，OP．Cit．，1978．

751946　ars sk01kommission′1946　ars

Sk01kommissions betankande med fe）rSlaq till

riktlinler fe）r det svenska sk0lvasendets

utvecklinq，SOU1948：27′　Sid　3．

761946　邑rs sk01kommission，ibid．，SOU

1948：27′　S土d　31．
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年度から登場したことに注目しておきたい。

【理論的教科と実際的教科】スロイドは、1946年度の

答申では、「実際的教科（de praktiska amnena）」

のなかで扱われ、「理論教科（teoretiska amnena）」

と同等に扱われるべきであると記されている。それは、

手の仕事と知的な仕事という二つのカテゴリーから脱し

ていないように辟じられるが、ようやく伝統的な人間の

素質に対する高い理念的なものと低い物質的なものとい

う二つの分類から脱し、個々人のなかで、両者は均衡を

形成するべきであるという考え方が表明された。答申に

は「そこで強調されるべきことは、それら実際的仕事は

自らの理念を持ち、単に手の活動ではなく脳の活動でも

ある77」と記されている。特に高学年においてヴァリ

エーションを広げることにより、学校の役割が、実際的

な仕事や手による仕事を、理論的なものと同等にする様

な社会的価値を与えられることに貢献することが強調さ

れる。それは、社会適応型の教育目的とは異なり、学校

の役割が、より積極的な意味をもってとらえられてきた

ことも示している。

【創造性】スロイドの役割は美的教育と実際的教育につ

いての問題のなかで記されている。実際的な仕事は、「芸

術的素質に対してや自主独立性、責任、人格形成に対し

ても必要な余地を残しており、一般教育に貢献すること

が決定的な点である78」と記され、美的教育との関連

でも使用された表現「特に低学年において、自由な創造

771946　ars sk01kommission，ibid．，SOU

1948：27．S土d　32．

781946　ars sk01kommission，ibid．，SOU

1948：27′　Sid　32．
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的活動の形態を得るべきである79」とともに創造性と

の関連が重視されている。自主独立性および芸術的素質

の観点と、創造的活動形態との関連は深く、1946年度

の学校委員会の中心理念であった民主主義的人間の育成

という大前提のもとで、その重要性を考察する必要があ

ろう。特に1946年の段階で、実際的教育と美的教育の

なかで創造的活動の形態という考え方が示されたことは

興味深い。

創造的活動のなかで「子ども達は、自らのファンタジ

ーと感覚に対し個人的な表現を与える紬」ことができ、

自らを表現する生徒自身の試みは、彼らに「自らの創造

衝動への感覚とファンタジーへの表出を与えるSl」も

のであると記された。そこでは民主主義的人間の基礎と

して個人の表現が尊重されている。

【自主独立性】1920年以降における児童を中心に据え

た考え方と、ナチス政権のドイツに対する危機感は、教

育における子どもの「自主独立性」の形成に大きな影響

を与えた。スウェーデンでは、全体主義への批判と民主

主義の公民教育との結び付きが兄いだされる。この関連

と共に、アイデアの形成や仕事の計画における「自主独

立性」の強調は、特に第二次世界大戦後に現れている。

これまでの権威主義的な教育からの脱皮が必要とされた。

トロツツイグは、「何千という男子が、ネース・スロ

イドと共に成長した。問題は、一生を通じて活用される

「指物スロイド」のような能力を習得したか、あるいは、

791946　ars sk01kommission′ibid．，SOU

1948：27′　Sid180．

801946　ars sk01korrmission，ibid．，SOU

1948：27′　Sid180．

811946　ars sk01kommission，ibid・，SOU

1948：27′　Sid　32．
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ほとんど全てを忘れてしまいたいような厳しい訓練によ

る教育の思い出をもっているかである82」と記してい

る。また、ルンドベルユは、筆者とのインタビューのな

かで、「ネース・システムが追求されるなかで、そのシ

ステムから遊離していると見なされる生徒自身のアイデ

アは重視されなかった。それは、スロイドだけに係わる

ものではなく、学校のすべての態度がそうであった。ミ

リメーターレベルでの正確さの要求が多くの生徒達を恐

怖におとしいれた。しかも、社会は権威主義的な立場を

持っていたので、生徒達は教師の指導にただ従うだけで

あった」と語った。これらは第二次世界大戦後に大きな

変化を余儀なくされる。

上記の問題に係わるスロイドの論争は、主にこっのグ

ループが対抗するなかで展開した。一つのグループはネ

ース・システムの信奉者達であり、もう一つのグループ

は子どもの創造的可能性を強調し、それまでの古いスロ

イドが身体的にも実際的にも子どもに適合していないと

いう観点に立つ人たちである。その中心的なリーダーは

カール・マルムステンであった。

新しい教育心理学の発達と共に子どもに関する見解が

変化し、子どもが自分自身を表現する必要性が生じてき

た。第二次世界大戦では、独裁的態度と盲目的服従が人

間性の問題にとって解決にならないことを悟らされた。

社会形成の手段としての民主主義に対する信頼が、新し

い原理によって学校を組織する必要性があることを示し

た。こうして、この時期に新しい種類のスロイド指導が

台頭し始める。

82Eva Trotzig，Tva upPSatSer Om tidiq

SVenSk sk01sle）1d，Otto Salomon　－　en SVenSk

Pedagog som fattinternationell betydelse．′

Skapande Vetande Rapport nr　9．，

UniversiteLeti Linke）Ping，Linke）Ping1988′

S土d　23．
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3）1948年の芸術調査委員会

美的育成の概念は1940－1950年代の調査委貞会の仕

事と関連している。「美的育成」という用語は、1940

年度の学校調査委員会（1940ars sk0lutredning）

によって使用され、1946年度の学校委員会（1946　ars

sk01kommission）では限定された意味で使用された一

つの概念になった。そして、それが∵般化するのは

1948年の芸術調査委員会による報告「スウェーデンの

美的育成を促進するための方法への提案、スウェーデン

での芸術形成＄3」を通してである。

それはハーバート・リード（Herbert Read）の『芸

術による教育糾』の影響を受けている85。そこでは美

的育成の概念が、感覚育成（SinnesfosLran）へと広げ

られた。芸術調査委員会の報告書は美的育成の中心的な

役割を次のように記している。「人々は、種々の異なる

能力の発展と、知識的そして感情的精神機能の間の調和

的バランスの創造という観点から、美的経験の意義を理

解し始めてきた。美的育成は、もはや、ひとつの決めら

れた学校教科のなかに包含されうる、あるいは、ひとつ

831948　ars konstutredning，KonstbildnincTi

Svericre．Fe）rSlacT till atcrarder fC）r aLt

framla svensk estetisk fo亡ran，SOU1956：13，

Stockh01m1956．

糾Herbert Read，Education throucrh art，

London1943′　スウェーデン語版は、UlつPfos亡ran

CTenOm konsten，Stockh01m1956。

85＝NSEA（＝nternational Society for

Education through Art）は、リードが、率先した国際

的組織であるが、それが組織された1957年からスウェー

デンの教師は会員として参加している。1984年に、スウ

ェーデン・インセア協会（en svensk＝NSEA－

ferenlng」が設立した。
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の限定された知識領域の学習を通じてかち取られるよう

な何物かとしては理解され得ない。それはむしろ、すべ

ての学校教育を押し分けて進むべき、発展を推進する力

への新しい教育学的に実り多き立場として記される鮎」。

「それ故、美的経験という概念は、一般的な意識の中で

われわれの日常生活（そこでは、コーヒーカップから掲

示板まで幾千というものが美的熟視と経験にとって対象

となりうる）の一部へ拡大され形成されねばならない87

」。

この調査報告によると、教師はこどもの創造に対する

心理学的前提について基礎的な理解が必要であると強調

されている。なかでも「感覚の印象に対するわれわれの

感受性、つまりわれわれの美的感性は、高い度合でわれ

われの手の仕事と係わっているということが、古くから

の洞察である郎」という記述が示すように、テックニ

ングとスロイドの教科が美的育成にとって重要な役割を

果たすと考えられていた。また、学校の学習における創

造的活動は、自主独立に知識を収集する、世界を感覚的

に経験する、そして経験したものを形づくるための能力

の訓練、などを意味し、こどもの創造的能力を刺激し発

展させることは、学校教育の最も重要な任務のひとつで

あると考えられた。

861948　ars konstutredning，Kons亡bildninqi

Svericre．Fe）rSlaq till atcrarder fe）r att

framla svensk estetisk fotran，SOU1956：13′

Stockh01m1956．sid15．

871948　ars konstutredning，主垣iq＿．′　SOU

1956：13′　S土d18．

881948　ars konstutredning′　＿主垣主q＿リ　SOU

1956：13′　Sid19．
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5．統一学校研究期間の三つのスロイド目標

1946年教育改革委員会が提出した9年制の統一学校

への提案は、大規模な一連の委員会に付託され討議が重

ねられた結果、1950年5月26日、国会でほぼ満場一致

で可決された。ただし、付帯決議として、10年間の実

験と研究調査を義務づけられた。つまり10年後に再検

討をすることになっていた。

1950年の国会決議で9年制の義務学校教育について

の同意は明らかであったが、統一学校が、現存の学校形

態と共に設立されるのか、あるいは、それと置き換えら

れるのかどうかについて、決定文の解釈は1956年の国

会まで明白ではなかった。したがって、再検討がなされ

る1962年までの期間においては、レアルスコーラ、国

民学校そして9年制統一学校という三つの枠組のなかで、

スロイド教育の目標が記されることになる89。

1）1950年レアルスコーラのためのコースプランと方

法的指針（Kfr　50）

三つの枠組のなかで第一のものとして、普通レ一口ベ

ルク90、コミューンのレアルスコーラ91、実用コミュ

ーンレアルスコーラ妃　における4年および5年制コー

スのための目標設定が、1950年に、「レアルスコーラ

脚後掲図21参照。

90”allmannalaroverkT一＝普通高等専門学校とも訳

される。

91一一kurnmunala realsk01or・・＝中等学校

92一一praktiska kornmunila realsk01orT・＝実用コミ

ューン中等学校
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のためのコースプランと方法的指針1950年93」のなか

で記された。

そこでは男子スロイドと女子スロイドに分けられた見

出しのもとに、スロイドの目標が記されている。ここで

は、男子スロイドのための目標を概観する。

そのスロイド目標によるとスロイドは「単純な目標対

象物を自主独立につくる能力」を与える。Krf　50のな

かで自主独立性は、つくる（亡111verka）、製造する

（PrOducera）、素材で作り出すことを意味する「つく

る（ferfardlga）」という言葉と関連がもたれるム　し

かし、自主独立性がその「つくる」なかで最初のアイデ

アの段階に関わるかどうかは明記されていない。

「形態感覚を発達させる（utveckla formsinnet）」

は、美的育成の美的価値に対する感覚を指す表記である。

秩序・整頓（Ordning）や凡帳面さ（noggrannhet）の

育成もまた「形態感覚を発達させる」という表現と関連

され、教室やスロイド教室の中での秩序・整頓だけでは

なく、製作される生産品における形態の秩序も意味して

いる。

実際的能力育成として、素材、能力、一般的器用さと

実際的判断や、手仕事に対する敬意などが取り上げられ、

レアルスコーラのスロイド目標のなかで中心的な役割を

果たしている。それらは「家庭、遊び、余暇」とつなげ

られ「単純な目的対象物を製作する能力」と「良き趣味

（god smak）」いう表現をもって、学校外の活動に対す

るスロイドの教育的役割も示されている。

2）1955年の国民学校指導計画（urf55）

93skole＞VerStyrelsen，Kursl⊃laner och

metodiska anvisninqar fe）r realsk01an．

S亡OCkh01m1950．
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国民学校におけるスロイドの目標は、1955年に公布

された1919年指導計画の改訂と、「7年制国民学校の

時間－およびコースプラン1954年94」によって

表記された。それらの後に「国民学校指導計画1955年

（Urf　55）95」が表記し、スロイドに対する変更目標が

決定されたが、Urf　55のスロイド目標は1954年のもの

と一致していた。

【義務教育教科としてのスロイド】1955年の国民学校

の指導計画を通して、スロイドは初めてスウェーデン国

民学校の第3学年から義務教科となった。しかし、スロ

イドは、国の決定以前に地方教育庁（Sk0ls亡yrelsen）

によって、義務と同等に扱われていた駆。それは明ら

かに、政府がそれを了承したということに他ならない。

その時間計画でスロイドは、第3学年に2時間が課され、

第4～6学年に4時間が課されたが、英語を勉強してい

るものには1～2時間を減じることができた。第7～9

学年は、教科の選択に応じて0時間から11時間まで、

ヴァリエーションのある時間数をスロイドの時間に持た

せた。

【男子と女子の取り扱い】テキスタイルスロイドと木材

スロイド・金属スロイドの二つのスロイド種に共通の目

標が記され、各々のコース内容が別々の見出しのもとで

記されている。しかし、それにはスロイド教科の選択枝

94　sk01e）VerStyrelsen′　Tim－　OCh kursPIaner

fe）r Sluariq f01ksk0la，Stockh01m1954．

∬「国民学校指導計画1955年（Undervisningsplan

fe＞r rikets f01ksk0lor1955）」はその頭文字から

Urf55と呼ばれる。

961955　ars sle）jdlararutbildning′

Utbildninq avlararei manliq sle）－id，SOU

1957：35．
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が、単に木材スロイド・金属スロイドが男子で、テキス

タイルスロイドが女子であるという様な形で係わっては

いないということを指摘する指針が加えられた97。

美的育成と関連して、創造的側面が「自主独立のそし

て創造的仕事（Sjalvstandigt och skapande

arbete）」という表記のなかで比較的明確に示され、

感覚育成の側面が「形、色、質に対する感覚（kansla

fe＞r form，farg och kvalitet）」と詳しくなった。

実際的能力育成に関する目標の表記は「実際的判断

（Prak亡iskt omde）me）」や「器用さ（handighet）」

とともに道具を扱う能力も重視している。簡単な対象の

製作、素材と道具は、Urf　55の目標のなかでひとつの

核を形成している。

消費者育成は、一つには質に対する感覚と素材の知識、

一つには行動準備（handlingsberedskap）と器用さを

扱う。その器用さは、「自分が利用したり家庭の必要の

ための仕事（arbeten fer eget bruk eller

herrme亡S behov）」に示される様な、学校外の活動を

指す。その表記は、プライベートな利用に対する余暇の

活動を目指しており、職業準備の能力への連想はない。

【自主独立性とモデルシリーズ】スロイドの目標のなか

で以前には示されていなかった表記の一つとして、「自

主独立の、そして創造的仕事への能力」に関する意識的

な強調がある。その主要点／指針は、「生徒達の自然な

創造意欲（elevernas naturiga skapardrift）」

育成である。モデル・シリーズや目的対象物のグループ

についての指針はない。明らかに、その教科は一般的な

97cf．Sk01e＞VerStyrelsen，Timlaner och

huvudmoment vid fe）rSe）ksverksamhet med

nioaricT enhetssk01a1955．，Stockh01m1955．
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道具を取り扱う基礎的な能力を与え、実際的な判断力や

器用さを発達させることを目標にしている。

3）9年制統一学校における試験活動での時間割と主要

点98　（TOh　55／59）

1946年の学校委員会（Sk01korTmission）の答申は

「学校の役割は‥・実際的かつ手の仕事に、理論的な

ものとそれらを平等にする様な、ひとつの社会的価値を

与えることに貢献することである押」という明かな社

会的目標設定を表記している。それは一つには、「家庭

文化の創造（Skapandet av hemkultur）」にとって、

一つには「多くの種類の職業養成教育」にとって重要で

あるという視点から、実際的仕事へのその立場を大きな

明瞭さをもって表記したものである。50年代のコース

プランの仕事では、学校スロイドが学校外の日常生活や

学校教育以後の生活と結びつけられることが希望されて

いたと言うことができる。来るべき学校改革における思

想とともに作成された9年制統一学校の試験活動におけ

る時間計画と主要点は、実際的教科（Praktiska

amnen）のために共通目標を掲げることであった100。

スロイドの目標は、実際的教科という表題のもとで表

記されている。したがって実際的能力の育成が、中心的

な位置づけを持つことになる。実際的な種類の仕事の課

98sk01e）VerStyrelsen，TimDlaner och

huvudmoment vid f凸rse）ksverksamhet med

nioariq enhetssk01a1955／1959（Toh　55／59）．

991946　ars sk01kornmissions betankande med

fe）rSlacT till riktlinler fe）r det svenska

Sk01vasende亡S utVeCklincr．，SOU1948：27，Sid

32．

10O sk01e）VerStyrelsen．Undervisninqsr）lan

fe）r rikets f01ksk01or1955，Stockh01m1955．
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題のなかで、素材（木材、金属と他の素材）の知識と道

具の知識は自主独立性や器用さにとって基本的である。

道具と器用さは、以前のスロイド目標（1989年と1919

年）にも記されているが、スロイドの素材の中で仕事を

する能力と仕事の方法についての知識との両方について

詳細な表記が行われた。

「手の仕事に対する尊重と興味（respekt och

intresse fe＞r handens arbete）101」という表記

は、「実際的仕事に対する敬意と興味（aktning och

intresse fOr praktiskt arbete och

praktiska yrken）102」と同じ様に見られるが、「実

際的仕事と実際的職業に対する敬意と興味」という追加

は、新しい学校における目標設定を明確にしている。

実際的教科という枠組の中に位置づけられる一方で、

美的育成についても、「創造的仕事への能力を発達させ

る（utveckla fe）rmaga　亡ill skapande arbete）」

や、「形、色、質に対する感覚、‥・そこから美的教

育を与える（kansla fe）r form，farg och

kvalite亡　OCh pa sa satt ge estetisk

fos亡ran）」という表記が、テキスタイルスロイドと木

材－および金属スロイドにおいて共通に記された。

Urf　55のなかにある創造的仕事への「自主独立に」

という表現はToh　55にはない。しかし、1919年度の指

導計画のスロイドの指針のなかでは、モデルシリーズが

それに含まれる仕事の図面と共に推薦されたが、TOh

55では「進取の気性（fe＞retagSamhet）と考案の能力

（uppfinningsfe）rmaga）」を促進するために、生徒が、

101sk01e・VerStyrelsen，＿it）id＿‥　Stockh01m

1955．

102sk01e）VerS亡yrelsen，Timr）laner och

huvudmoment vid＿阜e）r＿S∈！ksverksamhet med

nioariq enhetssk01a1955／1959（Toh　55／59）
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それらモデルシリーズを離れて自ら仕事の図面を措き、

「自由な選択による目標対象物103」を制作するべきで

あると記された。モデルシリーズは50年以上にわたっ

て中心的な役割を果たしてきた。一方、子ども自身の生

産品のなかでの個人的表現は、自主独立性という観点か

ら、他の学校の仕事、例えば作文や絵画でも重視され、

1919年にはその意義がスロイドのなかでも認められて

いた104。しかし、当時、それは創造性の問題として自

明な部分ではなかった。Toh　55のなかでモデルシリー

ズが削除されたことは、すべてのスロイドの仕事の手順

において自主独立性を入れる余地があると考えられ、美

的育成や創造性の問題との関連が形成され始めたことを

示していると思われる。

消費者育成という概念は、その文章表現のなかには見

られないが、1960年代の消費者育成に対する意識的な

狙いづけを導いた表現として、素材の知識、実際的判断、

器用さ、質に対する感覚などが見られる。

103　cf．Sk01e｝VerStyrelsen，

Undervisnincrsて）lan fe）r rikets f01ksk01or

とまま且．

104cf．1940　ars sk01utredning，

Sk0lPlikttidens sk01former，SOU1946：11．
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6．1957年度の学校準備委貞会

統一学校制度が既存の学校制度とどの様な関連を持つ

のかという問題における不明確性は、1956年の国会で

解決された。そこでは就学義務児童をすべて共通の学校

で教育すべきであると決議されたのである。国会決議に

もとづき9年制の義務教育学校の根本方針を示すために、

1957年度学校準備委員会（1957　ars

sk01beredning）が任命された。その名前が示す通り、

1957年度の学校準備委員会はスウェーデンの子ども達

すべてに共通な学校制度の設立準備を進めることになる。

【実際的仕事の位置づけと理論的仕事】1957年度の学

校準備委員会は、スロイドの目標のなかで、以前からの

表現である手の「器用さを発達させる（utveckla

handighet）105」を強調したが、1919年の指導計画に

見られる「身体的仕事に対する敬意と意向を目覚めさせ

る」や1940年度の「手の仕事に対する意向と尊敬を目

覚めさせる」、1955年の国民学校のための教育計画の

「手の仕事に対する興味と尊敬を目覚めさせる106」と

いう様な、敬意や尊敬、意向という表記がなくなった。

1946年度の学校委員会のなかで指摘した様に、実際的

な仕事が理論的な仕事に対して等価性となるごとく尊重

されることが努力されてきた背景には、スロイド教育の

職業準備的な表現を除き生徒の美的＝実際的教育を強調

することで、スロイド教育を義務教育の正規教科として

1051957　ars sk01beredning，LaroTDlan fe＞r

qrundsk01a och facksk01or，SOU1961：31．，

1961．

106Kungliga sk01e）VerS亡yrelsen，

UndervisnincrsPIan fe）r rikets f01ksk0lor，

Stockh01m1955，Sid140．
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スウキ－デンのすべての子ども達に課されるようにした

いという要求があったと思われる。

【美的育成】1955年の『9年制統一学校における時間

計画と主要点（Timplaner och huvudmoment vid

fOrse＞ksverksamhet med nioarig enhetssk01a

1955．）』のなかの「美的育成」という概念は、1957年

の学校準備委貞会のもとで更に広い意味となり、外界

を知覚し経験する生徒の能力として表記された。また、

そこでは、スロイド教育が創造的活動への能力を発達さ

せることを通して、美的教育に貢献すべきであると考え

られ、1955年から1970年代まで変化せずに残った「一

つの仕事を自主独立に計画し遂行する」という表記とと

もに強調された。こうして、美的感性が創造的な手の仕

事と結びつけられるという芸術調査委員会の狙いは達成

されだ07。

スロイドの素材は以前から取り上げられていたが、素

材の知識について「素材の特質や経済的価値についての

知識」など多くの視点から指摘された。

スロイドにはまた、「伝統」「時代に応じた家庭文化」

そして「個人的に特徴づけられた存在（en

personligt praglad tillvaro）」という思想と共

に、ひとつの教育的役割が与えられている。

【男子と女子の分類】テキスタイルスロイドと木材－お

よび金属スロイドの名称は、見出しのなかで重要な変化

を示している。そこでは、生徒のカテゴリーである男子

と女子のかわりに素材がスロイド種を分けている。そし

て中学年（mellanstadiet）においては、男子と女子は

1卯同様の観点はLgr62の美的＝実際的および身体的育

成のための教科という表題のもとで記されている。
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それぞれ最低20時間のもとでスロイド種を交替すべき

であると記された。

1957年の普通レ一口ベルク（allmantlaroverk）

あるいはコミューンのレアルスコーラにおける3年制レ

アルスコ㌻ラコース（trearig realsk011inje）のた

めの目標設定に関する決定でも、「男子スロイド

（manlig sle＞jd）」が、「レアルスコーラのスロイド

（Sle）jdi realsl0lan）」と名づけられた。

普通レ一口ベルクあるいはコミューンのレアルスコー

ラにおける3年制レアルスコーラコースのための目標設

定では、「最も一般的なスロイドの素材についての知識

を伝える」、「最も一般的な道具を使用する基本能力

（grundlaggande fardighet a亡t anvanda de

vanligas亡e redskapen）」や、「形、色、質に対す

る感覚（kansla fe＞r form′　farg och kvali亡et）」

が新しく表記された。以前から見られた「自主独立性」

は、「自主独立の仕事と創造的仕事（S］alvstandig亡

och skapande arbete）」へ変更され明確になった。

9年制の義務学校教育について存在した大きな反論は

学年（Sk01aren）に係わるヴァリエーション化について

であった。1960年の「ヴイスピー協定

（Visbye）VerenSkommelsen）」では、教科の選択グル

ープによる教育学的ヴァリエーション化が第7および8

学年における組織的ヴァリエーション化より先に規定さ

れることになっだ08。

10B cf．S Marklund，Sk01sveriqe1950　一

題丘．De13，Fran Visbykompromissen till
Sia．，Stockh01m1983．
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第五章：現代へ向かうスロイド教育（1960年～）
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1．基礎学校とスロイド教育（1960年－1968年）

1）基礎学校の設立

1957年に発足した学校準備委貞会は、1961年に9年

制義務教育の試行に関する調査結果をとりまとめ、新た

に「基礎学校（grundsk01an）」の設置を提案した。こ

れは、1962年の国会で採択され、9年制の義務教育が

制度的に定着することになる。

もともと国民のすべてを共通に教育する学校について

の思想は、「統一学校（enhetssk01a）」での多年にわ

たる試験的活動を経て普及していたが、「統一学校」の

概念は多岐にわたっており、意味が暖味なままに、

1940年代から1950年代の始めにかけて使用されていだ。

従って1962年度の国会決定で、9年制の義務教育学校

に対して新しい名称が与えられることは自然であった。

それは、基底学校でも統一学校でもなく、「基礎学校」

であった。1962年の新しい学校法、新しい教育関係法

規2、基礎学校のための教育計画3　が公布され、学校制

度に大きな改革が加えられた。これにより、以前よりも

大きく学校の教育的役割が増加したと思われる。

基礎学校の設立によって、国民学校とレアルスコーラ

による複線型学校制度が廃止された。さらに基礎学校で

は、9年間を各々3年間づつに分割し、低学年、中学年、

高学年というシステムが確立された。1966年に、古い

制度であった普通、技術、および商業高校は一つに結合

l Gunnar Richardson，Svensk sk01r）Olitik

1940・二・19旦与′　S亡OCkholm1978．

2”sk01stadgat・＝現在の、学校政令

（Sk0lfe）rOrdning）

32”Laroplan fe｝r grundsk01an1962M、略して

LgT62と呼ばれる。
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された。新しい高校は、5つの、次により高い教育へ進

む関心のある学生のための3年制進路と、そのつもりの

ない学生のための技術と理論教科を学ぶ2年制の進路を

提供した。

また、大学入学に必要な旧来の学生試験は1968年に

廃止された。

2）リンシェビング・スロイド教貞セミナリエ

木材・金属スロイド教師の養成教育がリンシェビング

で始められ、スロイド教貞養成所4　が発足したのは

1960年である。それは、ネースシステムの理念の一部

と、時代の要求に合いかつ進歩的に作用する現代の基礎

学校にうまく適合したスロイド教育におけるマルムステ

ンのヒューマニズム的観点とを一つにまとめる役割を果

たした。

スロイド教員養成教育が1960年にリンシェビングに

移る時点で、ネースには二つの講習会があった。一つは、

木材・金属スロイドと、遊びと体操（1ek ochldro亡亡）

を含む初夏コース5　で、もう一つは女子スロイド

（kvinnlig sle）jd）と学校教育庁によって主催された

木材スロイドの補習教育の講習会

（fortbildningskurs）を含む晩夏コースであった。

それに加えて、スロイドテックニング、金属スロイド、

モデル計画の構築、フォークダンスにおける自由参加の

4『リンシェビング・スロイド教員セミナリエ

（Sle＞jdlararseminarieti Linke）Ping）』は、1977

年の大学改革により『リンシェビング大学スロイド・イ

ンスティテュート（＝nstitutionen fe）r Sle）jd，

Universiteteti Linke）Ping）』となった。

5初夏コース（fe＞rSOrnmarkurs）と晩夏コース

（SenSOmnarkurs）と呼ばれるものがあった。
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夜間コースがあった。

1959年の参加者は、初夏に164名、晩夏に163名であ

った。そのうち木材スロイドコースが、初夏に82名、

晩夏に98名の生徒を持ち、それ以外の各々のコースは

15－10名の生徒であった。

1960年から1966年まで、リンシェビングにおけるス

ロイド教員養成所は、ネースにおける講習会と平行して

活動していた6。1966年、ネースでの最後の夏期講習

がリンシェビングの養成所に移転した。1960年から

1966年の期間は一つの移行期であるが、明らかに、そ

の展開の重点は当初より新しい養成教育に移されている。

1960年にネースからリンシェビングに木材・金属ス

ロイド教師に対する教貞養成教育が移行して以来、その

養成教育はリンシェビングにあるだけになった。しかし、

その期間においても、テキスタイル・スロイド教師に対

する養成教育はイェーテポリ、ウーメオ、ウプサラ、そ

してストックホルムにあった。このことは、木材・金属

スロイドがテキスタイル・スロイドよりも行政的な弱き

を持っていると言うよりも、ネースが非常に強い力を持

ってきたこと、従って、それまでの一局集中的な状態を、

リンシェビングにそのまま移行したことが影響している

と考えられる。

【教師のカテゴリー】基礎学校のスロイド教師の数は

1955年以前の記録と比較して著しい増加を見せ、1963

年には2060人のスロイド教師を数えた。それは、この

期間に、中学年のスロイド教育もまた専門教師によって

‘スウェーデンでは非常にラジカルな改革を得意とす

るように考えられるが、その一方では、既に養成教育な

どを準備をしていた学生を配慮し、一般にその様な緩慢

な解体が進められる。
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営まれるようになったことを背景に持っている。ハルト

マンは、1963年からの統計にもとづいて「中学年の教

師の3．8％だけが自分のクラスのスロイドの授業を教え

た7」と記している。スロイド教育を担当する教師のカ

テゴリーはサロモン以来の問題点であったが、この時期

において引き続きクラス教師から専門教師へと移行した

ことは、その後、現代にまでかかわる様な大きな教育学

上の問題を形成した8。

【テックニング教師養成】ストックホルムのコンストフ

ァックスコーランは、その起源を工芸家の為の日曜画学

校（Se＞ndagsritsk01a fe＞r hantverkare）に持って

いる。その活動は1844年に始められ、1846年からスウ

ェーデン・スロイド協会によって運営された。1879年

から後は、国がそれを引き継ぎ、学校部門の一つとして、

上級芸術工業学校（He＞gre konstindustriella

sk01an）のテックニング教員養成所

（teckningslararseminariet）においてテックニン

グ教師が養成教育された。1945年にはコンストファッ

クスコーランという総合的な名称に変更され、そのなか

の教貞養成所はテックニング教師インスティテュート

（Teckningslararins亡itutet）と名付けられた。

今日、テックニングはビルドという名称になり、ビル

ド教師コースは、コンストファックスコーランのビルド

教貞インスティテュート

（Bildlararinstitutionen）とウーメオ大学の教育

大学インスティテュート（＝nstitutionen

7per Hartman，＝　mastarens　亡lanst，En

Sヒudie av carl Malmstens verks亡adssk01as

utveckling■′1981，Sid　52．

8その間題はLgr69の後の教貞養成教育の問題として

LUKで扱われる。
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lararhe＞gSk01an，Universiteteti Umea）にある。
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3）Lgr　62

前述したように、1957年度の学校調査委貞会の作業

を基にして、1962年には9年制義務教育学校である基

礎学校の教育計画が策定され施行された。それは「基礎

学校のための教育計画1962年（Laroplan fer

grundsklan1962）」と表記され、その頭文字から、

Lg・r　62（エルゲーアール62）と呼ばれる9。

Lgr　62によると基礎学校の目標は生徒の多面的な発

達であると規定し、思考能力、感覚および意志の働きが

人格教育の基本的な側面として育成されるべきであると

いう考え方が下敷になっている。学校の目標は個人の特

性と前提を尊重した上で、その個人的成熟を促すもので

あるが、個人の多様で調和的な発達を促すという個人主

義的立場に立ちながらも、その個々の教育のかたわらで、

さまざまな気質と才能の人間間の活動、つまり社会教育

が強調される。工Jgr62には「個人の能力と特別な興味

の調和的発達に貢献し、他の人間との関係の中で、それ

らを発達させる10」と記されている。

その「個人の調和的な発達は、知的な学校教育が美的

＝実際的および身体的育成のための教科と手を取り合っ

て進められることを前提にして11」成し遂げられると

考えられた。スロイド教師のための新聞である『スロイ

ド教師の国立組合通信12』は1960年に、試験的活動に

よって「生徒のオールラウンドな発達にとってのスロイ

ド教育の価値が宣言」されたと記している。

9後掲図22参照。

10sk01e＞VerStyrelse′　Lar01⊃lan fe）r

qrundsklan1962，FalkOping1964，Sid13．

11sk01e）VerS亡yrelse，ibid．′　Sid293．

12　sle）1dlararnas Riksfe）renincrs meddelanden，

nr　4′　1960．
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【時間計画】Lgr　62におけるスロイドの時間計画は各

学年のなかで異なる合計時間となった。第3、4および

5学年には週2時間が与えられた。第6学年には、地方

教育庁（Sk01styrelsen）が新しい教科である家庭科

（hemkunskap）に1週時間を代替えする権利を持つが、

それでも4時間を与えられた。第7、8および9学年に

は、それぞれの学年において2から0週時間を与えるこ

とができる選択の機会があった13。中学年においては

女子と男子がスロイド種を交換することが最低20時間

に及ぶように規定されだ4。また、第8学年と第9学

年では、生徒はテックニング、音楽、スロイドの科目の

なかから2つの科目を選ぶことになった。

しかし、その選択については批判も出された。一つに

は、基礎学校の最終学年でスロイド教育を排除する生徒

こそスロイド教育の与える発達を最も必要としているだ

ろうという意見であり15、また「教師の個性、教科の

人気、そして友人の選択16」などが選択の理由として

作用するのではないかということが危倶された。

授業時間全体に対するスロイドのパーセンテージは

12．1％である。ちなみにテックニングは0．4％であっ

た17。

【スロイドの目標】Lgr　62のなかでは、「美的＝実際

的、および身体的育成のための教科（Åmnen fe）r

13sk01e）VerStyrelsen，OT）．Cit．，Sid　334

14sk01e）VerStyrelsen′ibid・，Sid　329・

15　per Hartman，OP．CIL，Sid　54．

16　per Hartmanlibid．′　Sid　54．

171960　arslararutbildningssakkunniga，

IJarare t）a CTrundsk01ans mellanstadium，SOU．

1963：35，Stockh01m1963′　Sid　43．
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estetisk－Praktisk och fysisk fostran）」とい

う表題のもとで、オリエンテーリング教科、音楽、テッ

クニング、体育そしてスロイドに対して包括的目標文が

記されている。国民学校の指導計画のなかでスロイドは

主に実際的な教科として扱われてきたが、Lgr　62では

1957年度の学校準備委貞会が強調したような美的＝実

際的教育18　としての扱いを受けるようになった。1957

年度の学校調査委員会の仕事の中で実際的な仕事と理論

的な仕事を等価にする努力は、「器用さ」という表記で

示されていたが、Lgr　62では、「手の素質（manuella

anlag弓」という表現に変更された。そこには職業準備

的な傾向を否定することと共に、美的な要素や一般的、

多面性の要素に関する強調が見られる。

【美的育成】60年代の美的育成に関する重要な展開は、

1948年の芸術調査委員会報告の大部分を書いたマリ

タ・リンドグレン＝フリーデル（Marita Lindgren－

Frldell）が、美的という用語を感覚経験と訓練へ関連

づけるローウェンフェルド（Victor Lowenfeld）に影

響を受けた記事を書いたことに始まる19。「学習が行

われうるのは感覚を通してのみである20」というロー

ウェンフェルドの考えに立ち、すべての感覚が美的育成、

感覚育成のなかに包括され、学習と概念形成に対する感

覚知識や感覚経験の意義を指摘した。リンドグレン＝フ

リーデルは、スウェーデン専門教師連合の教育学展覧会

18現代におけるスロイド教育でも美的一実際的教科と

しての枠組のなかで捉えられ、それはスロイド教育の重

要な特質を形成している。

19cf．Mari亡a Lindgren－Fridell，det qle）mda

Sinne上′　Forrn，nr　9／1962．

20vicLOr Lowenfeld och Brittain w．L．，

Cre早手＿ive and Mental Growth，New York1975，

Sld12．
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1965年のカタログ「生きている学校、活動的な学校」

のなかで、「『ェステテイスク（es亡etisk）』という形

容詞が、その基礎に持っている『理解』とか『気がつく

こと』という意味で理解されず、『美しい』とか『っく

るために美をもつこと』に限られている。こうした今日

の状況では、『ェステテイスク』という言葉の基本語義

に近づくために、『感覚的育成（SenSOrisk fostran）』

という用語を提案したい21」と述べている。またハル

トマンは、1961年の学校準備委員会の提案で「美的教

育」が表記されたことは、これまで芸術的領域のなかで、

基礎学校の教師が「いかさま」をしているという批判が

しばしばなされてきただけに、芸術的領域の関係者から

好ましく迎えられたと述べているか。美的育成は、基

礎学校の教育計画におけるスロイドのための目標の中で

現実のものとなる。

Lgr　62のなかで美的育成は二つの観点から記されて

いる。その一つは「創造的活動への能力を発達すること

を求めることで美的育成に貢献する」という記述であり、

それは「一つの仕事を自主独立に計画し遂行する能力を

発達させる」という記述と関連する。美的育成に貢献す

るために創造的能力の発達が必要であると明記され、そ

れは自主独立に一つの仕事を計画し遂行する能力と共に

発達すると説明しているのである。その計画が可能とな

るためには、視覚言語やシンボルの形態における表現が

必要となるだろう。そこで、もう一つは、美的価値に対

21MariLa Lindgren－Fridell，levande sk01a

aktiv sk0la，Svenska Facklararfe）rbundet

Pedagogiska utstallning1965．

22cf：Per Hartman′　Sle）1d fe）r arbete eller

皇ritid？－　En studie avlaroplansfe）randringar

OCh debattinom sle）jdamne亡．，He）gSk01an fe）r

Lararutbildningi stockh01m，＝nstitutionen

fe＞r Pedagogik1984，Sid　54．
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する感覚について「形・色・質に対する感覚を発達する

ことを求めることで美的育成に貢献する」という記述と、

「素材の特質についての知識を与える」という記述がこ

れに関連してくる。美的育成に貢献するためには、なか

でも形・色・質に対する感覚が発達されることが指摘さ

れるが、それは「形・色」の順番が逆転していることを

除けば、統一学校のスロイド目標（enheLSSk01ans

slOjdmal）とほとんど一致していた。スロイドの仕事

を計画し遂行するには、その方法を判断できなくてはな

らず、自ら仕事を通して獲得されたり、教師の指導によ

って教授される素材の特質についての知識が要求される

ので、上述の二つの観点はスロイドのなかで融合するこ

とになる。

【モデルシリーズ】上記の美的育成のなかの創造的能力

と関連した問題として、モデルシリーズの取り扱いが重

要な関連を持つ。1957年度の学校準備委員会が出した

スロイドの目標の後に記された基本方針には、これまで

長く討議されてきたモデルシリーズについて、「スロイ

ド教育はあるモデルシリーズに結びつけられてはならな

い23」と記された。そしてLgr　62の指針では、「モデ

ルシリーズに結び付けるべきではない別」と記された。

これ以降の教育計画ではモデルシリーズが取り上げられ

ることはない。リンシェビング・スロイド教貞セミナリ

エにおけるリュユゴード（Ryeg・ard）、ノーボー（Nabo）、

231957　ars sk01beredning，Lar01⊃laner fe）r

CTrundsk01a och facksk01or，SOU1961：31，Sid

129．（この教育計画の提案には

”sle）jdundervisningen farin亡e bindas till

vissa modellseriermと記されている。）

24Lgr62の指針（anvisningarna）にはwbOrinte

bindas till modellseriermと記されている。
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フォーシェル（Forsell）、ルンドベルユらによる教貞

養成教育の改革の試みは、創造的スロイドに対する方法

論、デザイン指導、各学年に狙いづけをもった適応化な

どの研究に向けられたが、それらがモデルシリーズの廃

止を結果として導いた一因となった。

モデルシリーズが取り去られた後のスロイド教育にお

ける仕事の方法はいかに行われるかをLgr62は示して

いる。それによると、生徒の自主性を刺激するために、

教師は絵、写真を利用することが推薦され、生徒の仕事

の提案や計画が生徒自身で描かれるべきであるとされた。

生徒の提案は、その授業の前提と生徒の興味に適合し、

かつ、「形態的に正しく、機能的、そして時代に適合し

ている25」ことが要求された。

また「仕事の方法（arbets satt）」という表題のも

とで、スロイドの提示についての問題が記されている。

そこでは、展示のない場合、自分の作品は家に持ちかえ

ることができたが、展示が計画された場合、すべての生

徒がその作品で紹介されるべきであるとされだ占。こ

れはLgr　62の教育理念に見られる平等性の現れであり、

社会教育という観点から捉えられるべきものである。

【平等性】スロイドに対する一つの共通目標のもとで、

テキスタイルスロイドと木材・金属スロイドとに分割さ

れた主要点が記されている。以前の教育計画と異なる点

は、テキスタイル・スロイドと木材金属スロイドに共通

の目標が記されたことである。それによって性別による

何等かの分割、つまり男子と女子という分類によって区

別されることは望ましくないということが示された。し

たがって、スロイド種の交換を実施する場合には、社会

25sk01e）VerS亡yrelsen，○て）．Cit．，Sid333．

26sk01e＞VerStyrelsenIibid・，Sid329・
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教育的な要素が含まれると考えられた。スロイド種の交

換に際しては、簡単な日的対象物が狙いづけられ、日常

のシチュエーションにとっての消費者育成を指す指針が

与えられた。前述したように、中学年の男子と女子は最

低20時間のスロイド種の交換を行ったが、女子の木材

スロイドに対してと高学年における選択の可能性に対し

ては、スロイド教師から同様の批判が向けられた。つま

り、そうした短い時間ではスロイド教育の本質的な活動

ができず、単なる知識の伝達だけに終ってしまうという

のである。

他に平等性と関連する問題では、1957年の学校準備

委貞会が実際的仕事と理論的仕事とに等価性を導出しよ

うと努力したのを受けて、Lgr　62では仕事の教育が「実

際的にも理論的にも同様に、すべての種類の仕事に関わ

る27」と記述されている。

【消費者教育】Lg・r62には新しい用語として「消費者

教育（konsumentfostran）」が導入された。消費者育

成に関する事項は、経済的価値（ekonomiska varden）

と素材の特質についての知識に関した記述の中で示され

ているが、さらにまた、明確ではないにしても「質に対

する感覚（kansla fe）r kvalitet）」という事項のな

かでも示されている。

【文化育成】「伝統」、「時代に相応した家庭文化」や

「個人的に印象づけられたもの」といった表記には、基

礎学校においてスロイドが、スウェーデンの生徒すべて

に与えられることで文化育成を行うことが意図されてい

る。スロイドに対するヘムスロイドの意義は、高学年に

対する指針を通して、その教育計画のなかでも示されて

27　sk01e）VerStyrelsen，ibid．，Sid16．
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いる。また、家具様式の発達が現代における家庭のレイ

アウトとの関連のなかで扱われるべきであるという記述

が加えられてもいる。これは、「日々の生活の中にある

課題」という表記と共に、将来の行動準備に関連する指

摘として捉えることができる。

【多角的スロイド】ルンドベルユは、筆者とのインタビ

ューのなかで、この時代に生じたスロイドの二つの方向

について語り、「一つの方向は、スロイド教育を木材、

金属における早期の職業的訓練に置き換えようとするも

のであった。もう一つの方向は、『DO　＝T YOURSELF

人間』を夢見ていた。それは、すべての素材と制限のな

い無数の技術を身につけた人間という意味である」と述

べた。Lgr　62におけるスロイド教科への指針と論評で

は、例えば、皮、草、紙、七宝、そしてプラスティック

といった新しい素材が木材および金属スロイドのなかで

加工されるべきであると告げられている。ルンドベルユ

が、「私の役割は、まず最初に、スロイドを職業学校に

変えようとする諸計画を追い払い、その制限のない『多

角的スロイド』に歯止めをかけることであった」と述懐

していた。

【テックニング】新しい教育計画は、テックニングの教

科を強化する方向へ導いた。ほとんどすべての生徒は、

第8学年と第9学年の若干の生徒を例外にして、中学年

と高学年において週2時間のテックニングの授業を得た。

その教科に対する指針は「生徒の表現能力は種々の素材

と技術のなかで刺激される」ということであり、そして

それは「自由な創造的仕事を適用することを通して」行

われると示された。
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2．基礎学校の充実過程（1969年－1979年）

統一された学校システムへの発達に従い、ますます多

くの生徒が基礎学校と係わりを持つようになった。それ

と共に、1970年代には、他の教育学的問遭、例えば、

生徒の評価と進学の資格問題、移民の子どもと学校教育

状況について、生涯教育や教師の再教育の問題、学校内

の仕事の再検討、産業と学校の接点の必要性など、ます

ます多くの問題が生じてきた。それらをふまえた教育改

革の効果を検討し、再改革することが当面の課題になっ

てくる。

1）spAグループ

【教育計画整備】1962年に『基礎学校のための教育計

画』が公布されたとき、すでに引き続く改訂の必要性が

論じられていたことをハルトマンは指摘している28。

したがって、1966年になると教育計画の改訂を検討す

るために、種々の教科教育グループで構成されたワーキ

ング・グループが学校教育庁によって任命されたことは

当然のなりゆきであったと思われる。テックニングとス

ロイドに関しては、学校教育庁の教育学的ワーキング・

グループとして共通のSPAグループ（SPA－gruPP）29が

設置された。そして1967年には、基礎学校のための教

2S cf．per Hartman，Sle）1d fe）r arbete eller

fritid？－　En studie avlaroplansfe）randringar

OCh debattinom slくさjdamnet．，He）gSk01an fe）r

Lararutbildningi Stockh01m，＝nstitutionen

fe）r Pedagogik1984，Sid　47．

29”Sk01e）VerStyrelsens pedagogiska

arbetsgruppt・の頭文字から「spAグループ」と呼ばれる。

251



育計画の変更に対する提案を含んだ『教育計画整備30』

が学校教育庁から出版された。

『教育計画整備』のなかでは、実際的＝美的そして身

体的教科は、1962年の教育計画の場合、非常に少ない

時間配分しか与えられなかったことが指摘され、それら

教科に対して、より大きな時間配分を与えるべきである

という見解が示された。その見解の背景には、それら教

科が身体的活動や実際的＝美的活動における生徒の可能

性を開発し、さらに余暇活動のなかで継続的に学ばれる

という余暇の視点からの動機が潜んでいた。スウェーデ

ンの学校教育が学習と遊びを分離するのではなく、生涯

学習的な側面をこの段階から考慮していたことは注目さ

れよう。さらにそれらが基礎学校教育における基本的な

目的に適合していると考え、積極的な肯定的立場を示し

ているのは、それらを選択ではなく、すべての生徒が基

礎学校で実際的＝美的かつ身体的教科の学習に増加した

時間数を与えられるように『教育計画整備』が提案した

ことである31。

【スロイドとテックニング】学校教育庁は性別によって

スロイド教科を区分するのではなく、スロイド教科のな

かで、木材・金属スロイドとテキスタイルスロイドが同

等に存在し、男子と女子の両者によって学ばれるべきで

あると提案した。スロイド教科は、全体として教育計画

整備の仕事を承認する方向へ向かったが、テックニング

教科では、新しい教育計画の提案に関する激しい論争が

起こった。テックニング教育のなかでは、これまでのよ

30sk01e＞VerStyrelsen，Laror）lanse〉VerSVn，

grundsk01an．Stockh01m，S〔）－

Fe）rlag■et／Sk01∈〉VerStyrelsen，1967．

31cf．Sk01e＞VerStyrelsen，ibid．′　Sid24　－

16．
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うに芸術的な絵画領域（kons亡bilden）がその教科の中

心的な位置づげを持つことをやめ、すべての種類のビル

ドを対象とした『ビルド分析』に、より大きな位置づけ

を与えることを望む意見が出されたのである。そこでは、

「『自由な創造』という名のもとに、テックニング教科

のなかで生徒の批判的思考力（kritiska tankande）

は大きな犠牲を払ってきたと考えられだ2」ことやゲ

シュタルト心理学の影響が考えられる。これまでのいわ

ゆる「子どもの自由」のもとで行われる芸術的絵画教育

が、基礎学校の中の一般教科として存続しうるのかとい

う問題が表面化してきたことも考えられる。さらに、テ

ックニング教育のなかに環境問題に関する知識を与える

場所を形成することも期待されていた。

スロイドとテックニングの共通のSPAグループのなか

にあり、また、スロイドの創造的活動や美的教育要素が

強調されてきた背景から、それら両教科を結合すること

についての論議が登場した。スロイド教科の代表者は、

その様な構成に対して、あまり興味を示さなかった。む

しろスロイド教科の代表は、木材・金属スロイドとテキ

スタイルスロイドの両スロイド種の結合に関する問題設

定を、SPAグループの仕事にする方向を望んだ33。

【教員養成教育委員会】テックニングのみならず、スロ

イド教科へ一つあるいは多くの教科を統合することにつ

いて、1960年代と1970年代に多くの提案が出されてい

る。拡張された基礎学校のなかで、多様な仕事の関連で

32　per Hartman，Or）．Cit・，Sid　62．

33cf．Thorsten Lundberg och Kristina

Malmberg■′　Sk01an och sle）lden，

Sle＞jdensutveckling fran U55　－　mLgr　80m．

Projektet Labora亡iv sle）jd′　Rapport　3，

Linke）Ping1979，Sid　23．
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多くの教貞カテゴリーが出現した。基礎学校のスロイド

では低学年、中学年でも高学年でも教えることができる

スロイド教師というカテゴリーが生まれたが、そこでの

問題は教師が一つの教科でしか教えていないということ

であった。それは、一週間に多くの生徒と出会うが、わ

ずかな授業時間でのみであり、その結果は教師が生徒の

状況と学校の発展について統一した理解を得ることがで

きないことになった。その様な背景から1968年には、

実際的＝美的教科と理論的教科を組み合せるような教師

の仕事について何らかの提案をするために、調査委貞会

が構成された。この調査委員会は、教貞養成教育委員会

（Lararutbildningskommitt占n）という名称を与え

られ、その頭文字からLUKと呼ばれた。LUK調査の仕事

を通して領域外の教師がコンタクトを得ることも期待さ

れた。この調査委貞会は、1969年に基礎学校のための

教育計画が施行された後に、報告書を提出している。
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2）基礎学校のための教育計画（Lgr　69）

1969年に『基礎学校のための教育計画34』が施行さ

れたが、それは根本的に新しい教育計画というものでは

なく、1962年からの教育計画を再構築したものであっ

た。

新しい教育計画は、第1学年から第9学年までを各々

3年づつ3つの学年に分割をした。各々は低学年、中学

年、高学年と呼ばれ、日本の小学校1年から3年、4年

から6年、中学校1年から3年の各段階に相応する。そ

れらが中枢となり、例えば生徒の教科の選択などが高学

年において徐々に増加するなど、生徒の成長を継続的に

助成するための組織化が行われた。

『教育計画整備』で示された、木材・金属スロイドと

テキスタイルスロイドの統合の提案はLgr　69のなかで

なしとげられ、『スロイド』と呼ばれる一つの教科に統

合された。35　これにより、素材の分割はあるものの、

性別を条件とした木材・金属スロイドとテキスタイルス

ロイドとの区分は取り去られた。

【時間計画】教育計画によって決定された時間計画は教

育計画整備グループの提案と一致している。第3学年は

以前と同様に週2時間で奉ったが、中学年では週1時間

が増加され、それぞれの学年は週3時間となり、両スロ

イド種の間でその時間は同等に分けられた。高学年の生

徒は各学年においてテキスタイルスロイドあるいは木

材・金属スロイドを選択するがスロイドは義務となった。

しかし、旭r　62のなかで見られたこれまでの選択の可

封後掲資料23参照。

35　sk01e）VerStyrelsen，Larot）lan fe＞r

qrundsk01an1969，Lgr　69，Stockh01m1970，

S土d　35．
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能性が制限されたことで生徒の持つ実際の時間数はそれ

ほど大きくならなかった。第7学年と8学年は2時間の

スロイドであったが、第9学年はわずか1時間であった。

しかし、基礎学校では、両スロイド種を含むスロイド教

科に対して合計16週時間が決定され、これまでの義務

教育のなかで最大時間数となった。

スロイド時間数の増加はスロイド教師の増加を導いた。

ハルトマンによると、1969年における基礎学校のスロ

イド教師は900人という著しい増加が見られ、基礎学校

の木材・金属スロイド教師は2986人となった。しかし、

その大きな増加はレ一口ベルクから多くのスロイド教師

が基礎学校へその勤務を移したことによるものであった
36

0

【スロイドの目標】スロイドの目標も、Lgr　62と比較

すると、新しい教育計画のなかで異なる形態が与えられ

た。「一つの仕事を自主独立に計画し遂行する」という

Lgr　62からの表記に、Lgr　69では「創造的活動のな

かで彼らの美的＝実際的素質と表現の可能性を発達させ

る」ことが加えられ、それによってLgr　62と同様に「ス

ロイドでの教育は、生徒の多方面の発達を促すべきであ

る」と書かれている。Lgr　69では、スロイドが生徒の

多面的な発達を促進し、生徒が自ら組織する手の仕事の

計画を通して創造的な活動が生じるという一連の思想が

記された。さらに、生徒の美的＝実際的素質と表現の可

能性は、創造的な活動（Skapande verksamhet）のな

かで発達されると考えられた。スロイドに対する総合的

な目標表記は、また、その教科が生徒に美的育成と消費

者教育を与えるという期待も含んでいる。1962年の教

育計画では、生徒の手の能力と素質の発達という目標表

36cf．Per Hartman′　OP．Cit．，Sid　63．
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記があったが、それは今、完全に失われた。それは、ま

た、スロイドが日々の生活のなかで発生する課題を遂行

するという要求にも係わった。

スロイド教科の主要点は、スロイド種の間で何等かの

分割が行われず、すべてのスロイド種に係わる共通の表

記となり、低・中学年と高学年で分割されるが、「自由

に形成された仕事と機能的な目標対象物との仕事：そこ

から彼らの創造的活動への能力を発達させるために、フ

ァンタジーの助けをもって体験や経験を表現する可能性

を与える狙いでの仕事。手の仕事との関連で、様々な役

割を果たす生徒の能力を発達させる狙いのなかで、主に

機能的な対象目的物の構成、造形、表現、そして保守を

行う37」という同様の序文が記された。

モデルシリーズに類するものは、スロイド教育の指導

の中では利用されず、生徒のアイデアの提案が活用され

ることが提案された。さらに、博物館、美術館や展覧会

での訪問学習が推奨された。

Lgr　62では新しい素材が記され、多角的スロイドの

方向を示していたが、Lgr　69では以前の教育計画と異

なり素材の限定へと向かうことになっだ8。Lgr　69で

はスロイドで使用する素材のヴァリエーションにかかわ

る若干の節制が強調され、「第－に木材とテキスタイル

であるべきである」と記された39。

「計画、協働、仕事の方法」という表題のもとでは、

スロイド教育の仕事の領域の原則が扱われ、個人として

の仕事とグループでの仕事について記された。そこでは、

37sk01e）VerStyrelsen，OP．Cit．．sid156．

381962年の教育計画に見られる多角的スロイドを参照

のこと。

39sk01e）VerStyrelsen′ibid．，Sid158．
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スロイドによって限定される仕事の他に、他教科との関

連をもった仕事についても言及された。前述のSPAグル

ープでも問題となっていた教科の統合という理念は、教

科同士の協働という問題でも共通する理念が見られる。

それは主にオリエンテーリング教科や中学年を対象にし

ていたが、高学年でも、芸術、技術、経済の教科との統

合を利用しうることが示唆されている仰。

【テックニング】新しい教育計画のテックニング教科に

対する時間計画は大きく見て変化がなかった。それは第

4学年から第8学年まで週2時間で、第9学年は週1時

間をもったことを意味する。

教育計画整備のなかで見られた状況と対応するように、

スロイドとテックニングではその期間のもとで教育計画

が異なる傾向を見せている。スロイドのなかでは自由な

創造の役割が強調される一方で、テックニングのなかで

は特にビルド分析と環境問題の学習に有利な方向に向か

い、自由な創造という要素は減少した。

40　sk01e）VerStyrelsen，ibid．，Sid158－159．
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3）Lgr　69と自由な創造の一般化

【教員指導書】1969年の教育計画は1970／71年の教育

年度（1asare亡）から適用されることになったが、それ

に伴い学校教育庁は、新しい教育計画の基本的な考え方

を教師たちに普及し周知させることが必要であり、その

ための参考資料の作成をワーキング・グループに委ねた。

そこでは、これまでのモデルシリーズに代る仕事の方法

を具体的に示すことが必要とされた。ワーキング・グル

ープの仕事の結果として、教員指導書

（lararhandledning）やカセットテープとビルド、ス

ライドの資料とともに技術的な性質の指針を記した13

冊の生徒指導書など、教育手段の指針を与える一つのパ

ケットができあがった。

なかでも教員指導書は教育計画を補足し、学校におけ

る仕事の計画について教師を援助することを目的として

作成された。そこでは、スロイドの目標がその他の学校

の目標から分離されることはないと述べられ、スロイド

教室で制作された作品はその目標に到達するための一つ

の手段と見なされることが明らかにされた。つまり、こ

れまでに一つの方向として存在していた職業教育の準備

という性質を持ったスロイド教育は教育計画の目標を満

たさないことが改めて指摘されたのである。さらに、教

員指導書では、批判することのない治療（セラピー）を

強調したスロイド（terapibetonade sle）jd）や、伝

統の保護を目的としたスロイド技術が、個人のトータル

な発達を目標にするスロイドの発展を困難にしてきたこ

とも指摘している。

教員指導書の著者は、どの学年の生徒かに関係なく、

スロイド教育が生徒の前提、興味と必要に係わり、学校

のトータルな目標設定のもと連続性をもって指導が行わ
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れる必要があると考えた。

教員指導書が扱う重要な概念は「創造的」と「自由な

創造」であった。前者の概念は、言語の学習、オリエン

テーリング教科そして実験的教科

（labora亡ionsamnen）など多くの学校の教科のなかに

あると考えられた。そこでは、目標が知識、能力そして

感覚の訓練の間のコンビネーションを形成した。しかし、

後者の概念である「自由な創造」は、しばしば誤解され、

要求のない放任心理と関連せしめられてきたため、定義

が困難であると考えられた。スロイド教育にとって、そ

の概念は自発性と個性化が概念化されなかった以前の見

本やモデルシリーズを利用したスロイドへの対比として

取り上げられ、自発的な創造（SPOn亡ant skapande）、

自覚した創造（medvetet skapande）の概念が関連し

ていると考えられた。

生徒は学校のその他の教科と同様に、スロイドの中で

も創造する自由と可能性を得るべきであると考えられた。

したがって、自由に自ら選んだ題材や思考をかたちづく

ることができるように、生徒に増加した知識と経験を与

えることが教師の義務となった。

教員指導書の主要な内容はスロイドにおける仕事の領

域の原則に関する方法と指針を明らかにしている。その

方法の中で最も重視されたのは、「スロイドを遂行する

際に、大人の作成したモデルや見本を用いないならば、

スロイドの課題の自主独立な計画という仕事の訓練が、

第一に行われなければならない40」ということであっ

た。したがって、仕事の方法は、最初のアイデアのとき

から完成した作品まで生徒の協力によって特徴づけられ

る。　教員指導書のなかに、スロイド授業の計画モデル

4O sk01e）VerStyrelsen．Sle）1di qrundsk01an，

tra－　OCh metallsl鋸d，Stockh01m1969，Sid
24．
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42　が紹介されているが、そこでは生徒が計画

（Planering）、遂行（Genomfe）rande）、要約

（Sammanfattning）という3つの段階のなかで活動す

る参加者であった。計画は木材・金属スロイド教師とテ

キスタイル教師やオリエンテーリング教科と学習教科の

教師の間の準備作業にも係わりを持ち、生徒自身の計画

もまた計画の仕事のひとつの段階として含まれている。

遂行は種々の仕事の形態と協働の形態を利用しうるもの

であった。要約は、経験と結果の両者に関する要約を形

成し、将来の仕事における課題へと導く43。

【専門誌の影響】教貞指導書と教育計画のなかに見られ

る思想の多くは、まさに、1965年に始められた試験ス

ロイド（fe＞rSe）ksle＞jden）の経験から形成されたもので

あり、スロイド教師間の論争へと展開する。スロイド教

師のなかで新しい教育計画に関する論争を支え浸透させ

るのに大きな役割を果たしたのは次の2雑誌である。一

つは、『専門教師（Facklararen）』。いま一つは

1967年に『スロイド（Sl凸jd）』という誌名で試験的に

出され、1968年から新誌名で規則的に刊行されるよう

になった『スロイド教師（SlO］dlararen）』である。

『スロイド教師』はリンシェビングのスロイド教員セミ

ナリエの校長が編集に参加し、セミナリエの二人のテッ

クニング教師がレイアウトを行った雑誌であるので、半

官半民的雑誌と言うことができるかもしれない叫。

1973年にテキスタイル教師と木材・金属スロイド教師

42後掲図24参照。

43　sk01e）VerStyrelsen，ibid．，Stockh01m

1969′　S土d　21．

糾ただし行政（学校教育庁）ではなく、教員養成を行

う大学の主導をもって行われていることは、雑誌の内容

を理解する上で注目する必要があろう。
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の組織が結合され、一つの専門組織「スロイドおよびテ

キスタイル教師国立組合（Riksfe）reningen sle）jd一

〇ch Lextillarare）」が設立されたのを期に『スロ

イド教師』は両者共通の雑誌『スロイドフォールム

（SlOjdforum）』へと移行した。

これら2誌のなかで1969年の教育計画の遂行に関連

したスロイド教師の論争発言には、スロイドにおける仕

事の領域の原則についての問題設定を主に兄いだすこと

ができる。

例えば、1970年の『スロイド教師』には仕事の領域

の原則が紹介されている。その記事は、「仕事の領域一

基礎学校のすべての教育にとっての計画の形態」という

表題のもとで、『教貞指導書』の作者であったルンドベ

ルユが執筆しており、「その教科のなかでの教育

（insk01ning）への最も良い道の一つは、確かに、そ

の指導のなかで実験を行い、様々な種類の経験を得るこ

とを始め、それから、仲間の印象を交換することである。

そうして継続学習が具体化される劇」と締めくくって

いる。

ルンドベルユらの『教員指導書』の作者が期待してい

た方向を示す良い例が『スロイド教師』のなかの論争に

兄いだすことができる。そこでは『専門教師45』のな

かで紹介されたスロイドの課題が論議された。『専門教

師』の記事で扱われたスロイドの課題は、1930年代に

スロイドの中で扱われた種類の典型的なものであったが、

44Thorsten Lundberg，Arbetsomrade　－　en

Planeringsform fe）r all undervisningi

grundsk01an′　Sle）1dlararen．nrl，1970．

45Bengt Arvidsson och Meidel Arneling，

Sle）jd　70，Facklar卓r卑p′　nrll，1970．
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いわゆる半製品側　の教材であった。『専門教師』の記

事の作者は、授業時間を可能な限り効果的にするために

近道を見つけなければならないということで、半製品の

使用を支持した。しかし、それに対してルンドベルユは、

「70年代のスロイドのなかでわれわれが求めているの

は近道ではないと思うし、われわれはこの時（教貞指導

書作成の時）にそれを合意していた。それ故、顧問が『時

間を得る（Ⅴ土nna tid）』という意味で型紙方式の何等

かの形態‥・を推薦したりすることでは何も得られず、

手にも美的な発達にも関連しない非個性的な生産品へと

導くだけである47」と述べ、さらに続いて「創造と自

由な創造（Skapande och fritt skapande）」とい

う概念を教貞入門書から引用して結びとしている。そこ

では部分的に新しい特徴が与えられたスロイド教科と教

育計画の意図に適合した指導を創造する努力が感じられ

る。『スロイド教師』はスロイド教貞セミナリ工と関連

を持ちながら、主に、新しい仕事の方法の優秀さをスウ

ェーデンのスロイド教師に納得させる役割を果たした。

【自由な創造と技術】子どもの必要性と可能性とに結び

付いた自由な創造は、スロイドは生徒を中心にして行わ

れなければならないという主張とともに優勢となった。

1960年代の二つの教育計画に関する論争を比較すると、

スロイド教育の考え方に明らかな変化を感じ取ることが

できる。1962年の教育計画に関して見られる論争はほ

とんどが加工の方法に関する情報をめぐって展開したが、

1970年代の始めからの論争はより包括的な教育学的な

46　日halvfabrikatmは、半分を工場で生産してくる教

材である。日本のキット教材よりも手は入れられていな

いと思われる。

47Thors亡en Lundberg，Sle｝jd70？，

Sle）－idlararen．nr　4′1970．
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性質を問題にしている。

しかし、スロイドの目標に係わる理解の分裂は明らか

に存在した。それは、サロモンの時代から続いていた分

裂であり、技術的な能力の視点と自由な創造との対立で

あった。教育計画に続き1971年の春期にはスウェーデ

ン国中でスロイド教員の継続教育が遂行された。それは、

仕事の領域に狙いづけられ、FB Lgr：69とタイトルづ

けられた。『スロイド教師』は、主にスロイドの指導に

対して職業的に関連をもった人々からその問題に関する

意見を集め、その要約を掲載した。そこからは、スロイ

ドの仕事に対する非常に様々な見解が存在したことを知

ることができる。Lgr　69による仕事の方法は、ある人々

にとっては決して新しいものではなかったが、他の人々

は古い方法を捨てて新しい提案を実現するものと考えた。

技能を中心とした古い位置づけが、そこに現れ、スロイ

ドで活動する前提になるのは、自分の道具を取り扱うこ

とができるということであると考えられた。したがって、

技術面の教育はスロイドのなかで重要な場所を得なけれ

ばならず、子どもは取り扱い規則に従うことを学ばねば

ならないというものであった。これに抗する新しい観点

は、大人が子どもにとって最良であるものを知っている

ということは確かではないとう考え方で、おそらく、子

どもは自ら最もうまく決定し直面する問題を解決するは

ずだという考え方であった。そこでは、スロイドにとっ

て出発点は子どもの必要と可能性であり、大人ではない

という教育の基本理念が根幹になっている。

1973年の『スロイドフォールム』誌上で、技術教育

と自由な創造の関連に関する論争が始められた。ある女

性テキスタイル教師は、「自由な創造」という概念は技

術教育と教師の影響に対してひとつの「こん棒」を意味

していると考えた。彼女は「基礎前提を知らずに、研究
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者はだれも新しい発見をすることはできない」とその記

事のなかで述べ、以前の方法によってスロイド教育が行

われるべきだと主張した。また、この著者は教育計画の

文章がスロイド教師にとって理解することが困難である

と指摘し、教育計画の理念は教師の側から現実的な方法

で具体化されることが重要であるという視点から、「ス

ロイドの中にいるわれわれが、あまりにも長く立ってい

た不安定な立場から飛びだす潮時である」と主張した。

この著者の言う不安定な場とは、言うまでもなく自由な

創造である。これまでのモデル・シリーズが削除された

状況において、新しいスロイド教育の仕事の方法は、一

部の教師にとっては以前と比して不明確な印象を与えた

と思われる。この不明確な印象を取り去るには、これま

での方法とは異なる形で教育理念を徹底させる必要があ

った。つまり、現場の教師に具体的な教育技術を伝達す

るのではなく、教育理念を伝達する必要が生じたのであ

る。こうして仕事の領域の原則に関する論議はまた、教

師のカテゴリーについても同様の関連を持つことになり、

それに対する継続的な研究が要求されることになる。

【基礎学校のための教育計画追跡調査LUG】Lgr　69の

導入を評価し継続的な追跡調査を行うために、1969年

に学校教育庁は、基礎学校のための教育計画追跡調査

（LUG）を総合的なプロジェクトとして開始した。

学校における目標決定と評価プロジェクト（MUで）は

学校教育庁の再組織（1972年）と関連している。した

がって、それは単に教育計画の追跡調査のためのプロジ

ェクトではなく、大きく学校の発展に対する集合的プロ

ジェクトでもあった。MUTプロジェクトは、当時の評価

論争のなかで批判された相対評価を離れるために、はっ

きりとした教科の目標を述べた上で評価を行うことを考
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案した。しかしそのはっきりとした目標表記によって創

造的活動や美的育成が脱落してしまうのではないかとい

う恐れがあった。そこで、MUTにおけるスロイドのため

の目標表記の仕事は、LUGのなかで異なった形式で遂行

される必要が生じた。学校教育庁のスロイドのワーキン

ググループは、継続的学習過程（kontiniuerliga

studiegangar）を考案し、1975年と1976年の試験活

動の評価で受け入れられた。それによって生徒の自主的

な創造活動が失われることへの不安が取り除かれた。
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4）教貞養成教育委員会（LUK）

1968年よりLUKは、テックニング、スロイド、体育、

家庭（hemkunskap）、幼児教育（barnkdnskap）などの

教貞養成教育に関する提案作成を命じられ、一連の専門

家とそれら教貞カテゴリーの代表者によって調査の仕事

を進めた4g。調査にあたっては、LUK発足の翌年に新し

く施行された教育計画（Lgr　69）の理念を現場の教師に

周知させるための新しい教貞養成教育が望まれたことも

影響したと思われる。LUKは何よりもまず、理論教科と

実際的教科（練習教科）との組み合せに焦点を当てたが、

その包括的な仕事はスロイド教科の仕事の方法、教育計

画、教師の仕事の分析にまで及んでいる。

【1972年の調査】LUKが1972年に出した「テックニン

グ、ビルドとフォルムの仕事、木材・金属スロイド、テ

キスタイルスロイド、家庭科、幼児学、音楽、体育の教

師に関する調査49」では、教育計画の分析によって、

いかに個々の教科が学校の目標を実現し、国際間題、環

境問題や性別役割の問題を扱うか、そして、教師の仕事

の分析によって、教師がどの様な仕事を持ち養成教育が

それらの要求に答えているかを調査し、それに基づいて、

練習教科の教師であるということが何を意味しているか

48Thorsten Lundberg och Kristina Malmberg，

Sk01an och sle〉1den，Slejdens utveckling fran

U55　－　nIJgr　80日．Projektet Laborativ sle）jd′

Rapport　3，Linke）Ping1979′　Sid　56－57．

49IJararutbildningskornmitt卓n（LUK），

Befattninqsanalvser，En underse）kninq

betraffande larare i teckninq．bild－　OCh

formarbete．tra－　OCh metallsle〉1d，

textilsle）1d，hemkunskar）．barnkunskaて）．muSik

OCh qvmnasitik．，Utbildningsdepartmentet

1972：11，Stockh01m1972，Sid　2－3．
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具体的な像を得ようとした。

1972年にLUK調査委員会が練習教師に行ったアンケ

ートのなかでは教員に対する継続教育の必要性が指摘さ

れ、特に木材・金属スロイドの教師については教科方法

（amnesme亡Odik）について不十分な養成教育しか受け

ていないため、仕事の領域の方法についての養成教育が

補完される必要があるという意見が示された。

また、アンケートではスロイド教貞養成教育における

分裂が指摘されている。以前から、自由な創造と技能と

の対立がスロイド教育に見られていたが、1971年あた

りでは「教師が自らの教科に通暁していなければ価値が

ない50」という雑誌投稿に見られる様な形で、教員養

成に係わる問題として表面化していた。LUKは、1972

年の報告で「あるグループは『非常にしっかりした職業

人教育』がスロイド教師にとって最も基本的なものであ

ると考えるが、他のグループはどの教科かに係わらず『教

師の役割』を強調し、深い教科の専門化は『専門馬鹿を

増強し』子どものレベルで指導を適合させる可能性を困

難にすると考えだ1」と記している。

【LUKの提案】LUKは、1973年に「教員養成教育の継続

改革（Fortsatt reformering av

lararutbildning）」を出版し、一人の教師が練習教

科と理論教科の両方を組み合わせて勤務することの提案

50AkeJe）nSSOn，År den cramla sleHden redan

de叫旦？′　Facklararen nr15，1971．

51Lararutbildningskommitt卓n（LUK）

Befattninq・Sanalvser．En underse）kninq

betraffande larare i teckninq′　bild一　〇Ch

fromarbete，tra一　〇Ch metallsle）1d，

tex亡ilsle）1d，hemkunskaT），barnkunskaP，muSik

OCh crvmnastik．Utbildningsdepartmentet，

1972：11，Stockh01m1972，Sid　61．

268



を行った。1972年の段階ではスロイドー英語、スロイ

ドー物理、スロイドー化学、スロイドー数学、そしてス

ロイドーテックニング52　というコンビネーションが提

案されていたが、ディスカッションの未にスロイド教師

に対して提案されたコンビネーション教科は英語と数学

であった。その提案は、160ポユング53　という単位数に

よる名称づけがなされた養成教育を内容としている。具

体的には40ポエングの教貞養成大学における実際的一

教育学的養成教育と120ポユングの教科養成教育であっ

た。120ポユングのうち60ポユングが練習教科で、40

ポユングがその他の組み合せ教科となるように分割され

た。残りの20ポエングを、練習教科かコンビネーショ

ン教科かのどちらにかけるかは学生自らが決定すること

ができた。

提案によると、その教育は実際的＝教育学的年度で終

えられた。

調査委員会のなかのスロイドグループは、入学資格に

ついて二つの選択的な教科の養成教育を提案している。

それらの選択は継続的な専門化の上に構築され、一つの

選択が80ポユングの追加教育を走めたのに対して、も

う一方は60ポユングしか要求しなかった。スロイドグ

ループは最初の選択を推薦してLUKに働きかけたが、

LUXは追加指針の後に後者を推薦した。LUKは入学許可

の条件として1年間の仕事の生活経験

（arbe亡Slivserfarenhet）を提案している。

【提案に対するスロイドとテックニングの批判】教育的

52IJararutbildningskornmitt卓n，Fortsatt

reformerinq avlararutbildninqen．，SOU

1972：92′　del l．

53　…poangHは、スウェーデン語で「点」を意味するが、

教育における「単位」数を表示する際に利用される。

269



観点から自由な創造を強調したものと技術的な観点を強

調したものとの分裂は、LUKの教員養成教育の提案に対

しても二つの異なる意見となって現れた。スロイド教師

のなかで、LUK問題に関する一連の論争が、1973年に

展開しているが、それは理論教科と実際的教科のコンビ

ネーションそのものに対しての問題というよりも、その

コンビネーションと係わる教員養成に関する問題が争点

となった。

LUKによって提案された教貞養成教育は、その他の教

科の教師と同じ4年間の養成教育期間を超えてはならな

いと指示されていた。したがって、以前のスロイド教員

養成のなかで要求された木材および金属の職業養成教育

の時間を、定められられた教員養成教育期間のなかで新

しい理論教科と一緒にすることができないことは明白で

あった。それ故、以前の4年間の養成教育が2学期の養

成教育に置き換えられるならば、専門教育の不足によっ

て教師の能力の低下が生じ、スロイド教育自体が失われ

てしまうと考えられた。こうして、スロイドの代表者の

間から出てきた批判は、あまりにも短い期間で能力の訓

練をすることに係わっていた。

短縮された教科の養成教育が練習教科の活動に有害な

影響を与えるという考えは、他の教員カテゴリーのなか

でもみられた。特にテックニング教師とテックニング教

貞インスティテュートの学生は、LUK調査のコンビネー

ションの思想に対して強い抵抗を示した。彼らは、短縮

した練習教科の養成教育は、練習教科のみならず、コン

ビネーションされる教科にとっても指導の質を低下させ

ると考えた。こうして、主にテックニング教師の専門代

表者、教員養成教育者と学生がLUKに反対する共同行動

をとった。

調査委員会のテックニング教科の専門家は、LUKを粉
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砕する支援をスロイドグループに求めたが、スロイド教

師の間の見解は当時の教育の変化に肯定的であった。ス

ロイド教師の国立協会は練習教科と理論教科の間のコン

ビネーション勤務における思想を最初から支持した教員

組織のひとつであった。

【スロイドの支持】LUKの提案は、調査に参加した教師

や専門家たちの意見によれば、スロイド教師に利点をも

たらすことになる。まず、第－にLgT　69がスロイド教

育に新たな観点から教育学的な方向づげをしたのと同様

に、LUKの提案による教科のコンビネーションは、義務

教育のなかでスロイド教科の地位を強化すると考えられ

た。第二に、基礎学校の高学年生徒は一つだけの教科だ

けを担当する、あまりにも多くの教科教師によってマイ

ナスの影響を受けているという確信があった。生徒達は、

不幸な場合には、週に10～14人の教師で教育される。

コンビネーション勤務とともにスロイド教師はもっと少

数の子どもを教えることになり、その結果、よりよい方

法で自分の子ども達を知ることができる。そして、そこ

から今までと異なる基礎の上で生徒に働きかけることが

できると考えられた。サロモンも国民学校の教科があま

りにも多くの教科に分割されていることを批判している

が、この考え方はスウェーデンにおいて1世紀も前から

語られてきた伝統であると言えよう。こうした変更によ

って、一人の教師がより多くの時間数の授業、そして、

異なる性質を持ち合わせる授業のなかで同じ生徒達と出

会うことになる。希望的に考えれば、いくつかの教科の

なかでの男性あるいは女性教師という一方的なグループ

化すら変えうるのではないかと考えられた。そして第三

に、学習教科と練習教科という教科のカテゴリーの分割

が高校教科と練習教科が結合することで壊され、いわゆ
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る「理論教師」とか「実技教師」といった枠づけがなく

なると考えだ4。さらにスロイド教科は、その新しい

方法の中で、高等学校教科としてのステータスを得て、

その他の教科と同様に研究と発達の仕事における可能性

を得ることが期待された。

したがって、スロイドグループの委員長は、スロイド

教師の多数意見をふまえながら、『スロイド教師』のな

かで「われわれが実現させようと長年にわたり戦ってき

たように、この調査が将来のスウェーデンの子ども達に

対して望みうる最高の教師に彼らをするような将来の教

師に関する調査提案をわれわれに与えてくれると信じて

いる55」と記した。スロイド教師は、入学資格におけ

る仕事の生活経験を外すこと、低学年と中学年において

勤務の選択を多様化すること、そのために基礎学校も高

等学校もコンビネーション勤務の教科数を増加させるこ

となどを要求し、組み合せの教科養成教育と教師の職務

についての提案を支持したのである。

最終的に、調査委員会のスロイドグループは、スロイ

ド教員養成に入る一般的な資格として、2年制の高等学

校あるいは同等の教育が必要であるという提案を行った。

スロイドなどのいくつかの教科については独自の資格要

求が加えられた。その教科の知識は高等学校の2年制職

業コースか同等の教育によって得られた。そして仕事の

生活の経験についての要求は削除された。

さらにスロイドとテックニングの教師組織が意見を異

にする問題が生じた。1973年のLUK調査に関するスロ

イド教師の論争投稿のなかで、コンビネーションの勤務

54cf．Ge）ranÅkerstre）m，＝ntervlun，

Sle）jdlararna tar avsLand fran Gert Z

Nordstre＞m．Sle）jdlararen nr　2，1971．

55Martin Nordhernmer，Komentar till Gert Z

Nordstre）m，Sle）idlararen．nr　3，1971．
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が行われる必要があるならば、テックニングとスロイド

が組み合わされることが最も現実的な解決方法であると

言う意見がテックニングの教師の組織の側から出された

のである。これに対して、LUKのスロイドグループの代

表は、『スロイド教師』のなかで、ビルドと環境学

（bild一　〇Ch milje）kunskap）と呼ばれる様な新しい

コンビネーションはスロイドの犠牲によってテックニン

グ教科を増強するだけものであると考えた。そして、テ

ックニングとスロイドの結合は、LUKのコンビネーショ

ン勤務よりもスロイド教育の質に対してより大きな脅威

になると考えた56。

【試行期間】委員会への付託から政府の提議が出される

までの期間においても、LUK提案についての論議が進め

られた。テックニングは依然としてLUX提案から外され

ることを求めていた。そこで政府は既存の教員養成と平

行してLUKの5年間の試行活動を提案することもありう

るという見解を示した、こうした動きのなかで、テック

ニングがLUKの実験の外にでることも可能になった。ス

ロイドの側は、もしスロイドも外されると、スロイドの

地位を回復することは不可能になると危倶していた。そ

の恐れは1974－75年の段階でも残っていた。そして、

政府の提議が示されたとき、スロイドは5年間の期限つ

きでLUKシステムを試す教科のなかには入れられていな

かった。しかし、国会における直接の動議を通して、計

画された試験期間のなかにスロイドが遂に入った。個々

の議員からの提議（motioner）や教育委員会の準備

（beredningeni utbildningsutskottet）を通じ

て、リンシェビング（木材金属スロイドー英語／数学）

56Ge）ranÅkerstre）m，Svart till Gert Z

Nordstre）m．，Sle）1dlararen，nr　3，1971．
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とイェーテポリ（テキスタイルスロイドー英語／数学）

において試験教育（fe＞rSe）ksutbildning）を行う決定

がなされたのである。その教育は1978年に始められ、

1985年においても依然として試験教育として二教科教

員養成教育（tva．amnets utbildning）は続けられ

た。LUKは、一つの教科以上の教育に関する教育学的か

つ組織的な根拠を具体的な形で示す第一歩を踏み出した

のである57。

57Lararu亡bildningskommitt卓n．01つ．Cit．，del
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5）大学改革とスロイド・インスティテュート

クラス教師と教科教師の養成教育は、包括的な調査委

員会の仕事の後、1960年代と1970年代において大きく

変化した。これまで取り扱われることが少なかった教育

の一グループとして、美的＝実際的教科と体育・競技に

対する教員養成教育があった。それらの教員カテゴリー

は1900年代に『練習教科の教師（1ararel

e）Vningsamne）』という名称でまとめられたが、高校

改革（gymnasiereformen）と関連して、1971年の憲

法改正によりその概念の存在根拠を失った。しかし、そ

れらの教員養成教育は多彩なヴァリエーションに富んだ

歴史的背景を持っている。それら教科の多くが、『専門

教師養成教育』のかたわらで、幼児学校と国民学校の教

師の養成教育の一部として存続してきた。それらの養成

教育の性質は教員養成教育に関して出された提案によっ

ては根本的な変化を示していない。

【LUT　74】当時の教員養成教育は、第二次世界大戦の

後に成長した学校システムよりも、それ以前の学校制度

を反映していた。そこで政府は1974年に「教員養成調

査委員会58」を任命した。そこではLUKの教員養成が関

係するようになり、教員養成教育の専門度が主要問題と

なった。

調査委貞会の中では生徒や将来の職業について全体像

の追求が強調された。その提案は学年範囲の拡大や教科

の帽、学校のトータルな役割など広領域に係わっている。

専門教育の中でも、およそ10パーセントが教科の研究

に近い関連のなかで実際的＝教育学的特色を与えるべき

58　一一1974ars Lararutbildningsutredning－T　は、

その頭文字から－tLUT174一・と呼ばれる。
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であると提案された。LUTの答申『発達する学校のため

の教師59』が政府に提出され、それをもって包括的な

委貞会付託の仕事が始められた。それを受けた政府の提

案は、1985年5月に教育国会委員会で過半数の支持を

えている。

新しい基礎学校数貞養成教育に関する包括的な調査の

仕事は、70年代、そして80年代において実施された。

それはリンシェビング大学から選出されたスロイド代表

者の協働を得て行われた。その改革はLUKによって導か

れた二教科養成教育の中で試みられた考え方によって結

論づけられることとなる。今日では、伝統的な1教科数

貞養成教育と平行して、2教科教師（3教科教師の場合

もある）となる可能性もある。それらは、児童教育、家

政科教師、体育教師、スロイド教師、テキスタイル教師

の各コースに係わっている。

1977年に国の大学教育が持っている様々な単位と選

択を統一させることを計画した新しい高等教育法が通過

した。これによって大学改革が遂行され、スロイド教員

養成所（Sle）jdlararseminariet）はリンシェビング

大学スロイドインスティテュートとなった。この大学改

革の特徴のひとつは、新しい大学にすべての教員養成教

育を結合したことである。

【リンシェビングでの方向づけ】リンシェビングにおけ

る教員養成活動は現代の問題を写しだし、また、教科の

発達に対して有意義な貢献をしてきた。

スロイド教員養成所の出発にあたり、所長の任命に際

して、文部省と学校監督庁はスロイド教育によって美的

（este亡isk）

591974　ars Lararutbildningsutredning，

Larare fe）r Sk01ai utvecklinq，SOU1978：86．
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で文化的（kul亡urell）な方向づけが強調されることを

望んだ。その結果、コンストファックスコーラン

（Konstfacksk01an）で教育を受け、ネースにおける

スロイド教貞養成の教授として活動し、同時に学校監督

庁で働いた経験もあるルンドベルユが所長に起用された。

その後の年月、ルンドベルユは変更された教師養成教育

のための調査と、新しい教育計画に関する調査の仕事と

を積極的に行った。そうしたなかで、スロイドの新しい

内容やスロイド教員養成教育の未来に係わる教育学的論

議に参加してくる教授達が同僚として増えてきた餌。

1960年代以降、種々の教貞カテゴリーに対する養成

教育が調査され、新たな変更が加えられた。木材と金属

に関する養成教育をすでに経たものへの一年制スロイド

教師養成教育における「実際的＝教育学的教育

（Praktisk－Pedagogiska u亡bildning）」は、時代

の要求に即していないものとして批判を受けてきたが、

今日でも以前として残っている。

ルンドベルユとスロイド教貞養成教育における教授達

が、国家的レベルによる多くの任務を与えられたことに

より、リンシェビングを前提としてスロイドに関する多

くの創造的な活動が行われることになった。リンシェビ

ングのスロイド教貞養成教育のなかでスロイド活動の出

発点が準備され、それが「公の場に」スロイドを出させ

ることになった。それは、展示会、国内の教師に対する

継続的教育、新しい教育手段の提案、他の養成教育等と

60cf．Jan Sje）gren，Enintervlu med

Thorsten LundbercT Om Sle）1den och

Sle）1dlararutbildninqen aren1960－85．，

Sle）jden mot　90－talet．，Universiteteti

Linke）Ping，＝nstitutionen fe〉r Sle）jd1985．
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の協働、新聞・雑誌の発行61、実験・研究ならびに国

際交流における報告等になって展開した62。

スロイド教員養成所の時代から、すでにスロイドの特

別な問題に関する研究を開始するための大きな努力が払

われていたが、スロイドの仕事に対する生徒達の計画立

案に関するプロジェクトはその様な活動の一つであった。

計画立案に興味を集中することは、そのスロイド教員養

成教育にとって特徴的なことである。

スロイドと物理教科との協働は、スロイドと技術教科

との協働と同様に、現場での実験で試みられた。最も包

括的なものは、その多年にわたる研究のあとで、1979

年の国際シンポジウムにおいて報告された「試行錯誤的

スロイド（Labora亡土v slOjd）」というプロジェクト

である。その目的は、試行錯誤的仕事の形態が、知識、

能力、そして態度についての問題に関して生徒の発達に

どの様な影響を与えるか、それを明確にすることであっ

た。創造的な仕事の形態（kreativa arbetsformer）、

熟練度の訓練、協働、消費者教育、これらへの可能性が

プロジェクトの結果の項において強調された。「学校と

スtjイド（Sk01an och sle，jden）」という共通標題に

よって明細に説明された報告書は、養成教育ならびに、

その継続教育のなかで使用されている。

この10年間に新しい研究を打ちたてるにあたって、

リンシェビング大学はスウェーデンのなかで特別な役割

“例えば、前述した「スロイド・フォールム

（Sle）jdforum）」は、木材・金属スロイドに対する特別

な雑誌であり、後に、スロイドにとっての包括的教育学

雑誌となる。

62cf．Jan Sjogren′　En uPr）SatS′　Mal fe）r

Sk01sle）jden och sle）jdlararutbildningens

uppfattning om detta aren1960－85，

Universi亡eteti Linke）Ping，＝nstitutionen fe）r

Sle）jd，Linke｝Ping1985．
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を果たしている。今日では、「テーマ研究（Tema－

forskning・）」の名称で、多くの学問分野にまたがる学

際的研究が行われている。その日標は、これまでの伝統

的な学問領域の代りに、幅広い問題領域や研究主題に関

する研究を通して、研究者養成教育を行うことである。

こうした研究に基づく諸知見は、教員の養成にもまた役

立つはずである。教員養成教育の必要を直接に満たすた

め、「教授学の研究（didaktik forskning）」につい

て検討が続けられている。その準備過程にスロイド・イ

ンスティテュートは最初から参加した。そして、その研

究は指導過程と結びつけられた様々な教科の特別な問題

にとって大きな意義を持つようになった。その教科は、

何を扱うべきか、いかに指導が行われるべきか、そして、

それらの問題に答えるために、なぜ今、こうした選択が

行われるのか、答えねばならぬ問題は多い。

美的＝実際的教科の教月を養成するプログラムの内容

を刺激的にするために、発展的で組織的な研究が「芸術

的（kons亡narligい発達」に即して進められている。

この作業の主導は、スロイド教員コース委員会によって

とられた。そのことは、スロイドの特別な内容に対して

重要な意義を持っている。

「教科養成教育に対し責任を持っている養成プログラ

ムは、当然、教員養成教育のそうした部分が研究と開発

の仕事に結び付くことを考えておかねばならない」とル

ンドベルユは考え、「最終学年の『実際的＝教育学的部

分部分』にすべての力を集中するだけでは十分でない。

スロイドは古くから受け入れられているような意味の中

での教科ではない。この教科養成教育は非常に特殊であ

るので、芸術（konst）と文化（kultur）のなかでの養成

教育に対する芸術的発達における仕事（konstnarligt

utvecklingsarbete）についての大学政令の指針が、
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最も近いものとして適用可能である。スロイドの素材領

域のなかで、創造的仕事へ教科養成を受ける者の能力を

発達させることは、ただ単に望ましいといったものでは

ない。それは、必要不可欠なことである63」と述べて

いる。

63Jan Sje）gren．Enintervlu med Thorsten

LundbercT Om Sle）1den och

Sle）1dlararutbildninqen aren1960－85．，

Sle）jden mot　90－亡alet．′　Universiteteti

Linke）Ping，＝nsti亡utionen fe）r Sle）jd，

Link（〕ping1985，Sid　84．
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3．1980－1985年

1）基礎学校のための教育計画（Lgr80）の準備

【S工A調査】1960年代の基礎学校の改革は高い度合で

組織と教育計画に係わっていた。差異をつくらない観点

とともにあった統一学校における仕事の形態と方法は、

特別な困難を持つ子どもにしても相違なく学ぶことがで

きるということが望まれていた。政府は、1970年の春

にLg・r　69の枠組の中で、学校内の仕事の調査委員会朗

を任命した。1975／76年度国会にその委貞会が提出し

たS工A問題の提議は学校教育庁に対し教育計画の改訂を

検討させることになった。

S工A提議の第－の観点は、統一のもとの集中を排除し、

分散化が遂行されるべきであるということであった。第

二に基礎学校は、子どもの現実に仕事の形態を適応させ

なければならず、それ故、実験的かつ実際的仕事の形態

を使用するべきであると主張された。基礎学校は、子ど

も状況から出発する就学前学校（fe｝rSk01an）の仕事の

形態によって連合的に構成されるべきであり、それによ

って就学前学校から基礎学校への移行を容易にすること

も考えられた。さらに第三に、S工Aは綜合化した就学時

間を提案した。そこでは、様々な仕事の形態と活動がお

互いに引き継がれ、地方独自の学校外の力として地方の

団体が自由な活動のなかで働きかけることができるとい

うものであった砧。これらの提案では、原則としてLgr

”学校内の仕事（Skblansinre arbete）からsZA調

査委員会と呼ばれる。

65ThorstenIJundberg och Kristina Malmberg，

Sk01an och sle）1den′　Sle）jdens utveckling fran

U55　－　日Lgr　80m，Projektet Laborativ sl∈）jd，

Rapport　3，Linke）Ping1979，Sid　30．
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69のなかに見られたクラスをまとめる時間計画とヴァ

リエーションシステムは残されていた。その提案を受け

た付託委員会は、調査的、実験的仕事の方法についての

章を最も肯定的に受け取っている。

【教育計画作成の仕事】新しい教育計画をつくる任務を

S（）は社会民主主義政府から得た。80年代の学校のため

の新しい教育計画での仕事は、以前の教育計画の仕事と

比較して、一つの異なる方法で組織づけられている。新

しい教育計画の作成と関連して適用された組織は、イン

フォメーションを広げ、仕事の道筋を受け入れることを

含んだ。それは開かれた組織であり、SOのなかの統合

グループである1grグループに照会グループが接続する

システムであらた。それらのなかに、国会党派、労働市

場の部、ならびに教員連合と生徒の親の組織（elev－

fe＞raldraorganisationer）が含まれた。教師が現場

槌　に出てコンタクトを持つ狙いとともに、SC）は教育計

画の仕事の道筋のなかで7号にわたって『教育計画の論

争（Laroplansdeba亡t）』という新聞を出版した。そ

の新聞は、その中で述べられた提案に文書で答えること

を要請することとともに全国のすべての教師に配布され

た。S〔）は「およそ900の手紙を受け取った」という。

スロイド教師の新開もまた利用された。それは、教育

庁（utbildningsdepartmentet）の調査の指針から、

いかに教育計画の文章が解釈され適用されるかについて

のS（）の指針まで、継続的に教育計画の仕事を紹介した。

特に低学年のスロイドについてや、高学年のスロイドに

“日本のいわゆる「教育現場」ではなく、「社会」と

いうフィールドである。日本の教育ではしばしば現場中

心という考え方が出されるが、教育のための教育という

形になっている点も考え直す必要があるのではないか。
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おける選択とその可能性、新しい教科テクニークの教師

問題などの論争が盛んに行われた。

S〔）が最初の教育計画を提出してから、政府が保守政

権に移り、以前の活動の提案から基本的に大きく異なる

ものとなったが、ハルトマンは「おそらく、それは批判

的な提案が定められることに寄与した理由であった併」

と述べている。その批判は主に高学年の組織と教育計画

の教科の提案に係わり、SC）提案からは、英語、ドイツ

語、フランス語と数学の選択すらなくなった。一方、ス

ロイドは、高学年で義務としてすべての生徒が二つのス

ロイド種で指導されることが提案された。その提案は、

1978年に「基礎学校の教育計画の変更への提案」とい

う名前で出版された。それは表紙のデザインから「虹

（Regnbagen）」とも呼ばれたが、それによると、スロ

イドにおける技術的な狙いづけの強化と運動的能力

（motoriska fardigheter）、計画と構築的仕事への

より大きな余地などが示された。そこでは、調査や実験

の仕事、事実との関連（Verklighetsanknytning）、

能力発達（fardighetsutveckling）ならびに相乗効

果と共同責任（medinflytande och medansvar）と

いういくつかのキー概念がしばしば登場している68。

新しい教育計画の提議が国会に示されたとき、S白の

教育計画の提案に対して一連の再検討と変更が含まれて

いた。それは、高学年の組織についての提案が認められ

ず、概して現状の高学年の組織を維持するが、言語とテ

ーマ研究を通しての継続コース

（fe＞rdjupingskurser）に対してはいくつかの選択の

67per Hartman，○て）．Cit．，Sid　81．

68Thorsten Lundberg och Kristina Malmberg・，

Sk01an och sle）1den，Sle）jdens utveckling fran

U55　－　nLgr　80n′　Projektet Laborativ sle）jd，

Rapport　3，Linke）Ping1979，Sid　29．
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可能性を含んでいたことと、地方の学校組織からのより

大きな影響をもった基礎学校をもつことを提案していた。

時間計画の中では、家庭科が低学年に導入され、新し

い教科テクニークが高学年に導入されるような変化が行

われた。スロイドに提案された変更は、時間数の増加を

ともなっていたのだが、取り去られた。

政府は1980年10月に「基礎学校のための教育計画

（Laroplan fe）r grundsk01an1980）（Lgr80）70」

を決定した。Lgr80の教育計画は一般の部と注釈資料

によって成り立つ。一般部は目標と基本方針、時間計画、

コースプランからなる。注釈資料はなんらかの規定を含

んでいるわけではないが、学校で解決すべき問題を指摘

し、その克服方法について解説している。それらは更新

され、徐々に補完されることで、その時局性を保つこと

になろう71。

Ⅶ後掲資料25参照。

71Ulf p．Lundgren′　Gunilla Svingby och

Eric wallin．Fran Lqr　69　tillIJqr　80．

He）gSk01an fe）rlararutbildningi stockh01m，

＝nstitutionen fe）r pedagogik，Rapport　3，

1981，Stockh01m1981，Sid　74－76．
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2）Lg・r　80の作成

「Lg・r　80、目標と基本方針・時間計画・コースプラ

ン70」は、1980年の秋に完成した。しかし、教育計画

のいくつかの基本方針は、すでに1980／81年の学習年

度（lasaret）で適用されるので、Lgr　80から目標と基

本方針の抜き刷りが1980年の春に全国の教師に配布さ

れた。教育計画の作成期間には、『スロイドフォールム』

などのスロイド教師の雑誌のなかで、主に最初の第1学

年と第2学年の低学年スロイドや高学年スロイド、そし

てテクニーク教科のなかでの教貞問題などが論じられて

いたので、Lgr　69と比較して、Lg・r　80が異なる用語

を使用していたとしても、それが学校関係者にとって大

きな驚きを生じさせることはなかった。

【地方の組織と選択】Lgr　80のなかの最も大きな特徴

の一つは、地方の学校と教育委員会

（Sk0lstyrelsenrna）が学習の形成とその狙いづけに

影響力を持てることであった。Lg・r　80によると、生徒

の動機を創造し維持するために「学校が意義ある広がり

をもって生徒の興味と出会うように、すなわち、学校が

様々な興味を発達させるように生徒を刺激するようにす

ることが必要である。個々の学校とクラスの仕事は、し

たがって、可能な限り長く生徒が持っている興味に適合

され、あるいは教師として彼らに与えることができなけ

ればならない。したがって、その観点から、地域的にプ

ログラムとコースを形成する大きな可能性があることが

70sk01e＞VerStyrelsen．LaroPlan fe）r

qrundsk01antLcrr　80），Allman del，Mal och

rik亡Iinコer，timplaner，Samt kursplaner，

S亡OCkh01m1980．
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学校のなかで重要である71」と考えられたことによる

ものであった。基礎学校のなかで主に地方の学校当局に

よって形成される部分は、テーマ学習、自由活動（fria

aktivite亡er）、そして選択コースである。テーマ学

習は、義務教育教科の枠組のなかで、継続し、より深化

する課題によって成り立っており、低学年から高学年ま

ですべての学年段階で行うことができる。自由活動は、

中学年と高学年で行うことができ、そこではなかでも団

体（fe＞rening・ar）や企業などの組織が生徒を活性化す

るために働くが、また、生徒自身の形成する団体への関

与もその活動に含まれる。選択コースは他の指針による

規定とともに部分的に地方の希望目標にしたがって計画

される。Lgr　80では、高学年の選択が二つのB言語で

あるドイツ語とフランス語によって成り立つ一方で、そ

の他の選択枝が地方の学校当局によって指示される。

Lgr　80は、選択コースが二つあるいは多くの教科が持

つ要素から成り立ち、スロイド、テクニーク、あるいは

家庭科からの要素で構築することにより実際的なつなが

りを得ることができると説明している。高学年の生徒は、

毎年、選択コースのなかから選択し、学習週時間給計は

11時間になり、およそ週3．3時間であった72。

【時間計画】スロイドの部分に対して、Lgr80の時間

計画は変更されていない。基礎学校に対するスロイド時

間の合計数は、Lgr　69の中と同様に週16時間であるが、

その表示は、低学年が週2時間、中学年が週9時間、高

71sk01e＞VerStyrelsen，Laroて）lan fe）r

qrundsk01antLqr　80L Allman del，Mal och

riktlin］er，timplaner，Samt kursplaner′

Stockh01m1980．sid　9．

72cf・Sk01e）VerStyrelsen，ibid・，Sid33・
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学年が過5時間という様に行われている73。

低学年のスロイドについての問題が教育計画の作成の

仕事のなかで現実化したとき、その教科が低学年生徒の

時間割のなかに含まれる希望が持たれだ4。LPHプログ

ラムのなかでもスロイドが基礎学校の第1学年からすべ

ての学年で義務教育の教科として存在するという要求が

あっだ5。スロイド＝テキスタイル教師国立組合

（Riksfe）reningen sle＞jd－teX亡illarare）は、第1

学年から高等学校までスロイドが時間割に含まれるため

に運動していたが、Lgr　80の形成過程において、要求

を入れてもらえないことが明らかとなった。S〔）が学習

年度1980／81年の前に試行活動を行った際に、1980年

の『スロイドフォールム』は低学年スロイドの教育計画

の条件と試行活動の狙いを報告している。そこでは、低

学年のスロイドが技術的な能力の増加した概念形成と訓

練を含んでいることを確認し、オリエンテーリング教科

とスロイドとの結合を果たすための資材をわが国の学校

が持っているかについての調査を行った。また、どの様

な肯定的な効果をその活動が導くかを検討課題にしてい

る。さらに、低学年教師との協働が基礎学校における教

貞組織の合同に働きかけることができると考えた76。

Lgr　80

73cf・：Sk01e）VerStyrelsen，ibid・，Sid156－

157．

74Riksfe）reningen sle〉jd－　OCh textillarareI

Lanqsikticrt pedaqocrikskt handlincTSl⊃rOCTram，

StOCkh01m1977．

75　cf．Gemensamt fack fe）rlararna150．000

medlernmari nytt stort TCO－fe）rbund，

Sle）1dforum，nr　5，1981．

76cf．Fe｝rSe＞ksverksamhetinfe）rIJgr　80′　Dags

fe）r Sle）jdi arskursl och　2，Sle）1dforum，nr

5′　1980．
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のなかでは、低学年に対する重要な注釈として、スロイ

ドはビルド、家庭科（hemkunskap）、テクニークとと

もに、その構成要素がオリエンテーリング教科のなかに

含まれるべきであると示された77。スロイド教科のな

かのいくつかの要素がオリエンテーリング教科のなかに

含まれることは、低学年教師とスロイド教師の間の教員

層の協働が行われることを意味した。低学年および中学

年で、すべての生徒は両スロイド種の時間を同様に得る

ことができるのである。

多くのスロイド教師が係わる給合された問題は高学年

スロイドであった。ここでは、木材・金属スロイドから

もテキスタイルスロイドからも反応は様々であった。特

にテキスタイルスロイドのグループは、スロイド種が義

務となることにより、これまでの秩序が失われることを

恐れた。1970年代に高学年の生徒は、スロイド種の木

材一金属スロイドかテキスタイルスロイドを選択するこ

とができ、その選択が性別に結び付かないことが期待さ

れていたが果たされなかった。そこで、雑誌の中の論争

でも、高学年のスロイドに関する論議は、主に、両スロ

イド種のなかで義務となるか、あるいはそうではないか

の見解に係わった。そのなかで、スロイドを高学年にお

いて両スロイド種を義務にすることを支持したものは、

70年代のスウェーデン社会のなかで明白になったと思

われる平等の努力を背景に持っていた。この高学年スロ

イドにとっての条件は、増加した時間数、より少ない指

導グループ、必然的な継続養成教育であった。それに対

して、高学年におけるスロイドの選択の自由を主張する

ものは、教育計画の論争のなかで多数であった。その自

由に対する動機は、生徒の素質と、教室内の快適さの重

視によるものであった。特にJ　テキスタイル教師によっ

77cf．Sk01e）VerStyrelsen′　○て）．Cit．，Sid159．
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てその考えは主張された。テキスタイル教師の多くは義

務としてスロイドをすることに否定的な立場を持った。

しかし、徐々に、S6提案を支持することに一致してい

った78。高学年のスロイドに関する論議は、高学年の

生徒が両スロイド種やその範囲を選択することができる

ことが明らかになった1981年の秋に再び盛んになった。

後の要素は、生徒がスロイド教室を往復することができ

ることを意味した。しかし、他方において、生徒がその

地方の選択用紙でスロイドを選択していないことが明ら

かになった。この相反する報告は、多くのスロイド教師

を当惑させ、国立連合の委員会はsOとコンタクトをと

り、協議の結果がスロイドフォールムの5／81号に紹介

された79。そこで、スロイドが各々の学校によって選

択されねばならない。そして、a）スロイドは、一つの

クラスで同時にすべての生徒に対して時間割される。b）

仕事の単位でのスロイド種の選択という、二つの選択が

ありうることが示された。しかし、男子がテキスタイル

スロイドを選択するよりも、より高い広がりで、女子が

木材スロイドを選択したので、選択の自由は限定された

ことを強調している。実際には、スロイド種の選択は、

ひとつの限定された選択となったことを意味した。その

説明はスロイドが新しい教育計画のなかで得た新しい任

務を図表化している。そこで注目されるのは増加した他

教科との協働と望まれた継続教育である。「われわれの

変化した仕事の状況は継続教育を必要にする㌧。Sdは必

要な図表作成のなかで、スロイドやテキスタイル教師が

78　ThorstenIJundberg och Kristina Malmberg′

Sk01an och sle）lden，Sle）jdens u亡VeCkling fran

U55　－”Lgr　80”，ProjektetIJaborativ sle＞jd，

Rapport　3′　Linke）Ping1979，Sid　34．

79　styrelsen Riksfe）reningen sIOjd och

textillarare，Sl亡）jden pa he）gStadieL，

Sle）1dforum，nr　5，1981．
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その中に自らを置くことになる新しい仕事の任務を配慮

しなくてはならない附。」スロイドフォールムの次の

号は、高学年生徒に対するスロイドの選択に関する投稿

を掲載しているが、著者のテキスタイル教師は次の言葉

で結んでいる。「私の最後の希望は、それぞれのコミュ

ーンがスロイド教育を決定できることである」。彼女は、

スロイド種の強制が意味する否定的な要素を指摘するこ

とでその記事を始め、以下の例をあげた。「多くのテキ

スタイル教師が対象にしているのは、毛糸を編んだり、

クローセ編みをしたり、刺繍をしたりすることを学びた

がらず、大きな不器用な手の男子たちの興味を持ってい

ないグループである81。」この投稿文では、生徒が自

分の選択で一つのスロイド種を行うことを試みることに

対して論議が進められている。自らの選択により、彼ら

は深化する可能性を得て、自らの仕事に安らぎをえると

説明している。彼女はまたスロイド教育の目標が、それ

ぞれのスロイド種にとって基礎である技術を教えること

であると考えた。その目標に到達するための条件は、必

要な時間、静かにおちつくことであった。しかし、彼女

は教育計画がそれと反対の結果をもたらすと考えていた。

結局のところ、高学年のスロイドについては、両スロ

イド種を義務にしようとしていたが、その提案は政府の

提議の中で棚上げにされた。それはLgr　80のなかで「高

学年で生徒達は、共通教科であるスロイドのなかで、テ

キスタイルスロイドからも金属スロイドからも同様な構

成要素で仕事を行い、どちらか一つのスロイド種に対し

て狙いづけた仕事の課題を選択する可能性を与えられる

紀」と記述された。そこでは、地域の決定と関連して

帥　ib土d．′1981．

81＝ngrid Karlsson，Sle）jdgrupper，

S161dforum．nr　6．1981．

82sk01e）VerStyrelsen．0て）．Cit．，Sid159．

290



生徒が主に仕事をすることを選んだ一つのスロイド種に

対し、より短い時間で、その他のスロイド種を行うこと

ができることも含まれていた。
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3）Lgr80のコースプラン

教育計画のなかで種々の教科のコースプランを扱う部

分は以前と異なって整理されている。そこでは、各教科

の狙い・目標・主要点が説明されるが、各教科の仕事に

対する基本方針は注釈資料に委ねられた。

コースプランのなかで、まず各々の教科の狙いが始め

に記される。そこにはスロイドが、

「＊生徒は、素材を加工したり、世話をしたりすること

ができることで人間的そして経済的価値を理解する

＊生徒達は、実際的仕事を通して創造的能力を発達させ、

日常のそして仕事の生活における行動準備

（handlingsberedskap）を得る。

＊生徒達は、様々な素材と様々な仕事の方法を使用する

ことを学ぶ83」ために基礎学校の教育に含まれると記

されている。

狙いの記述の内容は、スロイド教科の目標のなかで再

び取り上げられ、「目標．生徒達は、テキスタイルスロ

イドと木材・金属スロイドにおける実際的な仕事を通し

て、自分達の創造的能力と美的価値に対する感覚を開発

し、同時に仕事の方法と仕事の結果を判断することを学

ぶ84」と記されている。

教科の主要点は、創造的活動、生産と消費、ならびに

環境と文化という3つの表題のもとに説明されている。

【創造性について】Lgr80のスロイド目標は、Lg・r

69の目標と明らかに関連を持ちながら、より詳細に記

されたと言うことができる。しかし、それに対する例外

の一つが「創造的能力」についてであり、以前の「自主

83sk01e＞VerStyrelsenlibid・，Sid156－157・

84sk01e）VerS亡yrelsen，ibid．，Sid156－129．
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独立に計画し、遂行する（Sjalvstandigt planera

och genomfe）ra）」という書き加えがなくなった。

Lgr　80では、主要点の表題のなかでも創造的

（Skapande）という言葉だけである。創造的活動

（Skapande verksamhet）や自由な（fritt）という言

葉はない。さらに、以前のファンタジーとともに表現し

たり、書き表したりする生徒の可能性に係わる記述は、

仕事をする（arbe亡a）、表記する、計算するという表現

と置き換えられた。これらについて、Lgr69の作成に

係わった人々は、それを若干の後退として感じているこ

とを、ルンドベルユはインタビューのなかで語った。ル

ンドベルユは『スロイドフォールム』のなかに「実際的、

創造能力もまた基礎能力に考えられるべきであるという

ことについての合意がなかったことは残念であるが、お

そらくそれは次の教育計画の改訂になるだろう！85」

と記している。

しかし、その能力はすべての生徒に兄いだされるとい

う確信と共に、Lgr80の学校目標に記された「人間は、

活動的で創造的な意識的な行いをする個人である

（Manniskan ar en aktiv．skapande，medve亡et

handlande person）86」という人間観と係わってい

る。

【美的価値】終始一貫して美的育成は創造的能力の育成

に近い関連を持ってきたが、Lgr　80の目標文は美的育

成から美的価値という表記に変った。Lgr　80によると、

基本的な民主的価値づけについては、学校は中立となる

ことができないが、例えば人生観、政治、社会的価値観、

85T．IJ．（Sign．），Laroplan fe）r grundsk01an，

Sle）－idforum，nr　3，1979．

86sk01e）VerStyrelsen′　Or）．Cit．′　Sid13．
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人間観、歴史の理解あるいはモラルのなかの異なった価

値づけに係わるとき、学校は自らを中立に保たねばなら

ず＄7、指導は「事実に基づき、包括的（alls土d土g）SE」

である必要があると記された。美的価値についても中立

であるが、それは学校が生徒から遊離した態度をもたら

したことを意味せず、深くまたより良く動機づけられた

個人的確信の育成に貢献するためと思われる。

Lgr　80のスロイド目標の中での「美的価値」という

表記は、25年間の学校の論議を背景にした広い意味を

持っていることが指摘されねばならないだろう。

「美的価値への感覚を発達させる」は、スロイドの材料

と道具、形態と色とともに独自の仕事が与える感覚とそ

の経験を開発することを意味するが、なかでも、「良い」

と「悪い」という判断よりも異質さの経験が基本となる。

【実際性と行動準備】LPHグループによって作成された

提案は、学校の理論的な種類の側面が減じたこと、実際

的な仕事への肯定的な立場を増加するために働きかける

べきであることなどを述べている、その他のスロイドの

狙いについても、「スロイド教育は、自主独立にそして

他のものとともに、近い環境や社会のなかの様々な種類

の仕事生活における問題と実際的任務を解決することを

望みかつできるために、生徒に良い発達した行動準備を

与える紳」と記された。2年後のLgr　80のなかでは、

それに近い形で、スロイド教科の狙いが構成されている

90。スロイド教科に対する目標表記の最後には、Lgr

椚cf．：Sk01e）VerS亡yrelsen．ibid．，Sid18．

86sk01e）VerStyrelsen．ibid．′　Sid32．

89　sk01e）VerStyrelsen′ibid」．Sid129．

90cf．Riksfe）reningen sle）jd一　〇Ch

textillarare，IJanCrSiktiqt r）edaqocTisikt

handlinqslつrOCTram，Stockh01m1977，Sid15．
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69では兄いだされない「それはまた生徒達に、実際的

任務を解決したり、平等へ寄与することにおいて喜びと

満足を感じるために、仕事と日常の生活に皆が必要とす

る行動準備を生徒に与える91」という表記がある。こ

れは、スロイドは生徒の手の素質を発達させると告げた

1962年の教育計画の表記と類似している。実際的な仕

事は、すでにスロイドの目標の最初の行でスロイド教育

の手段として示されており、スロイドにおける仕事の技

術的な狙いづげと実際的な活動は、Lgr80を通して、

それがLgr　69以前に持っていた重要性を再び取り戻し

たということができる92。

【消費者教育、環境と資源】「生産と消費」のもとで、

生徒はスロイド教科のなかで資源問題を扱い、修理と再

利用の仕事をすると記されている。Lgr　69に追加され

たものとして、主要点の生産と消費に対する、消費者知

識（konsumentkunskapen）の重さを挙げるべきであろ

う。消費者問題は主にオリエンテーリング教科と家庭科

というその他の教科との関連のなかで取り扱われる。ま

た、需要形成の問題群も扱われ、需要と資源がその関連

で扱われるべきであると告げている93。環境問題と資

源問題は明確な表記を得た。

様々な文化と異なる時代のもとでの、ものと環境の関

連は環境と文化の表題のもとで取り扱われる。ここでは

また、良き遊びと近くの環境の理解を増強するためにス

ロイドの可能性を利用している94。以前の教育計画は、

「家庭文化（hemkultur）」、「使用するものと芸術工

91sk01e）VerStyrelsen，ibid．，Sid129．

92sk01e）VerStyrelsen，ibid・，Sid156－157．

93sk01e）VerStyrelsen，ibid．，Sid130－131．

94sk01∈）VerStyrelsen，ibid．，Sid130．
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芸におけるスタイルと形態の伝統」をあげていたが、

Lgr　80のなかの文化遺産（kulturarvet）は「スロイ

ドの領域」と「古いもの」に関わることを通じて、より

広い領域を示すことになった。生徒は、社会オリエンテ

ーリング教科との協働を通して、スロイドの領域のなか

で古いものの興味を得ると述べられている。

【平等】「コミュニケーション能力」と「平等

（jamstalldhet）」は、以前に見られない様な方法で、

スロイドの目標のなかでLgr　80のなかに取り上げられ

た。平等に関する新しい記述はスロイド教育のための目

標として取り入れられ、「スロイド教育は平等に寄与す

る95」と記された。その様な表記は以前の教育計画の

なかのスロイドの部分にはなく、例えば、1962年の中

学年におけるスロイド交換を通してや、1969年の二つ

のスロイド種の結合など、他の方法で告げられていた。

【テックニングからビルドへ】テックニング教科は、

Lgr　80のなかでビルド（Blld）という新しい名称にな

った。この教科の狙いに関する思考過程の変化は1969

年から強くなった。それは、なかでもビルドの表現、ビ

ルドの分析、ビルドのコミュニケーション、美的オリエ

ンテーリング、ビルドと環境という表題によって成り立

つ教科の主要点のなかで示されている。教科の狙いの表

記では、写真、映画、テレビのなかで知識を与えること

が取り上げられている。時間計画は、スロイドと同様に

オリエンテーリング教科のなかで、いくつかの要素を扱

う低学年のビルドの指導以外に、以前の教育計画のなか

のテックニングと比較してなんら変化はない96。

95　sk016VerStyrelsen′ibid．．sid130．

96　cf．Sk01e）VerStyrelsen′ibid．，Sid　69－75．
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4．1960年から1986年までのスロイド教育の変遷

1）フェーグレンのカテゴリー分析

1960年から1986年までの期間では、それ以前の期間

のようにスロイド教育学に貢献した代表的な人々に関す

る研究によって歴史的な流れをつかむことが困難である。

むしろこの期間では、調査委員会や教科・教員養成に関

わる施設・組織の動向を検討する必要がある。それは公

的で統一された教育制度の形成によって、それに係わる

量的な増加によって端的に示されるとも言えよう。

この期間に基礎学校が設立され、それとともに3回の

教育計画が公布されたが、この期間のスロイド教育の変

遷を考察するには、それらの教育計画を比較検討するこ

とが最も有効な方法であるだろう。そうした視点からの

主要な研究として、フェーグレンの「90年代に向けて

のスロイド、1960年－1985年における学校スロイドと

スロイド教員養成教育についての見解97」がある。フ

ェーグレン　の論文は、木材および金属スロイド教員養

成教育がリンシェビングにある1960年－1985年の25年

間を対象にしている。

フェーグレン　は、その期間に有効であったすべての

学校制度のコースプランを集め、スロイド教育の目標に

ついて調査した。Lg・r　62によるコースプラン（美的＝

実際的および身体的育成のための教科の目標とスロイド

の目標）、Lgr　69（スロイドの目標）、およびLgr

80（学校の目標と根本方針、ならびにスロイドの目標

97Jan Sje）gren，Sle〉1den mot　90－talet，En

ul⊃TjSatS，Mal fe）r Sk01sIC）jden och

Sle）jdlararutbildningens uppfattning om detta

aren1960－85，Universiteteti Linkくさping，

＝nstitutionen fe）r Sle）jd，Linke〉Ping1985．
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と主要点）の3つのコースプランを検討するなかで、そ

れらを包括的に理解することを可能にする分析方法とし

て、以下に示す5領域のなかに包括される9カテゴリー

が考案された。

「第1領域

Kl．美的育成（estetisk fos亡ran）、創造的能力

K2．美的育成、美的価値に対する感覚

第2領域

K3．実際的能力育成

（Prak亡isk fardighetsfos亡ran）、仕事の方

法を判断する能力

K4．実際的能力育成、スロイドの素材で働く能力

K5．実際的能力育成、コミュニケーション能力

第3領域

K6．消費者間題、仕事の結果を判断する能力

K7．消費者育成（konsumentfostran98）、行動準備

第4領域

K8．文化的育成（kulturfostran）

第5領域

K9．社会的育成（SOCial fostran）99」

フェーグレンは、すべての文章について中心的概念の

選別を行い、直接的な引用のみを使用してカテゴリーを

形成した。その順序は主にコースプランのなかで行われ

ている順序によっている。

フェーグレン教授が記している様に他のカテゴリ一分

卵”fos亡ran・－は、養育、教育を意味するので、消費者

教育という訳の方が好ましいかも知れないが、ここでは

7－utbildning・一や・一undervisningTTの教育との区別を考

えて育成とした。

99Jan Sj凸gren，ibid．，Sid．58．
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類も可能である。しかし、カテゴリーの数を増やすこと

で効果的に内容の区別が可能になり重複を回避すること

ができるとしても、その半面、カテゴリーの数が増加し

たことで理論操作が複雑になる。また、より少ない数の

カテゴリーに依存すれば、抵触する部分が多くなると予

測される100。

l00　cf．Jan Sje）gren′ibid．，Sid．66．
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2）カテゴリー内容について

フェーグレンのカテゴリー分析の各内容は、以下の通

りである。

【美的育成】カテゴリー1と2は、美的育成が美的価値

に対する創造的能力と美的価値に対する感覚という二つ

の意味を与えられていることを示す。前者は創造的、統

合的側面を取り上げ、後者は印象を受け入れ、経験・感

覚・思考を表現する感受性を扱う感覚経験の側面を取り

上げている。カテゴリー2の美的価値に対する感覚は自

分や他人の生産物、あるいはその他の刺激を基に生じる

発見や感覚を通しての経験を扱う。カテゴリー1と2の

間の相違は、美的価値の経験が自己の具体的な創造と無

関係に兄いだされることが可能であるのに対して、自ら

の具体的な創造はその関連において感覚経験、美的経験

から自由であることはほとんどないことである。

【実際的能力育成】実際的能力育成は教育学的スロ

イドの中心的な部分をいつも形成してきたが、現代では、

それは学校全体の活動の中に表現され位置づけられる。

1940年度の学校調査委貞会は、実際的な判断力を発達

させる能力について記し、一般教育の観点からの価値に

加えて、スロイドが「不可欠な価値の実際的能力101」

を与えると記している。1946年度の学校委員会は「実

際的な育成（Praktisk fostran）」が一般的教育の観

点から大きな価値を持っていると告げている。それは日

常生活のなかの意義の実際的能力を与える。同時にまた、

「実際的な仕事に従事することが、自らの理念を持ち、

1011940　ars sk01utredning，出○＿1ani

Samhallets tlanst′　SOU1944：20′　Sid　64．
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単に手の活動ではなく、脳の活動でもある・・・こと102

」が強調された。

実際的能力育成の表題のもと、仕事の方法、技術、素

材、並びにスロイドの素材で仕事をする手の能力につい

ての知識が統合される。その能力育成は、その実際的能

力育成が機能するために、教師の教育学的指導とのアン

サンブルの中で生徒の自律的な概念形成と組み合わされ

るので、コミュニケーション能力が要求される。

計画能力が開発される必要がある。コミュニケーション

能力は適切な計画のために必要とされ、広い意味で「言

語能力」（適切なヴィジュアル言語（bildsprak）、例

えば鉛筆と紙、並びに話された言葉という簡単な補助手

段で利用することが可能な）を意味する。有意義な計画

やその実際的・具体的な遂行にとって、仕事の方法を判

断する能力が要求される。それは、手の仕事、特に木材

と金属における簡単な手工具での相互効果のなかで最も

良く練習される。実際的能力、連動的発達は、簡単な手

工具によって最も良く促進される。それは教育計画のな

かでスロイドの目標が機械について言及しないことへの

動機に違いない。

【消費者育成】消費者教育は、一つには知識的側面を持

ち、一つには能力的側面をもっている。実際的能力育成

の内容との関連は明らかである。スロイドにおける消費

者教育の概念が遅い日付（Lgr69）によるとしても、

消費者教育におけるそれら両側面はスロイドのより古い

1021946　ars sk01kornmissions betankande med

fe）rSlacr till riktlinler fe）r det svenska

Sk0lvasendets utvecklinq．soU1948：27，Sid

32．
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目標文のなかにもたどることができる。すべての育成は、

広い意味で消費者育成であり、消費者として成長する生

徒のもとに道筋をつけるために定められる。全教科とし

てのスロイドはその関連の中で意味を持っている。

カテゴリー6「仕事の結果を判断する能力」は、スロイ

ド教室の仕事に対しても意味を持ち、また、学校外の状

況に対しても狙いづけを持ち、そして第－に知識と理解

に関係する。K7は、例えば「仕専一と日常生活」とと

もに指摘され、将来の必要性において明らかな狙いづけ

をもってスロイド教室の外で現れる様な、「行動準備」、

実際的状況における能力と係わる。（K3「仕事の方法

を判断する能力」は近くに位置するが、実際的能力育成

に対し大きな意味を持っているので、それはK4とK5と

結びつけられる。）

【文化育成】文化育成（K8）は、長い伝統をもった素材

における簡単な手工具での仕事の当然の結果である。よ

り意識的に、その育成は、スロイドに対する1919年の

目標「よい趣味、実際的な判断力、一般的な器用さ」の

なかに記されている。文化という概念は多義であり、異

なる意味で様々な関係のなかで利用される。その概念は、

Lgr　80のみならずLg・r　62でもそのスロイドの目標の

なかでより広い意味を持っている。

社会の研究機関として、学校は高い度合で文化遺産を管

理し、それを更に伝える任務を持っている（Lgr　62）。

教科自身と伝統によって、学校は、われわれの文化遺

産の一部を代表する。学校の教科は、学校の発展やわれ

われの考え方に影響を与えてきた。この論文のすべての

カテゴリーのなかで、知識、能力そして態度を広めるこ
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とを取り扱う。そのカテゴリーのなかで、その意味を限

定しスロイドの領域の中の文化遺産、様式－と形態伝統

に純粋培養される。

【社会育成】社会育成（K9）は、ここではグループの共

同社会と協働への育成の意味で使用される。その育成は、

教育計画の総合目標のなかに記されているが、しかし、

グループの中での仕事、他の教科との協働、そして平等

への育成という3つの意味で現行の目標文のなかにも存

在する。
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第六章：スロイド教育をめぐる諸問題の検討
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1．美的と実際的

本稿で前述したように、スロイド教育のなかで美的価

値はサロモンの時代からすでに注目され、特に1940年

以降の研究によって強調されてきた。

スロイド教育は美的・実際的教科（estetisk－

praktisk amnen）という位置づけを与えられているが、

ハンドクラフトを手段とする教育のなかで美的教科とい

う視点はスロイド教育の独自性を考慮する上で無視する

ことができない。そして、実際的という観点からすれば、

スロイド教育が絵画や彫刻領域の、いわゆる芸術教育と

異なる点もまた指摘する必要がある。スロイド教育の特

徴は、その実的・実際的教科という位置づけによって最

もよく表されると考えられるが、スロイド教育における

「美的」という概念をいかに捉えるかによって、狭くも

広くもなることを考慮する必要があるだろう1。

1）「エステテイスク」とは何か

それではスロイド教育における「美的（estetisk）」

とは何を意味するのか。日本語の「美的」の意味とは異

なるものが含まれてし．、ると考えられるので、ここではス

ウェーデン語の「エステテイスク（estetisk）」を原語

のまま使用する。現代において「エステテイスク」とい

う形容詞が「趣味を解する、趣のある、スタイルと調和

している、美しい、気持ちがいい、美的感覚に対して

1本論文第五章、Lgr80のコースプランで取りあげた

「美的価値」を参照。
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魅力的な、芸術的、美の、美学の2」という意味で利

用され多義的な言葉であることをフェーグレンは指摘し

ている。「エステテイスク」の名詞形は、「エステティ

ーク（estetik）」であり、日本語では「美学」にほぼ

対応する言葉であると考えられるが、「エステティーク」

は形容詞の「エステテイスク」と比較すると、より狭い

意味でしか利用されていない。それはスウェーデンでも、

これまでの「エステティーク」が、いわゆる芸術と呼ば

れるもののみを扱い、日常に利用される手工芸品、教育

学的な目的で制作された作品、アマチュアによる作品に

はほとんど関心を向けなかったことに由来する。例えば

フェーグレンはユタマンを引用し、「フィンランドの研

究者ラウリラ（Laurila）が、『自然め対象も人間生活

の出来事や運命も』美学の任務として考えている3」と

述べているように、「エステテイスク」に対する論議が

対象物そのものから個人の経験にも向けられるようにな

ったことを背景にして変化してきたといえよう。

フェーグレンは美的価値の概念を示すいくつかの枠組

を指摘してるが、その中で最も狭い枠組は単に美的に価

値のあるものや良いもの、日常で「美しい」というもの

と一致して考えられる。それは、いわゆる良い芸術のみ

を芸術と呼ぶことと対応する。若干広い枠組はそのなか

に評価と段階づけを持ち「良い」と「良くない」の評価

を強調する。更に拡大した枠組になると、美的価値は感

覚を通しての理解と経験に係わる。経験はなんらかの極

端な「良い」と「良くない」の分類をされていない。こ

の最後の概念の枠組こそ「エステテイスク」という言葉

2Jan Sje）gren，Termer ur sle｝1dens mal

enliqt LcTr80′　Sle）jdlararlinコenamndens

Skriftserie　84：1，Universite亡eti Linke）Ping，

Linke）Ping1984．sid　67．

3Jan Sje＞gren，ibid．′　Sid69．
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の語源であるギリシャ語のaisthesisが持っていた「理

解（fe）rnimmelse）」や「気がつくこと

（VarSeblivning）」を意味するものと重ねあわされる。

現代のスロイド教育のなかで、「エステテイスク」とい

う言葉は、再び、その意味を取り戻すことを求められて

きたと考えられる4。

4本論文第五章の「Lgr62」を参照．
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【活動の分離】現代においてアーティストとクラフツマ

ンは、異なるカテゴリーを示すと考えられているが、そ

れは、アーティストとアーティザンの分離5　と同様に、

「インダストリー」や「アート」に見られる言語変化の

原因となった人間活動一般における分業化・効率化によ

って惹き起こされた。

人間は諸関連を意識することで拡散的な行為

（alterna亡土ve）を導き出すことができるのに対して、

機械は原因から結果を集束的に導き出すに過ぎない。産

業革命がもたらした本質的変革は、機械によってではな

く、むしろ機械と人間が混同されて扱われるという、そ

の方法に由来する。

以前は生活する個人、ものを生産する個人は、発想か

ら実現にいたる全過程を経験しなくてはならなかったが、

より高度な品質と効率そして量の生産を行うにあたり、

歴史の中で徐々に分業化が進んだ。上述の生産過程の中

でも更に細分化が進む一方で、効率を目標とすることな

く全行程を個人がひとり自ら行う活動を特に表現する言

葉が必要となり使用された言葉が現代の「アート」と言

えないだろうか。「クラフト」と「アート」という言葉

の定義は個人によって大きく異なっており、境界を定め

ることが困難である。現代では、「クラフト」と呼ばれ

る活動は上記の生産過程、特に発想段階に、ある種の美

的直観を有していない際に、つまり発想の段階を真に有

していない際に「アート」より低い言葉として定義され

ていると考えられる。特に「アート」よりも低い階層に

ある「クラフト」と言う場合には、上記の生産過程に美

的直観（創造性）と呼ばれるものが希薄であるから、生

産過程がいつまでも同一階層上に存在しており発展性の

ない場合である。美的直観を伴う発想段階から始まり実

5本論文、第2章参照。
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現へと向かった生産に対して、その生産品がいわゆる生

活必需品であるにも関わらず「芸術（ar亡）」という言葉

を使用したい欲求に駆られる理由もそこにあると考えら

れる。

【スウェーデンの芸術工業】1800年代の後半、スウェ

ーデンではハツセルベルユ（Per Hasselberg）らが芸

術と人間の間にある接触手段として芸術工業を考えてい

たと言われる。それは、芸術工業（Konstindustri）」

という言葉に示されるように、「アート」と「インダス

トリー」という活動の分離を留まらせようとしたのであ

る。ハツセルベルユらが考えた人間と芸術との接点とい

うテーマは、芸術と技術との統合というよりも、生産の

全過程を重視するということに由来している。つまり、

それは一つの生産を行うにあたって、分業化された過程

を統合し全ての段階に力を注ぐことであった。

スウェーデン・スロイド協会は、20世紀末ごろに、

建築家、芸術家、芸術工芸家（konsthantverkare）、

美術館員、手工芸家、企業家、工業主など約1100名の

会員を擁していたが、「スロイド」という言葉が示す活

動の統合的性格を背景にしながら、芸術と工業の融合と

いう観点のもとで、工業化した社会の中での生産活動に

大きな影響を与えた。スウェーデン・スロイド協会は会

員間の自由な接触を通して、芸術的工業に新しい方向づ

げを与えたのである。この芸術工業の伝統をふまえ、現

代のスウェーデンでデザイナーと呼ばれる人間は、形の

みを作る者ではなく、美的直観と共に形を作るフォルム

ギーバレ（formg土vare）と呼ばれる人間、経済的問題

等を考えて計画を行う人間、直接生産に携わる人間など

の間で、一つの生産を貫徹するために調整を行う者であ

る。「1950年代の工業デザイナーがプロダクトの外側、
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つまりケースを形作るスターであったとすれば、1970

年代のデザイナーは設計者、技術者、経済学者等を一つ

の機構にまとめあげる歯車であった。一工業生産の過程

において通訳と形成を行う調整者である6」と言われて

いる。ヘムスロイドという全生産行程を把撞することが

容易な生産形態を基礎にして展開した産業化の進行がス

ウェーデンに独自なデザイナーの出現へ道を開いたので

ある。

【美的と芸術的】「エステテイスク」と「芸術的」とい

う概念は同一なものではなく、一部分が重なりあうもの

であるという考え方をヘルメレーン（Hermer卓n）は示し

ているが、フェーグレンの示した「エステテイスク」の

最も広い概念枠は「芸術的」を包み込むものであると考

えられるだろう7。

スウェーデン語の「芸術的（konstnarl土g）」という

形容詞は「芸術（kons亡）」という名詞から派生してお

り、英語のHartistic・－と一・arLmにそれぞれ対応する。

「アート」が産業革命の以前に持っていた「人間的技術

8」という意味は、現代のスウェーデン語の「コンスト

（kons亡）」に一般的に見られる。例えば、「それは簡

単なことだ（det ar valingen konst＝itis

easy enough）」や「～することはむずかしい（det

ar en verklig kons亡　att　‥．＝it is

d土fflcult　亡○‥．）という日常表現は、「コンスト

（konst）」が、練達さ（Skicklighet）、巧みさ

（fC）rSlag・enhet）、優れた技能（fardighet）、策略

6Monica Boman，Den svenska formen，

Stockh01m1985，Sid　6．

7　G．Hermer卓n，Asr）eCtS Of aesthetics′　Lund

1983′　Sld　71．

吉本論文第2章参照。

310



（list）、トリック（knep）という意味を持っているこ

とを示す9。それは「スロイド」の語源が持っていた意

味である「抜け目のない（Slug）」、「練達な

（Skicklig）」、「巧みな（kons亡fardig）」という意

味と一致している10。さらに付け加えれば、日本の「工

芸」という言葉は中国の唐の時代の「技芸百般」を示す

言葉であったこともよく知られている。「アート」「コ

ンスト」「スロイド」が何かものごとをうまく行う技術

を示し、一様に人間の技術を示すものであったことは興

味深い。

コリングウッドの「クラフト」の定義11に対して「ス

ロイド」は、完結した形態圧orm）を持たない状況をさ

すことはまれであることから、より狭い意味を持つと言

えるかもしれない。それは「スロイド」が、より一般民

衆の生活と密着した所で、そこに存在するエステテイス

ク要素を強調して行なわれるからである。ラバーン

（LionelIJambourne）はコブデン＝サンダスン（TJ

Cobden－Sanderson）を引用して、イギリスの美術工

芸運動が、常に、「ものよりもより多く観念にかかわっ

ていだ2」と記しているが、その観念に見られた生活

から離れぬ美的要素は「スロイド」と美術工芸運動の「ク

ラフト」との共通点であると言えるだろう。

われわれが「アート・エデュケーション（arL

educa亡ion）」と言う場合に、英語の「アート（ar亡）」

9　cf．Jan Sje）gren，〇℃）．Cit．，Sid　76．

10本論文、序章参照。

11本論文、第二章参照。

12Lionel Lambourne．U亡Or）ian craftsman，The

arts and crafts movemen亡　from the Cotswo＿lds

tO Ch土caqo′1980．（小野悦子訳、ライオネル・ラバ

ーン、『ユートピアン・クラフツマン』、晶文社、1985

年、15頁、参照．）
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は単に芸術のみを意味するのではなく、人間的技術や巧

みさに及ぶところから、いわゆる「芸術教育」よりも明

らかにそれ以上の意味で、むしろ創造的活動を通しての

育成として考えられる。スロイド教育は、その観点にお

いてアート・エデュケーションと同様であると言えよう。
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2）機能主義と美の社会性

【社会美】スウェーデンの「美」という問題を扱う上で、

エレン・ケイが果たした役割は無視できない。ケイは

1890年代から審美学的問題を取り上げ、純粋な芸術論

的解説を行う一方で、教育的社会的角度から審美論を展

開している。

なかでも1890年代の後半に成長した社会美計画を最

も明確に記したものとして、1897年の『イドウーン』

誌に発表した論文「家庭の美13」がある。その論文を

冒頭に使用し、2年後には、『すべての人のための美』

という著書をまとめた。ボーマンはそれを「美の道徳的

力についての重要な宣言書」と呼び、スウェーデンのみ

ならずヨーロッパでも非常に多くの版が重ねられ出版さ

れたことを記している14。

「家庭の美」の主題は、「人はどうして何が美しく何

が醜いかわかるか15」であった。ケイは、エーレンス

ヴェルド（Ehrensvard）を引用し、教育の程度によっ

て美を発見する程度が異なることから、教育は美の感覚

を発達させるために重要な役割を持っていることを指摘

している。そして、『すべての人のための美』では、美

しく、機能的なものに囲まれることが重要であることと、

家の設備が子供のみならず、すべての家族構成員にとっ

て重要であるということを指摘しながら、あらゆる人が

芸術と共に働く可能性をもつべきであると主張している

13　Ellen Key，Ske）nheti hemmen，＝dun′

〕ulnumer1897．

14cf．Monica Boman．ibid．′　Sid　82．

15小野寺信・小野寺百合子訳、トールビョルン・レン

グボルン、『ェレン・ケイ教育学の研究』、玉川大学出

版部、1982年、149頁。
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16

1898年に出版された『随想録』第一部に収められてい

る論文「美」のなかでケイは、外の全世界がわれわれの

心の中の美のあこがれに共鳴することによって調和が成

し遂げられ、社会と人々の生活関係の調和が起こるとき、

社会の規範は美のおきてに代えられると記された。この

理想のためには、芸術家と手工業家が協力することが重

要な直接的寄与をなしうるとケイは推論しているが、こ

こには、ラスキンやモリスらの思想との類似点がうかが

われ、また、ヘムスロイドへの期待とヘムスロイド運動

との関連性が推察される。

【詩的な機能主義】論文「家庭の美」の中でケイは、家

庭と日常生活の造形について「各々のものは、本来の目

的に対応する。スツールにはうまく座ることができるべ

きである、机のかたわらには、ゆったりと仕事をし食事

することができる、ベッドの中では、充分に休むことが

できるべきである。しかし、快適なスツール、堅実な机、

広いベッドが美しいとは決っていない。ものは、自然の

中の美しい対象がするように、単純性、軽快さ、巧みな

処理、表情の豊さでその日的を満たさねばならない。さ

もなければ、それは有用性の要求には答えても、美に到

達することはできない17」と書いている。

極端な機能主義が、実際的な良い問題解決に「美」が

自動的に付随するかのように捉えるにいたった一方で、

スロイドの仕事をはじめとするスウェーデンの美の問題

はそれと異なる方向へと進められたということができよ

う。それは現代のいわゆるスウェーデン・スタイルとい

16　Gunnar Frick，Svenska sle）1dfe）renincTen

OCh konstindustrin fe｝re1905，Lund1978．

Sld．39．

17Ellen Key，＿ibid．
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われるものにも特徴的である。例えばフェーグレンは、

1981年にストックホルムで始まった巡回展覧会『フォ

ルムとスウェーデンの伝統（Form＆　亡radi亡ioni

Sverige）』の一部が、『詩的な機能主義（den

poetiska funktionalismen）』と呼ばれ、その解説

に「機能は悪いデザイナーである。使うことを導くには、

ひとつの対象が扱うために実際的でなければならない。

形態は数々の部分から作られる。機能はひとつであり、

感覚的なものは他のひとつである。すべては交互に頼り

あっている。対立するものどうしの緊張から製品がつく

られる柑」と記され、人間の感覚経験と物質的必要が

重視されたことを述べている。そこにはケイの意見をそ

のままに見ることができよう。

【美の民主化】ケイは美を、単なる教養ではなく、より

良い生活と調和のとれた人間を与える社会的機能であり、

非常に実際的な要素であると考えた。1914年にスウェ

ーデン・スロイド協会は、企業とインダストリーで働く

ことを望む芸術家の間に接点をつくるために伸介事務所

を始めたが、そこでは、エレン・ケイの精神の中におい

て、ひとつの「美の民主化」を求めていたとボーマンは

記している19。ケイが美と賓沢が結びつくことを強く

否定したことは、単純な倫理的問蓮として片付けてはな

らない点である。ケイの求めた「美の民主化」への一歩

は、機能主義的思想に対する画期的革新を意味し、その

継続は徐々に住居政策や近代住居へと向けられた。スウ

ェーデンの「美」の概念はケイの思想を通過し発展され

た。スロイドのなかのエステテイスクは、機能主義に付

18　Form　＆　Eraditioni Sveriqe′　Stockh01m

1981．

19Monica Boman，OP．Cit．，Sid　82．
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随するものではなく、実際的で社会的な要素を持ってい

ることが理解されよう。
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3）プラクティスクについて

【エステテイスクとプラクティスク】フェーグレンは、

Lgr　80の記す「美的価値（estetiska varden）」の

背景には、「快適な一美しい（Ske）n－VaCker）」が「実

際的一有用的（Praktisk－nyttig）」と結合するとい

う確信、またその結合への感覚は発達しうるという確信

が存在していると指摘している20。有用的、実際的と

いう観点が機能主義ではないことは先に記したが、それ

では、美的＝実際的（este亡isk－Praktisk）教科とい

う実際的（Praktisk）が意味するものは何であろうか。

prak亡土skをスウェーデン語辞典で調べると「実用的な、

実際的な、応用できる」という意味の形容詞であると記

されている21。しかし、スロイド教育学においてプラ

クティスクという概念は、単に具体性を持った実用的な

ものを製作したり、具体的な活動を意味するのではなく、

より深い語義を持っていることを感じさせられる。スウ

ェーデン語のプラクティスクもまたエステテイスクと同

様に日本語で完全な対応を示す言葉を兄いだすことは困

難である。

これまで、一・este亡isk－Praktisk・Tを「美的＝実際的」

と記してきたが、ここでは一一praktisk・・をプラクティス

クと表記し、その概念について考察する。

【プラクティスクの多意義性】スロイド教育学の中でプ

ラクティスクが深い概念を持っていると推察される理由

には、スウェーデン語のプラクティスクという言葉自体

が広い概念を持っていることが考えられる。1977年の

20cf．Jan Sje＞gren，ibid．，Sid78．

21尾崎義他著、『スウェーデン語辞典』、大学書林、

1990年．
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一一ord f凸r ord・・によるとプラクティスクは、「（1）

（学理よりも経験を重んじる）経験主義の、実用主義

の、（2）現実感覚の、行動の、取扱いやすい、手際の

よい、便利な、器用な、巧みな、創意に富んだ、発明の

才のある、工夫のある、賢い、経験に富んだ、知性のあ

る、明瞭な、組織的な、物事に積極的に取り組む、（3）

目的にあった、使いやすい、適用する、（容易に）適用

しやすい、役にたっ、時間の－、仕事の－力の倹約、便

利な小さい取扱い、快適な、独創的な」という意味であ

り、また1960年の一一Wess卓n”によると「目的にかなっ

た（適当な）、賢い（賢明な）、経験に富んだ、最終的

にギリシャ語プラクティコス（Praktikos）の行動への

有能さ」であると説明されていることをフェーグレンは

示し、その多義性を指摘している。プラクティスクの語

源とされるギリシャ語のプラクティコスは、1973年の

ギリシャ語辞典（田中秀央編）によると、「有効な、活

動的な、実際の、実地の」という意味であり、1977年

のオックスフォードの辞典では「効果的な」という意味

であった。

－tord f凸r ord－tの（2）等で示されるスウェーデン

語のプラクティスクの（先に下線を引いた部分の）意味

は、「スロイド」や「コンスト」、「アート」などの人

間的技術や属性という意味との関連を兄いだすことがで

きる。

【具体的と理論的の融合】プラクティコスは、英語のプ

ラクティカル（prac亡土cal）の語源であるが、プラクテ

ィカルは「実地、実際、実践的、実用的、実地の経験か

ら学んだ、実際活動むきの」という具体的意味が強調さ

れる。一方、プラクティスクの場合は、より広い意味を

有していると思われる。スロイドの仕事の中で、手際の
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良い仕事がされれば、「彼はプラクティスクだ」と表現

される様に、プラクティスクは、モトリーク（運動性）

の概念とともに、手際のよさや手の器用さのなかで使わ

れる。さらに、「彼はプラクティスクだ」と言う場合に、

何か仕事を解決する際の、実用的な提案を持っているこ

とや思考的に処理する器用さという知的成果に対しても

使用される。したがって、スロイド教育学のプラクティ

スクという概念は、英語のプラクティカルと異なり、具

体的な活動と論理的な活動の両方に係わっている。

スウェーデンでもしばしば、プラクティスクに対立す

る概念として理論的（teoretisk）が取りあげられ、抽

象的と具体的という対立概念に結び付けられる22。学

校教育は歴史的にみて主に理論的なものに狙いづけを持

ったので、その反動から、義務教育において理論的なも

のを離れ、正しい実践的なものに狙いづけるべきである

という考え方を得たとフェーグレンは指摘している刀。

それは単純な「誤り」と「正しい」という評価であり、

プラクティスクの概念から考えれば、非常に狭く、一面

的な捉え方と言えるだろう。また「誤り」と「正しい」

という評価は、「われわれは、すべての状況においてそ

の概念のいくつかをポジティブであるかネガティブであ

るかに評価することはできない」という様に、同じ活動

であっても状況によって逆転することはしばしばある。

また現代の学校は、理論的であるというよりも、むし

ろ、非常に抽象的かつ受動的であると言うことができる

のではないだろうか。学校の中で、具体的側面と同様に

理論もまた改善される必要があるだろう。

そこで、理論的と具体的という対立的図式を離れて、

理論的一具体的の両者を統合するものとして、プラクテ

22cf．Sje）gren，ibid．，Sid16．

23cf．sje）gren，ibid．，Sid15．
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イスクという概念を考察する必要があるだろう。その場

合には、理論を適用するという意味でプラクティスクと

いう概念を把撞することができるだろう。この点につい

て、1975年に学校教育庁が次のように述べていること

が注目される。「もし学校の本来の任務が、生徒達に現

実についての知識や、その現実に影響を与える能力を与

えることであるならば、いかに人間が一般的に知識を習

得するかについての問題が中心にならなくてはならない。

もし学校が知識を取り次ぐならば、それはまたいかに知

識が成立するのかということから出発しなくてはならな

い。人間はその感覚を通して知識を得る：人間は対象を

感じ、観察し、聞く。その経験から、人間はいかにもの

ごとが機能するかについての理論、理由と結果、関連に

ついての概念を得る。人間は現実をつかさどる法則に理

解をもつ。人間は抽象的な概念を打ち立てる。それは、

明解さの要求を中心に教育学を構築したように、感覚経

験の意義の強調から始まる。それは重要であるが、しか

し充分ではない。なぜならば、感覚経験と抽象概念の能

力の基礎における知識は、完全な知識ではないからであ

る。其の知識は、理念・理論・あるいは概念が、現実の

なかで適応し検討されるときに初めて得ることができる

24」。具体的活動と理論的側面は、人間の活動のなか

で対立するのではなく互いに依存しあっているのである。

フェーグレンは、「学校のなかでスロイドが与える実際

的な活動は、生徒がそれに参加する時に、喜び、良い気

分を得るという経験から高く評価される。しかし、それ

では充分ではなく、われわれは、『生徒達に知識を伝え、

彼らの能力を訓練する（学校法第1条）』という狙いに

到達するために、学校の手段のひとつとしてスロイドを

24sk01e）VerStyrelsen，Ettlokalt sk01vasen

OCh＿dess relation till narsamhalle och

indus亡ri．′　SC）－raPPOrt fan Borlange．1975．
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理由づけできなくてはならない。学校のその他の活動の

大部分への対極としてだけスロイドを見るのではない理

由がある。学校のその他の教科が、著しくその性質を変

えても、スロイドには依然として、その立場を守るよう

な理論と実際、適用と説明のユニークな『混合』がある

25」と記している。プラクティスクは、それらの二つ

を融合させるような一つの手段となるだろう。

【プラクティスクと具体性】プラクティスクの重要性は、

プラクティスクが理論的と具体的な側面を統合するなか

で、個々の生徒が創造的、自律的に活動することにある。

その前提の上で、理論を否定するのではなく、日常生活

や学校生活における具体性の減少が指摘される必要があ

るだろう。波多野は、「日常生活で獲得してきた、具体

的経験と結びついた豊かな概念が個々人の『科学』の基

礎になっている加」と考察し、日常の分脈から離れた

「不自然さ」が低学年の教育において障害になっている

と指摘している。理論は、自らが実体験をするまでもな

く、類推を働かすことにより、全く異なる事象への理解

を深めるという利点があるが、その基礎にすえられるべ

き体験が存在せず、そこから類推できる基本的経験が存

在しなければ、抽象的思考も充分に形成されないだろう。

人間の生活のなかで、生産の全行程を経験する機会が減

少する。また学校教育でも抽象性の増加・記憶の重視・

自分で考えることの軽視などが指摘されよう。それは合

理化や分化のあおりを受けて、教育が「記憶すること」

を中心にし、無駄のない問題解決に狙いづけることから、

「自分で考えること」が軽視される風潮が蔓延してきて

25sje）gren，ibid．，Sid18．

加波多野誼余夫・稲垣佳世子、『知力と学カー学校で

何を学ぶか』、岩波書店、1984年、98頁．
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いる。そこではAという問題からBという正解を導き出

す直線的な過程が最適とされる。しかし、その様な過程

だけでは人間の自律的な活動は望めないだろう。「子ど

もは創造的である」としばしば経験的に語られるが、そ

れを維持し継続的な教育を可能とするためには、具体的

経験と理論の結びつきが、学校の活動の中でも重視され

る必要があるだろう。学校教育が、知識→知識理解とい

う図式にある中で、知識→行為→知識へという過程を経

験することにようて理解を強化することとともに、A→

Bという画一的な思考過程だけに陥らないことは重要で

ある。
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2．ヒューマニズムと創造性

エステテイスクもプラクティスクも、その中心にある

概念は、人間として個を発展させるために不可欠な要素

であるということであった。歴史的あるいは思想的立場

の相違によって、その内容は変化するとしても、それら

はヨーロッパにおけるヒューマニズム（humanism）の理

念に通じる問題である。ヒューマニズムは、ラテン語の

人間性の尊重を表す・Thumanitas・・を語源とし、人間自

らの価値を尊重し、育成するという立場を総称している。

基礎学校の設立以来、個人の能力の育成と社会との関連

について記されてきたが27、自由と個性という二つの

人間の理想を追求するヒューマニズムの問題は民主主義

国家における教育の根本姿勢として、特に第二次世界大

戦後、全体主義に対立するものとして重視されてきた28。

そこでは、既存の権威を受け入れるだけの教育が否定さ

れ、自分自身で様々な問題を判断することが求められた。

人間が自分自身で判断するという自由を得る時、人間は

創造的であり発展の可能性がある。自律的であるという

ことや創造的であるということは、ヒューマニズムの形

成にとって重要な要素となる。

1）創造性とは何か

「創造性（kreativitet）」という言葉は、Lgr　69

とLgr　80には記されていないが、「創造的な能力

（Skapande fe）rmaga）」という表記は見られる。

一一kreativitet・・は、英語の一・creativityTTに由来し、

アメリカの心理学や教育学の影響によってスウェーデン

27本論文、第5章の「Lgr62」を参照．

2g本論文、第5章の「1946年度の学校委員会」を参照．
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に導入された言葉である。1950年にアメリカのギルフ

ォード（J．P．Guilford）が心理学者の連合大会で講

演したときにはじめてT－Creativity・一という言葉が使

われたと言われている29。1957年にソビェトが世界で

初めての人工衛星スプートニクを打ち上げたことは、ア

メリカに大きな衝撃を与え、それはスプートニク・ショ

ックと呼ばれ、教育、研究の分野に影響を与えた。なか

でも新しい自然科学的投資にとって、創造性

（Creativity）が注目され研究されるようになった。

その影響からLgr　62に一・krea亡土vite亡・－が記されたと

思われる。創造性（Creativity）の定義はその後、研

究者の数だけあると言われる程に増加した。それは、現

在でも創造性（Crea亡土Ⅴ土亡y）の意味を不明確にしてい

る。なぜならば、そこで係わっている多くの研究が、創

造性の基準を形成することと、その計測を行うことに狙

いづけられており、その定義を明確にすることは求めら

れなかったことに由来するとェレスミエ（Erasmie）は

記している30。

スウェーデンでは、スウェーデン語の「創造的

（Skapande）」が、ドイツ語の「（SChaffen）」と関係

し古くから使用されてきた。Lgr　80にも見られる「創

造的能力（Skapande fe＞rmaga）」という概念は、創造

性（Creativity）がアメリカで指摘される以前から、

スウェーデン独自の教育理念形成の中にあった。現在の

創造的（Skapande）と創造性（Creativity）は、スロ

イド教育学のなかでは、非常に近い関連を持っていると

思われる。創造という問題は、以前、芸術的天才・発明

29Jan Sjogren，ibid．，Sid．42．

30　K．Erasmie，Beqret）r）et kreativitet，En

lit亡eraturgenomgang．Lararhe）gSk01ani

Linke）Ping′institu亡ionen fe）r Pedagogik1973，

S土d　9．
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的天才の有する特殊能力であるととらえられた。しかし、

義務教育のなかの多くの教科が、創造性に寄与している

と記していることからも、現代においては、既存の方法

で処理できない問題を解決したり、定式化された解答の

存在しない問題を解決する能力および特性、また社会的

あるいは個人的に、有効かつ生産的価値を生み出す能力

および特性であると考えられるだろう。特に、教育のな

かでは「個人的」価値を含むことから、子どもの活動に

その概念が使用される。

【拡散的思考と集束的思考】クロプレイ（Cropley）は、

「正確な方法で創造性（kreativitet）という概念を使

用することが困難であるにもかかわらず、多くの心理学

者や教育学者の概念は、拡散的思考の表記として受け入

れられている31」と記している様に、拡散的思考と集

束的思考は、創造的思考と非創造的思考に共通するもの

として考えられている。集束的思考が限定された問題に

対応する唯一の正しい答を導き出そうとする一方で、分

散的思考は様々な視点から問題を明確化し、多くの代案

を捜す。前者が「正解」と「誤り」の枠組を重視する一

方で、後者は様々な解決法を創造することに重点が置か

れるという特徴がある。

増加し続ける大量の文化的遺産の伝達には、充分に検

討され、限定された問題を取り扱い、間違いのない問題

解決を可能な限り簡略化した方法で行うことは有効であ

ろう。その学習の形式は前者の形式に従い、生徒は教師

がその解答を必ず知っていることを理解している。しか

し、具体的な知識や技術の伝達には前者が有効であるが、

創造性や自律性の育成にはあまり有効であるとは思われ

31A．V．Cropley′　Skaて）ande beqavninq′

Stockholm1971，Sid　20－21．
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ないばかりか、マイナスの要素すらあるように感じられ

る。集束的思考の教育では、具体的なもののあるなしに

関わらず最終的な生産物が問題にされるが、分散的思考

においては、最終的な生産物よりも、その行為の経過、

過程が注目される。本来、教育に関わる者の興味の中心

に位置づけられるのは、最終生産品にあるのではなく、

過程、つまり発展する人間のうちにある変化である。こ

れは義務教育の図画工作や美術を例にとっても同様であ

ることがわかる。

前者は論理的な思考で、後者はエステテイスクな理解

を意味するとも考えられる。なぜならば、「後者がしば

しば画像や非一言語的要素と共に働く32」傾向がある

からである。それは、アリストテレスが、「精神はイメ

ージなしで考えない」とか物理学者アインシュタイン

（Alber亡　Einstein）が、「書かれたり話された言葉

や言語が、私の思考のメカニズムに何等かの役割を果た

しているようには思われない」と言明していることと関

連するだろう33。

拡散的思考の指導方法はいまだ確立されてない。しか

し、創造という問題が学校教育に係わる多くの分野で問

われていることも事実である。

32Jan Sjogren，ibid．，Sid．49．

33　cf．Ivan E．Cornia，Charles B．Stubbs′

Nathan B．Winters′　Art is elementarv，

Teaching Visual Thinking Through Art

Concepts，Utah1983．
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2）創造性の育成

【過程】サロモンは「スロイドを通して形成されるのは

子どもであって木材ではない」と述べている。教育的手

段としてのスロイド教育という理念が浸透することで、

スロイド教育の重要な関心は静的な結果としての作品で

はなく、動的な行為の経過へと向けられた。Lgr　80の

目標文でも作品については述べられていない。

教育学において経過一発展の意味で「過程

（Process）」という言葉が使用される。Lgr　80のなか

の生徒が「自らの創造的能力を発達」すべきであるとい

う目標設定を理解するには、創造と係わる過程について

考察する必要がある。

アーサー・ケストラー（Ar亡hur Koes亡1er）は、芸

術的独創性、学問上の発見、そしで愉快なインスピレー

ションに対して共通の根本形態があることを指摘してい

る34。また、ダーグ・ロメル（Dag Romell）は、新し

い学問上の仮説を明確にする時と、新しい工業的生産品

を発明する時とは同じ過程であると考えている35。フ

ェーグレンは、多くの異なる観点から出発しながら、創

造的な活動が同様な過程を示すことを指摘し、ブレー

ン・ストーミングで有名なアレックス・F・オズボーン

（Alex F．Osborn）による

（1）オリエンテーリング：問題が包み込まれる

（2）準備：役に立つデータの収集

（3）分析：適した資料を細かく切り分ける

（4）仮説：アイデアの収集を通して代案を集積する

（5）熟考：明瞭性を待つためにゆとりを持つ

34cf・Arthur Koestlerl JanusI En

Sarnmanfattning，1981．

35cf．Dag Romell，Kreativitet　－　en

OutnVttlad resurs，Malme〉1975．
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（6）テーゼとアンチテーゼの合成：各片の結合

（7）立証：現れたアイデアの判定

という7段階の過程と、それを簡略化したハエフェーレ

（Haefele）の、

（1）準備（Fe＞rberedelse）

（2）熟考（＝nkubation）

（3）理解（工nsikt）

（4）確証（Verifiering）

という4段階の過程区分を紹介している36。それは、

まったく異なる立場から形成された、スロイド教育の活

動における教育過程を示すスロイド過程

（Sle）jdprocessen）と呼ばれる以下の4段階に類似性

を兄いだされる。

（1）動機づけ（inspirering）

（2）計画（Planering）

（3）遂行（genomfe）rande）

（4）継続発展（uppfe）ljning）

スロイド過程は、当然、日本の美術教育過程である問題

発見から着想・発想・構想をへて表現にいたるという流

れとも類似を兄いだされよう。

【過程の経験の重要性】人間の活動が分割された現代社

会において、上述した一連の創造過程を経験する機会は

減少する一方であると言えるだろう。

工業生産品から彫刻にいたるまで、現代の創造的行為

を担う人間の創造的行為は図面の段階で修了していると

考える者が多い。図面から実際の生産品あるいは作品へ

の過程はもはや創造的行為ではないと考えられる場合が

多く存在する。おそらくそれは、上述の過程の最終段階

における継続発展にとってなんらかのマイナス要因とな

36cf．：Jan Sje）gren′ibid．，Sid　45．
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るかもしれない。特に教育の中で創造と製作を分離する

ことはできないだろう。素材・道具との具体的接触、友

人・教師との交流とともにスロイドが与える完全な創造

過程への可能性は、創造的仕事により大きな可能性を形

成すると考えられる。

【試行錯誤的学習形態】基本的に何かを創造するという

仕事は、インスピレーションから計画と遂行を経て継続

発展という過程の中で進むと考えられる。しかし、特に

経験の豊富な人、例えば専門家等の場合は、多少とも最

終結果の予測が可能となり、上述の段階を整然と進むこ

とが可能な場合もあると思われるが、多くの場合、その

過程は正確に順番に従って進められるものではなく、行

き戻りのなかで進行する場合が多いと思われる。子ども

達にとって、上述の過程を順序正しく進むことは、教師

の積極的な指導によって可能かもしれない。しかしそれ

によって、子どもの自律的な活動が疎外されるならば、

創造性の啓発は不可能となろう。特に専門家ではない児

童生徒の場合、計画の段階やその他の前段階へと戻るよ

うな行き戻りの経験が必要であり、また、それが重要な

役割を果たすと思われる。

ルンドベルユは、筆者とのインタビューの中で、教育

学的論争と子供の創造的活動の研究から出た結論が、ス

ロイド教育に大きな影響を与えていることを指摘しつつ

図を示しだ7。図のなかのAは計画、Bは遂行、そし

てCは結果と作品を意味する。この図は学校スロイドの

活動のなかに、モデル1とモデル2という2種類の道筋

があることを示している。モデル1は、結果と作品が計

37後掲図26参照。これは本論五章の「大学改革とスロ

イド・インスティテュート」のなかで「試行錯誤的スロ

イド」のプロジェクトのなかで検討されたものである。
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画あるいは指導と一致するが、モデル2では、計画の段

階から製品へと向かう道筋が試行錯誤的過程より成り立

ち、生徒自らの仕事の過程によって影響づけられ、仕事

の道筋のもとで新しい決定をつかむ。そして結果と作品

は、しばしば当初の計画を離れる。

モデル1の過程で計画と結果が一致したとしても、そ

れは学習者の創造性が啓発されたことを意味していない。

むしろモデル2の過程のように、計画から結果へ至るま

でに変化が起こる方に創造性の啓発はある。しかし、モ

デル1は、外部から受動的であるが効率的に技術・知識

を得ることができるので、学校教育のなかでまったく否

定されるものではないだろう。

拡散的思考である創造性を発達させるには、学習者自

らが、有効な失敗を経験し問題解決にあたる以外にない

ので、モデル2のような非常に非効率的かのように見え

る学習形態によらなくてはならない。学校教育の限られ

た時間のなかで、モデル2を効率的に行うには生徒に適

した有効な失敗をいかに導くかということが問題となろ

う。モデル2の過程がうまく行われるには、目的に到達

するまで何度も偶然にまかせて行動するという意味での

トライアル・アンド・エラー（亡rial and error）で

はなく．、生徒の前提や発達段階に合わせて、実験的な

（1aborat土Ⅴ）学習過程を導く必要がある。年少者の場

合のトライアル・アンド・エラー的過程から徐々にむし

ろ実験的過程へと移行していくことが、放任的自由教育

とは異なり、現代の学校教育におけるモデル2の過程を

成功させる視点であると思われるが、これからの研究を

要する点である。

試行錯誤的学習形態は、解答が一般化されていない状

態において、問題解決を行うことを学ぶのに有利である。
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その実験的な過程のなかで次第にその試みを知的にある

いは経験的に補正していくことは、学習者の概念的知識、

自律性、自らへの信頼を増加させる。これは、集束的思

考の学習において一般化されうる問題解決と対照的であ

る。分散的・拡散的思考が、モデル2では計画から遂行

に至るまでに包含されている。しかし、モデル1が全く

必要がないというのではない。ルンドベルユらが関わっ

たスロイド・プロジェクトの結論のひとつは、教師と生

徒が、いつモデル1とモデル2を利用すべきかを考える

ことが重要であるということである38。モデル1は集

束的で、「正しい」と「誤り」のカテゴリー分類ができ、

「正確さ」や「計画性」の強調がある。特に発達段階を

上るにしたがい創造性にとって造形の基礎訓練が必要と

なる場合に、このモデル1の必要性も生まれる。

【スロイド過程の車輪】モデル2の行き戻りする過程を

より明確に表したものとして、フェーグレンは「スロイ

ド過程の車輪39」を考案した。

基本的に創造的活動は、図2にあるように「動機づけ」

から「計画」と「遂行」をへて「続行」へという時計回

りの方向で進む。一つの活動は他の活動を導き出すとい

う理由から、複数の活動が、その円運動の中で関連づけ

られている。従ってハエフェーレの過程で「確証」とし

て完結する創造過程に対して、教育過程としてのスロイ

ド過程では、「続行」という表記が成される。また一つ

の活動のなかでも、創造過程にある個人が「計画」の区

域を繰り返し「訪問」する可能性を示している。

38cf．K．H．Eriksson，m．fl．，Slu亡raて）POrt．

Sk01an och sle）1den．′　Universiteteti

Linke）ping，Pedagogiskainstitutionen′1980．

39cf．Sje）gren，主立主立⊥，Sid48．後掲図27参照。
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1．スウェーデンの特性

スウェーデンにおける工芸生産品の美的で独自な特徴

は何に起因するのかという疑問には、様々なアプローチ

を持つことができると思われる。本論文の出発点もまた、

同様の疑問点と関連を持っているが、木材から金属、ガ

ラス、テキスタイルにいたるまでのスウェーデンの工芸

生産品は、その形態に何か共通した特徴が兄いだされる。

いわゆるスウェーデン・スタイルと呼ばれる特徴は、工

芸品のみならず家庭や社会にも兄いだされる。それは具

体的・物質的なものに留まらず、スウェーデン人の精神

的かつ基本的な側面へと通じる特徴である。したがって、

それらの特徴が、どのように形成されたかという疑問は、

それらをつくる人がいかに育成されたかという問題と特

に重要な接点を持っている。

スウェーデンは、ヨーロッパでも有数の先進工業国で

あり、日本と比較しても非常に合理化された社会である

と理解される。しかし、スウェーデンに見られる合理主

義は、いわゆる機能主義とは異なる。その主要な相違点

とは、人間が中心にすえられた本質主義であり、シンプ

リフイケーションである。例えば、スウェーデンの工芸

品や工業生産品には、人間とものとの関連のなかで、形

態や素材が本来持っている美しきを兄いだそうとする特

徴がある。そのシンプリフイケーションでは、機械生産

ではなく手仕事の生産プロセスを取り入れる方が、場合

によっては好ましいと考えられる。スウェーデンのガラ

ス産業などは、その好例であろう。シンプリシティーが

人間を主体としていることによって、合理性と人間性が

調和的にかかわりあうことができる。そしてそのシンプ

リシティーを支えているものこそ、スウェーデンのスロ

イド教育であると言えるだろう。
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現代スウェーデンにみられるその特性を、古代からの

特徴である「自由」の要素に起因すると言うことも可能

であるが、その具体的な形成には、むしろ産業革命期以

降の努力が多く関わっていると考えられる。産業革命に

よって人間の仕事は分業化され、効率性を手に入れた。

しかし、その代償として人間性を犠牲にしたとも言われ

る。一人の人間がかかわってきた生産活動の形態は大き

な変化を要求され、スウェーデンではヘムスロイドが急

速に減少した。その減少を抑えるべく、国民的レベルで

ヘムスロイド運動がおこり、社会とものづくりの関連を

再考する機会が生じた。民衆レベルでこの様な運動が生

じたことは、その後のスウェーデン社会に非常に大きな

影響を与えたと考えられる。スロイド教育もまた、同時

代の背景のなかで形成されてきたのである。

ヘムスロイドは、生産活動であるばかりでなく、一般

教育や道徳教育的側面を持っていた。それは技能教育と

一般教育を分離することができない徒弟教育と同様の状

況を形成していた。工業化に伴う合理化は、集団教育を

必然的に導き、一般教育的要素を含んでいた徒弟教育を

消滅させていったが、スウェーデンでも工業化に伴い、

家庭の崩壊や教育の集団化が進行していた。しかし、工

業化という方向づけに必ずしも一致していなかったスロ

イド教育が、学校教育のなかに取り入れられた。工業化

に伴いハンドワークの社会的な評価は低下したが、それ

が包含していた教育的価値は注目され、スロイド教育が

義務教育のなかへ浸透したのである。

生産についての大革命が進行するなかで、人間がもの

をつくるということは、人間にとっていかなることであ

るかという問いかけがなされるようになったが、それは
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工業化なくしては生まれぬ思想であったかもしれない。

しかし、それは、工業化だけでは生まれえなかった思想

であり、ヨーロッパにおいて後発的産業革命を経ながら

も、現代の有数の工業国、また福祉国家として、いわゆ

る経済的指導国も無視できないスウェーデンにおいて形

成され、継続して研究されていることは偶然ではないだ

ろう。

義務教育と社会を捉える視点は多くの場合、経済的効

率性の追求と係わっているが、スロイド教育が浸透した

理由は、その視点からだけでは捉えることはできない。

1955年という遅い時期に、ようやく政府は国民学校指

導計画でスロイドを義務教科としている。しかし、その

時点において、スロイド教育は、すでに地方教育庁の選

択により、ほとんどの地域で義務と同様に扱われていた。

行政面での出遅れは、スロイド教育が、政府の主導によ

り浸透した産業教育とは異なるものであったことが理解

される。

本論文の第三章が取り上げる1842年から1918年まで

の時期は、国民学校が整備され、そのなかでスロイドが

取り入れられる時代であり、サロモンの努力と教育理念

が重要な意味を果たした。国民学校の教科として取り入

れられるためには、スロイド教育の理念が明確にされね

ばならないが、その理念を具体化するものとしてネー

ス・システムが形成された。1878年の政府決定により

初めてスロイドが自由選択教科として採用され、ここに

教育学的スロイドの歴史が始まった。第四章で取り上げ

た次の1919年から1960年までは、新しい社会意識と教

育理念が一般に浸透するなかでスロイド教育の改革が行

われる期間である。サロモンの死後、硬直化したスロイ

ド教育は批判を受け、マルムステンの主導によって再生

された。マルムステンは、スロイド教育改革者として、
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自由で自然なスロイド教育を目指して活動を行った。そ

れは第二次世界大戦後の影響から生じたスウェーデン社

会における自由と自律性の要求と適合した。1946年度

の学校委員会は、民主主義社会の形成のための教育を重

視し、全体主義への反発から子どもの自主独立性を強調

した。それは第五章の扱う1960年以降の期間において

形成された基礎学校の教育計画（Lgr　62′　Lgr　69′

Lgr　80）へと続き現代に至っている。Lgr　62では統一

学校制度によって民主主義の思想を確立したが、■Lgr

69からLgr　80へと向かう中で、統一の名のもとの集中

を排除しヴァリエーション化、差別化を進める必要性が

指摘された。

スロイド教育の内容は歴史と共に変化してきたが、そ

こには、一貫して流れる「人間尊重」の思想が根底にあ

った。現代の理念はサロモンと大きく異なったのではな

く、時代背景が異なってきたのであり、その教育のなか

で示される諸理念は、社会的、歴史的な背景と関連して

形成されてきたのである1。

1後掲図28参照。
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2．ヒューマニズムと手による「ものづくり」の関連

スロイド教育のなかで、現代まで普遍性を保っている

要素は、人間と「もの」との間の接点である手で「もの」

をつくるという行為が、人間の発達にとって重要かつ基

礎的なものであるという考えである。

人間性は、自律性や創造性を含む概念であるが、それ

らの失われゆく時代の中で、一人の人間が「もの」をつ

くるという行為、すなわちスロイドが人間性の回復に重

要な役割を果たすということが経験的、直感的に理解さ

れてきた。スロイド教育の理念には、人間が生きていく

上で必要な手の能力、判断力、注意力、分割されない知

識と能力、自己活動、実際性などが含まれている。つま

り実際的な活動のなかで人間の調和的な活動が可能とな

ることを目的にしていたのである。

人間尊重という思想は、サロモン以来、スロイド教育

が位置づけられてきた美的＝実際的教科という枠組のな

かで理解することができるが、第六章では、その思想を

考察するためにスロイド教育理念の諸概念が取り上げら

れる。Lgr　62は生徒の多面的な発達を個人と社会の関

連のなかで育成することを望んでおり、スロイド教育は

美的＝実際的および身体的育成のための教科という枠組

のなかの1教科として取り扱われ、はじめてモデルシリ

ーズが明確に否定された。美的育成は1960年代に発展

し、Lg・r69では「自由な創造」について最も充実した

表記が行われた。Lgr　62で利用された美的＝実際的教

科という表現の美的という理念は、日本語の「美的」で

は表現できない意味を含むので、エステテイスク

（estetisk）という原語を利用して考察する必要があっ

た。エステテイスクは本来、その語源に理解したり、気

がつくという意味を含んでおり、スロイド教育のなかで
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再びその意味が取り戻されることが求められた。

アートやインダストリーが別の活動を意味する時代に、

スロイドやクラフトも限られた内容を示すようになった。

しかし、アートやスロイドという言葉は、本来、芸術や

工芸を意味するのではなく、人間的技術やその属性に及

ぶところから、アート・エデュケーションやスロイド教

育は、創造的活動を通しての育成であることが指摘され

る。

プラクティスクは、理論と具体性の両側面を統合する

概念であり、それは自律性や創造性にとって重要な要素

である。創造性は不明瞭な言葉であるとされているにも

かかわらず、教育のなかで多用されてきた。それは、創

造性こそが、人間尊重の思想のなかで重要な意味を持っ

ていたことに他ならない。

Lgr　80では、曖昧な意味を持つ言葉を避ける傾向か

ら、創造性と美的育成についての表記が、わずかながら

簡素となったが、フェーグレンらのスロイド過程等の研

究は、ヨーロッパの諸外国の状況が合理化の傾向がある

ことが危倶されるなかで、新たな展開を見せようとして

いる。実際的、美的かつ創造的能力が、子ども達の基礎

能力として理解され育成されることは、現代社会で生活

する人間の教育にとって重要な観点であるといわねばな

らない。美的であり実際的であるということは、言いか

えれば、芸術であるとか工芸であるとか細分化した領域

ではなく、より総合的かつ基礎的な活動であるというこ

とである。専門化する社会状況のなかで、すべての人に

とって人間としての基礎的経験となるべき内容であり、

また、社会における創造の基礎を形成する。

理論的な知識の偏重は、義務教育においていまだ顕著

であると考えられる。それは、近代の一つの方向であり、

一概に否定することはできないだろうが、主観的価値と
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しての精神や美の問題が孤立し、一般社会から離れた状

況は、多くの問題を生じさせている。理論によって到達

できないものへのアプローチが必要である。しかし、そ

れは、古い社会構造や生産形態への回帰では問題解決は

生まれてこないだろう。スロイド教育の重要な点は、主

観的と客観的の統合を、その活動のなかで行っているこ

とである。そのことは、社会と美を結びつける結果を導

いている。それは具体的な「もの」の形成と関連するい

わゆる美的教育や実用的教育であるというよりも、人間

のもっと内面的な思考方法にまで影響するような総合的

な枠組を持つものであったことが理解される。スウェー

デン社会における諸特徴は、スロイド教育で育成されて

いるものであり、手でものをつくるという行為が、人間

性の形成において重要な役割を果たしているのである。
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図117世紀のヴェステルイェットランドにおける村落定住の様式図。

（ネースはヴェステルイェットランドにある。）

A，“，00日i，paSt…・C；〟，い，CtC・，hmSalldtllCirlallds・

Cf．Store Bolin′　Medieval Acrrarian socie亡Vinits prime，

Scandinavia，in：J．H．Claphan，、et al．，（eds．）．Cambridge

Economic History，Vol．1，Lbndon1942，p．479．
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図2　産業革命期の各国年代比較

国名 年代

イギリス 1783　 －　 1830

フランス 1830　 －　 1860

ドイツ 1850　 －　 1870

アメ．リカ 1860　 －　 1880

スウェーデン 1868　 －　 1890

日本 1890 ・－

（木村健康、久保まち子、村上泰亮訳、W．W．ロストウ、『経済成長の諸段

階』、ダイヤモンド社、1961年、参照。）ここでは、産業革命期の始まりを、

ロストウのテイク・オフに求めた。
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図3　7アツティグステユーガ

Cf．Eva Lis Bjurman．顆kta＿＿＿＿○叩＿＿＿＿barrLfe）rr・，Uppsala1983，Sid

33．（Nordiska Museet所蔵）
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図4　エレン・ケイ年表

1849．12．11 スウェーデン ・スモーランド・スンズホルムに生 まれる。

1868 ス トックホルムに引越 し （19才）

1873．8
父 と児童養護施設等 を視察旅行、 ドイツ、フランス、イ ギリス、デンマーク

等。・（集団養護への否定的意見） （24才）

1874

ス トックホルム ・ロサンデル学校に勤めろ （25才）

女性のために設立された（1859）『家庭のための雑誌 （Tidskr 土ft　fOr

em e亡）』に著述を始める （婦人問題 と女流作家について）。

1880
ス トックホルム ・アンナ ・ウイッ トロックの私立学校教師 となる。

ニュス トッレーム‾・ス ト．ックホルム労働学院創立。

1883 労働学院で歴史の講義を始める。 （34才）

1889 『反動成立に関する若干の考察 と言論出版の自由について』

1891 『日常の美』 （→ 『すべての人のための美』）

1894 『ヨーロッパ画家芸術の一望』 （「ヨーロッパ象徴主義について」）

1895 『ウェルダンデイ』 （個人主義 と社会主義）

1896 『誤用された女性の力と婦人のための自然的労働分野』

1897

『イ ドゥーン』 「家庭における美」

オール ・ラーシ ョン、ス トックホルム展覧会

『ス トックホルムの最もモダンな詩人ローウェ ・アルムクヴイス ト』

『ウェルダンデイ』 「教育 （B土1dn土ng ）」

柑98
『婦人の心理と婦人の論理』

『随想録』第一部 「美」

1899

ケイの労働学院での講義の聴講者が急増 し、年間 1 万人に達 した。（50才）

『ウェルダンデイ』 「すべての人のための美」

カール ・ラーシ ョン 「一つの家 （Eヒt bem ）」

1900 『児童の世紀』

1903
ケィ、著作に専念 し始める。

『生命線O．ivslinjerI）』→ 『恋愛 と結婚』

1905 『生命線（L ivslinjerII）』→ 『人間と神』、

1906 『生命線（LivslirjerIII）』→ 『幸福 と美』

1910 ウェテルン湖畔にス トラン ド荘

1915 『ェ ミール ・ケイの思い出』

1926．4．25 7才没
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図5　アルベーツステユーガでの子どもの情景

Cf．EvaIJis Bjurman′　E殖〔阜○叩barn f旦rr，Uppsala1983，Sid

65．（Gavleborgslansmuseum　所蔵）
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図61900年代始めにおけるハーガルンドのアルベーツステユーガ

Cf．Eva Lis Bjurman．旦卑桓Om＿垣arrL＿f凸rざ′　Uppsala1983，Sid

66．（stockh01ms・Stadsmuseum　所蔵）
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図7　ネースおよびスロイド教育関連建造物についての地図（1／1000）

Cf．Utbildningsdeparヒemen亡e亡，Naas－Tradition med framtid，

DsU1984：14′　Sld　48．

349



図8

ネース城の一室（筆者撮影）

アブラハムソン夫人の肖像画（筆者撮影）
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図9　スウェーデン国内のスロイド学校数

年 スロイ ド学校数

1876年 約89校

1877年 約100校

1878年 約120校

1880年 約200校

Cf．Otto Salomon，Om Sle）1den som uPPfos亡rincrsmedel，

Publicerati Ur var tids forskning，Stockh01m1844．
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図10　スロイド教育新聞1899年
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図111880年6月12日「新イラスト新開」

Cf・Eva Trotzig，竺吐．uPPSaヒSer Om tidi＿g＿＿SVengk skoIsl旦適′
Skapande Vetande Rapport nr　9．，Universiteteti

Linke＞Ping・′　Lararutbildningen1988，Sid3．
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図12

リンシェビング大学スロイド・インスティテュートにおける木工関連の設

備収納状況

（筆者撮影）
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図13　年度別公式ネース訪問諸国

年度 国 名

1880 ドイ ツ

1882 フ ラ ンス

1883 ベ ル ギ ー

・1884 ロ シ ア

1887 イ タ リ ア

1889 ア ル ゼ ンチ ン、 チ リ

1890 ス ペ イ ン、 ウル グ ア イ

189 1 ブ ラ ジ ル

1892 ク ロ アチ ア

1893 ル ー マ ニ ア、 オ レ ンジ共和 画 （。ran jefristaten ）

1894 ハ ンガ リー

1895 ブ ル ガ リア

1897 ア イル ラ ン ド

189 8 セ ビ リア

19 11 モ ンテ ネ グ ロ

19 12 南 ア フ リカ

Cf・Erns亡　Bjerke，Om Otto Salomop och slや血，Sid73．
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図14　ヴイクトール・デラ・ボス（Victor De11a vos）

Cf．charles AIpheus Bennet仁，Historv of manual and

indu＿Sヒrial edp＿＿q早手ion1870　to1917＿，＝llinois，

Chas．A．BenneL亡　Co．Znc．′1937，P．16

図15　帝国技術学校（モスクワ）

二二

要望．璽陸＿章票お琴

隅

Cf．charles AIpheus Bennett，Historv of manual and

坤岬，ェ11in0is．
Chas・A・Bennett Co・＝nc・J1937，P．15
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図16　オットー・サロモン

Cf．Eva Trotzig，Tva uT）r）SatSer Om tidicr svensk skoIsle＞二迫′

0ヒto Salomon　－　en SVenSk pedagog som fattinternationell

betydelse．′　Skapande Vetande Rapport nr　9・，Universitetet

iIJinke）Ping，Linke）ping■1988′　Sid　6・
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図17　パルムグレンのアルベーツスコーラ

Cf・Eva Tro亡Zig，竺Ⅴ皐」＿uPr）SatSer Om＿＿tidiq svens＿k＿＿＿＿SkoIsle！二通′

0ヒ亡O Salomon　－　en SVenSk pedag・Og SOm fattinternationell

betydelse・′　Skapande vetande Rapport nr　9．，UniversiteLet

i LinkOping，Linke＞ping1988，Sid　21．
●
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図18　ネース城にあるホルムの鏡像

上記鏡像があり学生の修了式に利用されたネース城の講堂。壁面にはアブラ
ハムソンとサロモンの肖像画がある。
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資料191919年国民学校のための指導計画

国民学校のための指導計画
1919年10月31日

主要形態

時間割
A一形態

7年制学校

教 科

幼児学校段階 国民学校 レベル

合計時間授業時間

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年

キリス ト教教義

同語
会話と読み

の輝習

筆記と言

語理論

計算 と幾何

2

7

4

3 ‾

2

7

5

4

2

6

5

4

2

5

5

5

2 ・

5

■5

5

2

4

5

5

2

3

5．

5

14

37

34

3 1

郷土学 3 3 4 － － － － 10

地理 3 2 2 3 10

■自然科学 2 3 3 3 11

歴史

仕事の練習

テック二㌢グ

歌

－ － －
2 2 3 3 10

19

3

1

21

2

1

2 1

2

2

24

1 1／2

1 1／2

24

2

1

24

2．

1

24

2

1

157

7

7 1／2

8 1／2

遊びと運動 と′
共に体育

栽培

スロイ ド

1 2 3 3 ■ 3 3 ．3 18

5 5 7 8 6 ． 6 6 4 1

24 ■ 26 28 30 30 jo 30 198

－ － － － － － － －
家事 － － － － － － － －
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資料191919年国民学校のための指導計画

9．Undervisningeni sle）jd har a timplanen fe＞rlagts utanfe｝r

sk01ans egentliga undervisningstid，OCh tordei allmanhet　4

veckotimmar be）ra aVSeS harfe）ri de klasserinom

f01ksk01estadiet，fe）r Vilka sadan undervisning ma korrma att

anordnas．

スロイドの授業は、時間割で、学校の本来の授業時間外に配置される。そして、一

般に週4時間で、国民学校の段階の各学年に関して、その様な指導が整えられるよ

うにすべきであろう。

（Sld137）

SLOJD FC）R GOSSAR

MÅL

Undervisningeni sle）jd felr gOSSari f01ksk01an har till uppgift

att pa sarnma gang den bibringar fe）rmaga att Sjalvstandigt

fe）rfardiga enkla fe）remal av01ika material，hos dem utbilda god

Smak．praktiskヒ　Omde）me OCh allman handighet samt darmed hos dern

VaCka aktning■　OCh hag fe）r kroppsligt arbete．

男子のためのスロイド

目標

国民学校における男子のためのスロイドでの指導は、様々な材料による簡単な目標

を自主独立に完成させる能力を生徒に伝えることと同時に、かれらに良き趣味、実

際的な判断力、一般的な器用さを教育し、身体的な仕事に対する敬意と気持ちを目

覚めさせることである。

コースの分割

A形態（A）とB形態（Bl，Bl，B3）

7年制学校

第1、第2そして第3学年。

アルターナテイヴⅠ。

第1および第2学年

仕事の練習は、郷土学との関連でそれらの学年で行われる。

第3学年
郷土学との関連での仕事の練習
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図20　カール・マルムステンとその作品

Carl Malmsten，1888　－1972

362



図21スロイド教育目標の有効期間

スロイド教月セミナリエ

スロイド教員養成セミ

ナリウムのためのコー

スプラン1960　40p

07
0
ノ

ー
　
－
　
I
 
h
．
1
－

スロイドインスティテュート　　　lE

指導計画
国民学校55

時間計画と主要点

9年制統一学校

コースプラン

中等学校　50

0

1
　
1
　
1
上
U
1

91

基礎学校
のための

教育計画

1962

基礎学校のための

教育計画1969
基礎学校のための教育計画1980

高等学校のための

教育計画

1970

補足スロイ ド

19Sl

0

暮
l
l
l
一
l
セ
U
r
l
l

1
9

調査期剛960－69；　調査期間1969－80
1

1965　　　　t1970　　　　1975

調査期間1980－85

1985
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資料22　基礎学校のための教育計画1962年　毎r62（訳文）

3．音楽とスロイドの指導は、2＋0あるいは0＋2過時間で生徒の選択に

よってそれぞれの教科で割り当てられる。

4．生徒の総数が最低17人であるならば、テキスタイルスロイドならびに

木材・金属スロイド、家庭科（hemkunskap）（選択教科も義務教科も）、ヴェ

ルクスタッドの仕事（Verkstadsarbete）ならびに職業の仕事（yrkesarbete）のなか

で、クラスあるいはグループは二つに分けられてもよい。

美的一実際的および身体的育成のための教科

（Sid293）

個人の調和的な発達は、知的な学校教育（skohing）が、美的一実際的およ

び身体的育成のための教科と手を取り合って進められることを前提としてい

る。

美的育成（estetiskfostran）に狙いづけたすべての教育（undervisning）は、発見

し、観察し、広く敏感に印象を受けとり、様々な種類の芸術的質を経験する

ことを学ばすことを主眼とすべきである。それはさらに、生徒のファンタジ

ーを解放し育み、経験・感覚・思考に個性的な方法で表現する能力を増し、

それ故、様々な能力を訓練すべきである。それは、あらゆる方法で、環境の

中・日用品や消費されるものの中・音楽や文学の中での美的価値を前に興味

と覚醒を刺激し、個人的に自覚した趣味（Smak）の発達を促進するものである。

美的な教育（estetisk－Skolning）はまた、他の方法で基礎的な育成（bildning）に含

まれる。それは、生徒の文化オリエンテーリング（kulturorientering）、絵画芸

術（bildkonst）・手工芸芸術（konsthantVerk）・音楽・演劇・ダンスについての理

解と知識に貢献する。それはさらに、創造的活動にポジティブな態度を促進

し、社会における文化的な仕事に対する尊敬と理解を与える。

美的育成（estedskfbstran）は、学校のすべての教科における指導を通じて促進

されうる。一方、特に明らかにその教科のなかで、その様な育成（fosmn）へ

の可能性が現れる。そこでは生徒の創造活動は、その指導のなかで目立つ特

徴となりうる。例えば音楽・テックニング・スロイド・家庭科（hemkunskap）

や体育。それらの各々は、自らの特別な表現手段を持っている。：ビルドと
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フォルムでの創造は、テックニングとスロイドで行われうる。メロディーと

1）ズムでの表現は、音楽で行われる。環境創造（mnje）Skapande）は、家庭科

（hemkunskap）での問題となり、体育では運動創造（re＞relseskapande）がある。

それらの教科での指導にとって共通の狙いは、上に記したように、生徒にと

って有意義な活動の表出の中に、生徒のファンタジーと自発的な創造意欲を

与えることを求め、様々な個性と可能性とともに表現手段、素材、技術のな

かで、生徒に個人的に、観察、経験、思考と感覚を形成することを求めるも

のであるべきである。その仕事は、そこで個性の発達にとって重要となり、

その関連のなかで、どの手段によって、どの素材の中で、どの教科のなかで

発生するかは、従属した意味の問題として現れる。その仕事は、また生徒の

間の社会的コンタクトを容易にしうる。そして彼らの協働への意志を強化す

る。その活動を通して更にビルド、トーン、運動が語られたり記された言葉

と同様に表現・コンタクト手段であることを自覚する。彼らはそこから、言

葉によっておおわれていない個人的な表現の媒介として芸術や音楽のなかで

の仕事を経験するためによりよい可能性を手に入れる。

（Sid294）

その様に行われるように、重要なことは、自らの活動が芸術と音楽の学習に

よって結びつけられ、補完されることである。その指導はそこから、少なか

らず、永続的な価値ある自由時間の興味を基礎づけることに貢献する。生徒

の創造的能力、ファンタジーと洞察能力を訓練することを意味するひとつの

美的育成（estetiskfbstran）は、また生徒の純粋に知的な能力の発達を支援する

と思われる。例えばより大きな関連を理解したり概観する。ひとつの創造的

能力は、それとともにしばしば、開かれた態度、実験意欲、自信と結びつけ

られる。

美的教育（estedskskolning）に狙いづけたその教科の指導は、様々な生徒の年

齢、個人的な興味、素質、能力を考慮して形成されるべきである。低学年に

おいては、それが見たり、発見したりすることと関わる時も、自らを表現す

ることと関わるときも同様に、指導における遊びの特質が強調されるべきで

ある。経験と新しい知識を生徒達は、ビルドの表現に変えたり、意識して様々

な素材や、歌と音楽、演劇、運動のなかでかたちづくるべきである。その年

齢段階で現れるビルドの研究は、例えば芸術や複製によって、音楽鑑賞と同
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様に、その他の指導の中で、完全に整えられるべきである。そしてその内容

の言葉の表記は、限度をもって使用されるべきである。ファンタジーの経験

は、モデルやひな型を持ち込むことによって、あるいは子どもの発達段階に

合わないような分析をすることによって、頓挫させてはならない。

その後に、生徒の現実感覚や観察能力はますます発達される。自発的な表現

の必要は、それからより自覚的な形成へと導かれる。彼らは、今や素材、表

現手段、技術、機能について増加した知識を得るべきである。ビルドと対象

を示すことには、記述がかなり詳細となりうる。そして、客観的で機能的な

関連がそこで強調される。しばしば、生徒が波乱に富んだドラマティックな

どルドと想像的な形態を好むことを兄いだす。音楽鑑賞は、表現豊かな音楽

を含むべきである。リズミックな活気づける様なものや、描写的な性質のも

のが好ましい。そしてテックニングや体育のなかでの創造的な活動への衝動

を与えるような音楽の可能性が利用されるべきである。

高学年においては、意識的に美的質を理解したり、習得したり、評価したり

する能力が増加する。今、すべての趣味判断（Smikomde）men）の中で、非常に

客観的なものを強調することが重要であるべきである。学校の趣味育成

（Smakfbstran）は、芸術、音楽、環境、デザイン（formgivning）のなかでの活動

についてある決った評価を生徒に教え込むことを狙ってはならない。むしろ

例えば、機能と形態、技術と素材、形態と装飾の関連を指摘し、実際的と美

的質について興味を向け、趣味判断の関連性と趣味の変遷を明らかにするべ

きである。生徒に芸術、音楽、文学の豊富な経験を与えることを通して、学

校は生徒の趣味（Smak）を発達させる。それはまた、彼ら自身の創造活動のも

とでも起こる。その年齢段階において、彼らが興味を持ち、自ら経験する表

現手段に精通することが、自主的に造形したり、客観的に模写することに関

わるときに特に前提であることは、非常に基本的である。

音楽、テックニング、スロイド、家庭（hemkunskap）、体育、各々の教科を通

して、生徒の美的育成にとって前提は、明らかに異なる。

最初の学年から、各々の学年を通して、実際的な教科のなかでの教育は、一

つの意義深い方法で、生徒の仕事の育成（arbetsfbstran）に寄与する。もしそれ

が子どもり手の仕事（SySSels純血ng）の本能的な必要によって自由に基礎づけ

られるならば、その元来の創造の喜びは、一遊びが強調された活動から組織
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的な訓練まで多種多様な役割をもち、学年に適応Lが技術と方法を通して－

深められ、手の仕事に残されるポジティブな態度を与えるために維持される。

個人が個人的にあるいはグループのなかで、選択されたあるいは課された実

際的な性質の仕事の役割を解決することを訓練される時、社会および経済的

育成にとっても大きな可能性が与えられる。高学年においては、それはしば

しば、生徒の興味や前提によって、それら実際的仕事の役割の遂行における

技術を変化させることを特に動機づけられる。あるものは、そこで形態をつ

くりだす要素や美的な判断に、より重点を置き、あるものは技術的な問題解

決と具体的な仕事の技術に重点を置く。多くは、義務教育が終り、実際的な

仕事につく、そして、指導の計画での方法的な継続は、将来の仕事の役割に

とって基本的な準備を増しうる。

身体的育成における今日の観点は、なかでも、個人の身体的および精神的特

徴の親密な関連、ならびにトータルなものとしての人間の理解についての学

問と一致している。

手において経験は、子どもと青年期のもとで身体的トレーニングの不足が、

長く将来にわたってつり合うことが不可能であると言わないことは困難であ

る。身体的活動は、正当な形で成長を刺激し、よい健康を基礎づけ、身体的

仕事の能力を発達させる。

子どもの遊びの必要は、身体的活動の中の表現となる。その形態は変化する

が、しかし、子どもの中の精神的な特質を解放する自然な道筋を構成する。

その自らの最善のために利用されるような道筋である。遊びは、すべての身

体的育成にとって出発の場所であり、自発的な欲求を満足させることを通し

て喜びの要素を与える。それは、学校の仕事と効率にとって大きな意味を持

つ。

正しい遂行は、学校の身体的育成が、特性の発達にとって意味を持つ。

（Sid320）

スロイド

目標
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テキスタイル、木材および金属スロイドは、生徒に適切に選ばれた目標を製

作し、日常生活のなかで発生する任務を遂行することを通して、手の素質と

能力（anlagochfardigheter）、自主独立に計画し、一つの仕事を遂行する能力

を発達させる役割を持つ。指導は、創造的活動への能力、形・色・質に対す

る感覚を発達させることを求めることを通して、生徒の美的育成に寄与すべ

きである。

指導は、また素材の特質や経済的価値についての知識を与える。それは更に、

生徒によき伝統を評価し保護することを教え、時代に順応した家庭文化や個

人的に特徴づけられた存在に彼らの感覚を開かせることを求めるべきである。
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資料23　基礎学校のための教育計画1969年Lgr69（訳文）

一般部（Allman del）

時間計画

スロイド

目標

スロイドの指導は、ひとつの手の仕事を自主独立に計画し遂行することを通

して、ならびに、創造的活動のなかで、彼らの美的一実際的anlagと表現の

可能性を発達させることを通して、生徒の全体的な発達を促進する。それは、

生徒の形・色・質に対する感覚を発達させることを通して、ならびに、素材

の特質や経済的価値についての知識を伝えることを通して、美的育成

（estetisk fostran）と消費者教育（konsumentfostran）に寄与する。

その教育はさらに、個人的に特徴づけられた家庭文化（hemkultur）と日用

品や芸術工芸における、われわれの様式および形態伝統の発達に対する彼ら

の感覚を広げることを求めるべきである。

主要点

低学年．中学年

自由に形成された仕事と、機能的な目標対象物との仕事：そこから彼らの創

造的活動への能力を発達させるために、ファンタジーの助けをもって体験や

経験を表現する可能性を与える狙いでの仕事。手の仕事との関連で、様々な

役割を果たす生徒の能力を発達させる狙いのなかで、主に機能的な対象目的

物の構成、造形、表現、そして保守（vard）。

スロイド種のなかで、その仕事との関連で、柔らかいそして硬い材料でのス

ロイド技術の練習、ならびに形、色、質に対する感覚の訓練：

1．主にテキスタイルの素材のなかでの、手とミシンによる縫い、ならびに

その他の仕事の技術
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2．まず、主に木材と、その他の適した素材の広がりのなかで、後に、木材

と金属ならびにその他の適した素材で、のこびき、加工、接合、造形、塗装。

製作における素材、機能、技術、費用、消費時間についての相談することを

通して、紙や材料に直接スケッチを行うことを通して、これから行う課題の

結論や経験について相談することを通して、仕事の計画を行う。

共同作業での練習

最も一般的な仕事の道具の機能と保守。素材の知識と素材の保守。

安全指導。

訪問学習。

高学年

自由に造形する仕事と機能的な目標対象物での仕事：生徒にファンタジーの

助けをもって、体験や経験を表現するために、そこから彼らの創造的活動へ

の能力を発達させる可能性を生徒に与える狙いの仕事。手の仕事と開通して

様々な役割を解決する生徒の能力を発達させる狙いのなかで、主に機能的な

目標対象物の構造、造形、製作と保守（Vard）。

スロイド種のなかで、その仕事との関連で、柔らかいそして硬い材料でのス

ロイド技術の練習、ならびに形、色、質に対する感覚の訓練：

1．個人的な関心の領域での深化。例えば、機能、外観、素材、費用、保守、

並びに形、様式、環境にかかわるものに関する問題の判断にとって増加した

スペースの仕事の関連で、衣服や家庭のテキスタイル。

2．機能、外観、素材、費用、保守、並びに形、様式、環境にかかわるもの

に関する問題の判断にとって増加したスペースの仕事との関連で木材、金属

そしてその他の適した素材で、より要求された計画、製図、仕事の役割での、

個人的な関心の領域での深化。

仕事の指示、専門書、自らの仕事の図、より完成したスケッチの助けと共に、

低学年、中学年、そしてそれ以上において、計画の練習としての継続的な練

習の形態の中で仕事の計画。
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共同作業での練習

素材の知識と素材の保守。

安全指導。

訪問学習。

指針とコメント

一般観点

基礎学校の指導は、多方面の発達に各々の生徒を援助することを求めるべ

きである。教科スロイドの指導は、ここに、なかでも手の、知的な、そして

情緒的な領域での生徒の発達に貢献することを通して、重要な機能を満たす。

それは生徒達が比較的自主的に構成的な仕事を計画して遂行し、様々な素材

で自らを表現することができるために前提を形成するところの、生徒の手の

能力と室内に関連した表現能力を練習するために特別な可能性を与える。

その主要な狙いとともにひとつの指導のなかで、スロイドの生産品は、第一

に、その目的に到達するための一つの手段として理解されるべきである。

そこで、できる限り生徒達がアイデアから完成品まで生産品の生成にかかわ

り、そうすることで、バリエーション豊かな、そして自主的な活動へと刺激

されることが、

基本的な意味を持つ。そこから生徒は、創造的仕事へ生徒の態度の発達にと

って意味のある前提や、創造的仕事の要求のより豊富な像と深化した知識を

習得する。

一つのクラスの生徒達は、一般に、非常に異なる個人的な前提を持っている。

同年代のグループのなかでも、したがって、異なる出発の状態からスロイド

の仕事を始める。仕事の課題は故に、生徒の前提、刺激したい発達と強化し

たい能力についての問題のなかで、入念な熟考から決定されるべきである。

重要な出発点は、さらに、生徒が興味を持ち、意味があるものとして経験す

るようなものをを作り上げる機会を持つべきであるということである。子ど

もの最も豊富であるものに属する自発的な仕事の喜びは、あらゆる方法で利

用され、刺激されるべきである。同時に、その仕事の提案において表された

興味が、いつも、個人的な前提にかかわるものにせよ、指導の時間枠の問題

にせよ、合理的な基礎においていつも行われないということを、考慮すべき
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である。教師は、それ故、スロイドの仕事、生徒の個人的な前提、利用でき

る授業時間とともにその狙いを考慮し、最も良い方向に導く思慮深い役割を

得ることができる。
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図24　教員指導書のなかで示される「計画モデル」

一 ■ ‥ ・‥ … ・… 一・… … ・・… ∴

一 ■ ‥ ・‥ ・二・一・・・一… ・・・… ・・・

インスピレーションの手段と方法

…………・・教師の遂行あるいはデモンスト
レーション

…………・・素材の検討と選択

…………・・個人的な仕事（仕事の場）

……・……・個人的な補足と深化の課題

と終了後の仕事（
的あるいはグループで

人間イ
）

：f．：Skole＞VerSヒyrelsen，Sle）jdi grundsk01an tra一　〇Ch metallsle）jd．

；tockh01m1969，Sid　21．
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資料25　基礎学校のための教育計画、Lgr80　（訳文）

（Sid．8）

学校の活動についての規定

教育計画の構成

基礎学校における活動は、議会と政府によって規定されている規則書

（fe・reSkrifter）と根本方針（rikdirtjer）によって形成される。多くの環境（関係／

fe・rhallanden）が、なかでも国の雇用者省（arbetsgiVarVerk）と種々の個人的組

合（PerSOnalorganisationerna）あるいはコミューンと個人的組合の間で、決定さ

れた協定を通して、条文化されている。

学校の活動についての基本的規定は、特別な法律である学校法（Skonagen）

に含まれる。それは、なかでも基礎学校を組織する基本的なコミューンの義

務についてや、義務教育の期間についての規則書を内容とする。

労働市場においでや、労働生活（arbetslivet）における環境（関係／

fe）rhallanden）にかかわる法律はまた、学校においてもかかわる。労働環境

法（arbetsmi胆lagen）、雇用保護法（lagenomanstallningsskydd）、公雇用法と仕

事場における組合の代表者の地位についての法律は、なかでも職場環境問題

委員（Skyddsombud）と個人の雇用状態（anstallningsfe｝rhan諷den）についての規

則書を内容としている。労働生活における共同決定についての法律

（medbestarrmandeiafbetslivet）（MBL）を通じて、彼ら雇用（deanStallda）さ

れたものは、なかでも学校の活動での、より重要な変更についての決定前に、

情報と交渉への権利を保証されている。例えば子供の世話や勉学のため、従

業貞（雇者）の休暇における権利についての様々な法律は、労働生活におけ

る女性と男性の平等についての権利と同様に学校の職員にもかかわる。学校

内におけるいくつかの組合の任務に対して、休暇の権利についての法律を通

して、組合の会員である雇者は、例えば、非時間割内活動（自由活動）に対

する時間内で、組合の計算のため学校で働くために休暇の権利が与えられる。

法律上の規定は、政府が公布する政令（fe｝rOrdningar）によって補完される。

（Sid．9）

学校の領域における最も重要な政令は、学校政令（Skolfe・rOrdningen）である。

そのなかでは、より詳しく、例えば教育編成（undervisningensorganisadon）、

様々な会議の合成、学校の指導部（skolledningens）と教師の労働義務

（arbetsskyldighet）、学校指導部（Skolledare）と教師としての任務の組織と権限、
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様々な問題における決定権と異なる決定を上告する可能性が記されている。

教育計画の構成（Laroplanensuthrmning）

学校政令には、政府が基礎学校に対する教育計画を公布するということにつ

いての規定が含まれている。教育計画は、社会の学校とその人員に対する管

理手段（Styrinstrument）である。それは、一般編（enallmandel）とそれに付され

る注釈編（kommentarmaterial）という2部によって構成される。教育計画の一

般部には、学校活動の目標と根本方針（rikdirtier）が告げられている。そこに

はまた、時間割、時間割のための規則書、ならびにコースプラン（kursplaner）

が含まれている。

目標と根本方針（Malochrikdirtjer）は、学校法（Skollagen）の目標の表記を前提

とし、目標における主旨を発展させ、地方教育委貞会の地域計画、校長領域

（rektorsomraden）、学校単位（Skolenheter）、労働単位（arbetsenheter）とクラス委

員会（klassrad）へ基礎を置く根本方針を告げる。学校政令（Skolfe＞rOrdningen）は、

いくつかの場合に、主に決走法（beslutsratt）と組織に関わる、根本方針よりも

より詳細な規定を与える。根本方針と政令は、それ故、その場合において平

行的に読まれねばならない。

時間割と時間割のための規則書（timplanerochfe｝reSkriftertilltimplanerna）では、

様々な学年における様々な教科あるいは教科のグループが一般に、各生徒に

対して及ぶであろうその時間が告げられる。

コースプラン（Kursplanema）は、目標と要点（malochhuvudmoment）のなかで、

様々な教科の狙いと内容を記す。教育計画の一般編（laroplanensallmannadel）

は、全ての人々に共通である教科のコースプラン（kursplaner）を内容とする。

そこには、またドイツ語とフランス語（B一言語（B－SPrak））、自国語

（hemsprak）と外国語としてのスウェーデン語のコースプラン、ならびに生徒

の能力訓練（fe＞rdighetstraming）の中に必修として（Obligadiskt）含まれるタイプ

ライター（maskinskrivning）の指導原理（rikdiTtjer）も含んでいる。

地域の発達の仕事（detlokalautvecklingsarbetet）に対する支持として、教育計

画（laroplan）の中にはまた、包括的な評注資料（kommentarmaterial）が含まれて
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いる。それは、継続して出版され、更新され、現実化される。それには、指

図（fo陀Skri紬r）は全く含んでいない。その意図は、その代わりに、その資料

が現実的な問蓮と困難性（SVarigheter）一学校外で働く人々によって経験され

るようなもの－を記すことと、その出発点から、困難性を克服し学校が示す

目標に向かって働くための代案を検討することである。

経験と研究の結果は、注釈の更新された表現のなかでうまくこね上げられた。

異なる目標の衝突が明かにされる。

研究、試みの活動、学校の日々の仕事からや、現実の問題の経験の説明は、

ディスカッションと異なる労働方法、素材の選択、組織の形態についての決

定のための出発点を形成しうる。インフォメーション、成人教育

（for他ild血g）、地域発展の仕事、教育手段の発展とともに、注釈編

（kommentamaterialet）は、内容、労働方法、組織の改善に積極的に貢献しうる。

注釈編（kom正妃ntarmaterialet）は、そこから、各々の校長領域（rektorsomrade）の

なかで、地域に形成される仕事の計画と、発展の計画にインスピレーション

を与えうるべきである。

注釈編（kom汀妃ntarmaterialet）は、教科の特別な問題と代替の仕事の方法を取り

扱う。それは、特に学校の中での仕事で様々な異なる主要な問題に光をあて

る。第－に、その注釈編（m虹由血et）は、そこから以下の領域におけるインフ

ォメーショ．ンと観念を与える。

＊労働計画（arbetsplaner）

＊基本的な能力のトレーニング

＊コミューンと校長領域（rektorsomrade）における財源の分配（resursfe）rddning）

＊クラス、労働の単位、校長領域、コミューンのなかでの査定

＊障害者への援助

＊自由な進路選択

＊学校の仕事への生徒自身の責任

＊学校での父兄協力（fe＞raldramedverkan）

＊学校での組合の協力（fe・reningsmedverkan）

＊文化生活と学校

＊学校と労働生活

＊学校の一日の成り立ち
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＊国家の小数派、例えば移民問題

特殊学校やサーメ教育の活動に、教育委員会（Skole）VerStyrelsen）（Se））は、補足

説明を出版している。

（Sid．129）

スロイド

スロイドは、以下の故に基礎学校の教育に含まれる

＊生徒は、素材を加工したり、世話をしたりすることができることで人間的

そして経済的価値を理解する

＊生徒達は、実際的仕事を通して、創造的能力を発達させ、日常のそして、

仕事の生活における行動準備（handlingsberedskap）を得る。

＊生徒達は、様々な素材と様々な仕事の方法を使用することを学ぶ。

この教科は、二つのスロイドの種類を含んでいる：テキスタイルスロイド、

ならびに木材・金属スロイド（tra－OChmetauslqid）である。

両スロイド種は、異なる素材領域、様々な道具と器具を持ち、特別な技術と

方法を構築している。しかしなお、それらは非常に共通性を持っている。そ

れは、強調されなければならない。生徒がスロイドの種（Sl可d∬0を変える時、

硬い素材と柔らかい素材との活動において自然な協調を感じるように。

スロイドは、家庭の知識（hemkunskap）とオリエンテーリング教科の授業にお

いて同様に価値ある知識と技術を与える良き機会を持っている。

その様な協働（SamVerkan）は、可能な限り大きな範囲で取り上げられるべきで

ある。

＜目標＞

生徒達は、テキスタイルスロイドと木材・金属スロイドにおける実際的な仕

事（praktisktarbete）を通して、自分達の創造的能力と芸術的価値に対する感情

（kanslafe＞reStetiskavarden）を発達し、同時に仕事の方法と仕事の結果を判断

することを学ぶ。生徒達は、いかに道具と器具が使用されるかを試し発見し、

そこから自らの運動性（motorik）を発展させる。
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テキスタイルスロイドでは、生徒達は、針仕事（Se）rrmad）、刺繍（broderi）、織

物（vavning）、素材と糸の技術（material－OChgarntekniker）を学ぶ。木材・金属

スロイドでは、生徒達は、金属・木材そして補完する材料を加工し、接続し、

形づけ、フィニッシュ（ytbehandla）することを学ぶ。

生徒達は、スロイド領域における文化遺産（kulturarVet）についての知識を得る。

（Sid．130）

社会オリエンテーリング教科との協働のなかで、様々な異なる時代の研究は、

古いもの（g甜nla血g）を再生したり新しく作ったりすることを生徒達に元気づ

ける。

生徒達は、自分自身で素材を加工したり面倒を見る（varda）こと、そして、我々

の資源について倹約し注意することができることのなかにある人間的そして

経済的価値を理解するようになる。

スロイド教育は、生徒達のコミュニケーション能力、なかでも数を数えたり、

図を書き読むこと発達させる。それはまた生徒達に、実際的任務を解決した

り、平等Oamstalldhet）へ寄与する（medverka）ことにおいて喜びと満足を感

じるために、仕事と日常の生活に皆が必要とする活動準備

（handlingsberedskap）を生徒に与える。

＜中心点（huvudmoment）＞

＊創造的活動（Skapandeverksamhet）

低学年（lagsはdieO

各自あるいはグループで、同時に他教科との協働でスロイドの素材で探求し

仕事をする。

スロイドの仕事について書きまた話す。

形態と外観を変えることをとうして対象を構成する。

中学年（MellanStadiet）

各自あるいはグループで、同時に他教科との協働でスロイドの素材で実験を

し仕事をする。

構成、色そして形と共に仕事をする。

スケッチ、仕事のそして模様の図をとうして計画し、ならびに仕事のインス
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トラクションを理解する。

計画された仕事を計算し、記述する。

高学年（HogsbdieO

各自あるいはグループで、同時に他教科との協働で、方法を選びスロイドの

素材で仕事をする。

構成、機能、色そして形で仕事をする。

スケッチ、仕事の図ならびに、模様とモデルの変更をとうして計画し、各自

のそして、他のものの記述と指針を使用する。

＊生産と消費

低学年

様々な素材の特徴と利用領域を調べ試す。

（Sid．131）

仕事の手順（arbetsru血er）と安全規則（Sakerhetsfe＞reSkrifter）、そして、自分の

仕事場、自分の材料と道具を世話することを学ぶ。

硬い、そして、柔らかい材料で対象（fe＞remal）をつくる（framstalla）。

自分の衣服と身近な環境の世話をする（vardわ。

オリエンテーリング教科と家庭の知識（hemkunskap）との協働（SamVerkan）のな

かで消費者間題を勉強する。

中学年

様々な材料と方法で仕事をし、ならびにメインテナンス（underhalla）、修理

（reparera）、再現（atervanda）をする。

正しい仕事の配置、手の扱い（handgrepp）を適用し、安全規則と労働衛生の強

調と共に労働環境（arbetsmitie）fragor）を討論する。

自分自身で作ることと、出来上がったものを買うこととを比較し、素材の選

択と製品が与える影響を議論する、ならびに、制作、品物と購入、保守とサ

ービスについての消費者情報の一部を取り上げる。

オリエンテーリング教科と家庭学との協働で消費者学（konsumentkunskap）を

学ぶ。

高学年

適切な方法と材料を選び仕事をする、ならびに、メインテナンスと再利用
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（島地rbmk）で仕事をする。

安全規則を適用（tillampa）し、安全な仕事の環境を創造し、労働生活における

その対応するものを議論する。

スロイドでの仕事との関連で原材料、素材、そして廃棄物、並びに、エネル

ギー問題と関わる資源問題を議論する。

消費者問題と、需要と資源への関連で品物の市場移動（marknadsforing）をと

うしての影響を議論する。家庭学と他教科との協働で消費者問題を学ぶ。

＊環境と文化

全ての段階で：他教科との関連で、衣服、ものそして環境に関連して、過去

から現在までの様々な生活環境（levnadsfe＞rhallanden）と文化を学ぶ。

良い遊びの環境と身近な環境、そして内容の深い自由時間へ貢献するスロイ

ドの可能性を利用する。

中学年

日常の目的物と装飾の目的物が人間の異なる生活条件と文化にとってどの様

な意義を持つのかについての知織を得る。

手工芸の発達と人間にとっての意義を学ぶ。

（Sid．132）

高学年

日常の目的物と設備の相方に関わる時、環境にとって、ヘムスロイドと他の

文化伝統がどの様な意味を持ったか、そして持っているかを調べ、日常の目

的物と設備との仕事における知識を世話する。

スロイドの文化遺産と、いかにそれが、新しい創造へインスピレーションを

与えるかを学ぶ。

（Sid．155）

時間割

時間割のための規則書

基礎学校に対する1980年の教育計画（laroplan）への序文の中に学校の活動

についての詳細な規定は、学校条例（Skolfe）rOrdningen1971：235）のなかにある

と指摘されている。

その中には、基礎学校における労働組織などが規定されている。その時間割

380



に関する環境はそれ故、学校条例の中で法令的調整をもちうる。時間割とそ

れに対する規則書（fe）reskrifter）は、それ故、いつも学校例への関係において

分離したものとして読むことはできない。

（Sid．157）

時間割のための規則書

1．週時間（Veckotimmar）

週時間で、1学年における1週間の1授業を意図する。

（Sid．159）

6．オリエンテーリング教科

オリエンテーリング教科には、低学年に於て、ビルド、ならびに社会オリエ

ンテーリング教科と自然オリエンテーリング教科が含まれる。

指導においでは、家庭学、スロイド、技術からの機会もまた含まれる。

中学年と高学年においては、オリエンテーリング教科は、二つの教科グルー

プによって成り立つ。社会オリエンテーリングと自然オリエンテーリング教

科である。

社会オリエンテーリング教科には、地理、歴史、宗教学と社会学が含まれる。

自然オリエンテーリング教科には、生物、物理、化学、そして技術が含まれ

る。

8．スロイド

低学年（lag－）そして、中学年（mellanstadierna）では、すべての生徒に二種類の

スロイド種別、ひとつには、テキスタイルスロイド、そしてもうひとつに木

材一金属スロイド（tra－OChmetallslqjd）でのスロイド教育が含まれる。高学年

（he・gStadiet）においては、共通の教科スロイドのなかで、生徒はテキスタイル

も木材一金属スロイドも同様にそこから、その機会とともに仕事をすること

を超えて片方のスロイド種別に対して狙いを定めて仕事の任務を選ぶ可能性

を与えられる。
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図26　試行錯誤的学習過程

生産品／結果

生産品／結果

……‥■－

計画

図27　回転する学習過程「スロイド過程の車輪」

行
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図28　スロイド教育と社会変化の関連図
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Sle）jdlararutredningen，Stockh01m，Emil

Kihlstre）mS tryCkeri aktieb01ag，1957．

Lararutbildningskommitt卓n（LUK）．

Befattninqsanalvser，En underse）kninq

betraffande larare i tecknincT，bild一　〇Ch

formarbe亡e，tra一　〇Ch metallsle）1d，

textilsle）1d，hemkunskat）．barnkunskalつ．muSik

OCh qvmasi亡ik．，Utbildningsdepartmentet

1972：11，Stockh01m1972．

Riksfe）reningen sle）jd一　〇Ch textillarare，

Lanqsiktiqt pedaqoqikskt handlincrst）rOCrram，

Stockh01m1977．

Sle）1dlararnas Riksfe）reninqs meddelanden，nr

4，1960．

リンシェビング

Universite亡eti Linke）Ping，1nsti亡u亡ionen fe）r

Sle）jd，Arbetsmille）Laqor，11ud，11us，luft，

lavout，＝nstitutionen fer sle＞jd．（スロイドの環

境問題についての教員養成用教科書）

Universiteteti Linke）Ping，＝nstitutionen fe）r

Sle）jd，Artetei tra material．verktvcT，

亡ekniker，＝nstitution fe）r Sle）1d′　Linke）Ping，

1982．（木材スロイドの教員養成用教科書）
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Universitete亡i Linke）Ping・′　＝nstitutionen fe）r

Sle）jd，Arbe亡ei metall verktvcr，tekniker，

＝nstitution fe）r Sle）jd，Linke＞Ping－′1983．（金属

スロイドの教員養成用教科書）

Universite亡etiIJinke）Ping，＝ns亡itu亡ionen fe）r

Sle）jd，Sle）1dlararlinlen，IJOka11⊃lan　40

POanq′　1981．

Universiteteti Linke）Ping，＝nstitu亡ionen fe）r

Sle）jd，Kursr）lan sle）1d A－C　60　r）OanCT，

L土nkく）plng1981．

Universiteteti Linke）Ping■，＝nstitutionen fe）r

Slく）jd，Sle）1dlararlinlen，Lokal　て）lan160

DOanq′　Universiteteti Linke）Ping，1981．

Universiteteti Linke）Ping，＝nstitutionen fe）r

Sle）jd，Sle）1dlitteratur，UniversiteLeti

L土nk細工nq′1985．（インスティテュートの図書目録）

Karl Henrik Eriksson，Sk01an och sle）1den，

Tva Kulturer，Nagot om vardering av

Praktiskt och teoretisk亡　arbete　－　ett

idきhistoriskt perspektiv．Rapport　4，

Universiteteti Linke）Ping，Pedagogiska

institutionen′　Rapport LiU－PEK－R－45，1979．

Karl Henrik Eriksson′　Edel GutLOumSen′

Thorsten Lundberg，Krisktina Malmberg，

Sk01an och sle）1den，Slu亡rapport，Projektet

LABORAT＝V SIJOJD，Rapport　8，日niversiteteti

IJinke）Ping，PedagogiskainstituLionen，

Rapport LiU－PEK－R－53，1980．

0lle Ryegard，Sk01sle）1di sveriqe och e）Vriqa

Norden′　Linjenamndens skrifヒSerie　82：1，

Universiteteti Like）Ping，lnstitutionen fe）r

Sle弓d′1982．

UniversitetetiIJinke）Ping，Sle）jdseminariet，

Slelidens Arbetsomrade一　口rinciて）en，

Sle）ldseminariet，IJinke）Ping1974．

394



Universiteteti LinkC）Ping，＝nstitutionen fOr

Sle）jd，AnvisnincTar f白r utformincr av

SkriftlicTa arbeten，Link∈）Ping1982．

学校教育庁

Sk01e）VerStyrelsen′　艶tlokalt sk0lvasen och

dess relation till narsamhalle och

industri．，S6－raPPOrt fan Borlange，1975．

Sk01e）VerStyrelsen，Larot）lanse）VerSVn，

Crrundsk01an，Stockh01m，Se）－

Fe）rlaget／Sk01e）VerStyrelsen，1967．

Sk01e＞VerStyrelsen，Sle）1di qrundsk01an，tra－

OCh metallsle）jd，Stockh01m1969．

Sk01e）VerStyrelsen，Laroて）lan fe）r

masiesk01an（Lqv　70L Allman del，
Stockh01mLiber Utbildningsfe）rlag‾e亡，

1983（tradje upplagan）．

Sk01e＞VerStyrelsen′　Lars－0lofJiverskog

（red．），ForsknincT－　OCh utvecklincrsarbete

re）rande amnen medlつraktisk－eStetisk

inriktninq′　En konferensrapport．，Stockh01m

1975．

Sk01e）VerStyrelsen′　Lokala arbetsr）laner，

KornmentarmaterialI，q■r　80′　Stockh01m Liber

Utbildningsfe）rlaget，1984．

Sk01e）VerStyrelsen′　Samarbetei arbetsenheter

OCh arbetslacr，Stockh01m，Liber U亡bildnings

F凸rlage亡′1983．

Sk01e）VerStyrelsen′　UlfÅlersten（red．），

IJarOて）lan fe）r qrundsk0lan，Allman del，Lqr69，

IJiberLaromedel Stockh01m，Stockh01m，

1969（1975）．

Skole〉VerStyrelsen，Undervisniqsmateriel fe）r

qrundsk01an，Laqs亡adiet，Mellanstadiet，

He）CrStadiet，Tra－　OCh me亡allsle）1d．′

U亡bildningsfe）rlaget1966（1970）．
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Sk01∈）VerStyrelsen，Kursて）laner och metodiska

anvisninqar fe）r realsk01an，Stockh01m1950．

Sk01e）VerStyrelse，Lar01⊃lan fe）r qrundsklan

と2且ま．FalkOplng1964′

Sk01e＞VerStyrelsen，Laroて）lan fe）r CTrundsk0lan

上皇羞迫．Lgr　69，Stockh01m1970′

Sk01e）VerStyrelsen′　Laroて）lan fe）r qrundsk0lan，

IJgr　80′　Allman del，Mal och riktlinコer，

亡implaner′　Samt kursplaner，S亡OCkh01m1980．

Sk01e＞VerStyrelsen′　Tim一　〇Ch kurst）laner fOr

Sluariq f01ksk0la，Stockh01m1954．

Sk01e）VerStyrelsen，Tim）laner och huvudmoment

Vid felrSe）ksverksamhet med nioariq

enhetsskola1955′　Stockh01m1955．

Sk01e〉VerStyrelsen，Undervisnincrsplan fe）r

rikets f01ksk01or1955′　Stockh01m1955．

F01ksk01estyrelsen，UndervisnincTSPlan fe）r

rikets f01ksk01or1919，Stockh01m1919．

Statiska cen亡ralbyran．Eleveri sk＿qlpr fe）r

Vrkesutbildninq1844　－1970．′　Promemorior

fran SCB1984：2′　Stockh01m1984．

1936　ars yrkessakkunniga，Be亡ankande med

fe）rSlacr anqaende utbildninqen av larare i

tecknincT OCh sle）1d samt fe）r

VrkesundervisnincTen，SOU：1938：49，Stockh01m

1938．

1940　ars sk0lutredning，Sk0lani samhallets

亡融t′　SOU1944：20．

1940　ars sk01utredning′　Sk01て）lik亡tidens

Sk01former，SOU1946：11．

1946　ars sk01kommission，1946　ars

Sk01kommissions betankande med fe）rSlaq till

riktlinler fe）r de亡　SVenSka sk01vasende亡S
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utvecklincr，SOU1948：27．

1948　ars konstutredning，Kons亡bildnincTi

Sveriqe，Fe）rSlag‾　亡ill atgarder fe）r att

framja svensk estetisk fotran，SOU1956：13，

S亡OCkh01m1956．

1955　ars sle）jdlararutbildning′　Utbildninq av

lararei manlicr sle）1d，SOU1957：35．

1957　ars sk01beredning，Laroて）lan fe）r

Crrundsk01a och fackskolor，SOU1961：31．′

1961．

1960　arslararutbildningssakkunniga，Larare

Pa Crrundskolans mellanstadium′　SOU．1963：35，

Stockh01m1963．

1974　ars Lararutbildningsutredning，Lar早手草

felr Sk01ai utvecklincr，SOU1978：86．

Lararutbildningskornmittきn，For亡Sa亡t

reformerincr avlararutbildnincren．，SOU

1972：92′　del l．

サロモンの文献

1）Otto Salomon，Sle）1dsk01an och f0lksk01an

＝，Nagra tankar uti en fraga pa

dagordningen，Ge〉teborg，Ge）teborgs handels－

tidnings aktieb01ag，1876．

2）Otto Salomon，Sle）1dsk01an och f01ksk01an

＝＝，Spridda uppsatser，Ge）teborg Ge）teborgs

handels－tidnings aktieb01ag，1878．

3）○亡to Salomon，Sl∈）1dsk01an och f01ksk01an

H＝，Tvenne uppsatser，G凸teborg，Ge｝teborgs

handels－tidnings aktiebolag，1880．

4）Otto Salomon，Sle）1dsk01an och f01ksk0lan

lV，En pedagogisk studie，Ge）teborg，N．J．

Gumperts bokhandel，1882．

5）Otto Salomon，Sle）1dsk01an och f0lksk01an

V，Nagra blad ur sle）jdundervisningens

historia，Stockh01m F．＆　G．BeiコerS fe）rlag，
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1884．

6）Otto Salomon，Om Sle）1den sasom

uて）Pfostrinqsmedel，Stockh01m1884．

7）Otto Salomon（red．）′

Sle＞1dundervisnincTSblad，Naas，Floda S亡ation，

1889．

8）Otto Salomon，Carl Nordendahl，Alfred

Johansson，Handbok　＝　Pedacroqisk

Snickerisle）1d，亡ill tjenst fe）rlarare och

Vid sjalfstudiun，Stockh01m，F．＆　G．Beijers

fOrlag■′1890．

9）Otto Salomon，Sle）－idundervisninqsblad fran

迫迫．1885－1902．

10）Otto Salomon′　Tal och Fe＞redraq′　Ge）teborg

1899．

11）Otto Salomon，＝　pedacTOqiska fraqor，

Spridda uppsatser，Ge）teborgWald．Zachrissons

Boktryckeri AB．，1905．

12）Otto Salomon（dir．）′　Larometod och

larareka11，Avslutningsfe）relasningÅNaas

den　23Juli1907，Gavle，Svenska

Skolmateriel aktieb01aget，1907．

13）Otto Salomon′　Om koncentra亡ion af

undervisnincren och den s k bildninqsnivan，

（Fe〉redrag■）′　NorrkC〉plng1898．

14）Otto Salomon，Svensk sle）－idundervisnincr

OCh hvqienen，Ur Hessovannen1890　nr　8　0Ch

9．，Stockholm1895．

ネース関連

August Abrahamsons stiftelse，Årsbok fran

Naas1945，Naas，Floda，1946．

Augus亡　AbrahamSOnS Stiftelse′

Presskonferens，1986．
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Carl Gavuzzi，Sk01sle）1deninom Norrbottens

lan under　20　ar，1882－1902，Lulea1902．

Hvar　8　daq′　arg　6　nr　8．′1904．

Bosse Lagerqvist，NAAs　－　Kulturhistorisk

underse＞kninq′　StiftelsenÅlvsborgs

lansmuseum，1985．

（Rappor亡er ar utarbetad vid G∈）亡eborgs

universitet，＝nstitutionen fe）r konservators－

OCh bebyggelseantikvarisk utbildning）

LiN－Lararnas　＝nternationella Naasgrupp．

Tidskrift，Naas．

Naas1872　－1942，Minnesskrif亡　Del　＝＝，

Ge）teborg，Ak亡ieb01aget BokfOrmedlingen，

1943．（1888年木材スロイドコースNr43の参加者名簿に

野尻精一と後藤牧太の署名あり。）

Naas－utredningen，Naas Auqust Abrahamsons

Stiftelse　－　Tradi亡ion med fram亡真申′

Utveckningslinコer fe）r den fram亡ida

Verksamheten，Naas－utredningen，1984．

Gunnar Nilsson′　Naas1872－1942，Ge）teborg．

S亡atens kulturrad，Naas－TradiLion med

framtid，Naas，1985．（Naas－Tradi亡ion med

fram亡idの答申に関わる資料）

Statens Kulヒurrad，Naas－Tradition med

framtid，Utveckling＄linjer fe）r den framヒida

Verksamheten，Betankande fran Naas－

utredningen．Ds U1984：14．Stockh01m，

Reg●eringskanslie亡S Offsetcen亡ral，1984．

StiftelsenÅlvsborgs Lansmuseun，August

Abrahamsons Stiftelse，Naas slott，historik

och vagledning，1982．（ネース城の家具、建築の写

真と解説）

マルムステン

1）Carl Malmsten′ Om svensk karak亡ar inom
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konstnkul亡ureTl，S亡OCkh01m1916．

2）Carl Malmsten′　Den naturrenliqa sle）1den′

Arbetssatteti f01ksk0lan，red Karl

Nordlund′　S亡OCkh01m1926．

3）Carl Malmsten，Olof－Sk01ans　て）rOCrram OCh

PrOSl⊃ekt，Stockholm1928．

4）Carl Malmsten，Sarskilt y亡亡rande，蟄之三塁，

nr　4　1933．

5）Carl Malmsten′　Unq sle）1d，1941

6）Carl Malmsten，Nvckelvikssk0lans Vanners

arsbok1949．

7）Carl Malms亡en，Mittens rike，Stockh01m

1949．

8）Carl Malmsten，Levande svensk

traditionen′　redoge）relse fe）r

Nyckelvikssk01ans s亡ravanden．Re）hsska

konstsle）jdmuseet1956．

9）Carl Malmsten，PrinciDer fe）r formsinneLS

fosLrani barndoms och uncTdomssk010r，．一De

Praktiska ungdomssk010rna och deras

Organisationm．，Svenska Sle）dfe）reningens

亡idskrlft argang■1921．

10）Carl Malmsten，Techninqar fe）r traSle）1di

hern och sk0la1－　3，Stockh01m1923（1929）．

Swedish design annua11988，旦⊇三塾．Stockh01m

1988．（マルムステン関連）

Per Hartman，＝　mastarens tlanst，En studie

av Carl Malmstens verkstadssk01as

utveckling，1981．

Svenska Hemsle）jdsfe）reningarnas Riksfe）rbund，

Hemsle）1den，1989．（マルムステンについての記述が

pp．12－13にある。）
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Svenska Hemsle）jdsfe）reningarnas Riksfe）rbund，

Hemsle）iden，1989

Eric wennerh01m，Carl Malmsten hel och

hallen′　Stockh01m1969．sid　51．

ルンドベルユ

1）Thorsten Lundberg，MUT　75　Sl鋸dcrrul⊃Den′

Diskussionsunderlaginf凸r symposieti

MullsjO′1975．

2）Thorsten Lundberg，Tra－　OCh

metallsle）1dens utvecklincT inom svensk sk01a

under de senas亡e　20　aren（U55　－　Lqr80）．

＝nstitutionen fe）r Sl（〕jd，Universiteteti

Link凸Ping′1978．

3）Thorsten Lundberg′　Ranr）Or亡　fran en

Studieresai USA19　－　28　ma．i1979′　New York

University，1979．

4）Thorsten Lundberg，Sle）1dt）r01ektet Tra－

OCh me亡allsle）1dens utvecklincr inom svensk

Sk01a under de senaste　20　aren（U55－Lqr80）′

＝nstitutionen fe）r Sle）jd，1979．

Hans U Grundin，Thorsten Lundberg，Bo Raman，

Redovisnincr av S6　－　r）r01ekt　－　PNR　6008　－

1974　－　1975　0Ch sarnmanfattninq av tva

delfe）rS＿e＞k1970　－1972，Elevens Planeringi

Sle）jdarbetet．，Sle）jdlararseminarieヒ　ー

Lararhe）gSk01ani LinkC〉Ping，Rapport e）Ver ett

faltfe）rSe）kiJe）nke）Pings Lanl1974　－　75，1975．

T．L．（Sign．），Lar01⊃lan fe）r Crrundsk01an，

Sl凸jdforum，nr　3，1979．

ThorstenIJundberg，冬垂eヒSOmrade　－　en
r）lanerinqsform fe）r all undervisninq i

qrundsk01an，Sleljdlararen′　nrl，1970．

Thorsten Lundberg，Fe）rSlacr till

utvecklinqsarbete　＝　Sle）1d（sltm），

Arbetsgrupp Se），1975．（Marita Lindgren－

Fr土de11

401



とestetisk fostranの概念分析）

Thorsten Lundberg，Sle）1d　70？′　Sle）jdlararen，

nr　4′　1970．

Thorsten Lundberg，Kristina Malmberg med

inledning av Karl Henrik Eriksson′　Sk01an

OCh sle）1den，Sle）jdens utveckling fran U55　－

Lgr80，Rapport　3，Universiteteti Linke〉Ping，

Rapport LiU－PEK－R－43，1979．

7ェーグレン

Arbetsgruppen fe）r Verksamhets－　OCh

kompetensu亡VeCkling　＝nom amnet Sle）jd′　V＝S－

boken，Rar）r）Ort fran arbetscrruT）r）en fe）r

Verksamhe亡S一　OCh komて）etenSutVeCklinq　＝nom

amnet Sle）1d，Linke）ping universitet，

1nstitutionen fe）r Sle）jd，1987．

Jan Sje）gern，En ul⊃r）SatS．Mal fe）r Sk01sle）jden

OCh sle）jdlararutbildningens uppfa亡亡ning om

detta aren1960－85，Universite亡et i

Linke〉Ping，1nstitutionen felr Sle）jd′1985．

Jan SjOgren，Allt crarinte att matai

millimeter，En skrift om Konstnarligt

u亡VeCklingsarbete，Sle）jdlararlinjenamndens

Skriftserie　85：1，Linコenamnden fe）r

Sle）jdlararlingen，Universiteteti Linke）Ping，

1985．

Jan Sje）gren，En　＝ntervlu，med Thorsten

Lundberg om sle）jden’och

Sle）jdlararu亡bildningen aren1960　－　85，

Sle）jden mot　90－talet，UniversiteteLi

LinkOp土ng■′1985．

Jan SjOgren，Practical work and cr早串主ve

延）111亡V，Linke）Ping universitet，

institutionen fe）r Sle）jdDepartment of craft

and design，univ．0f Linke）Ping‾．1987．

Jan Sje）gren，Pr卑＿k柱頭ti sk01an，Synen pa
Praktiskt arbe亡e och sle）jdi

utredningsarbetet1940－1962infe）r en ny
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Obligatorisk sk0la，Universi亡eteti

L土nke〉plng’．1991．

Jan Sje）gren，Termer ur sle）1dens mal enlicT亡

妙，Sle）jdlararlinjenamndens skriftserie
84：1，IJinke）Ping，Universitete亡i Linke）Ping，

1984．

（デンマーク語）

Curt Allingbjerg，Sle）1di Danmark1883－1983

baqqrund ocr vilkar，Dansk sk0lsle）jds forlag，

Aarhuus stif亡Sbogtrykkerie，1983．

L記rebocri dansk sk01esIceldTraesIceldsvstemet，

Kcebenhavn′　DanSk sl旺jdlaerersk0le1940．

（英語）

Charles Alpheus Bennett，Historv of manual

andindustrial educa亡ion uて）亡01870，

＝llinois，Chas．A．Benne亡t C0．＝nc．，1926．

Charles Aipheus Bennett，HisLOrV Of manual

and industrial education1870　t01917

＝llinois，Chas．A．Bennett Co．＝nc．，1937．

Kajsa K．Borg，Comlつarison between swedish

Slovd andits counterr）artinJar）an′　Uppsala

University，Department of education，1979．

Tom Dodd，Desiqn　＆　techn010qvin the sch00l

CurriCulum，London′　Hodder and Stough亡On，

1978．

June Elizabeth Eyestone，里中einfluenc早　Of

Swedish Slovd and its interr）reterS On

Ameriq卑n Art＿　eduCatiOn′　University of

Missouri　－　C01umbia，Ph．D．，1989．

Kenneth Sigurd Hansson′　Slovd．Pre－

Vocational，Vocational，and Technical

草卓ucationip＿Sweden，University of Missouri，

C01umbia．ph．D．，1966．

Gustaf Larsson，Slovd Theorv and Practice．

Bos亡On1904．
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Ray Stombaugh，A survev of the movemenヒS

CulminatincT in industrial arLS education in

SeCOndarv sch00ls，New York Teachers

C011ege，Columbia university′1936．

M．M．Thompson，An outline of　亡he historv of

education，Revised．，New York，Barnes　＆

Noble．inc．，1933（1949）．（ロシアシステムについ

ての記述あり）

Linke）Ping universitet，Slovdin swedish

sch00ls′　LinkOping．（compulsory Sch001in

Sweden′　The Slojd Process．「スロイド過程」など

の解説と共に義務教育学校におけるスロイド教育の解説

用英文パンフレット）

Sle）jdseminariet，Slovdin sch001－　Guide for

teachers，Universite亡eti Linke）Ping．

（日本語文献）

松崎　巌、教育的スロイドの成立と発展について『青山

学院女子短期大学紀要』第19号、青山学院女子短期大学

1965年．

松崎　巌、『現代教育学』11技術と教育、岩波書店1961

年（1962年）．

石原英雄、十九世紀に於ける北欧の手工教育〈教育的手
工の先駆者たち〉『弘前大学教育学部紀要』第25号A、

弘前大学教育学部1971年．

石原英雄、「ニルスの不思議な旅」に見るネース手工師

範学校『弘前大学教育学部紀要』第34号、弘前大学教育

学部1975年．

日本科学史学会編、『日本科学技術大系』第9巻・教育

2、第一法規出版株式会社1965年．
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その他

（スウェーデン語）

Stig Eklund，Lass Lassen Yngve MOller，

Arbetshafte　亡ill B＝hD boke丑．

Anna LenaIJindberg，Konstr）edaqocrikens

dilerrma，Historiska re）tter OCh moderna

Strategier，Lund1991．

Kers亡in wickman，Varfe）r b010rnmarinte

bildamnet？，巡，Nr　669，argang　86′　Sid．47，
1990．

Gerd och Gerhard Arfwedson（red．）′　Arbetei

lacT OCh qruて）r），Om qruて）r）arbete．tema，Pr01ekt

OChlararlacri sk01a och undervisnincr，

Stockh01m1981．

Anna Sandstre）m，旦βalismi undervisninq′

1882．

C．＝．Sands亡re）m，Barn－　OCh uncrdomPSVk01ocri，

Almqvist　＆　Wiksell／Gevers FBrlag AB．，

S亡OCkh01m1961．

A．V．Cropley，Skaて）ande becravnincT，Stockh01m

1971．

Sophie Elkan，Drammen＿Om e）Sterlande亡．，

stockholm1901．（サロモンの姉妹による小説）

K．Erasmie，Becrrer）ロet kreativite亡′　En

liヒteraturg■enOmgang．IJararhe）gSk01ani

Link凸Ping，institutionen fe）r Pedagogik1973．

G．Hemerきn，Aspects of aestheヒics，IJund

1983′　Sid　71．

L．Johnsson och Y．Linden，RaT〕POr亡　fran en

Studieresa＿＿亘Il　＝sland，IJarareutbildningeni

Linke）Ping，raPPOrt1984：118，IJinke）Plng1984．

Ellen Key，Ske）nheti herrmen，迦′　julnummer
1897．

405



Arthur Koestler，Janus，En sarrmanfa亡tning，

1981．

Selma Lagerle）f，Nils H0lcTerSSOnS underbara

三皇呈旦′　Stockh01m1906－1907．

0rd fe）r Ord，Svenska synonymer och

utryckFemte tryckningen，Stockh01m，P A

Norstedt　＆　Se）nerS Fe）rlag，1986

Dag Romell，Krea亡ivitet　－　en OutnVヒ亡1ad

resurs，Malme〉1975．

Svenska akademiens ordbok′1981．

（英語）

Thomas Henry Huxley，Collec亡ed essavs，V01．

3　－Science and＿＿＿Educatiq塁′　London1893，（佐

伯正一訳、T．H．ハクスリ、『自由教育・科学教育』、明

治図書出版、1966年）．

C．P．Snow′　The Two Cqltures，A Second L00k′

Cambridge1964，（桧井巻之助訳、C．P．スノー、
『二つの文化と科学革命』、みすず書房、1967年）．

R．G．C011ingw00d，The PrinciPIes of ArL′　New

York1938．

J．Bronowski，Bruce Mazlish，The western

intellectual tradition，From Leonardo　亡○

辿′　London1960∴（三田博雄他訳、J．プロノフ
スキー、B．マズリッシュ、『ヨーロッパの知的伝統』、

みすず書房、1969年、267頁。）

（日本語）

桧崎巌監修、『国際教育事典』、アルク、1991年。

波多野誼余夫・稲垣佳世子、『知力と学カー学校で何を

学ぶか』、岩波書店、1984年．
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杉谷雅文編、『現代ドイツ教育哲学』、玉川大学出版部、
1974年

佐伯正一、『民衆教育の発展』、高陵社書店、1967年、

12頁。

荘司雅子、『現代西洋教育史』、亜紀書房、1969年。

高島善哉、『アダム・スミス』、岩波新書、1968年。

総務庁統計局編、『国際統計要覧』1991年。

石井良、深揮英隆訳、ゲルハルト・ヴェーア、『ユング

とシュタイナー』、人智学出版社、1982年。

松村昌家、『水晶宮物語』、リブロレポート、1986年、

参照。

木原武一、『ルイス・マンフォード』、鹿島出版会、

1984年、参照。

スウェーデン社会研究所編、『スウェーデンハンドブッ

ク』、早稲田大学出版部、1992年。
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人名索引

【ア行】

アインシュタイン（Albert Einstein）　　　　　326

アドルフ、グスタヴ二世（Gustav H Ad01f）　　46，47

アドルフ、グスタヴ三世（Gustav工工工Adolf）　　51

アブラハムソン（August Abrahamson）

アリストテレス（Aristotelses）

イェンソン（PelleJe）nSSOn）

石原英雄

イスリング（Åke＝sling）

ウィリアムズ（Raymond Williams）

ヴァーサ、グスタヴ（Gustav Vasa）

ウイッドマン（Dag Widman）

ウイベルユ（Albert Wiberg・）

エクマン（R．Ekman）

エル、グンナール（Gunnar Ell）

エルカン（Sophie Elkan）

エーレンスヴェルド（Ehrensvard）

オーエン（Robert Owen）

オズボーン（Alex F．0sborn）

オールドウェー（J．M．0rdway）

岡沢憲実

オスカー（Oscar　工）

【力行】

100′102，106′

107′144′153′171－173

326

201

103

110．112

73′74

45

79

89′191

306

174

104

313

105

327

160

38′39

52′54

カールソン（Frederik Ferdinand Carlsson）　112

ガヴッジ（Carl Gavuzzi）

ガウディツヒ（Hugo Gaudig）

ギルフォード（J．P．Gullford）

クラウセンーカース（A Clausen－Kaas）

クリスティーナ女王（Christina）

クリューゲル（Johan Frederik Kryger）

クロプレイ（A．P．Cropley）

ケィ、エレン（Ellen Key）

ゲイイェル（Erik Gustaf Geijer）

ケストラー（Arthur Koestler）

408

137

190

324

115

48

49

325

75′77′78′86′102′113′183′

210′313－315

52．54′59

327



ゲッツェ（Ge亡Ze）　　　　　　　　　　　　　　　　149

ケルシェンシュタイナー（Georg・Kerschensteiner）　189，190

ケレル（EIsa KBhler）　　　　　　　　　　　　　　191

後藤牧太　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23

コブデンーサンダスン（TJ Cobden－Sanderson）　311

コリングウッド（R．G．C011ingw00d）

コメニウス（Johan Amos Comenius）

【サ行】

サロモン（○亡亡O Salomon）

72′311

89′107′119′189

15′19′23－25′41′75′77′

100，102，103，106－108，114，115，

118－127′129－153′161′163′165－175′

177－179′192′197′199，216′327′335

サンドストレーム（Anna Sandstre＞m）

荘司雅子

シグネウス（Uno Cygneus）

シェーレー（F von Scheele）

シェンネルード（H．K．Kjennerud）

シャイプネル（Otto Scheibner）

ショウ（Quincy A．Shaw）

シリェストレーム（P．A．Siljestre）m）

62

105

116－118′164

172

160

190

160

56

シルベルストルペ（Gustav Abraham Silfverst01pe）　51，52

ストムバウ（Ray Stombaugh）

スノー（Charles Percey Snow）

スパッレ（E．J．Sparre）

スミス、アダム（Adam Smith）

スンドブラッド（Dick Sundblad）

スンドベルユ（Per Sundberg）

【夕行】

ダ・ヴィンチ（Leonardo da vinci）

角田文衛

手島精一

デカルト（Ren畠Descartes）

デューイ（John Dewey）

トロツツイグ（Eva TrotZlg）

トンビオン（Thomas Tompion）

トンプソン（M．M．Thompson）

409

159

94，98′124

113

96′97

31′32，100′107′

140′169．172′177

204

123′223



【ナ行】

【ハ行】

ニューマン（Maya Nyman）

ノーボー（Ove Nabo）

バウチャー（Leon Baucher）

パウルストン（R01land G Paulston）

ハエフェーレ（Haefele）

ハクスリ（Thomas Henry Huxley）

パルツェル（L Bal亡Zer）

バッゲ（Bagge）

ハツセルベルユ（Per Hasselberg）

ハルトマン（Per Hartman）

パルムグレン（K．E．Palmgren）

ビシュネグラドスキ（Wischnegradski）

ビェルケ（Erns亡Bjerke）

ビュルマン（EvaIJis Bjurman）

フェーグレン（Jan Sje＞gren）

フェーホルム（Gottfrid Sje）holm）

フォーシェル（Forsell）

プラーテン（Magnus von Pla亡en）

フランゼン（J Franz卓n）

ブルンソン（Johanna Brunsson）

フレーベル（Friedrich Fre）bel）

プロノフスキー（J．Bronowskl）

へクシヤー（E．F．Heckscher）

ペスタロツチ（Johan Heinrich

ペティ（Wlllam Pe亡亡y）

ヘッドルンド（S A Hedlund）

42

27

328′331

97

151

219

309

81′135′179′

241′251．283

167′168

149

68′102′130′148′

149′151．163′165′171

90

10′11′28′31′32′

67′189′197′297－299′306′

310′315．317′320′331．338

189

248

64

165

86

89′105′116

22

80

Pestalozzi） 18′25′107′116′

119′120′156

96

ヘディン（Ad01f Hedln）

ベネット（Charles AIpheus Bennett）

ベル（Daniel Bell）

ベルユ（Fridtjuv Berg）

ボス（Della Vos）

410

57

57

156．158′163

2

57′185

154′157′158′163



ボーマン（Monica Boman）

ホルム（Rurik H01m）

【マ行】

マズリッシュ（B．Mazlish）

マルムステン（Carl Malmsten）

マンフォード（Lewis Mumford）

ミッケルセン（Aksel Mikkelsen）

百瀬宏

モリス（Willlam Morr土S）

モンテーニュ（Michel de Montaigne）

【ラ行】

313，315

173

22

177′192．

193，199－217′224′335

95

166′168

37′38

122′123′314

89

ラウリラ（Laurlla）

ラーゲルレーフ、セルマ（Selma Lagerle＞f）

ラーション、カール（CarlIJarSSOn）

210′211

ラーション、グスタフ（Gustaf Larsson）

ラスキン（John Ruskin）

ラバーン（IJionel Lambourne）

リチャードソン（Gunnar Richardson）

111′218

リード（Herbert Read）

1）ユエゴード（011e Ryegard）

リング（P．H．Ling）

306

57．103，104，139

78′79．174′

160′161

210′314

311

27′64′67′94′

225

84′85′247

102

リンドグレンー71）－デル（Marita LindgrenrFridell）　　　245

ルシイpスミス（Edward Lucie－Smith）

ルソー（JeanJacques Rousseau）

ルーデンシェルド（Thorsten Rudensche）ld）

ルンドベルユ（Tors亡en Lundberg）

ロック（JohnIJOCke）

ロツセ（Richard Rothe）

ロドへ－（Eva Rodhe）

ローム（N．C．Rom）

ロメル（Dag Romell）

411

96

49′89′119

56′117′185

19′177′224′

250′277′279′293．329′331

49，89，107，119

185

136

114

327



事項索引

【ア行】

アウダスト・アブラハムソン財団法人　　　171′173

アーツ・アンド・クラフツ運動　85，95

アーティザン

アーティスト

アルベーツステユーガ

育親制度

イデウーン

インダストリー

インダストリアリズム

インダストリアリゼーショ

インターナショナリズム

ヴァイキング

ヴァリーン女学校

ヴイスピー協定

ヴェルダンテティ

74

74

89′91′92′111′113

43

313

73′74

67′74′76′81′196′207′209

ン　　4′13

76′77

36′37′41－43

63

236

62

ウルツナ農業インスティテュート　　　101

エヴァ・ロドへ－の実業学校　136

エステテイスク

LUG

LUK

オリーン女学校

オリエンテーリング教科

オーロフスコーラン

拡散的思考
学問学校

カテゴリー分析

カルチャー

基礎学校

262′

284′

基底学校

ギムナシウム

キリスト教

キリスト教知識普及会

305－307′310－311′315′317′323′326′337

265′266

267－276

63

124′245，258′260．261．287′288′295′296

240

【力行】

325′326′330′331

49．52′58′59′123

122′297．300

73

238－240′243′244′246．249′251－256′

265′271．272′276′281′283．

286′287′292′297

49′55－57′185′187

47′60

145

105

412



ギルド　　　　　　　　　80′81

禁酒運動　　　　　　　　75

キンダーガルテン　　　　117

グスタフベルエス・バーンフス　90

クラス

芸術工業

工業生産

工業化

国民学校

国民大学

73

141

9

1－3′5′18′20′25－27′39．42′59′67′68．

72′75′80′82′85．94，95．97′177′335

43．53－59′85′87′88′91－93′108′

110－120′122′123′125′129′131．134．136，137′

139′142－145′150′152，166－168′172′173′179′

180．182′185－187′189′192－194，219．221′

227－229．234′238′245．271′275′335

61′62

国立規範女学校

国立高等女子師範学校

国家ロマン主義

コミュニケーション

63

63

77′78′82－84′196－198′210

296′298′301

コンストファックスコーラン　　83′182′202′241′277

コンビェ一二ュ国立商業

三学学校

産業革命

シグッナスコーラン

試行錯誤的学習形態

自然なスロイド

児童の世紀

社会育成

社会美計画

工業学校　156

【サ行】

47′48′51′52′60′64

2′18′20′69′95′96′148

200

329′330

213T215

75′183

303

76

シャルメルスカ・スロイデスコーラン　72

集束的思考

修道院学校

集団指導

手工科

巡回校

職業教育

消費者教育

信仰復興運動

新イラスト新聞

325．326′311

43′44

146

5′22－25

54．55

113′145′154′155．167′181′190′193′221

249′256′278′295′298′301

76

168

413



スウイディッシュ・モダーン　　78．79′196′197′204

スカンジナビア　デザイン37

スカンジナビア・モダーン　　　4

スツールマン式　　　　131

ストックホルム工科大学100

スロイド過程

スロイド学校

スロイド教育新聞

スロイド協会

スロイドフォールム

セラピー

創造性

創造的知識シリーズ

大学校

大聖堂学校

大聖堂評議会

多角的スロイド

脱工業化社会

地方教育庁

中央の国

帝国技術学校

テキスタイル

テクノロジー

テクノロジスカ

テックニング

デモクラシー

328，331

86′87′105－108′111′114′150′

160′168

119′120

72′82－84′86′112′143′197′309′315

262′264′285′287′289′290．293

259

124′184．185′222′223′233′308′

323－326．329－331

31

【夕行】

64

43－46

54

250′257

2

55．243

207－208

157

6′20′80′86．240′248′252′253′255．257′

261′262．264′267，274′276′290′292′333

3

・インスティテュート　100．101

5′131′132′173′174′181′182′184′192．

226′239′241′245．250－253′258′261′267′269′

270′272′273．296

73

デュッセルドルフ学校様式　　　77

統一学校

東方の国の夢

ナショナリズム

ニュツケルヴイーク計画

185－187′218′221′227′231′234′235

104

【ナ行】

76′77′85′139′174

205－206′210

414



ニルスの不思議な旅

不一ス

不一ス・システム

農業アカデミー

農業革命

農業経済会議所

ハントヴェルク

ハンドワーク

103′104

18，20，23．30′102′104′149′

150－154′163－174

24．25′126′129－131′134′148′151′

152′154′165′166′169．184′198－200′213．

216．217′224′335

84

68

77′82′84′87．180

【ハ行】

ビクビューホルムススコーラン　205

美的育成

美的価値

美的＝実際的

ヒューマニズム

ビルド

フアツティグスコーラ

フォルムギヴニング

245－47′256，266．293′298′300

246．292－294′298．300

203′241′243－245′252′256′273′288′296

22．169′239′323

5

70

10

複線型学校制度（システム）　186′187′189′238

プラクティスク（prak亡isk）　37′317－321′323′338

プラスティック

フランス革命

フリーティツズヘム

フスフリードユススコーラ

文化育成

分業

へンマスレェイダンデ

へンマスロイド

へムスロイド

ヘムスロイド運動

へムスロイド協会

ホビー・スロイド

ボランタリズム

12

80

91

114

249′302

96′97

10′12

10

9．10′12′13′80－88′196′213′334

77′82′83－88′106．113．197′334

9′82′83′86

10

105－107．169

【マ行】

マニュアル・トレーニング　　　24′154′155′163′164

マニュファクチャー　　　80′97

415



マルムステン・スロイド連合　　213

民衆教育

モデルシステム

モデルシリーズ

余暇スロイド

ユベスキュレー

ラテン

ラテン学校

リベラリズム

94，97′98′105′106

129′141′196

19，134－138′151′194．195′198′

199，212′215′216′220．230′232′233′247′

248．257′259′260

【ヤ行】

【ラ行】

52′58′59′60′62

46′47

75

リンドプロム教義問答　　90

レアル学校（スコーラ）

レ一口ベルク

労働運動

労働学校

労働教育学

ロシア法

ロシア・システム

ローテゴング

59′60′186－188′220′221′227′

228′236′238

48．51′58－63．111′134′186′187′

188．227′236

75

89′151′168′189－191

100′115－117．148，168′190．191′203

25

131．149′154．158′159′161′163′164

70′71

416


